
戊辰白河口戦争記の訳 

 

これは私が伯母糸井清子から贈られた『戊辰白河口戦争記（復刻）』（戊辰白河口戦争記復刻刊行

会）を、私が読み下す便利のため作成した「訳」です。 

 

・・・本文 

・・・挿話 

・・・引用 

・・・脚注 

このように部分を区別しました。 

 

《本文》 

私が読み下したように、字体・おくりがな・かなづかい等は現代表記に改めています。 

原書で漢字表記の助詞・副詞は、適宜ひらがな表記としています。 

日付・数値は算用数字を用いました。 

（本書に出る日付はほとんどが旧暦です。旧暦の年月日もあえて算用数字で表記しました。） 

読点「、」は適宜追加しました。 

（原書の趣を損じる恐れはありますが、現代人が読み下し、読解する便をあえて優先しまし

た。） 

また復刻版の誤記・誤植と思われる箇所は訂正しました。そのことは脚注に記しておきます。 

 

難読箇所やとくに地名には努めてふりがなを付しました。 

人名は復刻版の字体を尊重しますが、やむをえず使用可能な字体で代替した場合があります。 

有名人については、一般的な書籍での字体表記としました。 

地名は現在における表記を優先しました。 

 

復刻版における「割り書き注」は、括弧書き（  ）に改めました。 

 

《挿話》 

本文の表記に準じました。 

 

《引用》 

字体を現代表記としました。 

カタカナ文はひらがな記述に改めました。 

必要と思われる読点「、」は追加しました。 

本文・挿話中の引用については「 」で括り、表記は引用に準じました。 

 

 

 

  

  

  

 

改訂 2025.02.04 



《脚注》 

（文字・黒）復刻版の井上幸雄・金子誠三両氏の脚注 

（文字・青）私の付した注・メモ 

（文字・茶）私の伯母による書き込みは【清子書込】と表示します。 

 

この訳の表記方法および脚注はすべて私の解釈によるところなので、正確を期すには原書・原資

料にあたる必要があります。 

また当然ですが、原書および復刻版は発行当時の歴史的知見に基づいて書かれたものです。その

後の研究によって判明・訂正された事実もあることに注意しなければなりません。 

 

『戊辰白河口戦争記』を読んでみようという方に、私の勉強のためのメモ書きがいくらか役立て

ばと思っています。 

 

2018年 7 月 28日（戊辰戦争 150周年） 冨田悦哉 

 

 

 

 ※理解を深めるために、復刻版付録に加え、地図等の画像イメージや地名・人名一覧を新たな

付録としました。それら「訳」を作成する過程でできた成果物は、「戊辰白河口戦争記 学習

ノート」に集めました。 

 

※登場する地名・地形を、「戊辰白河地図インデックス」 および 「白河口戦争の地名地図」 

で確かめながら読み進めると、理解を援けると思います。 

 

※復刻版付録の「目でみる戊辰白河口戦争の記録」にも、注釈を付しました。ただし図版は画

質が低下していますので、項目を対照する程度とお考えください。（詳細は、博物館や資料館

などで原本を参照してください。） 

 

※注などのリンクは「新しいタブで開く」ことをお勧めします。 

 

⇒ 戊辰白河口戦争記 学習ノート 

  https://tomifa.sakura.ne.jp/bosin-sirakawa/ 

 

  

脚注 脚注 

脚注 脚注 

【清子書込】 

https://tomifa.sakura.ne.jp/bosin-sirakawa/


（復刻版表紙） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

佐久間律堂著 訳注 井上幸雄 金子誠三 
 

戊辰白河口戦争記 復刻 
 

戊辰白河口戦争記復刻刊行会 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

復刻版 発刊に寄せて 

 白河市長 小野 亀八郎 

（文は後掲） 

 

復刻版 目次 

 

  戊辰白河口戦争記 

  

  付録 幕末・維新人物１００人 

     藩一覧 

     奥羽列藩同盟図 

     目でみる戊辰白河口戦争の記録 

   

あとがき 

 

 

復刻版 凡例 

 原本の理解を助けるために、次のことを施した。 

 １ 碑文をのぞき、読みにくい部分に現代仮名づかいでルビをふ

り、難解語その他に脚注を付した。 

 ２ 巻末に、関係人物・藩を注記した。 

 ３ 関係の写真を、巻末に収録した。 

 

 

  

原書は昭和 16年（1941年）9月発

行。 

 

復刻版は昭和 63年（1988年）7月

発行。（戊辰戦争 120周年） 

 

原書の発行は戊辰白河口戦争から

73年。 

現代 2018年はアジア太平洋戦争終

戦から 73年であり、戦争体験の証

言者が次々と亡くなっていくとい

う事情が共通する。 

 

 

「白河」「白川」の表記について 

古くから地名として「白河」と

「白川」は併用・混用されてきた

ようである。本訳中では、現代地

名が「白河」であることを優先し

て、本文中の市町名表記は「白

河」とする。ただし引用文中では

「白川」のままとした箇所があ

る。 

東白川郡の旧称としては「白川

郡」とする。（西白河郡の旧称は

「白河郡」） 

「白河口」「白川口」は結局町名を

目当てにしているので、「白河」で

統一する。西軍総督名称は「白河

口」と表記する。（『復古記』では

「河」「川」混在） 

 

 

「西軍」「東軍」について 

本訳は、原書に従って「西軍」「東

軍」と表記する。 

西軍： いわゆる新政府軍、官

軍。薩摩藩・長州藩・土佐藩など

の主に西国雄藩による連合軍。 

東軍： 奥羽越列藩同盟と会津

藩、庄内藩、旧幕府脱走兵などの

連合軍。西軍に抗した。 

 

 

人物の年齢（とくに死亡年齢）に

ついて 

文献や碑文から判明している場合

は「～歳」と記載している。ただ

し数え年か満年齢かは判別しきれ

ていない。 

引用文献や供養碑文などで「享

年」とあるものを引用する場合

は、そのまま「享年～」と表示す

る。 

享年は「天から享けた年数」とさ

れるが、戊辰戦争の当時では「数

え年」と同じと推定するのが妥当

と思われる。 

また「享年～歳」とあるものは年

数と年齢を混同していることにな

るが、「数え」で考えれば結局同じ

である。 



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

佐久間律堂著 

 

戊辰白河口戦争記 
 

堀川古楓堂刊行 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

自序 

 

戊辰
ぼ し ん

の役
えき

は、明治維新の新建設に伴
ともな

つて起
おこ

つた極めて複雑した免
まぬが

れ難い戦乱であつたが、武家時代最終の 戦
たたかい

だけに、東西両軍何
いず

れ

も武士道精神を発揮して戦つた。 

白
しら

河
かわ

口
ぐち

の戦は頗
すこぶ

る激戦であり、且
か

つ長期に亘
わた

つた戦争であつたの

で、白河地方にはその戦跡も多く、史話や記録も亦
また

多く遺
のこ

されてゐ

る。余
よ

、大正九年白河に居を移し爾来
じ ら い

二十有余
ゆ う よ

年此等
こ れ ら

戦跡を遍
あまね

く訪

ね、古老に実話を質
ただ

し、或
あるい

は旧家に記録を求めた。適々
てきてき

今秋
こんしゅう

戊辰

戦争を距
へだた

る七十四年に方
あた

り、此等
こ れ ら

地方特殊なる郷土資料を一般史に

織込み「戊辰白河口戦争記」と題して上梓
じょうし

に付
ふ

することとした。 

本書收
おさ

むる所、雑録と見るべきものあり、また炉辺
ろ へ ん

物語に類
るい

する所

も少
すくな

くない。これ当時の実況を語るに足るものは片言
へんげん

隻句
せ っ く

と雖
いえど

も

之
これ

を収録せるに因
よ

る。本書戦争史と言はずして戦争記と称したるも

これがためである。ただ著者の浅学
せんがく

寡聞
か ぶ ん

、よく史実を尽
つく

さず、推敲
すいこう

意に満たざる所多し、後日訂正修補
しゅうほ

の機あらん。されどこの小著
しょうちょ

世
よ

に裨益
ひ え き

するあらば 幸
さいわい

である。偏
ひとえ

に江湖
こ う こ

の批正
ひ せ い

を仰ぐ。 

口絵の五月朔
さく

日
じつ

戦図は、大山元帥伝の付図
ふ ず

なるを、特に大山家の

御許
おゆるし

を得て本書に転載したるもの、戦図の縮写、白河城大手門
おおてもん

の複

写及び砲弾等の実写は何
いず

れも熊田猛夫氏の労を煩
わずら

はしたるもの、

題簽
だいせん

は大谷五平氏の揮毫
き ご う

を岩越次郎氏の彫刻されたものである。こ

こに付記してその好意を深謝
しんしゃ

す。 

昭和十六年九月               著者識
しる

す 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戊辰の役： 戊辰戦争。慶応 4

年/明治元年～明治 2年（1868年～

1869年）。戊辰〈つちのえたつ〉の

年に発端であることから。 

 

「極めて複雑した免れ難い戦乱」：

意味深長である。しかし決定論に

くみするものではない。 

 

爾来： それより後。 

 

適々〈てきてき〉： たまたま。 

 

上梓： 出版すること。 

 

炉辺物語： 炉端でつれづれに

するような、よもやま話。 

 

浅学寡聞： 自身の知識や経験

が少ないことを謙遜していう言葉 

 

推敲： 字句・表現をよく考え

練ること。 

 

小著： 自分の著作を謙遜して

いう。 

 

裨益： 役に立つこと。 

 

江湖： 世の中。 

 

批正： 批評して誤りを正すこ

と。 

 

大山元帥： 1842～1916。大山

弥助巌。薩摩藩。元帥陸軍大将。 

 

朔日： その月の第一日。 

 

題簽〈だいせん〉： 原書は「題

筌」となっているが「簽」が正し

い。 ここでは書物の題字の意

味。 

 

揮毫： 文字や絵をかくこと。 



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

口絵 

  白河城 大手門と広小路
ひろこうじ

 

  官軍白河攻撃要図
よ う ず

 慶応戊辰五月朔日 

  戊辰戦争の砲弾と小銃丸 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

目次 
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第3章 奥羽鎮定の方針       10 

第4章 奥羽列藩の白石会議     15 

第5章 世良参謀福島に殺さる    19 
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第19章 東西両軍の墓碑および供養塔 127 

第20章 戊辰戦争と地方民      176 

 

  付録 戊辰戦争年表         211 

 

（ページ数字は復刻版のもの） 

  

復刻版の折り込み口絵は、付録

「目でみる戊辰白河口戦争の記

録」に付した。 

 

 

官軍白河攻撃要図 ⇒『戊辰白

河口戦争記地図インデックス』 

（5月 1日） 
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戊辰白河口戦争記 

                佐久間律堂著 

 

 

 

第1章 幕軍
ばくぐん

鳥羽伏見に敗
やぶ

る 

 

 

（戊辰戦争は鳥羽
と ば

伏見
ふ し み

の戦争から始まる。） 

将軍徳川慶喜
よしのぶ

は、慶応 3年 10月時勢
じ せ い

を察し、「当今外国の交際、日
ひ

に盛
さかん

なるにより、愈々
いよいよ

朝権
ちょうけん

一途
い ち ず

に出不
いでもうさ

レ申
ず

候
そうろう

ては、綱紀
こ う き

難
たち

レ

立
がたし

。」との大英断をもって大政
たいせい

を奉還
ほうかん

した。 

朝廷はこれを許し、慶応 3年 12月 9日には小御所
こ ご し ょ

の会議が開かれ

た。これが新政府としての最初の会議である。この会議に土佐の前

藩主山内
やまのうち

容堂
ようどう

は徳川慶喜を召して会議に列せしむべしと主張した

が、大原重徳
しげとみ

・岩倉具視
と も み

等はこれに反対し、かつ慶喜の誠意を疑

い、かつ官位を辞せしめ、土地人民の返還を求めたのである。 

 

幕府側は、この会議の結果慶喜の退官となり、納地
の う ち

のこととなった

事をもって、薩藩およびその一派の公卿等の陰謀であるとして憤慨

するところあり、君側の姦
かん

を清
きよ

むべしとした。賢明なる慶喜は幕臣

の不平が輦轂
れんこく

の下に発してはと恐懼
きょうく

して、京都二条城から大阪に退

いた。 

一方江戸では三田の薩藩邸に潜む浪士等の市中
しちゅう

奪掠
だつりゃく

があり、西の丸

の炎上等の事があって、ここに幕府側と薩藩とは反目した。三田
み た

の

薩邸を焼いたのは 12月 24日であった。この報が大阪に達すると、

幕府側の諸隊は令を待たずに戎装
じゅうそう

した。すなわち頃日
けいじつ

の朝廷の措置

は決して朝廷の真意でなく、薩藩等の奸謀
かんぼう

となし、君側
くんそく

を清
きよ

めねば

ならぬと、上洛掃攘
そうじょう

の議が一決され、慶喜もこの説に傾いた。 

 

慶応 4年正月 3日、慶喜 入 朝
にゅうちょう

の事となり、幕臣は討
とう

薩
さつ

の表
ひょう

を携え

て上京した。（薩藩は、武力によって徳川 300年の勢力を破壊するで

なくては王政復古の大業は為し得ざるものとして、故意に徳川主従

を 憤
いきどお

らしめたのである。そこで徳川主従は討薩の表を携えて入京

となる。これが鳥羽伏見の戦い
たたかい

の原因であり、戊辰戦争の原因であ

る。） 

【p3】復刻版のページを表示する 

 

 

 

 

 

 

 

 

幕軍： 徳川幕府側の軍。 

 

鳥羽・伏見： 京都市南部。 

 

時勢： 時代の情勢。 

交際： 外国とのつきあい、交

渉。 

朝権一途に： 天皇中心に国権

をまとめて対応する。 

綱紀： 国の統治 

大政奉還： 家康が慶長 8年に

補された征夷大将軍の職を、徳川

最後の将軍慶喜が辞し、政権を朝

廷に返上。 

小御所の会議： 京都御所内の

殿舎の一つ。明治天皇出御のも

と、徳川氏の処分を決めた会議。 

土佐藩：高知県高知市。山内家。

24万 2000石。 

岩倉具視： 1825～1883。幼少

から容姿や言動に公家らしさがな

く異彩を放っていたという。八十

八卿列参事件。一時失脚したが、

大政奉還に際して復権。新政府の

海陸軍事務と会計事務を担当し、

実質的に首班となる。 

納地： 徳川幕府の領していた

700万石の土地を天皇に返す。800

万石ともいう。 

薩藩： 薩摩藩。鹿児島県鹿児

島市。島津家。77万石。 

  君側の姦を清む： 天皇の周囲

にいる悪人を排除するという意味 

輦轂： 天子の乗り物。転じて

天皇のひざもと。ここでは京都の

こと。 

 

大阪： 明治政府になってから

「大阪」という表記を正式とし

た。それまでは「大坂・大阪」併

用。原書では「大坂・大阪」混

用。 

戎装： 出陣の身支度。武装。 

  頃日： ちかごろ 

 

  掃攘： 悪人を討ち破り排除す

る。 

 

 

 

  入朝： 朝廷に参内する 

  表： 臣下から天皇への文書 

王政復古： 武家政治から天皇

親政の政体に復する。 

 

 



討薩
とうさつ

の表に云う 

かく討薩の表を上
のぼ

り、幕軍は正月 3日に会津・桑名 2藩の兵を前駆
ぜ ん く

として、譜代諸藩の兵 3万をもって鳥羽・伏見の両道から進んだの

である。 

 

幕臣の上洛は薩長の待ち構えていたところであったので、薩兵から

砲撃は開始された。もとより薩長は連合されている。 

翌 4日、朝廷は仁和寺宮
にんなじのみや

嘉彰
よしあき

親王を征夷大将軍
せいいたいしょうぐん

となし錦旗
き ん き

節刀
せっとう

を賜
たも

うて出征
しゅっせい

せしめたから、幕軍は朝敵となった。連戦 4日幕軍は敗れ

て大阪に遁
のが

れ帰った。慶喜は錦旗と聞
きこ

えて、大坂城を尾張・越前に

託し、会津・桑名等の藩主とともに 6日夜に軍艦で江戸に帰った。 

 

慶喜が江戸に帰ると、当時フランスは東洋に野心満々たるの時であ

ったから、公使ロッシュを江戸城に登城せしめ、慶喜に面会のうえ

しきりに薩長と戦わしめんとした。軍艦も兵器もすべてフランスに

おいて用立
よ う だ

てするからと誘った。このとき慶喜は断然
だんぜん

これを却
しりぞ

け

「我
わ

が国はたとい公卿大名から申し出たことであっても、朝命
ちょうめい

とな

っては違背
い は い

の出来
で き

ぬ国柄
くにがら

である」と諭したという。 

このとき慶喜が凡庸
ぼんよう

の主
しゅ

であったら、我が国体
こくたい

を傷つけたことであ

ったろう。当時英仏の関係から推
お

して見ると、フランスが幕府に加

勢したとすれば、必ず英は薩長に結んだに相違
そ う い

ない。慶喜の賢明に

よって我が国は外国の干渉を受けることなく、外国勢力が扶植
ふしょく

する

【p4】 

「臣下である慶喜が謹んで、昨月 9

日以来の事態を推察さしあげれ

ば、一つとして朝廷（天皇）のご

真意ではなく、まったく薩摩藩の

奸臣どもの陰謀から出ていること

は世の人々皆が知るところです。

ことに江戸・長崎・下野・相模の

あちこちで乱暴・強盗が起こって 

いるのも、薩藩家来の唱導によっ

て東西呼応して皇国を乱そうとい

う所業であって、神も人もともに

憎むところでございますから、前

記の奸臣どもをお引き渡しいただ

けるよう、ご命令を下されたいの

ですが、万一（この意見が）ご採

用されないのであれば、やむを得

ず武力で悪人を討ち殺すことにい

たします。このことを謹んで奏聞

たてまつります。」 

修理大夫： 薩摩藩主の官職名 

野・相州： 下野国（栃木県）

と相模国（神奈川県の大部分） 

  天人ともに： 神も人も、天皇

から平民まで 

  沙汰： 裁断して取り扱いを命

じる 

  誅戮： 武力で悪人を討ち殺す 

譜代： 関ヶ原の戦い以前から

の徳川氏の臣。 

長州藩： 山口県山口市。毛利

家。36万 9千石。 

原書「仁和寺宮彰仁親王」→訳

「仁和寺宮嘉彰親王」（のちに小松

宮彰仁親王と改める） 

錦旗節刀： 朝敵征伐の時に天

皇から官軍の標章として、征夷大

将軍に賜った錦の旗と刀。 

  尾張藩と越前藩の者の意味。 

  ごく限られた者のみを従えての

脱出であったという。 

通過の状： 通過していくあり

さま。 

大庄屋： 藩から任命され、苗

字帯刀を許される格式。一村の長

として村の戸籍・地方・訴訟・貢

租などを受け持つ庄屋を、数人か

ら数十人支配した。 

⇒［脚注］本書に登場する大庄

屋 

脱兵： 戦場を離脱した敗兵。 

継ぎ来り： 駕籠を乗り継いで 

  引戸駕籠： 乗り口に引き戸を

取り付けた駕籠。身分の高い者が

用いた。 

渋紙： 張り合わせて柿渋を塗

った和紙。雨具・包み紙・敷物な

どにした。 

  朝命： 朝廷の命令 

 

 

 

  凡庸の主： 凡庸な君主 

  国体： 特に「天皇を中心とし

た秩序（政体）」を意味する語 

臣
しん

慶喜謹而
つつしみて

去月
きょげつ

九日以来御事体
ご じ た い

奉
きょうさつ

二恐察
たてまつり

一候得者
そうらえば

、一々朝廷の

御真意
ご し ん い

には 之
これなく

レ無、全く松平修理大夫
しゅりのだいぶ

奸臣
かんしん

共
ども

の陰謀より出
で

候
そうろう

は

天下 所
ともにしる

二共知
と こ ろ

一。殊
こと

に江戸・長崎・野相州所々
しょしょ

乱暴劫盗
ごうとう

に及
および

候
そうろう

も、同家家来の唱導
しょうどう

により東西響応
きょうおう

皇国
こうこく

を乱し候所業
しょぎょう

天人
てんじん

共
とも

に所
にくむ

レ憎
ところ

に御座候間
ござそうろうあいだ

、前文の奸臣共を御引渡
おひきわた

し御座候様
ござそうろうよう

御沙汰
お ん さ た

被
くだ

レ下度
されたく

、万一
まんいち

御採用
ごさいよう

不
あいなら

二相成
ず

一候
そうら

はば不
やむを

レ得
え

レ止
ず

誅
ちゅう

戮
りく

を

加へ可
もうす

レ申
べく

候。此段
このだん

謹而
つつしみて

奉
そうぶん

二奏聞
たてまつり

一候。 

正月             慶喜 

白河町天神
てんじん

町
まち

藤田某
ぼう

の記録に会津兵の白河通過の状
じょう

を述べて（藤

田某は、白河天神町の大庄屋
おおしょうや

藤田孫十郎の弟である。孫十郎は現

在の藤田新次郎氏の祖である。）、 

鳥羽伏見の戦いに徳川の脱兵
だっぺい

および会津兵の手負者
ておいしゃ

および途中死

亡者は、駕籠により継
つ

ぎ来り、または引戸
ひ き ど

駕籠
か ご

に乗りたるも、

渋紙
しぶがみ

に包みたる死人もあった。云々
うんぬん

。 



ことなくて済んだ。 
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  扶植： 勢力を拡大すること。

ひいては植民地化されることが恐

れられた。  

本書に登場する大庄屋 

 

復刻版 6ページ 天神町 藤田孫十郎 

 

31,176,188,195,198,199,204ページ 栃本 根本家 

 

52ページ 米 兼子家 

 

64ページ 白坂村 白坂市之助 

 

92ページ 搦目 内山家 

 



 

第2章 西軍江戸城に進撃 

 

 

慶応 4年正月 10日に、朝廷は徳川慶喜および松平容保
かたもり

・松平定敬
さだあき

等

の官爵
かんしゃく

を削り、ついに東征
とうせい

の師
し

を起
おこ

して諸藩の兵を徴
ちょう

した。2月 9

日有栖川宮
ありすがわのみや

熾
たる

仁
ひと

親王が東征大総督となられ、同 15日錦旗節刀
きんきせっとう

を授
さず

け

られた。かくして西軍は東海・東山
とうざん

・北陸の 3道から江戸城に迫っ

た。総督・参謀は左
さ

の通りである。 

    東征大総督        熾仁
たるひと

親王 

    参謀           正親町
おおぎまち

中将 

    同            西四辻
にしよつつじ

太夫 

    同            西郷隆盛 

    同            林玖十郎
くじゅうろう

 

    東海道先鋒総督兼鎮撫使  橋本実梁
さねやな

 

    同 副使         柳原
やなぎわら

前光
さきみつ

 

    参謀           木梨精一郎 

    同            海江田
か い え だ

信義 

    東山道
とうさんどう

先鋒総督兼鎮撫使  岩倉具定 

    同 副使         岩倉具経 

    参謀           板垣退助 

    同            伊地知
い じ ち

正治 

    北陸道先鋒総督兼鎮撫使  高倉永祜
ながさち

 

    同 副使         四條隆平
たかとし

 

    参謀           黒田清隆 

    同            品川弥二郎 

東海道は進撃を主とし、外
ほか

2道は防止を主として 2月 11日・12日・

13日宮闕
きゅうけつ

を拝辞
は い じ

し、3道斉しく
ひ と し く

進んだ。この中の東山道先鋒の軍が

白河口に迫るに至ったのである。 

東山道先鋒は 2軍に分れ、一軍は板垣参謀これを率いて信州から甲

府に入り、幕府新選組
しんせんぐみ

の隊長近藤勇
いさみ

を勝沼付近で破って新宿
しんじゅく

に着

いた。一軍は伊地知
い じ ち

参謀これを率いて上武
じょうぶ

の間
かん

に幕軍と戦い、進ん

で板橋に着いた。東海道軍は進んで池上
いけがみ

に着き本門寺
ほんもんじ

に陣した。北

陸軍は千住に着いた。 

大総督府は 2月 15日京を発し、海路
か い ろ

を駿河
す る が

に至り駿府
す ん ぷ

に府
ふ

を置き、

いよいよ 3月 15日江戸城総攻撃に決した。 

 

ここに徳川譜代
ふ だ い

の臣
しん

はみな兵器を取って立とうとする形勢なので、
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大政奉還により慶喜の征夷大将軍

は辞され（鳥羽伏見の戦いでは仁

和寺宮嘉彰親王を征討大将軍に任

命）、王政復古の大号令により辞官

納地を命じてはいたが、慶喜の官

爵返納は行なわれていなかった。

ここまでで慶喜、正二位内大臣右

近衛大将。容保、正四位下参議肥

後守。定敬、従四位上左近衛権中

将越中守。 

東征の師： 東征軍 

東山道： 中山道のこと。江戸

時代より上野（群馬）信濃（長

野）等を経て近江（滋賀）の草津

宿で東海道に合流し、京に至る。

五街道の一つ。 

左の通り： 原書・復刻版は縦

書き、訳は横書きなので「下」と

すべきところ。他箇所も同様。 

原書「西田辻」→訳「西四辻」 

原書「さねやね」→訳「さねや

な」 

先鋒総督兼鎮撫使： 先頭に立

つ軍司令官。地方の乱兵を鎮める

ために、朝廷から派遣された使

者。 

西軍の組織については、別表

「西軍の総督参謀」に整理した。 

 

原書「永祐」→訳「永祜」 

  原書「彌次郎」→訳「弥二郎」 

   

防止： ここでは防衛線を上げ

進めるような概念か。 

宮闕を拝辞： 皇居にて天皇に

出征の挨拶をすること。 

後に出てくるように、東山道軍

は元々白河口は担当ではなかっ

た。 

  白河口： 陸奥国白河（現福島

県白河市）は奥州街道の要地であ

った。古代は白河の関が置かれ、

奥州の入り口にあたる。 

新選組： 「新撰組」という表

記もあるが、訳では「選」とする 

勝沼： 山梨県東山梨郡勝沼町 

新宿： 江戸の西方、甲州街道

新宿。 

上武の間に： 上野（群馬）お

よび武蔵（東京・埼玉・神奈川の

一部）の地域において。 

  板橋： 江戸の北西方、中山道

（東山道）板橋宿。 

  池上： 江戸の南方、東海道品

川宿の南。 

千住： 江戸の北方、奥州街道

千住宿。このように各軍が各街道

の初宿に到着し、江戸を包囲した

形勢である。 

駿河の駿府： 静岡県静岡市。 

府： 大総督府。司令部。 

譜代の臣： 「代々主人に仕え

る者」を意味するが、ここでは徳

川家直属の家臣団（幕臣）のこと 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku2/soutoku-sanbou.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku2/soutoku-sanbou.pdf


慶喜は勝安房
あ わ

をしてこれを諭
さと

さしめ、身
み

は江戸城を出
い

でて上野
う え の

寛永寺
かんえいじ

に屏
へい

居
きょ

して恭順し朝命を俟
ま

った。諸道の兵が江戸に迫るにお

よび、山岡鉄太郎は駿府に至り西郷隆盛に面会して慶喜恭順の意を

述べ、ついで勝安房は高輪
たかなわ

の薩邸
さつてい

に西郷隆盛と会見して慶喜恭順の

状
じょう

を陳
ちん

じて、討伐の師を停
と

められたしと請
こ

うに至り、隆盛はこれを

総督宮に稟
りん

して諸軍の進伐
しんばつ

を停めた。 

4月 4日柳原
やなぎわら

前光
さきみつ

は勅使
ちょくし

として江戸城に入り、慶喜に死一等
いっとう

を減
げん

じ

て水戸に幽
ゆう

し、江戸城および軍艦・銃器を収
おさ

む。 

4月 15日大総督宮
みや

熾仁親王は江戸城に入
い

らせ給
たも

うた。 
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  勝安房： 勝安房守。このころ

陸軍総裁から軍事取扱に異動。号

は海舟。維新後に諱を安芳（やす

よし）と変えた。 

  屏居： 一室にこもっている。 

  諸道の兵： 各街道を進撃する

東征軍。 

  山岡鉄太郎： 剣客。この当時

は徳川家精鋭隊歩兵頭格。江戸城

開城後、若年寄格幹事となる。号

は鉄舟。 

  高輪： 東海道の江戸の町外れ

（現在東京都港区）。高輪大木戸が

あった。 

  陳ず： 弁明する。 

  稟す： 事を上官に申しのべ

る。 

  水戸に幽し： 水戸藩校弘道館

の一室に幽閉。 

  収む： 「接収した」という意

味。それが西郷と勝の停戦合意条

件であった。しかし実際には旧幕

府軍艦は一部が引き渡されただけ

で、主要艦は榎本武揚らが占拠し

て江戸湾上に居続け、ついには 8

月 19日に脱走することになる。 

銃器も、大鳥圭介等をはじめとす

る旧幕府脱走兵による持ち出しが

あり、完全な接収は行なわれなか

った。 

  

   

 



 

第3章 奥羽鎮定の方針 

 

 

奥羽の鎮定
ちんてい

は大兵
たいへい

を動かすことなく、奥羽諸藩の兵をもって鎮定す

ることに朝議が定まって、その令
れい

は奥羽諸藩に下
くだ

ったのである。 

令に云
い

う 

正月 17日には朝廷は仙台藩に令を下した。その令に云う 

ここに仙台藩主伊達
だ て

慶邦
よしくに

はこの旨を藩中
はんちゅう

に達
たっ

した。 

 

会津藩主松平
まつだいら

容保
かたもり

は江戸藩邸に謹慎中であったが、慶喜の旨を受け

て、2月 16日江戸を出
い

で帰国した。この時局
じきょく

に当たって江戸市内
し な い

取締
とりしまり

の重任を担
にな

っていた庄内藩
しょうないはん

もまた帰国した。桑名藩主松平

定敬
さだあき

も江戸藩邸に謹慎中であったが、藩邸を出でその菩提寺
ぼ だ い じ

の

霊岸寺
れいがんじ

に退
しりぞ

き、大久保一翁
いちおう

の勧めにより更に僻遠
ひ え ん

の地に謹慎するこ

とになり、その領地の越後
え ち ご

柏崎
かしわざき

に退いた。 

 

2月 26日、左大臣九条
くじょう

道孝
みちたか

が奥羽鎮撫総督となり、澤為量
ためかず

は副総督

（為量は宣嘉
のぶよし

の父）、醍醐
だ い ご

忠敬
ただゆき

・大山綱良
つなよし

（格之助）・世良
せ ら

砥徳
きよのり

（修

蔵）が参謀となりて、慶応 4年 3月 2日、薩藩 103人・長藩 1中

隊・筑前藩 158人・仙台藩 100人の守衛兵を率いて京都を発し、海

路奥羽に向かった。 

これより先、奥羽鎮撫使として澤為量・醍醐
だ い ご

忠敬
ただゆき

が命ぜられ、その

参謀には薩の黒田清隆・長の品川弥二郎が命ぜられた。しかるにそ

の鎮撫の方針を定むるに当たり鎮撫を主とするか、討伐を主とする

かに関して議
ぎ

恊
かな

わず、鎮撫を主とする黒田・品川は参謀を辞するに

至った。そこで前記の任命となる。これが会津討伐ともなり、奥羽
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大兵： 大軍の意だが、ここで

は新政府の東征軍のこと。 

奥羽諸藩の兵をもって鎮定： 

奥羽諸藩が恭順して、新政府の軍

として働くという前提である。奥

羽の事情を理解せず、見通しが甘

かった。しかし、新政府に派兵の

余力が無かったという事情もあっ

た。 

 

六師征討： 朝廷が、6方面への

諸藩を鎮撫するため任命した征討

軍。○山陰道鎮撫総督西園寺公望

○東海道（同）橋本実梁○東山道

（同）岩倉具定○北陸道（同）高

倉永祜○中国四国（同）四条隆謌

○九州（同）沢宣嘉。 

このときは各方面へ独立した鎮撫

総督を派遣したのであって、指揮

統括する大総督は未設置。このう

ち東海道・東山道・北陸道鎮撫総

督はさしあたり江戸を目指した。

会津征討については、西軍直接で

はなく、仙台藩一藩にやらせると

いうのが新政府の当初方針だっ

た。（仙台藩は恭順して新政府の一

軍として働くと見なされていた。） 

その藩一手をもって： 仙台藩

一藩だけで 

 

会津藩： 福島県会津若松市。

松平（保科）家。20万石。 

庄内藩： 原書では「荘内」と

いう表記であったが、一般的な表

記「庄内」に従う。山形県鶴岡

市。酒井家。17万石。 

桑名藩： 三重県桑名市。松平

（久松）家。11万石。 

桑名藩主松平定敬： 久松松平

家（定勝系）。寛政年間の老中松平

定信（当時白河藩）は、田安徳川

家からの養子。定敬は、尾張徳川

家連枝の四谷松平家（高須藩）か

らの養子。 

霊岸寺： 東京都江東区白河一

丁目。浄土宗。国史跡松平定信公

の墓有り。 

越後柏崎： 新潟県柏崎市。桑

名藩の領地（飛び地）があった。 

 

まず澤総督、醍醐副総督、黒

田・品川参謀が任命されたのは 2

月 9日付け。後から位階の高い九

条を総督に据えたため、澤・醍醐

は役職を順に下げられた。この初

動人選のごたつきが、後の奥羽鎮

撫多難のはじまりであった。守衛

兵のみで有効な兵力を持たせなか

ったことも、見通しが甘かった。 

就二徳川慶喜 叛 逆
はんぎゃくにつき

一、 為
ついとう

二追討
の た め

一、近日官軍自二東海
とうかい

・東山
とうさん

・

北陸
ほくりく

三 道
さんどうより

一、 可
しんぱつ

レ令
せしむ

二進発
べ き

一旨
むね

被
おおせいだ

二仰出
さ れ

一候。附
つい

ては奥羽の諸

藩 宜
よろしく

下 知
そんのうのたいぎ

二尊王
を し り

大義一相共に
あいともに

援中六師征討之勢
ろくしせいとうのせい

上 旨
をたすくべきむね

、

御沙汰
ご さ た

候 事
そうろうこと

。 

仙台中 将
ちゅうじょう

 

会津容保
かたもり

今度
このたび

徳川慶喜の叛謀
はんぼう

に与
くみ

し、錦旗に発砲し大逆
たいぎゃく

無道
む ど う

。 

可 被
せいばつぐん

レ発
はっせ

二征伐軍
ら る べ く

一 候
そうろう

間
あいだ

、其
その

藩一手
い っ て

を以て
も っ て

本城を襲撃 速
すみやか

に 

可
ついとう

レ奏
のこう

二追討之功
そ う す べ き

一旨
むね

、御沙汰候事。 



列藩の同盟ともなったものである。 

奥羽鎮撫総督が京を発するにあたり、天童藩
てんどうはん

の老臣吉田守隆
もりたか

が前導
ぜんどう

に任じた。3月 10日浪華
な に わ

を出帆、19日松島に上陸、一時観瀾亭
かんらんてい

を営

所とした。3月 23日には仙台藩主松平慶邦が松島に到り、九条総督

に謁
えっ

して会津討伐先鋒の命
めい

を拝
はい

した。慶邦はこれにおいて兵を

御霊櫃
ごれいびつ

・土湯
つ ち ゆ

・中山
なかやま

・石筵
いしむしろ

・湯原
ゆのはら

等の諸口
しょくち

に出
だ

し進んで会津に迫っ

た。 

 

しかるに奥羽諸藩の意向は、概
おおむ

ね弭兵論
びへいろん

で会津討伐を不可とし、寛

大の処置を講ずべしとなし、仙台・米沢 2藩がその首唱者であっ

た。 

鎮撫総督は会津を討たしめようとする、奥羽諸藩は会津を救うとす

る、この両意見の相違は互いに誤解を生ぜしめたのである。 

このころ米沢藩の大瀧新蔵等が仙台に来たって、世良参謀に面談し

て曰
いわ

く「容保謹慎中である、干戈
か ん か

を動かすことなく鎮撫し得べし」

と建言した。ところが世良参謀はおおいに立腹して「米藩異議あら

ば会藩と同罪なり」と言った。初めから世良参謀と奥羽諸藩とは

氷炭
ひょうたん

相容
あ い い

れぬ関係に立った。 

 

世良参謀は奥羽諸藩をもって奥羽を鎮撫することの困難であること

を察知して、長藩に左の書を送って援兵を請うている。（世良参謀は

長藩出身である。） 
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天童藩： 山形県天童市。織田

（信雄流）家。2万石。 

吉田大八守隆： のちに天童藩

が庄内藩の攻撃を受けるに至り失

脚、切腹した。天童将棋駒の製造

を推奨した。 

観瀾亭： 伊達政宗が豊臣秀吉

から貰った茶室で伏見城にあった

もの。歴代仙台藩主の納涼観光に

用いられた。 

松平（伊達）慶邦： 1825～

1874。仙台藩第 13代藩主。蝦夷地

の警衛を幕府から命じられた。戊

辰戦争では米沢藩主とともに列藩

同盟の総督となったが、敗戦で江

戸に連行され謹慎閉門。 

御霊櫃～石筵： 奥州街道筋か

ら会津盆地へ入る諸ルート上の

峠。 

湯原〈ゆのはら〉： 宮城県刈田

郡七ヶ宿町湯原。白石から米沢盆

地への七ヶ宿街道の宿場。 

弭兵： 出兵しない。弭は、弓

の両端の弦を掛ける部分である

が、転じて「やめる」の意味。 

干戈〈かんか〉： 武器。さらに

は兵、軍のこと。 

氷炭相容れぬ： 氷と炭火が共

に共存できない様子から、性質が

反対で合わないことのたとえ。 

 

 

鎮撫： ここは「鎮撫」と記さ

れているが、世良の持論は会津

「討伐」なので、奥羽全般に対す

る意識は鎮撫というよりは「制

圧」にちかいか？ 

 

「会津藩はおおいに反抗の様相

で、上下の者が一致して、みずか

ら「将軍」を僭称し、旧幕兵ほか

を集めたむろさせ、四方の藩境へ

武力を見せつけ、今にも攻め出す

勢いである。仙台藩のような戦い

慣れない兵では役に立たないと思

われる。詳細は軍防局へ報告して

ある。 

結局は薩藩・長藩の兵を動員しな

ければ事態打開しないと考え、薩

藩士大野を遣ったので、面会して

よく話を聞いて欲しい。 

庄内方面も問題があり対策が必要

と聞いている。 

米沢藩の真意も不明で、信頼する

ことはできない。」 

 

巨細： 大きなものから小さな

ものまで。すべて。一部始終。 

軍防局： 軍防事務局。新政府

が慶応元年 2月 3日に設けた中央

の組織。 

万緒： いろいろの糸ぐち。 

 

爾来
じ ら い

益々
ますます

多祥
たしょう

に御尽力
ごじんりょく

被
ござ

レ成
なさ

二御
れ

座一の段
だん

奉
たいけいに

二大慶
たてまつり

一候。鎮撫使

一統
いっとう

、海上無異
ぶ い

之
の

儀
ぎ

、当月二十三日仙台城下へ著陣
ちょじん

相成
あいなり

申
もうし

候。偖
さて

会藩にても大きに憤発、上下
じょうげ

一和
い ち わ

、自分
じ ぶ ん

将軍と称号し、水兵・徳

川兵・桑名兵・其他
そ の た

農町兵・新選組等集屯
しゅうとん

、四境
しきょう

へ勢
せい

を張り既
すで

に

押出
お し だ

すの勢
せい

と相見
あ い み

え申
もうし

候。右の次第
し だ い

に付
つき

、仙台不練
ふ れ ん

の兵にては奏

功無二覚束一、巨細
こ さ い

軍防局
ぐんぼうきょく

へ申
もうし

遣
つかわし

候 間
そうろうあいだ

、御承知可
くだ

レ被
さる

レ下
べく

候。 

何
いず

れ薩兵と我が兵と被
さしだ

二差出
さ れ

一不
もうさ

レ申
ず

ては、中々
なかなか

六ヶ敷様
むつかしきよう

存
ぞんじ

、乃
すなわ

ち薩藩大野五左衛門差
さし

登
のぼらせ

候に付
つき

、御面会の上
うえ

、万緒
ばんしょ

御咄
おはなし

可
もうす

レ申
べく

様
よう

頼置
たのみおき

候間
あいだ

、是亦
これまた

御承知可
くだ

レ被
さる

レ下
べく

候。荘内
しょうない

も少々手当
て あ て

有
これ

レ之
あり

候哉
そうろうや

に相聞
あいきこ

え申
もうし

候。米沢も半信半疑也
なり

。 不
たのむに

レ足
たら

レ頼
ず

と奉
ぞんじ

レ 存
たてまつり

候。右は用事
よ う じ

而巳
の み

。 

                     早々
そうそう

頓首
とんしゅ

。 

三月晦日
み そ か

 

                      世良修蔵 



この文をもってすれば、世良参謀は奥羽兵をもっては会津討伐には

不足とし、かつ米藩を信じておらぬことは明白で、奥羽は薩長兵を

して追討すべしと覚悟したものである。 

  

 大戸準一郎様 

 広沢兵助様 

尚々
なおなお

弥次郎へも荒増
あらまし

申遣置
もうしやりおき

候間
あいだ

、御承知被
くだ

レ下
され

度
たく

候。已上
いじょう

。 
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大戸準一郎： 木戸準一郎（桂

小五郎）と思われる。 

広沢兵助： 広沢真臣 

弥次郎： 品川弥二郎と思われ

る。 

 

 

 

米藩： 米沢藩。 



 

第4章 奥羽列藩の白石会議 

 

 

4月 26日会津藩主松平容保は使
し

を仙台・米沢に遣わして降
こう

を請
こ

うた

ので、2藩は書を総督府に上
のぼ

って容保の使者を軍門
ぐんもん

に引見
いんけん

せんことを

申し出
い

でいる。 

閏
うるう

4月 4日には仙台・米沢 2藩は書を督府
と く ふ

に上
のぼ

って、会藩降伏の状
じょう

あるによって追撃の中止を請うている。 

これより先閏 4月朔日ころ、醍醐・世良の両参謀は本宮
もとみや

にあり、仙

台藩を督
とく

して会津に進撃せしめ、中山
なかやま

・石筵
いしむしろ

に戦
たたか

いがあった。こ

のころ鎮撫総督は東山道
とうさんどう

先鋒軍
せんぽうぐん

の宇都宮
うつのみや

にあるものに移牒
いちょう

して、速

やかに白河口に来援することを求めている。 

 

閏 4月 4日、いよいよ仙台・米沢の両藩は奥羽の列藩に回文
かいぶん

してそ

の重臣を白石
しろいし

に会合するようにした。これ会藩救解
きゅうかい

の趣旨からであ

る。 

その文に 

この回章
かいしょう

によって重役の会同
かいどう

したものは盛岡
もりおか

・二本松
にほんまつ

・守山
もりやま

・

棚倉
たなぐら

・三春
み は る

・山形
やまがた

・福島
ふくしま

・上山
かみのやま

・亀田
か め だ

・一関
いちのせき

・矢島
や じ ま

等で、棚倉か

らは平田弾右衛門が出席した。 

閏 4月 12日、仙・米両侯は会侯の嘆願書に両藩の嘆願書および白石

に会合した 14藩重臣の嘆願書を添えて、岩沼
いわぬま

における九条総督に謁
えつ

してこれを呈
てい

し親
した

しく事情を述べ、会藩のために哀
あい

を請い、兵を止

めんことを請うた。九条総督は快然
かいぜん

たる態度で嘆願書を落手
らくしゅ

せら

れ、「速やかに奏聞
そうもん

に及
およ

ぶべし」との旨
むね

があった。 

 

ここにおいて本意
ほ ん い

達
たっ

し、仙藩主伊達慶邦・米藩主上杉斉憲
なりのり

は各々
おのおの

そ

の藩に帰る。ところが九条総督から仙・米両藩に左
さ

の令達
れいたつ

が出され

た。 
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降を請う： 恭順する意志があ

ることを伝えた。 

上って： 文書を提出して 

軍門に引見： 総督府の陣営に

おいて対面して申し出を聞くこと 

 

閏 4月： 陰暦で 12か月の外に

加えた月。慶応 4年は 4月の次

に、閏 4月を加えた 13か月。日数

は 383日。 

降伏の状： 降伏する様子。 

中山・石筵の戦い： 仙台・会

津の間の戦いであるが、内通して

戦うふりをした。 

移牒： 管轄を異にする部隊へ

の文書による命令。 

宇都宮にあるもの： 東山道軍

の派遣隊が関東各地で旧幕兵を掃

討していた。それらの部隊は、奥

羽鎮撫総督ではなく東山道鎮撫総

督の指揮下にある。 

 

回文して： 通知文を行きわた

らせて。実際に文書を持ち回った

のだろうか。 

救解〈きゅうかい〉： 罪を弁護

して人を救うこと。 

 

「仙台藩主と米沢藩主は、会津追

討を申し付けられ出陣したところ

だが、このたび会津藩から降伏謝

罪の嘆願申し出があったので、奥

羽列藩で評議するため、各藩は重

役を白石へ出張させてもらいた

い。」 

衆評： 多人数の批評。評議。 

 

回章： 回覧文書のこと。 

平田弾右衛門： 1836～1900。

のち文右衛門（文左衛門とも？）。

棚倉藩（阿部家）家老。1600石。

「白河代表」ということになろう

か。 

 ⇒［脚注］平田文右衛門 

会侯： 会津藩主のこと。侯は

封建領主の意味。 

白石： 宮城県白石市。白河城

から北東へ約 103km。 

岩沼： 宮城県岩沼市。当時奥

羽鎮撫総督が前進していた。 

この当時、世良参謀は他所にあっ

たので、九条総督単独での対面で

あった。 

落手： 手の内に落ちる。つま

り「受け取る」という意味。 

「すみやかに新政府中央に伝えよ

う」と約束した。 

本意達し： 意を伝える目的を

はたして 

陸奥守 並
ならびに

弾正
だんじょう

大弼
だいひつ

儀
ぎ

、会津容保御追討
ごついとう

之
の

先鋒 被
おおせつけ

二仰
られ

付一、陸

奥守出陣被
いた

レ致
され

候処
ところ

、今般
こんぱん

容保家来共
けらいども

陣門
じんもん

へ相越
あいこし

、降伏謝罪之
の

嘆願
たんがん

申出
もうしで

候に付
つき

、衆 評
しゅうひょう

致度
いたしたく

候間
あいだ

、御重役方
かた

之
の

内
うち

、白石
しろいし

陣所
じんしょ

へ

早々
そうそう

御出張相成
あいなり

候 様
そうろうよう

致度
いたしたく

候。以上。 

 閏四月四日 

 

（陸奥守は仙藩主であり、弾正大弼とは米藩主である。） 



この令達に接した奥羽列藩はおおいに憤慨し、「我々の嘆願する所は

九条総督これを諒
りょう

とせられその態度意向
い こ う

公正
こうせい

であった。然
しか

るに令達

の此
ここ

に及
およ

んだのは、全
まった

く薩長の専横
せんおう

にあり」となし、とくに世良参

謀を憎んだ。世良参謀は列藩の差し出した嘆願書を出張先の本宮
もとみや

に

て見、筆を執
と

って左
さ

の付札
つけふだ

をなしたという。（九条総督は嘆願書を

飛脚
ひきゃく

によって世良参謀に送り意見を徴
ちょう

したものである。）時
とき

は閏 4

月 13日。 

 

ここにおいて列藩は閏 4月 23日再び白石城に会した。この時は前の

14藩の外に秋田
あ き た

・弘前
ひろさき

・新庄
しんじょう

・八戸
はちのへ

・平
たいら

・福山
ふくやま

・泉
いずみ

・本荘
ほんじょう

 

・湯長谷
ゆ な が や

・下手渡
し も て ど

・天童
てんどう

等が加わって 25藩となった。 

あい議
ぎ

して曰
いわ

く、「宜
よろ

しく公義
こ う ぎ

正道
せいどう

に依
よ

り、奸賊
かんぞく

を清掃
せいそう

し忠
ちゅう

を朝廷

に尽
つく

さざるべからず」と衆議
しゅうぎ

一決
いっけつ

し、列藩の重臣が盟約調印して

太政官
だじょうかん

に建白書を上
のぼ

った。この会議に棚倉藩
たなぐらはん

からは梅村角兵衛が出

席している。 

奥羽同盟 25藩とは 

仙台
せんだい

・米沢
よねざわ

・盛岡
もりおか

・秋田
あ き た

・弘前
ひろさき

・二本松
にほんまつ

・守山
もりやま

・新庄
しんじょう

・八戸
はちのへ

・

棚倉
たなぐら

・相馬
そ う ま

・三春
み は る

・平
たいら

・福山
ふくやま

・福島
ふくしま

・本荘
ほんじょう

・泉
いずみ

・亀田
か め だ

・

湯長谷
ゆ な が や

・下手渡
し も て ど

・矢島
や じ ま

・一関
いちのせき

・上山
かみのやま

・天童
てんどう

・山形
やまがた

をいう。 

 

翌 5月には米藩の遊説
ゆうぜい

によって越後の新発田
し ば た

・村山
むらやま

・村松
むらまつ

・長岡
ながおか

・

三根山
み ね や ま

・黒川
くろかわ

の 6藩も加わって奥羽越
おううえつ

同盟が成立した。かくて連盟

事務所を白石城
しろいしじょう

に設け奥羽越公議所
こうぎしょ

と称した。 

同盟の成立せるとき、仙・米の両藩は、「同盟の挙は聖明
せいめい

を壅塞
ようそく

する

君側
くんそく

の奸
かん

を攘
はら

い海内
かいだい

擾乱
じょうらん

を鎮定
ちんてい

するにありて、徳川政府を回復し

貴藩
き は ん

を援助する趣旨に非
あら

ず、誤認
ご に ん

する勿
なか

れ」と会藩に告
つ

げた。その

とき会藩の梶原平馬等は「寡君
か く ん

固
もと

より王師
お う し

に抗
こう

するの意
い

なし。君側

を清
きよ

めんとするにあるのみ」と答えたという。これが戊辰奥羽戦争
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「会津藩の謝罪降伏嘆願書をよく

読んでみたが、朝敵はこの世に存

在を許されない罪人であるから、

配慮の必要は認めない。さっさと

攻め込んで、征討命令を実行せ

よ」 

 

 

 

 

「九条総督はきちんとした態度で

我々の嘆願に理解を示し、公正に

扱った。にもかかわらず、このよ

うな結果通知になったのは、まち

がいなく薩長の勝手強引な考えの

ためだ」 

 

本宮： 福島県本宮市。白河城

から北東へ約 45km。 

 

 

 

総督令達はこの付札をなぞった

ものであることが分かる。武士参

謀に操られた公家総督の在り様が

うかがわれる。 

 

 

 

原書は「本庄」だが、一般に使

用される「本荘」とする。 

奥羽同盟 25藩： 巻末の註に記

す。→付録「奥羽越列藩同盟図・

一覧表」 

公義正道： おおやけに果たす

べき義務と、正しい道理。正しい

行為。 

太政官： 古代八省以下を統括

して政務を処理した行政の最高機

関で、明治政府の最高官庁。 

 

原書は「新庄」「新荘」が混在す

るが、訳は「新庄」とする。 

 

遊説〈ゆうぜい〉：意見や主張を

説いて歩くこと。 

「このたびの同盟の企ては、天皇

の徳ある政治が世に広まるのをふ

さぐような君側の奸を追い払い、

天下の乱れを治めることが目的で

あって、徳川政府を回復し会津藩

を援助する趣旨ではない（尊王で

あって佐幕ではない）のだ、そこ

を誤解しないでくれ」 

壅塞〈ようそく〉： ふさぐ。 

寡君： 他国に対して自国の主

君を称する語。寡徳（徳望少な

し）の意。 

王師： 天皇の軍隊。 

「わが会津藩主は、もとより朝廷

の軍に反抗する意図はない。天皇

の周りを清めることだけが願いだ

（もともと尊王の志だ）」 

今般
こんぱん

、会津謝罪降伏嘆願書
たんがんしょ

並
ならびに

奥羽各藩嘆願書 被
さしいだ

二差
され

出一熟覧
じゅくらん

之
の

処
ところ

、朝敵 不
てんちに

レ可
いる

レ入
べから

二天
ざる

地一罪人
ざいにん

に付
つき

、難
ごさた

レ被
およば

レ及
され

二御
がたし

沙汰一、

早々
そうそう

討入
うちいり

可
せいこうを

レ奏
そうす

二成
べき

功一者也
ものなり

。 

 閏四月 

                  奥羽鎮撫総督 

会津容保儀
ぎ

、 不
てんちに

レ可
いる

レ容
べから

二天
ざる

地一罪人
ざいにん

に付
つき

、 速
すみやか

に討入
うちいり

可
こうを

レ奏
そうす

レ

功
べく

候事
こと

。 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/ouuetsu-reppan.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/ouuetsu-reppan.pdf


の起こった骨子
こ っ し

である。 
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会津藩は京都守護職という損な

役を担わされた。職務上、長州

藩・薩摩藩と対抗する立場となっ

た。また長州藩・薩摩藩の過激派

が凶暴な活動にはしったため、そ

れを弾圧して京の治安維持を図る

のは当然であった。 

この京都守護職のため藩兵が在

京駐留する費用は膨大なもので、

国元は疲弊し、藩財政は破綻状態

だった。 

結局、慶喜が長州・薩摩との最

終決戦を避けたため、会津藩もま

た決戦の機会を与えられないま

ま、領国まで退去することになっ

た。しかも長州・薩摩の政略には

まり「朝敵」とされた形である。 

しかし会津藩は長州・薩摩と敵

対こそすれ、天皇を害するような

ことは少しも行なっていない。ま

さに長州・薩摩に敵対したこと、

および幕府の先鋒として行動した

ことをもって「朝敵」とされたの

である。そして「朝敵」であるこ

とが征討をうける理由なのだっ

た。 

 

天皇を擁し皇威をもって事を為

す政略は、明治政府が味を占めた

手法であるが、このように当初か

ら理不尽な傾向を濃く持ってい

た。 

 

奥羽越列藩が同盟をして会津救

解の嘆願書を出したのは、必ずし

も会津への友情のためばかりでは

ない。情報取得が遅れがちで、社

会変革必要の認識が低かったこ

と、つまり新政府という「変化」

を好まず、まだまだ抵抗が可能な

情勢と考えたことが根底にある。

当時は各藩が「国」であり藩相互

の競争心が強かったから、他藩の

支配（新政府といっても実態は

薩・長）に従うことを良しとしな

い気持ちがあった。また、会津へ

の厳罰が東北全体ひいては自藩に

及ぶことを懸念する気持ちもあっ

ただろう。仙台・米沢などの有力

藩には封建領主的な野心が無いと

もいえず、中小藩にとっては隣接

藩との軋轢を避けたいがため同盟

に加入するという判断もあった。 



 

第5章 世良参謀福島に殺さる 

 

 

慶応 4年 2月 16日、朝廷は二本松藩管理の白河城を仙台藩に交付し

た。奥羽同盟の成立前、慶応 4年 4月 3日、仙台藩主伊達
だ て

陸奥守
むつのかみ

の

家来伊達筑前
ちくぜん

等が官軍の先鋒となって白河城に入り、市中の取締り
とりしまり

をなした。郡司代
ぐんじだい

森孫三郎（旧小名浜
お な は ま

代官
だいかん

）も白河城にあった。（当

時旧幕領
ばくりょう

の代官は朝廷の郡司代に任ぜられて、その民政
みんせい

に当たって

いたものである。） 

奥羽諸藩中、鎮撫総督の命を受けて白河城に守備したものは仙台
せんだい

（3

小隊）・二本松
にほんまつ

（兵員不詳）・棚倉
たなぐら

・三春
み は る

（2小隊）・湯長谷
ゆ な が や

・泉
いずみ

・

平
たいら

等の諸藩である。（督府
と く ふ

は閏 4月 7日に平・泉の両藩に本月 10日

を期して討会
とうかい

応援として白河に出兵すべしと令
れい

している。）二本松藩

は城 中
じょうちゅう

に、三春藩は会津町
あいづまち

の学館
がっかん

に、湯長谷藩は妙関寺
みょうかんじ

に、平藩

は常宣寺
じょうせんじ

に屯営
とんえい

した。 

 

閏 4月上旬、世良参謀は白河城本丸に入り、奥羽鎮撫使の標札
ひょうさつ

を掲

げて号令
ごうれい

し、奥羽諸藩はその指揮を仰
あお

いだ。 

しかるに奥羽同盟が結ばれ四囲
し い

の形勢すこぶる険悪となるや、世良

参謀は「『奥羽皆
みな

敵
てき

』容易に鎮撫すべからず」と考え、一方東山道先

鋒の伊地知
い じ ち

参謀に書を寄せ、急を告げて白河に援軍を求め、自
みずか

らは

仙台の総督府に往
ゆ

いて軍事を議
ぎ

せんと、閏 4月 18日、駕
が

を飛ばして

福島に向かい、19日、福島北町金澤屋に投宿した。福島に着
ちゃく

したの

は午後 3時。 

 

この日、仙台藩瀬上
せのうえ

主膳
しゅぜん

・姉歯
あ ね は

武之進
たけのしん

等は土湯
つ ち ゆ

口
ぐち

の荒井
あ ら い

・鳥渡
とりわた

の陣

を引き揚げて福島に在
あ

った。これが世良参謀としては不運であった

のである。 

前記のごとく奥羽列藩は会津救解
きゅうかい

嘆願書の斥
しりぞ

けられたのをもって

世良参謀の所為
し ょ い

となし、奥羽は彼
かれ

一人
いちにん

のために害を受
う

くるとなし、

列藩はみな彼を憎んだのである。もとより大山・世良等の意図は追

討にあったのだから、会藩救解の哀願
あいがん

の容
い

れられないのは当然であ

った。 

 

世良参謀が福島金澤屋に入るや、福島藩鈴木六太郎を招いて、羽州

出張の大山参謀（格之助）に送る密書を託し、明
みょう

払暁
ふつぎょう

2人の飛脚を

もって出発せしむべきをもってし、かつこれを仙台藩に洩らすなか
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交付： 仙台藩に命じて、管理

権限を委任した。 

 森孫三郎： 旧小名浜代官。の

ち小名浜陣屋が西軍の攻撃を受け

た際、陣屋に火を放って自刃した

という。 

旧小名浜代官： 幕領小名浜を

支配した地方官。勘定奉行の支配

下で年貢徴収、司法検察などの政

務を行なった。陣屋を小名浜に置

き、いわき市内の 68か所 4万 1323

石を支配。 

 

督府： 奥羽鎮撫総督府。 

 

討会： 会津を征討すること。 

学館： 阿部藩の藩校「修道

館」（会津町） 

妙関寺： 白河市金屋町。伊達

政宗ゆかりの乙姫桜あり。 

常宣寺： 白河市向新蔵。 

屯営： 兵が宿舎とすること。 

 

 

四囲の形勢： 奥羽鎮撫総督府

の置かれた状況。 

 

「『奥羽諸藩は皆敵』と見るべき

だ。鎮撫することは容易ではな

い。」 

原書「伊知地」→訳「伊地知」 

原書中に「伊知地」は数箇所あ

り、それぞれ「伊地知」と直し

た。 

急を告げて： 事態が切迫して

いることを告げて。 

駕： この場合は駕籠か。 

金澤屋： 妓楼。現在の東北電

力福島支店付近一帯。太平洋戦争

中、強制疎開で取り壊された。跡

地は現在国道 4号線敷地内。当時

通常に見られた「飯盛り女」（私

娼）を置いた宿屋である。 

瀬上主膳： 1832～1911。仙台

藩五番大隊長。2000石。戦後、但

木等とともに捕われるが、明治 3

年赦免となる。 

姉歯武之進： 1844～1868。仙

台藩五番大隊小隊長兼軍監。5月 1

日の戦いで戦死。25歳。 

原書「しば」→訳「あねは」 

大山： これは大山格之助綱良

のこと。 

 

 

羽州出張： この時すでに奥羽

鎮撫総督は 2手に分かれ、澤副総

督と大山下参謀は出羽国新庄にあ

った。 



れと言った。これが姉歯の知るところとなり、その密書は瀬上主膳

に提出されたのである。 

密書中に 

 

姉歯等はこの機を失わば後患
こうかん

来
きた

るべしとなし、急に計画を進めた。

金澤屋に投宿せるを幸いに酒宴を設け、珍肴
ちんこう

を進めて遇した。瀬

上・姉歯等は福島藩の目明し
め あ か し

浅草宇一郎を通じ、即刻召し捕るべき

策を講じ、福島藩遠藤条之助、仙台藩赤坂幸太夫等をして、19日夜

三更
さんこう

に金澤屋の寝所
しんじょ

に踏み込ましめた。修蔵は短銃
たんじゅう

を執
と

って放
はな

たん

としたが発しない。立ち上がって襖
ふすま

を背にすると、不運にもその襖

が倒れてついに縛
ばく

に就
つ

いた。参謀付属
ふ ぞ く

の勝見善太郎は刀を振るって

対
むか

ったが、仙台藩の田辺覧吉にその場に斬られた。（勝見は長藩で、

白河から伴い来た従者
じゅうしゃ

である。）かくて修蔵は瀬上の宿である目明

し浅草宇一郎宅に引致
い ん ち

されてしまった。 

姉歯は押収の密書を示して詰
つ

める。さすがの傑人
けつじん

世良も捕らわれて

は弱くなる。 

明
あ

けて 20日、宇一郎は世良を屋敷河原
や し き が わ ら

に斬った。屍
かばね

は阿武隈川
あ ぶ く ま が わ

に

投
とう

じ、首級
しゅきゅう

は仙台藩大越文五郎が見届
み と ど

けのうえ、桶
おけ

に入れ筵
むしろ

包み

となして奥羽越
おううえつ

公議所
こうぎしょ

の白石
しろいし

城に送った。白石城に着いたのは夜の

四つ半、仙台藩但木
た だ き

土佐
と さ

がこれを城外の月心院
げっしんいん

に葬
ほうむ

る。世良参謀は

時
とき

に 34歳。 

この参謀の暗殺は薩長の敵愾心
てきがいしん

を強めたものであったろう。 

 

記録に残る参謀の遺品調べは 
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 残っている「密書」というのは 4

通もあり、偽作の疑いもあるとい

う。しかし原本にも「奥羽皆敵」

や仙台藩主を軽視する表現は含ま

れていたものであろう。 

 

「『奥羽皆敵』を今後の進攻の基本

認識としたい。自分は急いで江戸

へ行き大総督府の西郷参謀に相談

のうえ、京・大阪までも行って、

奥羽方面へ有力な政府軍を大挙派

遣するよう要請するつもりだ。」 

 

「この機会を逃したら、状況はさ

らに悪くなり、後悔することにな

る」 

世良は白河など他所においても命

を狙われていた、十数人の仙台藩

士が脱藩して世良を狙っていたと

いう話もある。 

原書「浅野」→訳「浅草」 

 浅草宇一郎： 金澤屋のちかく

で旅籠「浅草屋」も営む。世良の

死後、永代供養料を寄付してい

る。 

三更： 子〈ね〉の刻。午後 11

時から午前 1時。 

逮捕時に重傷を負ったため、や

むなく斬首したという話もある。

それにしても世良暗殺は憎悪が先

に立っての凶行であって、事後へ

の深謀遠慮があってのこととは思

われない。 

屋敷河原： 福島市の阿武隈川

渡利大橋の下流左岸に広い河川敷

がある。（現福島市腰浜町） 

原書「伹木」→訳「但木」 

 

世良暗殺の報を受けた奥羽列藩

の者たちは歓声をあげたという。

それほど世良修蔵の傲慢な態度は

憎まれていたのである。ただし新

政府の厳しい対応を世良個人の恣

意だと誤解していたふしもある。

（戸田主水の内部告発あり） 

首級： 中国（戦国時代）で

は、敵の首一つとれば階級が一つ

上がったことから、一首を一級と

いい、首を首級という。 

夜の四つ半： 午後 11時。 

月心院： 宮城県白石市大平字

森合。臨済宗（廃寺）。真田幸村の

遺児於梅〈おうめ〉（片倉重長の後

妻）の墓がある。幸村の法号月心

院を寺号とした。 

ニイール： ミニエー銃。長州

藩が英国商人から購入。前装式施

条銃。射程距離 250～500ｍ。新政

府軍の主力銃。椎実形鉛弾。 

ピストル： 当時補助的な兵器

で将校が携行。 

紺縞 木綿 単衣：紺染め糸で縞

模様を織り出した木綿布による裏

地の無い着物。普段着一枚。 

奥羽皆
みな

敵
てき

と見て進撃の大策
たいさく

に致
いたし

候に付、乍
およば

レ不
ず

レ及
ながら

小子
しょうし

急に江戸

へ罷
まかり

越
こし

、大総督につき西郷様へも御示談
ご じ だ ん

致
いたし

候上
うえ

、登
と

京
きょう

仕
つかまつり

、

尚
なお

大阪までも罷
まかり

越
こし

、大挙
たいきょ

奥羽へ皇威
こ う い

赫然
かくぜん

致
いたす

様
よう

仕
つかまつり

度
たく

奉
ぞんじ

レ 存
たてまつり

候。 

一、刀一振 

 一、短刀一振 

 一、本込
もとごめ

ニイール一挺 

 一、ピストル一挺 

 一、セコンド一 

 一、蟇口
がまぐち

一 

 一、金五六拾円 

 一、紺縞
こんしま

木綿単衣
ひ と え

一 



奥羽人
おううじん

の世良参謀に対する余憤
よ ふ ん

は 70年を経
へ

た今日
こんにち

なお熄
や

まぬものが

あるが、世良参謀の傑士
け っ し

であったということは誰でも称讃
しょうさん

してい

る。 

世良参謀が白河城に来
き

たり市中・市外を軽装
けいそう

で巡羅
じゅんら

し、その画策
かくさく

を

練
ね

るのとき、誰
だれ

も彼
か

も参謀の胆力
たんりょく

に服
ふく

したものだと伝えられてい

る。 

（東巡録
とうじゅんろく

によれば、明治 9年 6月、白石
しろいし

を御通輦
ごつうれん

に際し、世良参謀

に金幣
きんぺい

を下賜
か よ う

せられ磐前
いわさき

県
けん

をして祭祀
さ い し

を行
おこ

なわしめられた。世良参

謀は地下
ち か

に感泣
かんきゅう

したことであろう。） 

【p24】 

蒲色： 蒲〈がま〉の穂のよう

な赤みを帯びた黄色。 

セコンド： 時計。懐中時計と

思われる。これは指揮官の軍装な

のである。一斉攻撃の同期をとる

ためなど、必需品であった。一方

奥羽越列藩同盟軍はそのような用

意が無く、各部隊の挙動は散発・

個別となり有効性に欠けたこと

は、後の白河包囲戦で多く見られ

た。 

世良の所持品の質素なことであ

る。見知らぬ土地に身一つで乗り

込んで、使命を果たそうという参

謀の潔さを垣間見る。 

傑士： 際立ってすぐれた人物 

巡邏： 見回って歩くこと。 

用を弁じた： 用事を済ませる 

『東巡録』： 明治天皇の明治 9

年（1876年）6月 2日～7月 21日

の東北地方巡幸の様子を記録した

書。 

御通輦： 乗り物が通過するこ

と。天皇のご通過。巡幸の陸路は

馬車を使用したという。 

この当時、世良修蔵の墓は白石

町（現宮城県白石市）郊外の陣場

山に改葬されていた。 

金幣〈きんぺい〉： 神前に供え

る幣帛〈へいはく〉で金色のも

の。この場合は祭祀のための費用

の意味と思われるが。 

磐前県： 明治 4年 11月（旧

暦）設置の磐前県に、明治 9年 4

月（新暦）亘理郡（白石町を含

む）などが編入された。県庁は磐

城平（現いわき市）。明治 9年 8月

廃止。 

感泣： 感激して泣くこと。 

 

世良修蔵は、天保 6年（1835）

大島郡椋野村の庄屋中司八郎右衛

門の三男として生まれた。僧月性

の時習館（清狂草堂）に学び、江

戸では儒者安井息軒の三計塾塾長

をつとめる。高杉晋作と交わり奇

兵隊書記となり、のち第二奇兵隊

軍監を経て、戊辰戦争では奥羽鎮

撫総督下参謀となった。これらの

経歴は「勉学努力」の人である 。 

不運だったのは、その生真面目

で妥協しない性格による気負い

と、厳罰方針にもかかわらず少数

兵力をもって仙台に乗り込んだ困

難状況であったろう。弱味を見せ

ないために、ことさらに横柄尊大

な態度となったのではないか。奥

羽諸藩の政情と心情に配慮する余

裕が無かったのである。 

奥羽列藩側が、新政府の強硬な

方針を世良個人の恣意であると誤

解し、「世良さえ除けば」と暗殺と

いう短絡策に出たことも不幸であ

った。 

西白河郡小田川村佐藤眞太郎氏の談によれば、 

世良参謀は、豪胆
ごうたん

な人で、白河城にあるとき、小田川
こ た が わ

や踏瀬
ふ ま せ

に往

来して自
みずか

ら用を弁
べん

じたものだという。 

参謀が福島に出発するとき、白河を出ると狙撃
そ げ き

に遭
あ

った。参謀は

ただちに自
みずか

らこれを殺してその首を十文字清之丞という者に託
たく

し

白河城に送り、福島に向かった。そのとき、小田川
こ た が わ

を駕籠
か ご

で過
す

ぎ

たという。 

 一、蒲色
かばいろ

風呂敷一 

世良参謀暗殺の直後、奥羽鎮撫総督府の要員が殺害されている。（同盟の軍事局にお

いては、薩長 2藩の兵は見つけ次第に殺すことになっていた。） 

わかる範囲で彼らの氏名を記しておく。 

勝見善太郎： 長州藩士。世良参謀の従士として同行、福島金澤屋宿泊中を襲撃さ

れ負傷逮捕される。翌 20日早朝、世良参謀とともに阿武隈川河原で斬首された。19

歳。 

中村小次郎： 長州藩兵（膳所藩浪人）。白河城を守備していたところ、閏 4月 20

日の会津軍の襲撃を受け負傷。二本松藩士に救出されたが、仙台藩士栗村五郎七郎ら

により護送され、22日金谷川村（福島市清水町）にて殺害された。25歳。 

松野儀助： 世良の従者。13歳のとき第二奇兵隊に入隊した。20日朝、白河から福

島に入り、金澤屋に世良を訪ねたところ、仙台藩士に斬殺された。16歳。 

繁蔵： 世良の馬丁。20日夕、軍務局があった長楽寺に世良を訪ねたところ、仙台

藩の玉沢喜之助に斬殺された。年齢不明。 

（以上 4名は世良修蔵とともに白石の陣場山墓地に葬られている。） 

野村十郎敏行： 長州藩・中村半左衛門組。奥羽鎮撫総督参謀付となった。醍醐参

謀に従って郡山まで至ったところ、会津軍の白河城奪取の報を受けた。21日、須川関

門にさしかかって別行動中、福島藩の杉沢市三郎に斬殺された。25歳。のち宝林寺に

埋葬された。 

（以上 5名と世良修蔵、および浅草宇一郎の位牌を金澤屋斎藤浅之助が保っていた。） 

鮫島金兵衛： 薩摩藩士。奥羽鎮撫総督府軍監として盛岡藩兵を率いて庄内へ向か

う途中、21日、七北田念仏坂（仙台市泉区）で仙台・盛岡藩士に斬殺された。44歳。

屍は道のそばに埋められたという。 

内山伊右衛門： 薩摩藩士。弾薬を出羽へ運搬するところだったという。22日（24

日とも）鳴子村（大崎市鳴子温泉）で仙台藩士に襲われ殺害された。34歳。 

西田十太郎： 薩摩藩士。内山と同所で殺害された。28歳。 

田辺蘭吉： 長州藩？ 21日、本宮において殺害された。年齢不明。 

遊女志げ女： 明治 2年、かつて世良を暗殺しようと狙っていた浪人によって殺害

された。⇒目でみる戊辰白河口戦争の記録【d39_「遊女志げ女の碑」（女石）】 

世良修蔵の妻 千恵： 阿月領主浦靭負の家臣木谷良蔵の娘。修蔵は木谷家の婿養

子だった。女子が生まれたが夭逝した。維新後、木谷家は没落して、千恵は尼僧姿で

米などを貰って歩いたという。1922年 3月、貧窮のうちに病死。78歳。 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf


 

第6章 会兵白河城を奪取
だっしゅ

 

 

 

閏 4月 16日、会藩は始めて大平
おおだいら

方面に兵を出し真名子
ま な ご

村に陣し

た。このころの奥羽列藩の形勢は白石会議すでに成り、会藩討伐の

意なく、ただ鎮撫総督の命をもって白河城に兵を置くに止まり、18

日には世良参謀は去っている。この機を逸
いっ

すべからずとして、閏 4

月 20日暁天
ぎょうてん

、湯本
ゆ も と

口・羽鳥
は と り

口に陣した会兵（丹羽
に わ

長裕
ながひろ

家記
か き

に会兵

および幕兵・彰義隊の兵とある。）その将小池周吉は搦手
からめて

より、野田

進は追手
お っ て

より白河城に攻め入った。三坂喜代助は脇曲輪
わきくるわ

の女牆
じょしょう

を攀
よ

じ登
のぼ

って城内に入り城門を開いて会兵を導いたという。 

会兵はまず会津町
あいづまち

に火を放
はな

って一挙に城を抜
ぬ

いた。城中の兵は驚愕
きょうがく

狼狽
ろうばい

、城に火
か

して根田
ね だ

方面に退却した。二本松藩和田右文は、城中

に貯えて置いた弾薬が会藩の有
ゆう

となることを憂
うれ

いて火
ひ

に投じ、また

千両箱
せんりょうばこ

は井中
いちゅう

に投げ込んだと伝えている。（戦争後この井戸を浚
さら

っ

て千両箱を探した者があったが何もなかったという。この本丸の井

戸は久しく埋まっていたが、昭和 12年に 旧
きゅう

に復
ふく

した。） 

 

鹿島
か し ま

の富山
とみやま

氏の記録に 

【p25】 

 

 

 

 

 

大平： 岩瀬郡天栄村。ここよ

り、馬入峠を経て会津街道福良

（郡山市）へ至る道と、鶴沼川に

沿って、湯本を経て下郷（南会津

郡下郷町）へ至る道が分かれる。

会津藩軍が拠点とした。白河城か

ら北西へ約 21km。 

 

湯本・羽鳥： 岩瀬郡天栄村。

白河より西北方へ羽太・虫笠・真

名子・羽鳥・大平・湯本を経て、

会津にいたるルート。 

小池周吾： 会津藩江戸詰。旧

幕歩兵からなる純義隊の隊長。 

搦手： 城の裏手口。裏門。 

野田進： 1843～?。会津藩京都

勤番。旧幕兵と同行転戦、会津に

戻った後、各地偵察。のち徴募兵

の会義隊隊長。 

追手： 大手。城の正面口。大

手門。 

脇曲輪： 城の周囲に築いた土

居や石垣。 

女牆： 低い垣。「女牆・城上小

牆也」 

城を抜いた： 城を落とした。

戦闘で敵陣地などを突破すること 

根田： 白河市萱根根田。白河

市街から東北方へ、奥州街道を向

寺・女石を経て矢吹方面へ向かう

途中。 

寒晒粉： 白玉粉。白河藩が毎

年将軍家への献上品の一つ。 

 

 

太平： 世の中がよく治まって

平和なこと。泰平。 

 

安田翁【清子書込】松井薬屋 

 

 

「四月」とあるが閏 4月であ

る。慶応 4年閏 4月 20日は新暦で

1868年 6月 10日。この時期の明け

六つは 3時 49分。六つ半は 5時 7

分。五つは 6時 26分。 

朝六ツ時： 明け六つ。「明け」

といっても日の出時刻ではないこ

とに注意。 

御人数： 軍勢。 

御旗本： 旧幕臣。 

固め居り： 陣地を設けて守備 

米村： 西白河郡西郷村米（大

字）米村（字）。白河城から西北へ

約 2.4km。 

丸の内： 白河城の本丸・二の

丸・三の丸の範囲を指すか。 

家中： 大名の家臣（の屋敷） 

引く： 退却。 

落城のとき、千両箱を担
かつ

いだ話。後に白河の名町長になった大竹

貞幹氏と川崎弥八郎氏が担いだ。大竹氏は代々城主に寒晒粉
かんざらしこ

を納
おさ

めた家で城中に出入りしてあり、川崎氏は白河の名家
め い か

川崎弥助の

後
のち

で、城中に出入りして居
お

った者である。その千両箱を担ぐとき

実に周 章
しゅうしょう

したもので、前の者が立てば後
うしろ

の者が腰が立たぬ、後

の者が立てば前の者が腰が立たぬというような有様
ありさま

であった。300

年も太平
たいへい

であった当時の事で、大砲の音を聞
き

こえては全く腰がぬ

けて歩
あゆ

まれなかったものだと、大竹氏が天神町
てんじんまち

の安田平助翁
おう

に後

日話したという。 

 

四月二十日朝六ツ時、会津様御人数
ごにんずう

並に御旗本方
がた

、都合百三十人

程と申す事、湯本
ゆ も と

・羽鳥
は と り

村に固
かた

め居
おり

候処
ところ

、二十日朝、米
よね

村
むら

より鉄

砲を御城に打ちかけ候。白河城落城致し、丸の内
まるのうち

残らず焼ける。

家中
かちゅう

は道場小路
どうじょうこうじ

・会津町
あいづまち

が残らず焼け、御城に固められた御人数

千五百人根田
ね だ

に引くもあり、二本松藩は二百人許
ばかり

鹿島
か し ま

に引き、俵

籠の支度する様
よう

被
もう

レ申
され

候処
ところ

、その中
うち

に本沼
もとぬま

まで引取
ひきとる

。その中
うち

に白

河城も静
しずか

に相
あい

成
なり

候へば、町方
まちかた

の者は申すに及ばず、近在
きんざい

の者まで



 

天神町
てんじんまち

藤田氏の記録に 
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鹿島： 白河市大〈だい〉鹿

島。白河地方の総鎮守である鹿嶋

神社がある。白河城から東南へ約

2.4km。 

俵籠： 兵糧〈ひょうろう〉の

当て字か？ 

本沼： 白河市本沼。白河城か

ら東へ約 5.5km。 

ハンギリ： 底の浅いタライ状

の桶。（半切り） 

人心を落ち着かせるため？ 酒

を振舞ったり、質物を解放してい

る？ 

会津智慧様分： 会津藩の（通

称）智慧様の持ち場。 

戊辰戦争当時、会津藩将の山川

浩と佐川官兵衛は「知恵山川、鬼

佐川」と呼ばれたという。ただし

山川浩は日光・藤原方面で戦った

とのことなので、白河方面の記事

に名が出るのは不可解。 

文吉前： 鹿島村の小字か？ 

生きた空もなく： 生きた心地

もなく 

大沼村： 明治 22年、大・久田

野・大和田・本沼が合併して大沼

村となった。白河町東隣。 

藤田氏【清子書込】白河町初代町

長 

酒造業藤屋。 

在米： 在庫の米。 

大庭御米蔵： 二の丸にあり。

年貢として収納した御城米を入れ

た蔵。 

戦争の手始： 戦乱における

様々な出来事の端緒。 

払暁： 夜の明けがた。 

目塗： 戦火による類焼を避け

るため、蔵の戸窓を塗り土で封印

した。 

慄然： 恐ろしさに震えおのの

く。 

 

 

軍目付： いくさ目付。戦場で

の将兵の監視、戦果の確認をす

る。幕末では「軍監」ともいう。 

 

 

 

 

 

 

一に旗本の士： そろって士分

である。（農兵・町民兵は混ざって

いないという意味か？） 

野袴： 裾にビロードの広い縁

をつけた袴。 

ヘベル銃： （ゲベール銃）天

保 3年から最も多く輸入された前

装式滑腔銃。当初燧石式点火銃、

のちに雷管打式となった。丸玉を

使用。 

軍気： 兵士の戦意。士気。 

本城付
つき

の在米
ざいまい

数百俵大庭
お お ば

御米蔵に貯蔵あり、兵火の為めに米蔵焼

け落ちたるに、其
そ

の米は町民に与へるといふを聞き、二十日午後

すぎには焼米
やけごめ

の中より丸俵
まるたわら

を掘り出し背負ひ来
く

るもの蟻
あり

の卵を運

ぶが如し、中には途中まで持ち出し、再び掘り出したるものを運

び来る内に、他の者来たりて持ち行くあり、多きは三俵・四俵と

運びたるものあり、それ故に戦争中貧民
ひんみん

は飯米
はんまい

に差支
さしつかえ

たることな

く、実
じつ

に戦争の手始
てはじめ

とて筆紙
ひ っ し

に尽し難し。 

二十日払暁
ふつぎょう

、大砲の音するや戦争始まりたるを知り、家族一同

家財
か ざ い

を片付け、酒蔵の目塗
め ぬ り

の折
おり

、空飛ぶキュウキュウと砲丸
ほうがん

の飛

び行く音を聞き、慄然
りつぜん

言語を発する事能
あた

はず、何
いず

れもウロウロと

立
たち

騒
さわ

ぐのみ、空腹になりたれども飯食
はんしょく

は更
さら

に通らず、水を飲むに

も手足振
ふる

ひて茶碗の水は飛出
と び い

づる有様
ありさま

なり。宅には孫十郎と母と

拙者
せっしゃ

のみ、奉公人は金之助・初蔵・宗兵衛・新三郎・孫三郎・下

女イソ等都合十人なり。漸
ようや

く昼過
ひるすぎ

に至りて食事す。兄孫十郎は町

役人なる為
た

め会津の軍
ぐん

目付役
めつけやく

と同行せり。 

二十一日、二十二日、市中
しちゅう

一般表裏
おもてうら

の戸明放
あけはな

しにて店飾
みせかざり

は

勿論
もちろん

、畳
たたみ

建具
た て ぐ

も必要の外
ほか

は夫々
それぞれ

片付
かたづけ

、今にも人家
じ ん か

焼払
やきはらい

の覚悟を

なし居
い

たり。 

閏四月二十三日、夕刻より徳川脱兵
だっぺい

及び会津兵続々繰込
く り こ

み来
きた

り、

寺院又は旅籠屋
は た ご や

等に宿泊せり。武器は旧式にて火縄付
ひなわつき

鉄砲或
あるい

は弓

矢・槍
やり

等を多く持参せり。 

閏四月二十四日も同様繰込
くりこみ

、徳川脱兵新選組人数五百人位
くらい

一
いつ

に旗

本の士
し

なり。洋服又は野袴
のばかま

着用しあり。洋式鉄砲・ヘベル銃を携

帯し頗
すこぶ

る軍気
ぐ ん き

を挙
あ

げたり。 

丸の内の火消
ひ け し

に参り候。この者共
ものども

に御蔵米より米を下され候。町

方の者は老若男女
ろうにゃくなんにょ

に至るまで皆
みな

貰
もら

ひ候。酒屋ではハンギリに酒を

入れて表にて呑
の

ませ候。質屋より品物を取出
と り だ

し、皆呉
く

れ候。二十

一日、会津智慧様分にて番兵
ばんぺい

致し候。鹿島村
かしまむら

はづれ文吉前
まえ

街道に

て篝火
かがりび

を焚
た

き、村方の者一軒一人づつ出
い

で焚き候。町方にても

人足
にんそく

引出
ひ き だ

され、まことに末々
すえずえ

どうなるものかと生きた空
そら

もなく仕

事を致すいくじもなし、毎日唯
ただ

日を暮らし居り候。（富山
とみやま

氏の記録

は大沼
おおぬま

村鹿島
か し ま

の富山幸吉氏所蔵。） 



丹羽
に わ

長裕
ながひろ

家記
か き

に云
い

う 

 

この日、醍醐
だ い ご

参謀は郡山駅
こおりやまえき

に抵
あ

たり、まさに白河に入らんとした

が、城の陥
おち

るを聞き二本松
にほんまつ

に引き帰った。 

 

道場
どうじょう

小路
こ う じ

に火を放って会兵が白河城に迫るとき、小峰寺
しょうほうじ

の住職が

梵鐘
ぼんしょう

を撞
つ

いてこれを報
ほう

じたために、会兵に狙撃
そ げ き

されて死んだ、と今

に白河町
しらかわまち

に伝えられている。白河城はその日の午の刻
うまのこく

には全く落城

した。この戦いに丹羽氏の家記に戦死者 1人とあるのを見ても攻城

の容易であり、城兵に戦意のないことが窺
うかが

い知られる。この日の会

津方の兵力は 130余
よ

人であったという。『復古記
ふ っ こ き

』には会藩の総兵

300人と註
ちゅう

している。 

 

翌 21日には、下野
しもつけ

・陸奥
む つ

の両国の境
さかい

に「従是
これより

北会津領」と大書
たいしょ

し

た標
ひょう

を建てた。 

  

白坂
しらさか

村の石井勝弥翁
おう

曰
いわ

く、 

この標はちょうど境
さかい

明神
みょうじん

の前に建てられた。西軍が入って来る

と、この標を倒して進んだ。 

閏四月二十日早暁
そうぎょう

、敵軍会兵・幕兵彰義隊
しょうぎたい

等白河城外
じょうがい

平
たいら

藩・

三春
み は る

藩の警衛場
けいえいじょう

なる会津町
あいづまち

口
ぐち

・道場
どうじょう

門を破り火を放ちて城中に

侵入し頻
しきり

に発砲す。其
そ

の形況
けいきょう

斥候
せっこう

の急報あり、城兵
じょうへい

能
よ

くこれを

防ぐ、然
しか

れども衆寡
しゅうか

敵
てき

し難く、防御の術
すべ

已
すで

に尽く。特に野村十郎

城兵を指揮して本丸を自焼し、遂
つい

に横町
よこまち

口
ぐち

を破つて
や ぶ っ て

出
い

づ。総軍
そうぐん

根田
ね だ

に退
しりぞ

く。敵兵白河を取る。城郭
じょうかく

悉
ことごと

く焼失す。戦死一人

（下士
か し

大友佐左衛門）。 
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 丹羽長裕： 米沢藩主・上杉斉

憲の九男。二本松藩主・丹羽長國

の婿養子となる。戊辰敗戦で長國

隠居処分の後、二本松藩の最後の

藩主となった。 

早暁： 夜明けころ。日の出前 

警衛場： 守備の持ち場。 

道場門： 白河城の城門。三の

丸の西辺にあった。現在遺構が現

地展示されている。 

衆寡敵し難く： 敵は多数、味

方は少数であることで、敵わない

という意味。 

野村十郎： 長州藩士。翌 21日

に福島藩士に斬殺される。 

⇒【世良参謀、暗殺される】 

大友佐左衛門： 二本松藩下

士。徒士（足軽とは区別される）。 

『白河口の戦い殉難者名簿』には

もう一人、三沢波門が白河城で戦

死とある。 

【醍醐参謀の脱出と福島藩士高

橋純蔵】20日早朝、世良修蔵が斬

首された。醍醐参謀は白河敗報に

より二本松に戻ったが、21日福島

須川関門に至って同様に暗殺処分

される危機となった。（同行の野村

十郎は斬殺。）そのとき福島藩勤王

派の高橋純蔵が割って入り福島城

の方へ導いたことで、仙台藩士は

手が出せず、醍醐参謀は危機を脱

した。 

⇒【福島藩戦死碑_向寺聯芳寺】 

 

小峰寺の住職： 名前は伝えら

れていない？ようである。 

午の刻： 午前 11時より午後 1

時の間。正午は 12時。 

『復古記』： 明治政府太政官が

編纂した、戊辰戦争を中心とした

記録をまとめた編年体の史料集。

1889年（明治 22年）完成。 

 

石井勝弥【清子書込】石井浩然父 

境明神前にあった南部屋（茶

屋）の子孫。 

境明神： かつての奥州街道

（現在国道 294号線）の下野・陸

奥国境に祀られている。女神（衣

通姫）＝玉津島明神と男神（中筒

男命）＝住吉明神の 2社が並んで

いる。 

 

奥州街道の道順（芦野－境明神

－白坂－皮籠－一里段－小丸山－

松並－稲荷山－九番町）と地形に

ついては、付録『白河口戦争の地

名地図』で確認のこと。 

 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku2/map/map-1.htm
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku2/map/map-1.htm


 

第7章 戦争当時の白河城 

 

 

戦争当時の白河城は空
あ

き城
じろ

であった。すなわち城主のお留守
る す

の城郭
じょうかく

であった。 

慶応 3年に白河城主阿部氏は棚倉
たなぐら

に移封
い ほ う

され、慶応 4 年に至って再

び阿部氏は白河に転封
てんぽう

されたが、中止となって白河は空き城を続け

た。空き城ではあったが、形からいえば今日
こんにち

のごとき廃城ではな

い。本丸・二の丸・三の丸があり、濠
ほり

は深く水を湛
たた

え、石垣の上に

は白い壁
かべ

塀
へい

がまわり、数個の櫓
やぐら

が見えた堂々たる城郭であった。

天守閣
てんしゅかく

は白河城にはなかったが、白壁
しらかべ

塗りの櫓や塀が遠くから白く

望まれて実に立派な城郭であったと伝えられている。 

 

白河郡栃
とち

本
もと

村の大庄屋
おおしょうや

根本家の慶応 4年の御用
ご よ う

書留
かきとめ

帳に、阿部氏の

慶応 4年における白河転封の事実が左のごとく記録されている。 

移封
い ほ う

の命によって阿部藩士は白河に移った者もあり、棚倉に居残っ

た者もあった。中止となって白河に引き移った者は再び棚倉に引き

戻った。もし阿部氏が慶応 3年に棚倉移封とならずに白河城主であ

ったとせば、戊辰戦争はどう展開したものであったろう。 

（慶応 3年の阿部氏の棚倉移封は、薩長の謀略に出づるものなりと

も伝えられている。阿部藩は当時、新兵器元込
も と ご

め銃 200挺
ちょう

を有し
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空き城： 原書では「明城」と

表記。 

 

 

 

転封（移封）： 封土（大名の領

地）を他の土地に移しかえる。国

替え。 

 今日のごとき廃城： 原書発行

の昭和 16年当時の白河城は、石垣

が残るのみで城址公園としての整

備も十分ではなかった。白壁の三

重櫓が木造復元建築されたのは

1991年である。 

 

 

 

栃本村： 白河市東栃本。 

 

 

 

 

「このたび棚倉から白河へ領地替

えとのことである。およそ 50日

間、人馬の動員数として 25人・25

匹ずつ、釜子・金山の両村に割り

当てるものである。 

日当のことであるが、道中奉行領

の係としては、きたる 21日から諸

荷物を送る手配になる旨、棚倉側

（阿部家）から申し入れと相談等

があって、両村の継立人馬と（白

河）領中の村々の助人馬を仰せつ

けられたのだから、あらかじめ決

めてある振合によって分割払いす

るから、継立の用向きは差し支え

ないように取り計らいするよう

に。以上。 

辰の年、2月 19日 

白河領奉行から 

今年連絡当番の大庄屋あて 

 

右のとおり命じられたので、この

ことを通達申し上げます。以上。 

3月 20日 

連絡当番役所から 

（各村あて）」 

振合： 分割のしかた、利息計

算のことかと思われる。 

助人馬： 幕府や大名などの物

資が通行する場合、それらを輸送

するために人馬を宿場近くの村々

に割り当てた。（課役） 

 

元込銃： 後装式施条銃でスナ

イドル・シャスポー・スペンサー

などの銃。阿部藩は慶応元年には

ゲベール銃 387挺・ボート銃 5

挺・破裂玉 500を保有していた。 

此度
このたび

棚倉
たなぐら

より白河へ御所替
おところがえ

につき、凡
およそ

五十日の間、人馬
じ ん ば

遣高
やりだか

二拾

五人・二十五疋宛
ずつ

釜子
か ま ご

・金山
かねやま

両道■■■■日々遣 払
つかいばらい

之儀、道中
どうちゅう

 

御奉行領係、来
きた

る二十一日より諸荷物差立
さしたて

に相成
あいなり

候旨
むね

、棚倉表
おもて

よ

り御掛合
おかけあい

並に頼談
らいだん

等相立
あいたて

候間
あいだ

、右両道継立
つぎたて

人馬、御領中一統
いっとう

之

助人馬
すけじんば

被
おおせつけ

二仰付
ら れ

一候間
あいだ

、先格
せんかく

之振合
ふりあい

を以
もっ

て 令
わりふり

二割賦
せ し め

一、

継立向
つぎたてのむき

差支
さしつかえ

 

無
これ

レ之
なき

様取 計
とりはからい

可
もうす

レ申
べく

候。以上。 

 辰二月十九日 

 領奉行 

     年番
としばん

触元
ふれもと

 

大庄屋 

右之通
とおり

被
おおせだ

二仰出
さ れ

一候間
あいだ

、此段
このだん

御達
おたっし

申上
もうしあげ

候。以上。 

 三月二十日 

                    触元
ふれもと

役所 



調練
ちょうれん

に努
つと

む。） 

慶応 3年に阿部氏が棚倉移封となるや、白河領城付
しろつき

6万石は幕府の直

轄となり、民政は小名浜
お な は ま

代官森孫三郎が 掌
つかさど

り、城郭は二本松
にほんまつ

藩の

管理に属したのである。 
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白河城付 6万石： 白河領 10万

石のうち、飛び領 4万石を除く。 

 

 

⇒［脚注］小名浜代官_森孫三郎 

 

小名浜（太平洋沿岸）の代官所

が白河民政を担当するのは遠隔の

感があるが、陸奥国の幕府領の支

配はどうなっていたのだろうか？ 

 

白河町の戯れ句に「とどのつま

りは棚倉藩」というのがある。こ

れは当時、白河から棚倉へという

大名の移封コースがあり、棚倉へ

の移封は「左遷」とみなされ揶揄

されたものである。阿部家は名誉

挽回のためにも、白河への再封を

願ったのだろう。 



 

第8章 白河口の戦争 

 

 

閏 4月 23日、奥羽同盟成り、福島に軍事局を置いて仙将坂
さか

英力
えいりき

これ

を督し、いよいよ奥羽軍は西軍と戦うことに決し、会藩もまたこれ

に加盟した。 

白河城が会藩の奪うところとなったと聞こえた西軍は、閏 4月 21日

大田原
おおたわら

を発し塩崎
しおのさき

・油井
ゆ い

・関谷
せ き や

の東軍を撃破して、24日芦野
あ し の

に宿
しゅく

した。東軍の間諜
かんちょう

がこれを知り、鈴木作右衛門・木村熊之進・小池

周吾・野田進等の会将等は戦略を定め、白坂
しらさか

口へは新選組隊
たい

頭
がしら

山口

次郎を先手とし、遊撃
ゆうげき

隊遠山伊右衛門がこれに次
つ

ぎ、棚倉
たなぐら

口へは

純義
じゅんぎ

隊長小池周吾、原方
はらかた

街道へは青龍
せいりゅう

隊長鈴木作右衛門がこれに当
あ

たって西軍の来
く

るを待った。 

 

25日暁天
ぎょうてん

、西軍来
き

たって白坂口を攻めたので山口次郎・遠山伊右衛

門等は隊兵を指揮して戦った。 

大平
おおだいら

口の会藩部将
ぶしょう

日向
ひ な た

茂太郎は進んで米村
よねむら

に在り、砲声を聞き急に

進んで白坂口の横合
よ こ あ

いから西軍に当たった。砲兵隊長樋口久吉は白

河九番町
くばんちょう

より進んで戦った。棚倉口より小池周吾、原方より鈴木作

右衛門が進撃、義集隊今泉伝之助・井口源吾等が歩兵を率いて戦っ

た。西軍は皮籠原
かわごはら

に散開
さんかい

して猛烈に東軍を衝
つ

いたがついに三面より

包囲され、西軍参謀伊地知
い ぢ ち

正治（薩藩）はその不利なるを知り、兵

を収
おさ

めて芦野に退いた。 

東軍は勝ちに乗じて、追うて境
さかい

明神
みょうじん

に至る。この日の戦い、払暁
ふつぎょう

より日中にわたり激戦数刻、ほとんど間断なかった。 

 

今に有名に語り伝えられているのは、この日の戦いに薩長大垣 13人

の首級
しゅきゅう

を大手門
おおてもん

に梟
きょう

したことである。会藩はこの日士気
し き

おおいに

振るった。 

本道
ほんどう

からの西軍は、小丸山
こまるやま

・老久保
おいのくぼ

・与惣小屋
よ そ う ご や

方面より寄り来た

る。13人は本隊よりはるか先に出
い

で、白坂街道脇の用水
ようすい

堀に沿
そ

え

九番町
くばんちょう

口東軍の本塁
ほんるい

に迫って、石橋下に潜
ひそ

み、稲荷山
いなりやま

なる東軍を狙

撃し多くの死傷者を出した。ついに東軍に捕らえられて斬首
ざんしゅ

され

た。 
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同盟の軍事局： 福島の長楽寺

（現福島市舟場町）に設置され

た。いわば大本営であるが、作

戦・指揮が統合されたわけではな

く、各藩軍の寄り合いが実態だっ

た。 

閏 4月 15日、東山道総督府は白

河口進討願を提出したが、大総督

府は却下した。西軍の芦野・白河

進出は伊地知参謀の独断。 

大田原： 栃木県大田原市。 

芦野： 栃木県那須郡那須町芦

野。奥州街道芦野宿。 

間諜： 秘かに敵情をさぐる

者。スパイ。 

鈴木作右衛門： ～1890。会津

藩青龍士中一番隊隊長。 

木村熊之進： 1820～1868。会

津藩軍事奉行添役。恭順を主張し

たが容れられず。5月 1日白河の戦

いで負傷し自害した。49歳。 

⇒［脚注］小池周吾 

⇒［脚注］野田進 

山口次郎： 新選組斎藤一の変

名。 

遊撃隊： ここでは会津藩の部

隊の名称。 

遠山伊右衛門： 会津藩。遊撃

隊隊長。6月 12日和田山で戦死。

58歳。 

原方街道： 原街道ともいう。

奥州街道の西を貫通併行してる脇

街道。国道 4号とほぼ重なる。白

河西方の那須山地裾野が「原方」 

青龍隊： 会津藩の主力隊。36

歳～49歳までの武士で編成。隊員

約 900名。 

日向茂太郎： 会津藩朱雀足軽

一番隊隊長。5月 1日戦死。31歳 

原書「樋口久吾」→訳「久吉」 

『会津戊辰戦史』などで「久吉」。 

義集隊： 会津藩。隊長は辰野

源左衛門。 

今泉伝之助： 七番小隊頭と

も。『白河口の戦い殉難者名簿』に

は名前なし。 

井口源吾： 小隊頭。6月 12日

「磐城棚倉阿武隈川百間土手戦

死」。41歳。『白河口の戦い殉難者

名簿』に「猪口源吾（別撰隊）鹿

島口で戦死。41歳」とあるが？ 

皮籠原： 白坂宿の北（現白河

市白坂皮籠あたり）の平地。 

大垣： 大垣藩兵のこと。 

大手門： 白河城の正門。中町

にあった。付録『目で見る戊辰白

河口戦争の記録』参照。 

本道： 奥州街道のこと。 

小丸山・老久保・与惣小屋： 

皮籠からさらに北の丘陵北麓の字 

⇒付録『白河口戦争の地名地

図』で確認のこと。 

梟首： 昔の極刑獄門。首をさ

らしものにする。 

白河中町
なかまち

棚瀬利助翁曰く 

13人の梟首
きょうしゅ

は、大手門で、四寸割
よんすんわり

の板に五寸釘
ごすんくぎ

を打ちつけてそ

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku2/map/map-1.htm
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku2/map/map-1.htm
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白坂街道： 白河町南端の九番

町関門から見て、南方の白坂宿か

ら来る奥州街道を指すと思われ

る。小丸山から稲荷山・九番町関

門までは大沼田の中の一本道で、

脇道は無かったと思われる。 

本塁： 本格的に構築した防塁 

稲荷山： 南方から来た奥州街

道は稲荷山という小丘の裾を回り

込んで九番町関門に入っていっ

た。稲荷山にも東軍陣地が設営さ

れていた。 

四寸割の板： 4寸は約 12cm。

幅 4寸に製材した板材。 

五寸釘： 5寸は約 15cm。長さ 5

寸の大きめの釘。 

梨羽時起： 1850～1928。長州

藩士。戊辰戦争で小隊長。日清戦

争で赤城艦長。日露戦争で第 1戦

隊司令官。海軍中将。 

薩摩四番隊： 薩摩藩小銃隊四

番隊。隊長は川村与十郎純義。総

員約 120名の編成（戦兵 80名、中

隊規模）。 

二番中隊の小隊： 長州藩の 1

個小隊。小隊長は梨羽。30～40名

か？ 

原田良八： 長州藩小隊長。不

詳。 

この実歴談によると、大田原・

芦野に進出した西軍（約 250名）

が全動員されたのではなく、限ら

れた兵数（小隊×4程度および案内

役の黒羽藩士）のみの攻撃だった

ことになる。戦闘員としては 150

名未満？ 

10町： 1kmあまり。 

魁： 先駆け。攻撃の先頭に立

つこと。 

先手： 軍勢の先鋒、前衛。 

台場： ここでは防塁・胸壁の

意味。 

畷手道： なわて道。田の間の

道。あぜ道。ここでは大沼田の中

の一本道である奥州街道のこと。 

向こうの低い山： 稲荷山を指

す。 

左の方の後の方へ回られて： 

会津藩日向隊の横撃と思われる。 

手前の山： 小丸山の丘列。 

河村さん： 薩摩藩川村与十郎 

黒羽藩： 藩庁は黒羽陣屋（現

在の栃木県大田原市前田）。藩主：

大関家。那須七党の一つ。1万

8000石。外様の小藩ながら幕末に

は 15代大関増裕が海軍奉行や若年

寄など幕府要職を歴任し、藩政で

は作新館を開校してスペンサー銃

の標準装備など兵装の洋式化を行

ない軍改革を進めた。 

伊地知さん： 大田原・芦野に

進出した西軍の指揮官である伊地

知正治参謀。 

5月朔日： 陰暦の 5月 1日。太

陽暦では 6月 20日。 

『維新戦役実歴談』という書がある。これは長藩士の戊辰戦争の

実歴談を編
へん

したもので、大正 6年の出版である。同書中の男爵

梨羽
な し は

時起
ときおき

の談に 

 

25日には僅
わず

かの人数であった。薩州の四番隊と、吾輩
わがはい

の二番中隊

の小隊と、原田
は ら だ

良八
りょうはち

の小隊それだけで行って、その他の兵は

大田原
おおたわら

に残っていたように覚えている。白河のおよそ 10町ほど手

前に出ると、いつでも 魁
さきがけ

をするものが 10人ばかりで先手
さ き て

の方で

やっている小銃の音が聞こえる。敵は木や畳で白河の入り口に

台場
だ い ば

を築いて小銃の筒を揃えて出
で

ている。それでなかなか進まれ

なかった。その入り口というのは、双方
そうほう

が水田
すいでん

で細い畷手
な わ て

道
みち

で並

木がある。敵は向こうの低い山に畳
たたみ

台場
だ い ば

を立派に拵
こしら

えて畷手
な わ て

道
みち

へドンドン打ち出すから進めなかった。そのうちに左の方の後の

方へ回られて打ち出された。どうしても行かれぬので手前の山の

ところに戻った。ところで先に行った 14、5人のものはズット台

場の下まで行って戦った。その中の半分は殺された。 

このとき殺されたのは鹿児島の者と長州の者と半々と覚えてい

る。河村さんは右裏の方へ四番隊のうち幾人かを連れて、黒羽
くろばね

藩

を案内として行ったが道が分
わ

からぬので戻って来た。この日は

怪我
け が

が多かった。戦いの終わったのは昼ごろであった。芦野
あ し の

まで

戻った。河村さんも一緒であった。 

ぜんたい 25日には、伊地知
い じ ち

さんは今日は僅
わず

かの人数であるから無

理だというたが、河村さんがヤレヤレと言い出してやったもの

だ。 

それから 5月朔日
さくじつ

に白河城を取ったのは人数を増
ま

して行ったから

だ云々
うんぬん

。 

れに梟
きょう

した。町々から「それ西軍の首を取った」といって、見に

行く者が多く、大手門は黒山を築いた。戦慄
せんりつ

しながらよく見た。

首級
しゅきゅう

に各藩の木札が付けてあったように記憶している。 



 

第9章 ５月朔日の大激戦 

 

 

5月朔
さく

日
じつ

の白河口の激戦は、我
わ

が国の戦史上での激戦の一つであろ

う。 

 

東軍は 25日の勝報
しょうほう

を得て白河城に兵数を増
ま

した。仙台藩の大番
おおばん

頭
がしら

坂本
さかもと

大炊
お お い

・佐藤宮内・瀬上主膳が到り、一柳
ひとやなぎ

四郎左衛門もまた到

る。棚倉
たなぐら

藩平田弾右衛門も兵を率いてこれに会
かい

したので東軍の勢
せい

は

頓
とみ

に振るった。 

『復古記』によれば 

また 25日の記に、 

また 27日の記に、 

西軍の 25日の敗報
はいほう

が江戸に達
たっ

して因州
いんしゅう

・備前
び ぜ ん

・大村
おおむら

・柳川
やながわ

・

佐土原
さ ど わ ら

の兵が来援することになり、芦野
あ し の

の西軍は宇都宮よりの増援

を得てその数、700余人、砲 7門をもって白河に迫ることとなる。 

 

閏 4月 29日、西軍来襲の報あり、これに対して東軍は遠山伊右衛

門・鈴木作右衛門・小池周吾・小森一貫斎の会将、瀬上主膳の仙

将、棚倉の平田弾右衛門等が兵をもって桜町方面を守った。 

白河口方面には井口源吾・杉田兵庫・新選組山口次郎等が向かっ

た。 

原方
はらかた

方面は日向
ひ な た

茂太郎が長坂山
ながさかやま

の麓
ふもと

に塁
るい

を築き、井深右近がこれに
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閏 4月 20日の白河城奪取から 25

日の勝利まで、白河の東軍は会津

藩 2隊ほどと純義隊、新選組だっ

た。その後、会津藩東正面総司令

官たる家老西郷頼母、副司令官横

山主税等が兵 3中隊と 1小隊を率

いて入城した。また奥羽越列藩同

盟の成立をうけて、仙台藩の主将

参謀坂本大炊以下 2大隊（8小隊）

と砲 6門、棚倉藩重臣阿部内膳以

下 1大隊（砲を有す）が加わっ

た。 

坂本大炊： 1823～1868。仙台

藩参政兼参謀。京都で新政府から

錦旗を下賜され、仙台へ運んだ。 

5月 1日古天神山前で戦死。45歳 

佐藤宮内： 仙台藩大番頭。

1000石。明治 8年 6月死去。55歳 

一柳四郎左衛門： 会津藩 400

石。朱雀寄合一番中隊頭。5月 1日

の戦いで戦死。46歳。 

原書「伊知地」→訳「伊地知」 

大垣藩： 岐阜県大垣市。戸田

家。10万石。 

忍藩： 埼玉県行田市。松平

（奥平）家。10万石。 

来援す： 世良参謀の求めに応

じて、伊地知軍（西軍）が芦野ま

で進出したことを指す。 

前記の 25日の戦闘のこと。賊軍

（東軍）が要害を根拠地にして防

戦したため、官軍（西軍）が撃退

されたとしている。 

原書「督〈お〉して」と読ませ

ている。押して（強行）の意味

で、「おして」と読ませた？ 

伊地知軍（西軍）は宇都宮に居

た部隊も合わせて、芦野に再集結

した。宇都宮の守備は今市・日光

に居た部隊を移動させて当てた。

宇都宮に移動した土佐藩兵は板垣

退助の指揮である。 

彦根藩： 滋賀県彦根市。井伊

家。25万石。 

今市駅： 栃木県今市市。 

因州藩： 鳥取藩。鳥取県鳥取

市。池田家。32万 5千石。 

備前藩： 岡山藩。岡山県岡山

市。池田家。31万 5千石。 

大村藩： 長崎県大村市。大村

家。2万 7千 900石。 

柳川藩： 福岡県柳川市。立花

家。10万 9千 600石。 

佐土原藩： 宮崎県佐土原町。

島津家。3万石。（現在の宮崎県宮

崎市佐土原町） 

原書「作左衛門」だが、「左」は

「右」の誤記と思われる。 

鈴木【清子書込】平作（関ヤ） 

桜町： 白河市桜町。白河市街

の東のはずれ。 

小森一貫斎： 1815～1871。会

津藩江戸詰、公用人。朱雀士中一

番隊隊長。戦後拘禁中病死。 

閏四月十八日、奥羽鎮撫総督府参謀世良修蔵、参謀伊地知正治に

移牒
いちょう

して白河城の急を報じ援
えん

を乞
こ

ふ。正治乃
すなわ

ち薩・長・大垣・忍

四藩の兵を率ゐて来援す。 

参謀伊地知正治、薩・長・大垣・忍四藩の兵を督して白河城に迫

る。賊嶮
けん

に拠
よ

って抗拒
こうきょ

す、官軍克
か

たず、芦野
あ し の

に退守
たいしゅ

す。 

参謀伊地知正治、薩・長・大垣・忍四藩の兵を督
とく

して芦野に次
つぎ

し、将
まさ

に薩・長・大垣三藩の兵の宇都宮
うつのみや

に在
あ

るものを合
ごう

し大挙し

て白河城を攻めんとす、因
よ

つて土佐・彦根二藩の今市
いまいち

駅及び日光

山にある者を分
わか

ちて宇都宮を守らしむ。 



加わって、その兵数は合わせて 2千余人、砲 8門であった。（日向茂

太郎は 5月朔日、米村
よねむら

に戦死。） 

 

いよいよ 5月朔日午前 4時、西軍は 3道より白河城に迫る。 

その 1は薩・長・大垣の兵、砲 2門をもって黒川村
くろかわむら

より原方
はらかた

街道に

迫った。 

その 2は本道を進んだ薩・長・大垣・忍 4藩の兵である。 

その 3は白坂村より大平八郎を案内として南湖
な ん こ

の南に出
い

で桜町
さくらまち

方

面、棚倉
たなぐら

街道に出た。 

かくして東西両軍の大激戦となったものである。 

（5月朔日の東西両軍の砲数について大山元帥伝に、東軍は会 2門、

仙 6門、棚倉 2門。西軍は本道 4門、黒川方面 3門、桜町 1門とあ

る。） 

 

維新史料に云う 
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杉田兵庫： 会津藩 1000石。青

龍足軽一番隊隊長。 

日向茂太郎： 会津藩 300石。

朱雀足軽一番隊隊長。5月 1日戦

死。31歳。 

長坂山： 西郷村長坂の北の山 

塁： 土塁による陣地。 

井深右近： 会津藩軍目付。 

黒川： 西郷村小田倉黒川西あ

たり。白河城から西南へ約 7km。 

訳者は内山忠之右衛門の孫の孫

の子と聞いている。 

忠之右衛門―・―サダ（和知菊之

助妻）―キク（冨田仁助妻）―冨

田喜一郎（糸井清子弟）―悦哉

（訳者） 

⇒【内山忠之右衛門のこと】 

⇒付録『目で見る戊辰白河口戦

争の記録』【d55_農民内山忠之右衛

門の墓（西郷村黒川）】 

西軍の迂回包囲攻撃 

その 1： （白坂から西方へ迂

回）→黒川村→原方街道→立石山

（白河市街の西） 

その 2： （白坂から奥州街道本

道を進む）→小丸山→稲荷山→九

番町（白河市街の南） 

その 3： （白坂から東方へ迂

回）→夏梨→合戦坂→雷神山・桜

町（白河市街の東） 

⇒『戊辰白河口戦争記地図インデ

ックス』 

⇒【5月 1日西軍の白河包囲攻撃

図】 

 

両軍の配置は『戊辰役戦史』の推

定によると 

東軍： 

(1)白河市街の西、立石山陣地に、

会津 2隊と砲 2門。 

(2)奥州街道正面、稲荷山陣地に、

仙台 3小隊と砲 6門。会津 3隊。

棚倉半大隊。旧幕新選組ほか。 

(3)白河市街の東、桜町関門、雷神

山などに、会津 2隊。仙台 5隊。

棚倉半大隊。旧幕純義隊。 

（推定総数 2500～2600名） 

西軍： 

(1)原方へ迂回して白河市街の西か

ら、薩摩五番隊（2小隊）と砲 2

門。長州 3小隊。大垣 2小隊と火

箭砲 1門。 

(2)奥州街道正面、小丸山陣地に、

砲兵団（薩摩 2門、長州 1門、忍 1

門、20ドイム臼砲 1門、砲護兵 1

分隊）。長州 1小隊。大垣 2小隊。 

(3)夏梨・合戦坂へ迂回して白河市

街の東から、薩摩二番・四番隊（2

小隊×2）と携帯臼砲 1門。 

（総数約 700名） 

「三番隊」： 薩摩三番隊は上野

戦争に参加した後に白河口に派遣

されたはず。この箇所、『復古外

記』では「二番砲隊・御兵具隊」。 

原方
はらかた

方面のこの西軍の案内役を勤めたのは上黒川
かみくろかわ

村の問屋
と い や

内山
うちやま

忠之右衛門
ち ゅ う え も ん

であった。5月 18日に至って会津藩は忠之右衛門宅に

押し入り、これを捕らえて会津に連れ行き入牢せしめ、8月 22日

に斬首せりと伝う。忠之右衛門は時に年 42歳。墓所は西郷
にしごう

村大字

小田倉
お だ く ら

字備前
び ぜ ん

にある。のち、官より祭祀
さ い し

料 150両下賜
か し

。 

閏
うるう

四月二十八日、白河城を攻むるの議
ぎ

ありしかど、果
はた

さず。五月

朔日
さくじつ

午前四時を進発の期とし、兵を三道に分ち、薩の二番隊・四

番隊は、白河の南湖
な ん こ

をめぐり棚倉
たなぐら

街道に進み、三番隊・大垣一小

隊は本道より進み、五番隊並
ならび

に大垣・長州・各一小隊は白坂
しらさか

駅よ

り左の方
かた

黒川
くろかわ

村に進み、それより原方
はらかた

へ出
い

づ。此の時本道已
すで

に

戦
たたかい

を始む。是
こ

れ即
すなわ

ち最初の約束にして、敵をして本街道に力を

用
もち

ゐしめ、左右の翼各々
おのおの

敵の背後に至
いた

らば、火を揚
あ

げて以
もっ

て一時

に攻撃を始むるものとし、其の距離棚倉街道第一なるを以て同所

に火を揚ぐるを期
き

とす。已
すで

にして煙炎
えんえん

天を蔽
おお

ふ、仍
よっ

て進んで大
おおい

に

奮激
ふんげき

す。敵兵三面に敵を受け、防戦二時間余、猶
なお

砲台によりて

守禦
しゅぎょ

す、官軍進んで砲台に迫る。賊遂
つい

に潰走す。 先
これより

レ是
さき

我が三番

隊は迂回
う か い

して長坂山
ながさかやま

の賊を追撃し、四番隊と合
ごう

し、町口の台場を

横撃
おうげき

す。於
これに

レ是
おいて

賊兵大
おおい

に潰乱
かいらん

す。仍
よっ

て又一小隊を二分し、本街

道の後山に登り背後を断ち四方一時に攻撃す。賊兵狼狽
ろうばい

し進退途
みち

を失
しっ

す。此の日、首級
しゅきゅう

六百八十二なり。四斤半
きんはん

の旋条
しじょう

砲を鹵獲
ろ か く

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku2/sirakawa-map-index.htm
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku2/sirakawa-map-index.htm
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku2/bm/bm0501-40.jpg
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku2/bm/bm0501-40.jpg


 

元帥公爵大山巌伝には 

これが西軍の記事である。 

 

南湖
な ん こ

公園鏡 山
かがみのやま

にある阿部
あ べ

藩の碑に 

白河町
しらかわまち

九番町
くばんちょう

口にある会藩の碑に 
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火を揚げて： 烽火〈のろし〉

を上げて。 

已にして： 計画のとおりいよ

いよ。 

「我が三番隊は」「四番隊と合

し」： この箇所『復古外記』では

「三番分隊」「四番分隊」とあり、

五番隊の分隊を指すと思われる。 

町口の台場： 白河市街西側の

守備である立石山陣地。 

四斤半施条砲： 火薬の薬量が

四斤半（1斤は 160匁）の前装式施

条山砲。信管のついた榴弾等を使

用。人の殺傷を主眼とする。射程

約千メートル。棚倉藩が保有して

いたもの。 

大山巌： 1842～1916。大山弥

助巌。薩摩藩二番砲兵隊長。のち

元帥陸軍大将。妻は会津藩の山川

捨松。栃木県那須に別荘・農場を

持った。 

東軍は圧倒的兵数で地形に拠っ

た守備をしたのであるから、難攻

不落のはずであった。西軍は少数

であるから「包囲」というよりは

奇襲である。その装備と戦意戦術

が東軍を上回ったのである。 

第一次戦闘： 閏 4月 25日の戦

いを指す。 

陽攻： 敵に真の目的を見抜か

れないために仕掛ける、目くらま

しの、はでな攻撃。 

臼砲： 砲身は文字どおり臼の

ような形で、丸く太い。前装式丸

玉砲。玉はあらかじめ、赤熱に焼

いた丸玉を使用。破壊と火災によ

る攻撃を主眼とする。 

原田小隊： 長州藩。前出の原

田良八指揮か。 

火箭砲： 大垣藩が使用。軍艦

等の信号に用いた火箭や弾丸を発

射する。口径 2～3センチの小さな

前装砲。 

『戊辰役戦史』によれば西軍の白

坂出発は右翼隊が午前 4時、左翼隊

が 6時、中央隊が 8時（あるいは予

定より早く 6時）である。最初の衝

突は、奥州街道途中の皮籠におい

て、西軍中央隊と東軍斥候の間との

こと。 

隊伍： 兵士の組織された集

団。また、そのきちんと並んだ

組・列。隊列。戦闘の後、部隊人

員を確認したという意味。 

勢至堂： 会津領境の一つ勢至

堂峠の南東側の村。会津軍が拠点

とした。福島県須賀川市勢至堂。 

薩摩四番隊のみは、阿武隈川対

岸の白河北方、大谷地まで東軍を

追撃して戻ったという。 

囲攻： 包囲攻撃。 

晨〈しん〉： 夜明け。早朝。 

 午〈ご〉： 午〈うま〉の刻。昼

正午前後。 

五月一日 

敵軍は其
その

兵力優勢
ゆうせい

にして、仙台・会津・棚倉・旧幕兵
きゅうばくへい

等約三千に

達するに拘
かかわ

らず、白河南側に陣地を構築して官軍を待てり。 

第一次戦闘後、官軍は増加隊を得て、其
その

数七百余
よ

に達し、三方面

より白河を包囲攻撃せんとす。 

右翼隊は棚倉
たなぐら

街道方面を迂回し、敵の左翼及び其
その

側面に出
い

づ、そ

の兵力薩二・四番隊・臼砲一。 

中央隊は正面に於
おい

て陽攻
ようこう

し敵を牽制
けんせい

す。兵力薩砲二門・臼砲

打手
う ち て

・兵具隊。大垣二隊、長原田小隊砲一門、忍藩砲一門。 

左翼は黒川
くろかわ

方面より原
はら

街道に出で、敵の右翼を包囲攻撃す。兵力

薩五番隊・二番隊・砲隊二門、長一中隊と一小隊。大垣二隊・

火箭
か せ ん

砲一門。忍一小隊。 

払暁
ふつぎょう

、予定の如
ごと

く諸隊前進し、午前六時頃中央隊先づ
ま ず

砲火を開き

しに、敵全
まった

く正面に牽制せられ、しばしば出撃せんとす。此間
このかん

、

両翼隊の包囲全
まった

く成
な

り、三方より敵を攻撃し、午後二時に至り之

を潰滅す。 

諸隊は白河を占領し、隊伍
た い ご

を整頓
せいとん

し其
その

地に宿営す。官軍の死傷約

七十。敵は死屍
し し

六百余を残し、本街道並
ならび

に諸間道
かんどう

より散乱退却

し、会兵は遠く勢至堂
せいしどう

付近に、仙兵は二本松に退却す。爾後
じ ご

、官

軍は同地に滞在して前進せず。 

五月朔日
さくじつ

、官軍囲攻
いこうし

、城兵禦
これを

レ之
ふせぎ

、奮激
ふんげき

戦闘自
しん

レ晨
より

至
ごに

レ午
いたる

。雷轟
らいごう

電撃
でんげき

殺傷相当
あいあたる

、 而
しこうして

衆寡
しゅうか

不
てき

レ敵
せず

、守兵
しゅへい

弾
たま

尽
つき

刀
かたな

折
おれ

、城遂
ついに

陥
おつ

。 乃
すなわち

退
しりぞいて

守
かねやまを

二金山
ま も る

一。 

白河 城
じょうは

当
おうう

二奥羽之咽喉
のいんこうにあたり

一、 為
しゅかく

二主客必争之地
ひ っ そ う の ち を な す

一。我兵先拠
こ れ を

レ

之
せんきょす

。閏四月二十五日、薩摩
さ つ ま

・長門
な が と

・忍
おし

・大垣
おおがき

之兵来攻
らいこう

、

相 戦
あいたたかうこと

半日、我兵大 勝
たいしょうす

。四藩の兵 退
しりぞいて

保
あしのを

二芦野
た も つ

一。五月

す。これ嘗
かつ

て米国の贈る所、当時、我が国僅
わずか

に二門を有す。これ

その一なり。 



白河戦争報告記に 

（この記は白河本町
もとまち

庄屋川瀬才一が明治 3年 8月 27日に白河県へ

戊辰の戦況を報告した記録である。川瀬庄屋は弾丸
だんがん

雨注
うちゅう

の中を侵
おか

し

て見聞したと言われているから実記と見るべきものであろう。） 

 

この日の戦いに会藩の副総督横山
よこやま

主税
ち か ら

は稲荷山
いなりやま

に奮戦中弾丸に当た

って殪
たお

れた。戦い猛烈にして遺骸
い が い

を収めて退
しりぞ

くに遑
いとま

なく、従者の

板倉和泉わずかに首を馘
かく

して退いたという。 

（会津史談会誌に柴大将の談として「白河で戦死された、家老横山

主税殿の葬式行列は殿様の行列にも見ない奴振り
やっこぶり

などが出て、立派

なものであった」と、記してある。） 

 

軍事奉行の海老名衛門などは龍興寺
りゅうこうじ

の後山
うしろやま

で血戦
けっせん

し、為
な

すべからざ

るを知って自
みずか

ら腹を屠
ほふ

って死んだ。 

寄合組
よりあいぐみ

中隊頭
がしら

一柳
ひとやなぎ

四郎左衛門等も死し、混戦状態となるや、総督

西郷頼母が馬を馳
は

せて叱咤
し っ た

、衆
しゅう

を激励するも潰乱
かいらん

制
せい

すべからず。頼

母は決死に進んで敵を衝
つ

かんとす。朱雀
す ざ く

一番士中隊
しちゅうたい

小隊頭
がしら

飯沼時衛

が轡
くつわ

を把
と

って諫
いさ

めて曰
いわ

く、総督の死する時にあらず、退いて後図
こ う と

を

計
はか

れと。頼母聞かず、時衛すなわち馬首
ば し ゅ

を北にして鞭
むちう

って向寺
むかいでら

の

方面に走らす。頼母はついに勢至堂
せいしどう

に退く。 

棚倉藩の将阿部
あ べ

内膳
ないぜん

は桜町
さくらまち

口
ぐち

を守ったいわゆる十六人組の勇将であ
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金山〈かねやま〉： 白河市表郷

金山。白河市街から南東への棚倉

街道の途中。 

奥羽之咽喉： 奥羽地方への入

口であり、要所である。 

主客必争之地： 攻める側も守

る側も必ず手に入れなければなら

ない地。 

雪ぐ〈そそぐ〉： 不名誉や汚名

を、名誉・功績によって消し去る 

鋒〈ほう〉： 刃物の先端。軍隊

の勢い。攻撃の激しさ。 

西郷頼母： 1830～1903。会津

藩松平家の家老を代々務める家

柄。会津城から脱出して箱館まで

戦う。晩年は神社神職など。 

横山主税： 1847～1868。会津

藩江戸家老横山常徳の子。1866年

パリ万国博開催時に徳川昭武に随

行し渡欧。5月 1日戦死 22歳。 

与す〈よす〉： 仲間となる。力

を合わせる。 

卯〈う〉： 卯の刻。夜明け頃。 

川瀬才一『白河戦争見聞略記』 

白河県：1869年（明治 2年）8

月に設置。1871年（明治 4年）11

月、二本松県に編入。のち福島県

に編入。 

弾丸雨注： 弾丸が雨が注ぐよ

うに飛び交う。 

卯の上刻： 午前 5時より 5時

40分の間。 

この「九番町木戸外まで夜のう

ちに潜行していた」というのは西

軍の記録には無いようで、奇襲攻

撃を受けた東軍の混乱ぶりを反映

しているものか？ 

棚倉口の固： 棚倉の方向（南

東方）にあたる雷神山・合戦坂方

面の防衛線。 

挟撃ならんと心付け候や： は

さみ撃ちになってしまうと思った

のだろう、守備陣が一気に崩壊し

た。 

向寺： 白河市街から奥州街道

により北へ阿武隈川を渡った対岸

にある集落。 

人数： 兵員。軍勢。 

登町： 白河市街の西端。立石

山陣地のある側。 

首を馘す： 首を切断する。主

税の首だけを収容して退却した。 

柴大将： 柴五郎陸軍大将。

1860～1945。会津藩士柴佐多蔵の

五男。会津戦争の籠城戦前に祖

母・母・兄嫁・姉妹は自刃した。 

奴振り： 武家の供揃えに由来

する民俗芸能の一種で、大名行列

に従う奴〈やっこ〉が行なう独特

の所作を指す。 

海老名衛門： 海老名季久。会

津藩軍事奉行 250石。海老名季昌

の父。5月 1日戦死 52歳。 

龍興寺： 白河市向新蔵。俗称

「山の寺」 

五月朔日
さくじつ

卯
う

の上刻
じょうこく

、官軍勢
ぜい

五百人、九番町
くばんちょう

木戸
き ど

外まで宵
よい

の間に潜
ひそ

み、彼所
か し こ

に潜みかくれ、夜の明
あけ

を待ちて打出
い

でたる砲声の烈しさ

人目
じんもく

を驚かす。此度
このたび

は東京
とうきょう

口・米村
よねむら

口・原方
はらかた

口・棚倉
たなぐら

口を官兵方
がた

は四方より討入
うちいり

候故
ゆえ

、会藩の手配
て は い

案
あん

に相違
そ う い

し大
おおい

に周 章
しゅうしょう

し、棚倉
たなぐら

口の固
かため

、第一に破れ候故
ゆえ

、挟撃
きょうげき

ならんと心付
こころづけ

候哉
や

、桜町
さくらまち

・

向寺町
むかいでらまち

に放火して引退
ひ き の

く有様
ありさま

、東西に廃
すた

れ南北に走る、其
そ

の混乱

蜘蛛
く も

の子を散らすが如
ごと

し。東京口・米村口・原方口一度に破ら

れ、人数引上げの時登町
のぼりまち

に放火す。如
この

レ此
ごとく

四方共に破れ惣崩
そうくずれ

と

なり候故
ゆえ

、其の日の死亡六百八十三人。 

朔日
さくじつ

、復
また

自二白坂
しらさか

・原方
はらかた

・畑
はたの

諸道
しょどう

及山 林 間 道
さんりんのかんどうより

一来攻、 欲
ぜんはいを

三

以 雪
もってそそがんと

二前敗
ほ っ し

一、其
その

鋒
ほう

甚
はなはだ

鋭
えい

。我将西郷頼母・横山主税各率
へい

二

兵 数 百
すうひゃくをひきい

一、 与
せんだい

二仙台・棚倉兵
た な ぐ ら へ い に よ し

一、共
ともに

当
これに

レ之
あたる

。自
う

レ卯
より

至
ごに

レ午
いたる

、

奮戦数十百合
ごう

、火飛電激
か ひ で ん げ き

、山崩地裂
さんほうちれつ

、 而
しこうして

我兵弾尽
たまつき

刀折
かたなおれ

、三百

余人
よ に ん

死
これ

レ之
しす

。仙台・棚倉兵亦
また

多
おおく

死傷
ししょう

、城遂陥
しろついにおつ

。 



ったが、奮戦負傷し金勝寺
きんしょうじ

方面に避難しついに殪
たお

れた。（金勝寺に避

難する時、白河中町
なかまち

の商人 58歳の小崎
お ざ き

直助が力を添えて阿武隈川
あ ぶ く ま が わ

を

越したという美談が今に伝わっている。小崎直助は白河町の旧家で

あり、阿部様出入りの商人である関係上、この挙に出
い

でたものであ

ろう。） 
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後山： うしろやま。背後の

山。裏山。龍興寺の後山は白河市

白井掛下にあたると思われる。 

腹を屠る： 腹を切り裂く。切

腹する。 

朱雀隊： 会津藩主力隊で、18

歳～35歳の武士で編成。隊員約

1200名。最も勇敢に戦い会津開城

までに大方が戦死。 

会津藩の部隊編成は、朱雀・青

龍・白虎・玄武という年齢分けに

加えて、士中・寄合・足軽という

身分分けもあった。たとえば、朱

雀士中一番隊と朱雀寄合一番隊は

別の隊である。 

飯沼時衛： 白虎隊生存者の飯

沼貞吉（貞雄）の父。 

後図： 後々のためのはかりご

と。再起の計画。 

阿部内膳： 生年不明。阿部正

凞〈まさひろ〉。棚倉藩御者頭 400

石。阿部右近正修の子。阿部姓な

ので藩主の一族か？ 刀槍甲冑で

武装した「十六人組（十六ささ

げ）」を率いて戦う。5月 1日桜町

口で戦死。 

御者頭： 物頭。弓・鉄砲など

を備えた足軽組の頭（指揮者）。 

金勝寺： 白河市金勝寺。白河

市街会津町の阿武隈川対岸。 

俚謡： 民間で歌い伝えた歌。

俗謡。民謡。 

細谷十太夫： 1845～1907。細

谷十太夫直英〈なおひで〉。仙台藩

の偵察方（隠密）として諸藩の情

報収集に当たった。のち日清戦争

従軍等を経て、僧となり仙台龍雲

院の住職。 

博徒： 賭博を業とする者を意

味するが、より広義に無宿・無法

者を指す。 

衝撃隊： 慶応 4年 5月 15日編

成。博徒・農民等 57名で 5小隊か

らなる民兵義勇軍。黒い服装で、

ゲリラ戦を展開。あまり工夫が無

い東軍の中にあって、西軍正規兵

に対しては最も効果的な戦術であ

ったか？ 

小田川： 白河市小田川。白河

城から奥州街道を北東へ約 6km。 

宝積寺： 宝積院。白河市小田

川行屋久保。 

本営： 指揮官がいる陣営。 

地方の人： 地元の人。 

鶴生： 西白河郡西郷村鶴生。

白河城から西北へ約 8.5km。 

戎衣： 戦争に出る時の衣服。

甲冑。 

左のごとし： 原書・復刻版は

縦書き、訳は横書きなので「下」

とすべきところ。他箇所も同様。 

十六人組で戦死したのは阿部内

膳のみ？ 他の 15人は『白河口の

戦い殉難者名簿』に名前無し。 

「仙台からすに十六ささげ、なけりゃ官軍高枕
たかまくら

」 

という俚謡
り よ う

が当時歌われた。 

「仙台からす」とは仙台藩の細谷
ほ そ や

十太夫
じゅうだゆう

の率いた一隊で、須賀川
す か が わ

地方の博徒
ば く と

100余人を募
つの

り衝撃隊
しょうげきたい

と称し、神出鬼没
しんしゅつきぼつ

、夜襲が巧み

でしばしば西軍を苦しめたもので、黒い布で覆面し黒装束
くろしょうぞく

をして

戦いに参加したもので烏組
からすぐみ

の名がある。小田川
こ た が わ

村の宝積寺
ほうしゃくじ

などが

本営になっていたものだと地方の人は話している。西郷村
にしごうむら

の鶴生
つりゅう

にも烏組が居
お

って出没し、西軍を苦しめたとの話が残っている。 

十太夫はつねに部下に言う。「敵は銃隊であり、遠きに利あり、吾
われ

は銃を執
と

らず、刀を抜いて進むゆえに近きに利あり。一二
い ち に

人斃
たお

る

るも意とするなかれ、先
ま

ず敵を衝
つ

け」と。西軍は烏組に苦しめら

る、これは 5月朔日のみでなく、その後にも西軍を辟易
へきえき

せしめた

のであった。 

「十六ささげ」とは、白河地方で栽培する大角豆
さ さ げ

の一種である。

棚倉
たなぐら

藩十六人組を指す。棚倉十六人組は洋式の軍装によらず、我

が国古来の戎衣
じゅうい

兵器を用い、甲冑
かっちゅう

に身を固め槍・弓矢での装束
しょうぞく

であったという。 

（棚倉藩決死十六人組の氏名左のごとし。） 

阿部内膳 

有田大助 

大輪準之助 

北部史 

志村四郎 

川上直記 

梅原弥五郎 

須子国太郎 

宮崎伊助 

鶴見瀧蔵 

宮田熊太郎 

湯川賢次郎 

岡部鏡蔵 



 

5月朔日天いまだ明けぬに、西軍が鼓譟
こ そ う

して路
みち

を分
わ

かって迫り来る。

仙台藩の参謀坂本大炊
お お い

は天神山
てんじんやま

に上ってこれを望む。時に西軍は山

に拠り、水に沿うて要路
よ う ろ

を扼
やく

していた。大炊は先頭に立って命を下

して突進し、敵を横合
よ こ あ

いから衝いて西軍を辟易
へきえき

せしめたが、大炊が

紫旗
し き

を林端
りんたん

に立つと飛弾
ひ だ ん

雨注
うちゅう

した。従者が避くることを勧めたが肯
がえ

んじない。決死の士 15、6人と阿武隈川
あ ぶ く ま が わ

を徒渉
としょう

して進んだが銃丸
じゅうがん

に

頭を貫かれその場に斃
たお

れた。僕
ぼく

の庄太夫これを背負うて逃れしも途
と

に絶命し、今村鷲之助が代わって屍
かばね

を担
にの

うて陣中に至ったので、

遺骸
い が い

をようやく仙台に送るを得たりという。これが坂本参謀の白河

口奮戦談である。 

さきに世良参謀を福島に暗殺するの計をなした仙台藩姉歯
あ ね は

武之進の

勇戦談もある。武之進は仙台藩五番大隊の軍監として瀬上主膳に属

し白河に出陣し、奮戦するも仙軍利あらず退却の時、独
ひと

り頑
がん

として

動かず、敗残の兵を指揮し自
みずか

ら大砲を放ち、抜刀
ばっとう

躍進
やくしん

したが、弾丸
だんがん

しきりに至り流丸
ながれだま

に当たって斃れた。これも 5月朔日のことであ

る。 

 

村社勘蔵 

野村絢 

山岡金次郎 

（有田大助は幕末の風雲に際し緩急に備うるため、文久 2年白河

田町
た ま ち

の刀鍛冶固山
こ や ま

宗俊に託して刃渡り 2尺 6 寸 5分の名刀を用意

した。この名刀は現に西郷村
にしごうむら

の鈴木市太郎氏が所有している。こ

の種の用意は当時の武士には多かったことであろう。） 

今に地方に伝わる 5月朔日の戦いについての翁媼
おうおう

の談を記してみ

る。 

 

白河鍛治町
か じ ま ち

小黒萬吉翁
おう

の談 

西軍で強いのは薩長、東軍で強いのは会津であった。戊辰の戦

いは会兵と薩長兵の戦いであると言ってもよい。西軍は戦争は

上手であったようだ。兵器も西軍の方が新兵器を多く使った。

また薩藩は 1人でも 2人でも、銃の声を聞くと吾先
われさき

に進んだ。 

5月朔日の戦いの日、八竜神
はちりゅうじん

に水車
すいしゃ

屋を 業
なりわい

とし居
い

た亀屋桝吉

の妻が分娩
ぶんべん

後 5日なので、八竜神の土橋
ど ば し

下に避難していた。通

りかかった西軍の士が、赤児
あ か ご

に勝軍太郎と名つけて、曰
いわ

く「官
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文久： 元号。万延の後、元治

の前。1861年から 1864年まで。 

田町： 白河市田町。奥州街道

が白河市街を出て阿武隈川を北へ

渡る手前。 

刃渡り 2尺 6寸 5分： 刀の刃

がついた部分の長さ約 80cm。江戸

時代（平時）の帯刀は 2尺 3寸

（約 70cm）が標準だったから、実

戦を意識して長めの作りというこ

とになる。 

 

 

 

 

鼓譟〈こそう〉： 太鼓を打ち、

ときの声をあげる。 

天神山： 古天神山のこと。 

【清子書込】現中央公民館あり 

「天神山」と「古天神山」があ

る。 

天神山： 白河市天神町の西の

突き当りにある高台で、天神社が

祀られている。白河市中央公民館

あり。 

古天神山〈ふるてんじんやま〉： 

白河市北真舟にあった丘。堀川に

面す。現在は用地造成のため消滅

している。立石山と並んで東軍の

白河西側の防衛線。 

要路を扼す： 交通の要点を占

拠する。 

辟易： 勢いや困難におされ

て、しりごみすること。 

紫旗： 仙台藩の勝色（濃紺）

に金丸の旗。 

肯んじない： 聞き入れない。 

坂本大炊の戦死： 5月 1日は仙

台藩は桜町関門（白河市街東端）

の守備についた。復刻版付録『幕

末・維新人物 100人』によると大

炊は「桜町関門で奮闘」とある。

しかし原書や『白河口の戦い殉難

者名簿』では「古天神山前（白河

市街西側）で戦死」とする。する

と桜町から古天神山まで転戦し

て、あげく阿武隈川岸で弾丸が頭

部貫通して死んだということか？  

途に絶命： 絶命は大炊か？庄

太夫か？『白河口の戦い殉難者名

簿』に庄太夫の名は無し。 

今村鷲之助： 仙台藩物頭。世

良修蔵の首級を白石本営の家老但

木土佐に届けた。今村均陸軍大将

の祖父。 

姉歯武之進の戦死： 仙台藩の

将として桜町関門を守った。つい

で白河城内へ転戦したところで戦

死。 

八竜神： 白河市八竜神。白河

南東方の棚倉口から合戦坂を越え

たところ。桜町関門の手前。 



 軍は町人や婦人には手は掛けぬ安心せよ」と。今に伝えて美談

としている。 

 

白河年貢町
ねんぐまち

石倉サダ媼
おう

の談 

（媼
おうな

は当時 16歳。） 

5月朔日、官軍は九番町
くばんちょう

、桜町
さくらまち

方面から攻めて来た。会津様は

敗れて血まみれになって町に逃げ込む。町の人達は老を扶
たす

け幼

を負
お

うて皆横町
よこまち

から向寺
むかいでら

道
みち

を逃げたものだ。そのさまは大川の

水が流れるようであった。うしろを振り向く暇などあったもの

でない。躓
つまづ

くものなら倒れる。その狼狽
ろうばい

さは何というてよいか

譬
たと

えようがない。今でも思い出すとゾットする。私達は向寺
むかいでら

か

ら根田
ね だ

・本沼
もとぬま

を通って船田
ふ な だ

村の芳賀の親戚に身を託した。 

 

白河二番町
にばんちょう

の後藤みよ媼の談 

私が 24歳の年だった。閏 4 月 20日に二本松様が白河城を守っ

ていたところに、会津様が道場小路
どうじょうこうじ

から攻め入った。小峰寺
しょうほうじ

の

住職が鐘を撞いたので会津様に狙いうちされた。二本松様は

根田
ね だ

の方に退いて、会津様が白河城に入った。 

5月朔日には子供 2人を連れて内松
ないまつ

村の叔母の所に避難した。5

月朔日の戦争の跡を見ようとして白河に来た時、九番町
くばんちょう

の所で

大男の屍
かばね

が路傍に横たわっているのを見たが惨酷なものであっ

た。内松
ないまつ

を引きあげて白河に帰って来たのは 7月末ごろと覚え

ている。5月朔日の日はジクジクと雨の降る日であった。 

 

白河町熊本藤三郎翁の談 

私が 21歳の年が戦争の年だ。白河城は空
あ

き城
じろ

で、仙台様は町固
まちがた

め、平
たいら

様は市中
しちゅう

回
まわ

り、三春
み は る

様は木戸
き ど

見張りの役
やく

であった。 

4月 20日に会津様が道場町
どうじょうまち

から入って城を取った。 

4月 25日、西軍と東軍との最初の戦いで西軍が敗れた。4月 27

日には戦いはない。5月朔日には大戦争があった。私は 4月 29

日に棚倉
たなぐら

に買物に行き留守をなし、その帰りは 5 月朔日、

金屋町
かなやまち

法雲寺
ほううんじ

の住職と上野出島
か み の で じ ま

で出会った。住職曰
いわ

く、「大戦争

である、白河に帰ってはならぬ」と。そこで私は桜岡
さくらおか

の英助の

家に行き、翌 5月 2日、家に帰った。2日には勝負が決して、

いたって穏やかであった。 

（翁の談によって 4月 27日には戦争がなかったことがはっきり

する。27日に戦いがあったようにも伝えられるのは誤りであ

る。） 

【p50】 

水車屋： 水車を動力として製

粉などの作業をするのか？ また

は水車を製造・修理するのか？ 

白河の谷津田川に沿って水車が設

けられ諸作業に利用されていたよ

うである。 

石倉【清子書込】薬屋 

媼： 老女 

向寺道を逃げた： 桜町→年貢

町→（北へ折れて）横町→田町→

阿武隈川の橋→向寺。 

奥州街道は向寺からさらに北へ

→女石→根田→小田川→矢吹→須

賀川→郡山→本宮へと至る。 

または根田から東へ高橋川に沿

って→久田野→本沼→関和久→石

川へと至る。 

船田村： 白河市舟田。白河城

から東へ約 6㎞。 

芳賀： 船田村の字か？ 親戚

の名字か？ 

 

 

後藤【清子書込】薬屋 

 

 

 

 

 

 

内松村： 白河市表郷内松。白

河城から南へ約 7.5km。 

 

 

 

 

7月末ごろ： 『戊辰役戦史』

でも白河地方最後の戦闘は 7月 28

日と記録されている。 

慶応 4年 5月 1日は、太陽暦で

は 6月 20日にあたる。梅雨期であ

る。 

 

 

ここのくだり、「4月」というの

はみな「閏 4月」の意味である。 

道場町： 白河市道場町。白河

市街の西側端にあたる。 

  

金屋町： 白河市金屋町。白河

市街のうち。 

法雲寺： 金谷町にあったが明

治初年廃寺となり、年貢町龍蔵寺

併合。跡地には大正 2年建立の虚

空蔵堂がある。 

上野出島： 白河市東上野出

島。白河城から東へ約 13km。 

桜岡： 白河市大桜岡。白河城

から東へ約 2.8km。 

「閏 4月 27日の戦闘」を伝える

記録は知らず。『戊辰役戦史』によ

ると 27日に西軍部隊が白坂まで前

進しているが、戦闘は記録されて

いない。 
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小針【清子書込】大正 5年菊之助

庄屋宅（キク生家）売買実行（360

円）  

小針ヨネ―成子 

屯所： 兵士などが詰めている

所。陣所。 

下新田： 西郷村豊作東あた

り。白河城から西南へ約 2.5km。 

観音様： 豊作東の南西角に子

安観音堂あり。 

立石： 立石山（比高 40mほ

ど）および麓の集落。白河城から

西南へ約 1.6km。東軍が防備陣地

を設けた。 

日向大将： 会津藩朱雀足軽一

番隊隊長の日向茂太郎のことと思

われる。 

中山： 白河市中山。立石山か

らさらに西方約 1kmにある小丘。

米村から南へ約 1km。 

原書「激撃」→訳「邀撃」 

中山あたりの戦いについて、『広

報にしごう 1978年 4月号』の記事

「戊辰こぼれ話」には、こんな話

が載っている。 

「下新田観音社に陣していた官軍

は中山を占領し、米村にある会津

軍を攻撃するために、今しも出陣

せんとするところであった。その

時、そこを黒川の庄屋内山忠之右

衛門が通りかかった。急を察した

忠之右衛門は米村から会津軍に知

らせたのだが、その時、兵たちは

遊妓を相手の遊宴中で、出兵容易

にできず、数刻を要したので官軍

はすでに中山に陣した後であっ

た。そうとは知らぬ会津軍大将日

向対馬はとりあえず陣笠、陣羽織

をまとい、鞍馬をかつて間の原に

やってきた。その時、山上より一

斉の発砲、不意をつかれた大将は

兵を指揮するどころか真先に馬に

ムチ打ち逃れたので兵もまた終始

狼ばい、なすことを知らず米村本

陣にむかって先を競い敗走す、と

いう。さらに官軍の追撃に米村を

退却するのだが、その時羽鳥村大

平にて忠之右衛門を斬首すと伝え

られる（後日にらちすともいう）」 

この話は戦史と整合しないような

のだが、内山忠之右衛門が東軍に

も西軍にも通じていた消息を伝え

るものかもしれない。 

天保銭：江戸幕府が天保年間に

作った楕円形の銅銭。明治 24年ま

で流通。貨幣価値は 100文とされ

たが、実際には 80文で通用した。 

堀川： 那須連峰赤面山東側か

ら東流し、下流で原方街道に沿っ

て北流し、西郷村米の東端で阿武

隈川に合流する。 

谷津田川の土橋で斬首⇒目でみ

る戊辰白河口戦争の記録【谷津田

川に架かる円明寺橋、新橋】 

 

西白河郡西郷村
にしごうむら

大字米
よね

の小針利七翁の談 

戦争の年は 15歳であったが。よく戦争は判
わか

っている。 

5月朔日、米村
よねむら

に戦いがあった。当時米村は 40戸であった。皆

会津様の宿をした。 

400人からの屯所
とんしょ

であった。私の家には 10人も泊まっていた。

米村は会津贔屓
ひ い き

であって何とかして会津様を勝たせたいと祈っ

たものだ。官軍は下新田
しもしんでん

の観音様付近に大砲 2門を据えてドー

ン、ドーンとうった。会津様は立石
たていし

に陣を取った。 

いよいよ米村
よねむら

の会津様が出発する。日向大将（日向大将は米村

の兼子大庄屋
おおしょうや

に居られた。）は陣羽織を着て、中山
なかやま

に官軍を邀撃
ようげき

せんと指揮したが、官軍に狙撃
そ げ き

されて死し、ために会兵の士気

衰え、米
よね

の南の田や堀を越えて米
よね

部落に引き揚げた。 

この戦いに会兵の一人が米
よね

の南で弾丸
だんがん

で腹を貫かれて斃
たお

れた。

天保銭
てんぽうせん

13枚所持していた。 

仙台様は堀川
ほりかわ

の西南、古天神
ふるてんじん

を守ったが破られて金勝寺
きんしょうじ

に退い

た。立石
たていし

稲荷の前では会兵が 13人も討死
うちじに

した。 

この日に生捕り
い け ど り

になった東軍は、翌日に白河の新蔵
しんくら

の土橋
ど ば し

や

円明寺
えんみょうじ

の土橋の所で斬られ、胴も頭も谷津田川
や ん た が わ

に捨てられた。

今円明寺の橋の袖
そで

にある南無阿弥陀仏の碑は、この供養のため

に後人
こうじん

の建てたものである。 

 

白河七番町
しちばんちょう

青木やす媼の談 

私は 13歳。 

戦争となると馬に乗せられて、小田川村
こ た が わ む ら

の芳賀須知
は が す ち

の親の里に

避難した。毎日親が迎えに来るのを待っていた。15日も経って

白河に戻ると、また戦争となり此度
こ た び

は黒川
くろかわ

の親戚に行った。芳

賀須知では他所からも避難者が集まって、各戸人がいっぱいで

あった。戦争というものは本当にオッカネァものであった。白

河に帰って見ると家は官軍様に占領されていて、私達は板小屋

に寝起
ね お

きしていた。官軍様は服を着ていた。七番町
しちばんちょう

の錠屋では

炊き出しをした。 

 

白河町七番町
しちばんちょう

の柳沼巳之吉翁の談 

私は 12歳。 

親は家に居たが、婦人や子供は在
ざい

の方へ移った。武士は農夫に

は構わなかった。 



 

5月朔日の東西両軍の兵数について、『復古記』所載の 5月 7日白河

口諸軍への達書
たっしょ

に 

また『復古記』白河口戦記に左の文がある。 

（会津藩の白河出兵数は約 1500人か。） 

 

白河城乗取
のっとり

、大
おおい

に朝威
ちょうい

を賊地
ぞ く ち

に振
ふる

ひ、敵鋒
てきほう

を摧
くじ

き、策
さく

違算
い さ ん

なく、

頗
すこぶ

る愉快の勇戦を遂
と

げ、実
じつ

に欣然
きんぜん

踊躍
ようやく

の至りに不
たえ

レ堪
ず

、天威
て ん い

之

所為
し ょ い

と 雖
いえども

、偏
ひとえ

に将士捐躬
えんきゅう

力戦
りきせん

功
こう

に非
あ

らずんば如何
い か ん

ぞ数倍の

賊兵
ぞくへい

をして一時
いちどき

に敗滅
はいめつ

せしめんや。云々
うんぬん

。 

是より先、会津兵・旧幕府逋竄
ほ ざ ん

の徒
と

等、白河城を陥る
おちいる

。既
すで

にして

東山道総督参謀伊地知
い じ ち

正治薩・長・大垣・忍四藩の兵を督
とく

して之

を克復
こくふく

す（五月朔日）。賊退いて仙台・会津・棚倉等諸路
し ょ ろ

に分拠
ぶんきょ

し

以
もっ

て官軍の衝
しょう

路
ろ

を扼
やく

す。官軍亦
また

兵を分
わか

ちて之に備へ
そ な え

、相峙
あ い じ

して戦

はざること殆
ほとん

ど二旬、此
この

時に当
あた

り、仙台・二本松・棚倉・中村・

三春・福島・守山等の兵
へい

前後
ぜんごして

賊軍に来
きた

り加はり
く わ わ り

、其
そ

の兵数凡
およ

そ四

千五百人許
ばかり

に至る。而
しこう

して官軍僅
わず

かに六百五十余人に過ぎず、

衆寡
しゅうか

敵
てき

せず、因
よ

りて援
えん

を大総督に乞ふ
こ う

。是
これ

に至り大総督府東山道

総督を更
あらた

めて白河口総督となし、尋
つい

で応援兵を発遣
はっけん

す。 
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芳賀須知： 小田川村の字。現

代地図の表記は「芳賀須内」。白河

城から北東へ約 4.5km。 

黒川： 西郷村小田倉黒川西な

ど。白河城から西北へ約 7km。 

オッカネァ： 「おっかねえ」。

怖い。恐ろしい。 

板小屋： 母屋とは別の、板張

り板葺きの物置小屋であろう。 

服： ここでは「洋服」の意味 

錠屋： 屋号か？ 七番町に

「碇屋」あるが？ 

在： 「在郷」の略。市街中心

から離れた「いなか」。 

渡部【清子書込】弥勒魚 

⇒【戊辰役戦死之碑_寺小路】 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d20_「戊辰役戦死之碑」（寺小

路）】 

寺小路： 白河市寺小路。白河

城から南東へ約 1.2km。 

三神村： 西白河郡矢吹町三城

目など。白河城から東北へ約

17km。 

日高壮之丞： 1848～1932。薩

摩藩士宮内清之進の次男。日清戦

争で「橋立」艦長として戦功。日

露開戦前の常備艦隊司令長官。海

軍大将。 

菖蒲沢： 白河市向新蔵の南に

菖蒲沢という字あり。また、白坂

と黒川の中間に勝負沢という地名

あり。 

 

「白河城攻略のことは、朝敵の地

にあっておおいに朝威を知らしめ

ることになった。敵の軍勢を破る

においては、作戦計画のとおりと

なり、痛快な勇戦が実行され、じ

つに喜びの極みである。天皇の威

光による結果であることはもちろ

んであるが、ひとえに将兵の我が

身をかえりみず力戦した功がなけ

れば、どうして数倍の敵兵をいち

どきに破ることができたであろう

か」 

朝威： 朝廷（天皇の政府）の

権威・威光。 

欣然踊躍： 跳ね踊るほど喜ぶ 

捐躬〈えんきゅう〉： 身を捨て

る。 

「これより先に会津兵・旧幕府脱

走兵等が白河城を占拠していた。

しかしついに伊地知参謀が 4藩の

兵を指揮して、白河城を奪還し

た。敵は後退して仙台・会津・棚

倉等諸方面に割拠して、官軍の進

路を塞いだ。官軍は（白河の各所

に）兵を配分して敵に備え、戦う

ことなく対峙して約 20日にもなっ

たが、そうするうち敵は奥羽同盟

の兵を増加して、その数 4500人ば

かりにもなった。しかし官軍はわ

ずか 650人余に過ぎない。」 ⇲ 

大平
おおひら

八郎が案内しなければ白河は破れなかった、大平の案内で

桜町
さくらまち

が破れ、それで九番町
くばんちょう

口
ぐち

も破れた。会津様が大平八郎を怨

むのもわけがあることである。 

 

白河町桜町
さくらまち

渡部泰次郎翁の談 

5月朔日の戦いに東軍の士で十六、七歳の者 6人生捕
い け ど

りとなって

桜町
さくらまち

の街上
がいじょう

に至ると、「首を取るから首を差しのべよ」となっ

た。6人の者はいずれも覚悟して西に向かって手を合わせ立派に

斬首
ざんしゅ

されたという。その遺骸は町の人が寺小路
てらこうじ

の榎
えのき

の下に葬っ

た。 

 

著者が三神村
みかみむら

酒井寅三郎氏に聞くに、海軍大将日高
ひ だ か

壮之丞
そうのじょう

閣下は

白河口では白河町菖蒲沢
しょうぶざわ

で奮闘されたという。閣下は明治の晩年

に数回にわたって矢吹
や ぶ き

の宮内省御猟場
ごりょうば

に来たり、酒井氏に泊まら

れたのである。 



5月 19日、岩倉具定
ともさだ

が東山道総督を免ぜられて奥羽征討白河口総督

となり、同時に東山道副総督岩倉具経
ともつね

も奥羽征討白河口副総督とな

った。 

 

5月朔日の激戦地帯は、九番
く ば ん

町
ちょう

口・稲荷山
いなりやま

を第一とし、白井掛
しらいがけ

・

薬師山
やくしやま

・龍興寺
りゅうこうじ

の裏山・蛇石
へびいし

・藤沢
ふじさわ

等白河市街の南方丘陵地で、市

街戦はなかったらしい。（桜町
さくらまち

方面に小戦
しょうせん

があったという。今

龍蔵寺
りゅうぞうじ

境内
けいだい

にある仏像に弾痕
だんこん

あるを見る。この仏像はもと西蓮寺
せいれんじ

の

ものである。） 

勝ち戦
いくさ

であった西軍の死骸は白河本町
もとまち

の長寿院
ちょうじゅいん

に運ばれて回向
え こ う

を

した。長寿院の住職は豪胆
ごうたん

で寺を守っていたので、この寺に運ばれ

たものだと伝えられている。東軍は惜しむべし、その死骸はそのま

まに遺棄
い き

せられて田圃
た ん ぼ

に山中にあるを里人
さとびと

達
たち

に葬られて香華
こ う げ

を手向
た む

けられた。同情はもちろん東軍に注
そそ

がれた。のちに至りそれぞれ

寺小路
てらこうじ

や花見坂
はなみざか

や八竜神
はちりゅうじん

等に合葬されて里人に供養塔をも建てられ

た。 

九番町
くばんちょう

辺
あたり

の民家には 1軒に 5人 6人、白井文蔵氏の宅などには 9

人、その隣
となり

には 13人も自尽
じ じ ん

されてあったと言う。これは東軍の壮

烈を物語
ものがた

るものである。 

 

大平
おおひら

八郎の間道案内 

『鎮台日誌』第三に大平八郎の感状が載せられてある。文に云う 

官版の『鎮台日誌』に一農民が所載せられたことは栄誉とするとこ

ろであった。彼も戦後、ときどき「鎮台日誌第三を見よ」と豪語し

たという。 

 

しかし会藩から見れば「大平の案内がなかったら敗戦とはならぬ」

と怨
うら

んだ。 

明治 3年 8月 11日、会津藩士田辺
た な べ

軍次
ぐ ん じ

のために白坂村
しらさかむら

鶴屋旅館に大

平は殺さるるに至った。大平を殺した田辺はその場で切腹した。田

辺の墓は白坂村観音寺
かんのんじ

にあったが、のち白河九番町
くばんちょう

の会津藩碑の側

に移された。観音寺にあった田辺の墓は、高さ 1尺 8寸、7寸角、

「操刃容儀居士」とある碑で、大平八郎の子息にあたる者が供養の
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⇲ 「この兵力差では対抗できな

いので、応援を大総督府に求め

た。その結果大総督府は、東山道

総督を白河口総督と改め、ついで

応援の兵を派遣した。」 

逋竄〈ほざん〉： 逃れかくれる 

本訳では、奥羽征討「白河口」

総督と表記する。 

5月 15日の上野彰義隊潰滅を受

けて、19日西軍の改編があり、江

戸に鎮台が置かれ、これまで東海

道・東山道・北陸道それぞれへ独

立的に派遣されていた総督を改

め、白河口・越後口総督を大総督

麾下とした。東山道先鋒総督兼鎮

撫使を廃し、奥羽征討白河口総督

とした。 

⇒別表「西軍の総督参謀」 

これは役割名称や指揮系統の改

変であって、実際の白河への増兵

は、23日黒羽藩兵旗宿到着。27日

土佐藩兵白河到着。東海軍から転

進の薩摩藩兵 29日江戸発。 

激戦地帯【清子書込】白井掛下

（を追記） 

薬師山： 白河市白井掛下。現

在は造成されてしまっている？ 

⇒［脚注］龍興寺 

龍蔵寺： 白河市年貢町。 

西連寺： 白河市桜町にあっ

た。明治初年に廃寺となった。 

長寿院： 白河市本町北裏。 

回向： 仏教用語。自分が行な

った善をめぐらし翻して，他人を

も悟りの方向にさしむけること。

転じて仏事法要を営んで死者を追

善すること。 

香華を手向ける： 仏前に香と

花を供えること。 

⇒第 19章_東西両軍の墓碑およ

び供養塔 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d00_■供養碑・墓】 

花見坂： 白河市花見坂。松並

稲荷山の西。 

自尽： 自分の命を尽きさせる

こと、つまり自殺。 

「壮烈」とは言うが、つまりは

戦闘で西軍に圧倒され、降伏もで

きず進退窮まって自尽したのであ

る。東軍壊乱の悲惨を伝える。 

間道： ちかみち。わきみち。

ぬけみち。 

『鎮台日誌』： 戊辰戦争期の官

版日誌の一つで、東征軍関係のも

の。『江城日誌』の後、『鎮将府日

誌』の前。全 12号。 

鎮台： 明治の臨時軍政機関、

鎮台府のこと。江戸鎮台府の設置

は慶応 4年 5月 19日。 

感状： 戦功を称える賞状。 

復城： 西軍が白河城を奪還し

たことを指す。 

海道： 街道に同じ。 

大平八郎 

白川復城
ふくじょう

之節
せつ

、棚倉海道
かいどう

間道
かんどう

筋
すじ

案内、且
かつ

白坂
しらさか

宿人馬
じ ん ば

継立
つぎたて

無
とどこおり

レ滞
なく

致
しゅうせん

二周旋
い た し

一、前後骨折
ほねおり

奇特
き と く

之至
いたり

に候。依而
よ っ て

手銃
しゅじゅう

一挺下賜
か し

候事。 

     六月 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku2/soutoku-sanbou.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
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ために建てたもので、墓とともに松並
まつなみ

の会津藩の側に移された。 

 

閏 4月 29日の夜、大平八郎は薩摩四番隊長川村与十郎（純義）に面

接し、白河城討入
う ち い

りの案内を託された。そこで白坂
しらさか

から五器洗
ごきあらい

を経

て、夏梨
なつなし

・十文字
じゅうもんじ

に出
い

で、搦目山
からめやま

の裏手にあたる金山
かねやま

街道の蟇目橋
ひきめはし

にかかり、搦目山の石切山
いしきりやま

で白河討入りの合図の烽火
の ろ し

をあげ、桜町
さくらまち

方面から入って東軍を破った。地理不案内の西軍にとっては、この

案内が大成功の基
もと

をなした。その功によって大平は二人
に に ん

扶持
ぶ ち

とな

り、ついで白坂町人馬継立
つぎたて

取締役を仰せつかり非常な勢力を持つに

至った。 

 

白河町本町
もとまち

の遲澤
おそざわ

信三郎氏所蔵記録に 

この記録によれば大平八郎のみが取締役ではなかったものであろ

う。 

 

この方面の西軍の道筋は、夜のうちに石阿弥陀
い し あ み だ

を通って土武塚
ど ぶ づ か

、

八竜神
はちりゅうじん

に出
い

でたとも伝えられていて、いく筋にも通ったものであろ

う。西郷村の和知菊之助翁の談によると石阿弥陀
い し あ み だ

から池下
いけした

に出たと

いう。 

 

【p57】 

人馬継立滞りなく周旋： 西軍

の物資運搬の人足・駄馬の手配を 

滞りなく行なったこと。 

骨折り： 苦労して、精を出し

て働くこと。 

奇特の至り： たいへん感心で

ある。よくやった。 

手銃： 拳銃（ピストル）の意

味か？ または「手持ち」という

意味なら小銃か？ 

観音寺： 白河市白坂。 

松並： 白河市松並。稲荷山の

裾で、九番町への入口にあたる。 

川村与十郎（純義）： 1836～

1904。薩摩藩。長崎海軍伝習所一

期生。明治政府の海軍整備に尽力

も、政治の世界とは一線を画し

た。死後海軍大将昇進。 

五器洗： 白河市白坂五器洗。

近くに「御器洗」という字もある 

夏梨： 白河市夏梨。白河城か

ら南東へ約 4.1km。 

原書「搦山」→訳「搦目山」 

搦目山： 白河市大搦目山。阿

武隈川南岸の感忠銘から藤野川北

岸までの丘陵一帯の字名。 

搦目山の石切山： どこか？ 

原書「鋒火」→訳「烽火」 

金山街道： 白河から表郷金山

を経て棚倉へ至る。 

白坂－五器洗－夏梨・十文字－

蟇目橋－搦目山・石切山－桜町 

⇒『戊辰白河口戦争記地図インデ

ックス』 白河口戦争の地名地図 

二人扶持： 武士等の給与方法

で、1人 1日 5合の食糧を標準 

(一人扶持と呼ぶ) として、1年間

分を米や金で与える方法。 

人馬継立取締役： 江戸時代に

は街道宿場の問屋場〈といやば〉

において人馬継立・助郷賦課業務

を行なっていたが、明治政府は問

屋場を「伝馬所」と改め、責任者

を「取締役」（複数制）とした。 

白坂－皮籠－石阿弥陀－池下－

土武塚－八竜神 

⇒『戊辰白河口戦争記地図インデ

ックス』 白河口戦争の地名地図 

和知菊之助： 天神町・冨田仁

助の妻キクの父。訳者の曽祖父に

あたる。 

⇒［脚注］皮籠原 

原書「一里壇」→訳「一里段」 

一里段： 白河市白坂一里段。 

白河－松並－小丸山－一里段－

皮籠－白坂 
⇒『戊辰白河口戦争記地図インデ
ックス』 白河口戦争の地名地図 
原書「胡座」→訳「茣蓙」 

茣蓙： イグサなど草茎を織っ

て作られた敷物。ござむしろ。構

造は畳表とほぼ同じ。 

心得ず：納得できない。理解で

きない。ここは「会津藩士とは気

が付かずに、士分とも思わずに」 

大平八郎 

白坂順之助 

遲澤新左衛門 

当分白坂宿取締人馬継立云々 

辰九月 

白河口 

会計官 

白河金屋町
かなやまち

の斎藤千代吉翁の談 

田辺軍次が白河
しらかわ

から白坂
しらさか

さして行く、皮籠原
かわごはら

の一里段
いちりだん

の所にさ

しかかったとき、白坂から来た白河天神町
てんじんまち

の古物商
こぶつしょう

大木某
ぼう

に出

会った。軍次は何とかして大平を誘い出す工夫はないかと苦心

していたときである。その日は雨が少し降っていた日なので、

その商人に近づいて白坂方面の天気模様
も よ う

を尋ねた。 

大木は田辺のボロ袴
はかま

を付け茣蓙
ご ざ

を着
き

ている醜
みにく

き姿であるのを

侮
あなど

り、会藩士とは心得
こころえ

ずに 
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「何だかわからぬ」 

と答えた。 

「武士に向かって無体
む た い

をいうな、容赦はならぬ」 

となる。 

大木は恐れて白坂に引きかえし、大平を頼んで一命を請
こ

うこと

になって、当時会津藩の常宿であった鶴屋に詫
わ

びを入れる。 

 

（この話はいろいろに伝わっている。千代吉翁は 12歳、畳
たたみ

職
しょく

で

父とともに鶴屋の畳替
たたみが

えをした年だという。） 

【p58】 

 

 

 

無体： 道理をわきまえず、強

引に物事を行うこと。無法。ここ

では「無礼」の意味。 

 

大平を頼んで： 白坂宿の有力

者である大平を仲裁者に頼んで 

一命を請う： 大木は、田辺の

勢いに命の危険を感じた。この事

件は明治 3年 8月。廃刀令は明治

9年 3月布告。 

鶴屋に： 白坂宿の旅館「鶴

屋」において。 

 

この後の、田辺軍次による大平

八郎殺害の顛末については、 

⇒【田辺軍次の墓碑_稲荷山】 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d03_「田辺軍次君之墓」旧会

津藩士建立（稲荷山）】 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d47_大平八郎の墓（白坂観音

寺）】 

 

 

西軍の右翼隊を夏梨～合戦坂へ

案内した大平八郎。左翼隊を原方

街道～立石山へ案内した内山忠之

右衛門。 

大平八郎は明治 3年に田辺軍次

により殺害されたが、内山忠之右

衛門は白河口戦争中に会津藩に捕

らえられ斬首された。 

 

⇒【内山忠之右衛門の道案内】 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d55_農民内山忠之右衛門の墓

（西郷村黒川）】 

 

内山忠之右衛門〈うちやま ちゅうえもん〉のこと 

 

内山家は、会津産米を江戸へ回送する道筋（原方街道）で問屋〈といや〉を営

み、小田倉村〈おだくらむら〉黒川（現在は西郷村の一部）の庄屋を務めた。 

小田倉村は高冷地で実入も少ない貧しい村であり、かつ、白坂宿の助郷村とし

て重い負担を強いられていた。 

忠之右衛門は村内では比較的富裕であったかもしれないが、庄屋というのは支

配者と村民の間に立つ苦労役であって、ときに困窮者の支援も自腹で行なった

り、年貢を取りまとめ完納に苦心する役割であった。 

西軍が忠之右衛門に接触したのは、閏 4月 25日の攻撃失敗の後と思われる。道

案内せよとの命令を拒否すれば命の危険があり、忠之右衛門に否応の選択はなか

っただろう。しかも「年貢半減」と言われれば、貧しい村の庄屋としては、期待

せざるをえなかった。小田倉村は慶応 3 年から幕領であったから、その支配は新

政府が引き継ぐものとも思われた。 

そして忠之右衛門等が間道を案内したことにより、西軍は 5 月 1 日の戦いに大

勝を得たのだが、忠之右衛門にとって不運だったのは、西軍が勝ち取ったのは白

河城下と奥州街道沿いの限られた地域だったことである。小田倉村をはじめ、白

河周囲の村々はなお東軍の勢力下に残された。 

言い伝えによると、忠之右衛門は会津軍に対して西軍の動向を報告もしたとい

う。忠之右衛門としては西軍とも東軍とも上手く距離をおいて、戦乱から村を守

りたいという気持ちだったのだろう。しかしそれは考えが甘かった。会津藩は自

軍の勢力下の農民が利敵行為を働いたことを見逃さなかった。忠之右衛門とは会

津産米を回送する問屋業という関係もあったから、なおさら「裏切られた」とい

う憤慨も生じたであろう。5月 18日、忠之右衛門は会津軍によって拉致・拘禁さ

れる。 

その後の戦局に伴い会津軍は西方へ駆逐され、忠之右衛門も会津軍の根拠地で

ある大平〈おおだいら〉（羽鳥の西）へ連行されていた。 

そして 8 月 21日、西軍によって母成峠の守備が突破され、翌々日には会津若松

城下に西軍が殺到した。 

この敗報を三代・勢至堂口の会津軍が受けて、会津若松へ向け後退したのは 23

日と考えられる。23日には三斗小屋（那須岳西方）でも西軍（黒羽藩）の進攻が

あった。それらの近傍である大平の会津軍の退却については経過不詳だが、24日

には東山温泉において勢至堂退却隊と合流している。 

忠之右衛門が斬首されたのは 8月 22日と伝えられるが、だとすると母成峠の敗

報がもたらされる直前のタイミングであり、たまたま虜囚を「一斉処分」したも

のか。会津軍は直後に会津若松へ向けて退却することになるので、「会津軍に妻が

呼び出される」時間的余裕はない。あるいは処刑はもっと早い時期に行なわれた

のかもしれないし、または妻は会津軍に呼び出されたのではなく、会津軍の撤退

後に忠之右衛門の消息を求めて首級を発見したのかもしれない。どうであれ「並

んでいる首級の中から夫の首を持ち帰った」という体験は凄惨である。 

訳者は忠之右衛門の子孫ということもあり、このような忠之右衛門の運命には

特別の感慨がある。とにかく戊辰戦争白河口の戦いが、東軍対西軍とか勝者敗者

という単純なものではなく、多くの人々のかけがえのない生きざまが刻印され、

現代まで脈々と繋がる出来事であった、ということは強調しておきたい。 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf


 

第10章 西軍白河に滞在 

 

 

5月朔日の大戦
たいせん

に西軍は全く
まったく

白河城を回復し、白河市中
しちゅう

に入る。 

（白河城は前述のごとく、奥羽鎮撫使世良修蔵在城
ざいじょう

、二本松
にほんまつ

藩およ

び三春
み は る

藩これを守る。しかるに閏 4月 18日世良参謀が去るにおよん

で、会津藩は白河城を取り、5月朔日には西軍が白河城を回復したの

である。） 

西軍は 5月の初めから 7月ころにかけて白河に滞在したものであ

る。 

 

本町
もとまち

の芳賀
は が

本陣
ほんじん

は病院に当てられた。皇徳寺
こうとくじ

も病院であった。銃丸
じゅうがん

の傷は竹製の水鉄砲
みずでっぽう

で焼 酎
しょうちゅう

消毒をして荒縄
あらなわ

で治療したという。当

時の小 銃 丸
しょうじゅうがん

は今日のものと違って、直径 1センチ 4 ミリないし 1

センチ 5ミリ、長さ 2センチ 7ミリないし 3 センチもある鉛玉
なまりだま

いわ

ゆる椎の実玉
し い の み だ ま

であるから、荒縄で治療したことも首肯
しゅこう

される。（当

時、尖頭
せんとう

弾丸
だんがん

を椎の実玉といった。） 

 

白河登町
のぼりまち

の大島久六氏宅には後の大山元帥（当時、弥助）、天神町
てんじんまち

の菱屋には後の野津
の づ

元帥が宿泊した。野津元帥は時
とき

に病に罹
かか

り菱屋

飯田すいに世話になりたるを徳とし、元帥になられてからも同家に

音信がしばしばあった。先年
せんねん

元帥の女婿
じょせい

上原勇作閣下が来白
らいはく

、須釜

嘉平太氏に一泊の時、専念寺
せんねんじ

の菱屋の墓に詣
もう

で、義父の旧恩
きゅうおん

を謝
しゃ

さ

れた。 

（今、南湖神社に奉納されてある上原閣下揮毫
き ご う

の「里仁為美」の額

はすいの妹にあたる大谷せいの奉納である。大山元帥は砲兵隊長と

して九番町
くばんちょう

口を攻め、5月朔日後は白河二番町
にばんちょう

酒屋大島久六方に滞在

と同元帥伝にも見えている。） 

 

本町
もとまち

の佐久間平三郎氏宅は当時油製造を 業
なりわい

としてあった関係上、

イゴ煎
いり

釜が長州藩の兵糧
ひょうろう

部
ぶ

に利用されたという。（イゴとは荏胡麻
え ご ま

のことで、油を搾
しぼ

る原料である。）大工町
だいくまち

の吉成房次郎氏宅には薩藩

の軍楽隊が滞在した。同氏の母堂
ぼ ど う

かね媼
おう

はわずかに 6歳であった

が、今に太鼓の形や、笛の音を記憶していると語る。同氏には、「薩

州四番隊金
きん

穀
こく

方
かた

」と書いた大箱が保存されている。大きさは幅 1尺 4

寸、深さ 2尺、長さ 3尺で、松材の五分板
ご ぶ い た

作りで左右に紐
ひも

通しがあ

る。 

【p59】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本陣： 大名など身分の高い者

の宿泊所。大名行列も本来は行軍

ゆえに、宿泊所を本陣と称する。

宿駅の名望家が経営。白河宿の本

陣である芳賀家は、町年寄・検断

を勤めていた。 

皇徳寺： 白河市大工町。 

荒縄： 太いわらの縄。腕など

の大きく裂けた傷口を荒縄で括っ

て固定したものか。 

 

 

⇒［脚注］大山巌 

野津道貫： 1841～1908。薩摩

藩士。六番隊長。日清戦争の第一

軍司令官。日露戦争の第四軍司令

官。元帥陸軍大将、教育総監な

ど。 

上原勇作： 1856～1933。渡仏

後、工兵の近代化に貢献。元帥陸

軍大将。陸軍大臣、教育総監、参

謀総長など。長州閥元老凋落の後

に陸軍に君臨し、強力な軍閥（上

原閥）を築き上げた。  

専念寺： 白河市横町。 

「里仁為美」： 論語の一節。さ

らに古語であるとも。里は仁なる

を美〈よし〉と為す（土地柄の良

さは親切思いやりのある人々が住

んでいることによる）。白河の気風

を愛でて言葉を選んだのであろ

う。 

二番町【清子書込】現富田・安

田一帯 

佐久間宅【清子書込】現亀平 

吉成【清子書込】今井伊八娘 

金穀方： 金品を調達して戦闘

部隊を支援した、軍の事務方。 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記録

【b40_薩州四番隊附金穀方の軍用

箱】 

五分板： 厚さ 5分の板材。5

分は 1寸の半分の長さ。約 1.5セ

ンチ。 
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年貢町
ねんぐまち

の大槻佐兵衛氏宅は大垣藩の本陣であったので、戦後も長く

大垣藩士との間に音信があった。 

松井幸太郎氏の父の宅は当時松並
まつなみ

の権兵衛稲荷
ご ん べ え い な り

の前にあり、薩藩の

宿舎であった。薩藩が白河を立って会津に向かう時、永らくお世話

になった形見
か た み

にと陣羽織
じんばおり

の裏地を置いて行かれた。今に同家に保存

されて戊辰戦争の記念物となっている。その裏地は呉絽
ご ろ

地
じ

で猩 猩
しょうじょう

が画
か

かれてある。 

 

天神町
てんじんまち

の今井清吉氏には、官軍御用の木札があ

る。表に「官軍御用」と記し、裏に官軍の 2 字が

烙印されてある。材は杉、形は長方形で幅 3 寸、

長さ 9寸、厚さ 4分、これは西軍が貨物に刺して

その所有を明
あき

らかにしたのであろう。 

 

中町
なかまち

の荒井治右衛門氏には弾薬を入れた器物の蓋
ふた

が残されてある。1尺 1寸くらいの矩形
く け い

である。黒

地に朱漆
しゅうるし

で「丸に十の字」がある。薩藩の遺品で

ある。 

 

天神町
てんじんまち

の藤田氏の記録に西軍の身支度
み じ た く

を記して 

西軍の服装については長寿院
ちょうじゅいん

の什物
じゅうもつ

として保存されている当時の

薩・長・大垣・土・佐土原
さ ど わ ら

・館林
たてばやし

の諸藩の忠死者 100余人を描いた

総髪姿の絵が最もよく説明している。 

白河地方に今も残されている服装談は、西軍は膝
ひざ

きりの単衣
ひとえぎぬ

、中に

はツツッポダンブクロ、坊主
ぼ う ず

頭
あたま

、銃は元込
も と ご

め。阿部様は陣笠
じんがさ

で袴
はかま

を着けた、概
がい

して和洋折衷
せっちゅう

の服装であったという。 

 

町内の商売は、子供や婦女子は在方
ざいかた

に避難したが、各戸相当に商い

をしていたものである。年貢町
ねんぐまち

の大谷鶴吉氏では味噌が売れたとい

い、二番町
にばんちょう

の八田部萬平氏などでは酒屋であったが、戦争が始まる

と酒は売れぬが、戦争が止
や

むと売れたものだという。 

 

【p60】 

大垣藩： 美濃国大垣。10万

石。藩庁は大垣城（現在の岐阜県

大垣市郭町）。藩主：戸田家。鳥羽

伏見の戦いでいったんは朝敵とさ

れたが、謝罪して東山道軍の先鋒

となった。 

権兵衛稲荷： 白河市松並。稲

荷山にある。 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【b39_薩藩が宿舎とした家に贈

った陣羽織の裏地】 

呉絽地： ゴロフクリン

（grofgrein）。舶来の羊毛織物の

一種。江戸中期から、明治初年に

かけて、イギリス、オランダなど

から輸入、カッパ地、帯地などに

用いた。 

 幅 3寸： 約 9cm。 

長さ 9寸： 約 27cm。 

厚さ 4分： 約 1.2cm。 

 

 

 

 

 

1尺 1寸： 約 33cm。 

 丸に十の字： 薩摩藩島津家の

家紋。 

 

 

 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【b23_板垣退助】 土佐藩迅衝

隊〈じんしょうたい〉の服装が見

て取れる。 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【b31_錦旗を先頭に進む西軍

図】 

東軍の将は戦闘時に派手な陣羽

織を着用していたため、狙撃の的

になったという。 

小具足： 甲冑のうち、おもな

鎧・兜・袖以外の部分。籠手や脛

当など。 

館林藩： 群馬県館林市。秋元

家。6万石。 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【b38_慶応戊辰官軍戦死肖像掛

軸】 

膝きり： 「膝丈」の意味かと

思うが、これはコートの丈か？ 

ツツッポ： 筒袖の上着。 

ダンブクロ： ズボン。 

坊主頭： 断髪ていどで、丸刈

りではなかったと思われるが？ 

阿部様： 棚倉藩の将兵。 

 

在方： 白河町の郊外。 

 

【清子書込】八田部才助西郷初代

村長（産馬） 

御 

用 

軍 官 

官軍の身支度は賊軍とは大
おおい

に異
ことな

り、隊長及
およ

び卒
そつ

・人夫
に ん ぷ

に至るま

で身軽にして、単衣
ひとえぎぬ

着
ぎ

に白
しろ

木綿
も め ん

のヒコキ帯
おび

を締め、刀
かたな

一本落差
おとしざし

にして羽織
は お り

・袴
はかま

等を着用せるものなく、小具足
こ ぐ そ く

等は尚更
なおさら

無
これ

レ之
なく

。

云々
うんぬん
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5月 6日に、白河町問屋
と い や

常盤
と き わ

彦之助が薩藩に殺された。白河町の常盤

は、「阿部の常盤か、常盤の阿部か」と呼ばるるほどの勢力を有した

もので、徳川時代において住山・大塚・芳賀の旧家とともに白河

町年寄
まちどしより

を勤めかつ問屋
と い や

で、地方道中
どうちゅう

取締
とりしまり

の要職にあった。 

 

ついでに白坂
しらさか

村の大庄屋・本陣
ほんじん

で問屋
と い や

を兼ねた白坂市之助暗殺の事

を記そう。市之助は江戸の御家人
ご け に ん

であるが、白河町年寄
まちどしより

大森家の養

子となり、白坂宿の白坂家を嗣
つ

いだものである。閏 4月 25日、西軍

のために呼び出され白坂宿の町はずれで殺された。 

  

【p63】 

常盤【清子書込】孫和子、由太郎

→娘（尾崎タケノ） 

問屋〈といや〉： 藩から問屋役

を任命され、宿駅で助郷の人馬の

差配や年貢・商品などの輸送業務

を司る。問屋場には人足と馬を常

備して人馬の継ぎ立てにあたる。 

 

 

 

 

町年寄： 町村の住民の長とし

て命ぜられた宿役人で、藩の法令

等の下達や宿駅業務全般を支配す

る。 

新宅常盤： 常盤の分家か？ 

松坂屋横町： 白河市中町の国

道 294号線から手代町・市役所の

方へ抜ける横道。現在も横町入口

近くに「KK松坂屋ビル」あり。 

大手前広小路： 白河城大手門

の前は広小路（広場）になってい

た。⇒目でみる戊辰白河口戦争の

記録【a01_白河城大手門と広小路

図】 

別懇： 特に懇意なこと。 

関川寺： 白河市愛宕町。 

 

 

久田野： 白河市久田野。白河

城から東へ約 4.3km。 

勢至堂： 福島県須賀川市勢至

堂。白河城から北へ約 22km。勢至

堂峠への手前。 

 

 

 

 

大庄屋： 藩から任命され、苗

字帯刀を許される格式。一村の長

として村の戸籍・地方・訴訟・貢

租などを受け持つ庄屋を、数人か

ら数十人支配した。 

⇒［脚注］本書に登場する大庄

屋 

御家人： 徳川将軍家の御目見

〈おめみえ〉以下の直参家臣を

「御家人」と称した。御目見以上

は「旗本」。 

 

閏 4月 25日は、西軍が白坂から

白河へ向けて攻撃を仕掛けて、東

軍に撃退された日である。白坂市

之助暗殺は、この西軍侵攻と関連

がある事件なのだろうか。 

常盤彦之助も白坂市之助も、町

村の要職を勤め、阿部家による白

河支配体制下にある人間であるよ

うに見える。西軍の探索によって

「敵側に内通する恐れあり」と判

断されたうえでの暗殺だったろう

が、「見せしめ」の意味合いも大き

かったと思われる。 

 

白河年貢町
ねんぐまち

の石倉サダ媼の談 

常盤の旦那が殺されたのは 5月 6日であった。 

中町
なかまち

の常盤の旦那
だ ん な

の家には、大森町年寄
まちどしより

や、夫の林蔵や、新宅
しんたく

常盤が居合
い あ

わせていた。真夜中に薩摩藩士 2人が来て、旦那を

「用事あるによって」と連れ出し、松坂屋
まつざかや

横町
よこちょう

、今の中町
なかまち

から

手代町
てだいまち

に通る横町
よこちょう

にかかると、旦那を 2人の間に挟んで、後
うしろ

から斬殺した。すなわち暗殺であった。旦那の首は大手
お お て

前
まえ

広小路
ひろこうじ

に梟
きゅう

された。 

かねてから常盤家に別懇であった大工町
だいくまち

の井筒屋の主人が、旦

那の首をその場から関川寺
かんせんじ

に持ち行き、胴とともに火葬にして

埋めた。井筒屋の主人の罪は問われなかった。旦那の伴
とも

をした

長吉はすぐにこの暗殺の由を常盤家に知らせると大騒ぎとなっ

た。夫の林蔵はこれを久田野
く た の

に避難していた奥様に知らせた。

これから常盤家は勢至堂
せいしどう

に避難した。戦争も止んだ 10月になっ

て常盤家では空棺
からかん

で葬儀を行なった。 
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第11章 輪王寺宮奥羽に下り給う 

 

 

輪王寺宮
りんのうじのみや

公現
こうげん

法親王
ほうしんのう

、後
のち

の北白川宮
きたしらかわのみや

能久
よしひさ

親王は、5月 15日に彰義隊

が上野
う え の

の戦いで敗れると、宮は寛永寺を御出立
ごしゅったつ

になられ、幕府の軍

艦長鯨丸
ちょうげいまる

にお乗り遊ばされて奥州に落ち延びになられた。 

 

5月 28日、常陸
ひ た ち

の平潟
ひらかた

に御上陸
ごじょうりく

。奥羽同盟の磐城
い わ き

の各藩重臣は色
いろ

を

正して宮を迎
むか

え 奉
たてまつ

った。宮の平潟御上陸の御
ご

扮装
ふんそう

は浅黄色
あさぎいろ

の法衣
ほ う い

を召
め

された。平潟甘露寺村
か ん ろ じ む ら

の慈眼院
じげんいん

で緋
ひ

の衣に替えられ、網笠
あみがさ

にて

御顔
お か お

を隠し給う。従僧
ず そ う

としては彼
か

の豪傑
ごうけつ

、寛永寺
かんえいじ

の別当
べっとう

覚王院
かくおういん

義観
ぎ か ん

である。つねに宮の御
お

側
そば

を離れなかった。 

5月 28日、本多
ほ ん だ

能登守
のとのかみ

の泉
いずみ

舘
たて

に御一泊
ごいっぱく

、御
お

供
とも

30人、本多家より

御見送
おみおくり

の士
し

100人、正午泉藩を御発駕
ご は つ が

。平
たいら

飯野
い い の

八幡神社領
りょう

、高月台
たかつきだい

の社司
し ゃ し

飯野盛容邸に入らせ給う。 

翌 6月 1日には 平
たいら

藩主安藤家から 700両、飯野氏より 100両の献金
けんきん

があってこれを御用途
ご よ う と

に充てられた。 

かく磐城三藩の御警護
ご け い ご

によって宮は上市萱村
かみいちがやむら

庄屋阿部宅に御泊
おとまり

のう

え、小野
お の

新町
にいまち

に御着
お つ き

。神俣
かんまた

・大越
おおごえ

を御通過
ご つ う か

、熊耳
くまがみ

街道から三春
み は る

に

御着
お つ き

。時
とき

に 6月 2日。三春藩主秋田萬之助後見
こうけん

秋田主税出
い

でて

奉迎
ほうげい

、龍穏院
りゅうおんいん

に御泊
おとまり

。 

3日、土棚
つちだな

を経て本宮
もとみや

に御着
お つ き

。4日、中山峠
なかやまとうげ

を越えさせ給いて、5日

猪苗代
いなわしろ

御着
お つ き

。6日若松
わかまつ

御着
お つ き

。御滞在
ごたいざい

。6月 18日、若松御発
お た ち

。桧原
ひ ば ら

の

険
けん

を越えさせられて 20日米沢
よねざわ

御着
お つ き

。27日米沢御発
お た ち

。29日白石城
しろいしじょう

御着
お つ き

。7月 2日仙台
せんだい

に入
い

らせ給う。時
とき

に御
おん

年
とし

22歳。 

 

宮は令旨
りょうじ

を奥羽の諸藩に下
くだ

して薩長の罪を算
かぞ

えられ、君側
くんそく

の姦
かん

を払

うべしとの事となった。諸藩は相謀
あいはか

って親王を推
お

して軍事総督と仰
あお

いだ。7月 12日白石城に御出陣
ごしゅつじん

せられ、仙台藩が警護の任に当た

る。ここにおいて朝廷は断然
だんぜん

伊達・上杉の官位を奪った。宮の令旨
りょうじ

は奥羽軍の士気を振わせた。 

仙台藩記に云う 

【p64】 

法親王： 男子皇族が出家して

僧籍に入った後に親王宣下を受け

た場合の身位・称号。 

公現法親王（能久親王）： 1847

～1895。伏見宮邦家親王の第 9王

子。仁孝天皇の猶子となる。慶応

3年（1867年）5月、江戸に下っ

て輪王寺宮を継承。慶応 4年 3

月、東征大総督を駿府に訪ね、東

征中止を嘆願するもかなわず。彰

義隊は徳川将軍家霊廟守護を名目

に、寛永寺を拠点として輪王寺宮

を擁立した。法親王自身の考えは

どのようなものであったのか？ 

江戸上野の寛永寺は、京都の鬼

門（北東）を守る比叡山に対し

て、「東の比叡山」という意味で山

号を「東叡山〈とうえいざん〉」と

した。また寛永寺は増上寺ととも

に徳川家の菩提寺となった。3世

以降は代々皇子が貫主「輪王寺

宮」となり、日光山主・天台座主

を兼ね、絶大な宗教的権威をもっ

ていた。 

このような形で東国に皇族を常

駐させることで、西国で皇室を戴

いて倒幕勢力が決起した際には、

関東では輪王寺宮を擁立すること

で徳川家が「朝敵」となることを

避ける企図であるという説もあ

る。とすれば、それが幕末に至っ

て起動したということになるが？ 

幕府の軍艦長鯨丸： 輪王寺宮

の江戸脱出を榎本武揚が援助した

ものである。しかし榎本は輪王寺

宮に対して、天皇として擁立され

ないようにと忠告している。 

常陸の平潟： 茨城県北茨木市

平潟。 

磐城： のちに国名となった

が、この時点では浜通り一帯の地

域名と考えるべきか。 

浅黄色： 薄い黄色。浅葱〈あ

さぎ〉色（薄い藍色）とは別。 

覚王院義観： 1823～1869。寛

永寺別当。対新政府の強硬派であ

った。戊辰戦後、罪状確定前に病

死した。47歳。 

泉舘： 泉藩の藩庁である泉陣

屋。いわき市泉町。 

正午泉藩を： 何日のことか？ 

飯野八幡神社： いわき市平八

幡小路。飯野八幡宮。 

高月台： いわき市平高月。 

平潟－甘露寺村－泉舘－高月台

－上市萱村－小野新町－神俣－大

越－熊耳街道－三春－龍穏院－土

棚－本宮－中山峠－猪苗代－会津

若松－桧原－米沢－白石－仙台 

⇒白河口戦争の地名地図 

令旨： 皇后・皇太后・皇太子

その他皇族方の命令を記した文書 

原書「褫った〈うばった〉」→訳

「奪った」と表記。 

七月二日、輪王宮、会津若松より仙台に転輿
て ん よ

。城北仙岳院
せんがくいん

へ

入輿
じ ゅ よ

。慶邦父子及び重臣其他奥羽列藩の家老共に至るまで面謁
めんえつ

す。 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku2/map/map-1.htm


また仙台藩記云う 

このころ白石城には各藩の重臣が出席していた。棚倉藩からは西村

吉太夫等が出席している。 

7月 15日には棚倉藩老侯葆眞
ほうしん

公が白石城に到って法親王に謁
えつ

してい

る。 

  

七月十二日奥羽列藩家老共会議のうえ、日光宮を促
うなが

し軍事総督と

称し、守衛の兵隊を付属し、刈田
か っ た

郡白石
しろいし

城まで出陣、各藩軍議

す。 

【p66】 

輪王宮： 「寺」が脱字？引用

部分のため、このままとした。 

転輿、入輿： 輿は貴人の乗り

物。転じて、貴人の移動を意味す

る。 

仙岳院： 宮城県仙台市青葉区

東照宮。 

慶邦父子： 仙台藩主父子。 

面謁： 貴人に会うこと。お目

にかかること。拝謁。 

日光宮： 輪王寺宮のこと。日

光山主を兼ねていた。江戸時代に

は日光寺社群を総称して日光山と

呼んだが、明治時代の神仏分離令

により輪王寺の山号となった。 

刈田郡： 当時、白石は刈田郡

に属す。現在は宮城県白石市。 

軍事総督： 輪王寺宮は、奥羽

越列藩同盟の「盟主」に就任し

た。輪王寺宮自身も「会稽の恥辱

を雪ぎ、速に仏敵朝敵退治せんと

欲す」と述べるなど、新政府軍に

対して反感を持っていたという。

しかし出家の身であるために軍事

面では指導できないと固辞したた

め、仙台藩主・伊達慶邦、米沢藩

主・上杉斉憲が「総督」となっ

た。奥羽越公議府は輪王寺宮のい

る白石に置かれ、軍事局（大本

営）は福島に置かれた。 

輪王寺宮を「東武皇帝」あるい

は「東武天皇」として推戴したと

いう説があるが、還俗・即位など

の痕跡は見られないため、皇族の

権威をもって「賊軍」になること

を回避したいという期待に止まる

ものと思われる。 

葆眞公： 棚倉藩主。阿部正外

の隠居名。 



 

第 12章 東西相
あい

峙
じ

す二
に

旬
じゅん

 

 

 

東軍は、5月 4日に須賀川
す か が わ

で奥羽列藩の会議を開いて各藩の部署を定

めた。 

上小屋
か み こ や

方面へは会藩の総督西郷頼母
た の も

・高橋権太夫
ごんだゆう

・木本内蔵之丞
く ら の じ ょ う

・

野田進
すすむ

・杉田兵庫・坂
さか

平三郎等の諸隊が陣し、上田八郎右衛門・小

池帯刀
たてわき

等は大平
おおだいら

方面を固めて羽太
は ぶ と

村を本営とした。 

本道には仙藩の将増田歴治
れ き じ

、二本松藩の丹羽
に わ

丹波、会藩の辰野源左

衛門等が矢吹
や ぶ き

に陣した。 

会将の小森一貫斎
いっかんさい

・木村兵庫および相馬・棚倉の兵は金山
かねやま

方面の守

備に当たった。 

愛宕山
あたごやま

・八幡台
やわただい

に守兵を出し、刎石
はねいし

・二枚橋
にまいばし

の要地に衛兵を置き、

金山
かねやま

・七曲
ななまがり

には塁
るい

を築き、夜は山々に篝火
かがりび

を焚
た

き、西軍の隙
すき

もあら

ばたちまち襲わんとする勢
いきお

いであった。 

 

西軍もまた白河に在りて防御の策を施し、四方に番兵
ばんぺい

を出し、持ち

場を定めて東軍に備えた。 

本道・黒川
くろかわ

口は薩兵。旗宿
はたじゅく

口・石川
いしかわ

口は長兵・忍兵。湯本
ゆ も と

口・

大谷地
お お や じ

口・根田
ね だ

口および白坂
しらさか

口は大垣兵。おのおの昼夜を厭
いと

わず

番兵
ばんぺい

を出し、いっぽう大総督府に加兵
か へ い

を乞
こ

うた。 

閏 4月より 5月にかけての西軍の指揮は東山道
とうさんどう

先鋒
せんぽう

であったが、東

山道先鋒総督岩倉具定は奥羽征討白河口総督となり、同副総督岩倉

具経は奥羽征討白河口副総督となって西軍を指揮することになっ

た。（具定は具視の二男、具経は八千代丸といいて具視の三男であ

る。） 

西軍のその局
きょく

に当たったものは公卿
くぎょう

と武士で、九条・澤・醍醐
だ い ご

・岩

倉・鷲尾
わしのお

等は公卿で、西郷・伊地知
い じ ち

・板垣・世良
せ ら

・大山・渡邊等は

武士であった。 

 

5月 21日に七曲
ななまがり

の戦いがあった。（七曲とは小田川
こ た が わ

村の泉田
いずみだ

から小

田川に越す所の地名である。）この頃の戦いに仙藩のいわゆる烏組
からすぐみ

が細谷
ほ そ や

十太夫
じゅうだゆう

指揮の下に 67人ことごとく抜刀して西軍を潰走せしめ

た勇壮な話は今に伝わっている。 

 

5月 25日、東軍白河に迫り、大田川
おおたがわ

・小田川
こ た が わ

・本沼
もとぬま

等に小戦
しょうせん

があっ

た。東軍の小田川に集まるもの 100余人、薩・長・大垣の兵がこれ

【p67】 

須賀川： 福島県須賀川市。白

河城から北東へ約 22km。 

上小屋： 白河市大信隈戸上小

屋。白河城から北へ約 4.6km。 

高橋権太夫： 会津藩、猪苗代

城代、砲兵二番隊頭。 

木本内蔵之丞： 会津藩、青龍

一番士中隊中隊頭。鶴ヶ城攻防戦

で、慶応 4年 8月 28日死亡 38歳 

⇒［脚注］野田進 

⇒［脚注］杉田兵庫 

坂平三郎： 会津藩、誠志隊頭 

上田八郎右衛門： 会津藩、朱

雀士中三番隊長。上田の家族は 9

月 17日に泰雲寺で自刃した。 

小池帯刀： 会津藩士 130石。

京都守護役ののち、江戸に残留し

て武器弾薬を会津へ送る。戊辰戦

争では工兵隊長。戦後しばらく逃

亡していたが、捕縛斬首された。 

⇒［脚注］大平 

羽太村： 西白河郡西郷村羽

太。阿武隈川の上流部一帯。白河

城から北西へ、上羽太まで約

7.5km。上真名子まで約 14.8km。 

本道には： 奥州街道筋につい

ては、矢吹に陣した。西白河郡矢

吹町。白河城から東北へ約 13.4km 

増田歴治繁幸： 仙台藩 400

石、参政。のち若年寄として戦後

処理にあたる。明治 29年 71歳歿 

丹羽丹波： 二本松藩。家老座

上、3600石。 

辰野源左衛門： 会津藩義集

隊・歩兵隊隊長。 

⇒［脚注］小森一貫斎 

木村兵庫： 会津藩、青龍寄合

一番隊長。慶応 4年 6月 24日、棚

倉・郷戸の戦いで負傷。8月 23

日、治療中の自宅にて家族 8 人と 

自刃。39歳。 

金山： 白河市表郷金山。金山

街道筋。白河城から南東約 11km 

愛宕山： 白河近郊には、白

坂・小田川・久田野・表郷金山・ 

大信増見に愛宕山あり。ここでは

小田川または久田野の愛宕山か？ 

八幡台： 夏梨八幡山〈はちま

んやま〉。または表郷八幡〈やわ

た〉あたりの丘陵地か？ 

刎石： 白河市豊地羽根石。白

河城から北へ約 3km。会津街道の刎

石峠。 

二枚橋： 白河市小田川二枚

橋。刎石からさらに北へ約 1km。 

七曲： 白河城から北東へ約

4.2km。七曲坂（峠の意）。 

本道： 奥州街道筋の守備は向

寺・女石関門において。 

黒川口： 原方街道筋の守備は

立石山において。 

旗宿口： 白河から下野国黒羽

への道筋だが、ここでは棚倉口

（金山街道）をも含めた意味か？ 

守備は合戦坂周辺の丘陵において 



を破り、大田川を焚
や

いた。大田川の焼
や

かれたのは麦刈
む ぎ か

り時
どき

であった

と伝わっている。西軍の手負
て お

い 2人、長藩四番隊は鹿島
か し ま

口より本沼
もとぬま

に向かって東軍五、六十人を破り民家を焼いた。東軍死者 15人、長

兵死者 1人、傷兵 1人。この日、大和田
お お わ だ

に東軍と大垣藩との小戦
しょうせん

が

あった。 

 

5月 26日、また東軍白河城に迫る。棚倉
たなぐら

口・矢吹
や ぶ き

口および長坂
ながさか

・

大谷地
お お や じ

の諸方面みな進み来る。ときに柏野
かしわの

・折口
おりくち

より会兵も進みて

戦う。東軍不利。また金勝寺
きんしょうじ

・富士見山
ふ じ み や ま

・仙台街道の左右の山等に

戦いあり、西軍の死者 1人、手負い 3人、東軍の死者 30余。（西軍

の記録による。）この日、白坂の天王山
てんのうやま

にある東軍は黒羽
くろばね

・大垣
おおがき

の兵

と戦う。東軍は棚倉
たなぐら

・中村
なかむら

両藩で死者 11人、西軍は死者 1人、手負

い 6人。（西軍の記録による。） 

 

5月 27日、小戦
しょうせん

あり、金勝寺の東軍は大谷地に退いた。双石
くらべいし

の焼

かれたのもこの日である。 

 

5月 28日、金山
かねやま

の東軍白河合戦坂
こうせんざか

に進撃して小戦あり、釜子
か ま こ

の東軍

もまた進んで搦目山
からめやま

に至るも戦わずして退く。この日死者東軍 2

人。 

 

5月 29日、東軍相議
あ い ぎ

して払暁
ふつぎょう

白河城総攻撃に移る。仙藩の砲兵隊長

釜石栄治は白河関門
かんもん

に、芝多賀三郎は山手
や ま て

に、田中惣左衛門は羅漢

山および富士見山に、会の高橋権太夫・木本内蔵之丞等は金勝寺か

ら向かった。会藩の蜷川友次郎・小池帯刀等は雷神山
らいじんやま

に、上田八郎

右衛門・相馬直登・土屋鐵之助等は折口
おりくち

に、仙藩の中島兵衛之介は

愛宕山
あたごやま

方面より、会藩の小森一貫斎・木村兵庫等は棚倉口におのお

の備えをなして、山々に篝火
かがりび

を焚
た

いて西軍の隙
すき

を窺
うかが

った。 

西軍これに応じて本道
ほんどう

・黒川
くろかわ

口は薩、旗宿
はたじゅく

口・石川
いしかわ

口は長・忍。

湯本
ゆ も と

口・大谷地
お お や じ

口・根田
ね だ

口および白坂
しらさか

口は大垣兵これを守った。 

金勝寺
きんしょうじ

方面まず薩軍に向かって攻撃を開く、仙藩の細谷・大松澤等

が苦戦したが根田および長坂に退いた。会藩の小原宇右衛門の率い

た砲兵は六段山および金勝寺山を攻撃したが敗れ、坂本兵衛・遠山

寅次郎等戦死。仙藩・二本松藩兵は棚倉口より進んで土・長・忍 3

藩の兵と血戦
けっせん

し、棚倉兵またこれを援戦
えんせん

したが東軍は不利に終わ

り、東軍は会藩の小原宇右衛門・杉浦小膳以下将卒 10余人。仙藩は

戦死 8、負傷 20。西軍は長藩死 1、負傷 7。大垣藩死 1、負傷 6。薩

藩死 2、負傷 13。忍藩負傷 5。黒羽藩死 2、負傷 6。 

【p69】 

石川口： 阿武隈川の南岸の御

斎所街道を東へ、搦目・双石を経

て石川町へ至る。守備は桜町関

門・搦目などにおいて。 

湯本口： 米、羽太、真名子、

羽鳥、大平、湯本を経て会津へ通

じる。守備は立石山・古天神山・

金勝寺山において。 

大谷地口： 大谷地、刎石、二

枚橋を経る会津街道筋。守備は六

反山・女石関門など。 

根田口： 向寺、女石、根田を

経て北へ向かう奥州街道筋。守備

は女石関門・富士見山など。 

白坂口： 白河の南の宿場白坂

の守備。 

⇒戦闘要図【第 72図 同盟軍の第

１次白河奪還攻撃計画】 

⇒戦闘要図【bm0528 東軍の白河

攻撃（第 3次）】 

加兵： 増援の兵。 

原書「奥羽追討白川口総督」→

訳「奥羽征討白河口総督」 

⇒［脚注］奥羽征討白河口総督 

⇒西軍の総督・参謀 

5月 21日七曲の戦い： ⇒戦闘

要図【第 71図 白河周辺の小闘

(5/21,5/24,5/25)】 

大田川： 西白河郡泉崎村太田

川。 

焚いた： ここだけ「焚」であ

るが、〈やいた〉と読んでおく。 

鹿島口： 搦目の阿武隈川対岸

（北岸）。久田野、大和田、本沼、

関和久へ通じる。 

棚倉口： 白河から金山を経て

棚倉へ至る、金山街道筋。 

矢吹口： 白河から向寺、根

田、小田川、矢吹を経て北へ向か

う奥州街道筋。 

長坂： 西白河郡西郷村長坂。

白河城から北西へ約 2.2km。 

大谷地： 白河市豊地大谷地。

白河城から北へ約 2km。 

柏野： 西白河郡西郷村柏野。

米〈よね〉の北。湯本口の道筋。 

折口： 西白河郡西郷村真船折

口。白河から那須・甲子温泉へ向

かう道筋。 

⇒［脚注］金勝寺 

富士見山： 白河城の阿武隈川

対岸（北岸）に並ぶ山列。西から

金勝寺山・六反山・富士見山。 

仙台街道： 白河から北へ向か

う奥州街道筋。 

白坂の天王山： 白坂東側の山

の名と思われるが、どこか？ 

相馬中村藩： 現在の福島県浜

通り北部。6万石。藩主：相馬家 

西軍の記録による： 戦闘の死

傷者数は諸書により差異あり。 

双石： 白河市双石。阿武隈川

南岸から藤野川北岸までの丘陵一

帯の字名。街道沿い集落は双石滝

ノ尻、高田あたり。 
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阿部
あ べ

正功
まさこと

家記に云
い

う 

 

藤田氏の記録に云う 

五月二十六日、東軍白河に進撃す。此
こ

の日払暁
ふつぎょう

金山
かねやま

の兵進んで

合戦坂
こうせんざか

及び十文字村
じゅうもんじむら

に戦ふ。其
そ

の兵を分
わか

ちて白坂の屯営
とんえい

を撃つ、

釜子
か ま こ

にある各藩合併
がっぺい

の兵進んで搦村
からめむら

に戦ふ。諸隊弾薬つがず

合戦坂
こうせんざか

・白坂
しらさか

に火を放つて兵を収
おさ

む。此の日吾
わ

が藩の死者四人

（副軍目付
ぐんめつけ

太田友治・銃士
じゅうし

林仲作・鈴木熊之丞・銃卒
じゅうそつ

奥貫貞次

郎）。傷者
しょうしゃ

五人。 

五月二十三日（26日の誤記か）、白河にある官軍総責
そ う ぜ

めと称し、

奥羽軍は会津口・仙台口・棚倉
たなぐら

口・白河口の諸方より責
せ

め来
きた

れ

り。そは金勝寺山
きんしょうじやま

及び長坂山
ながさかやま

より一手。米村
よねむら

口より一手。

富士見山
ふ じ み や ま

・向寺
むかいでら

・坂ノ上より一手。搦山
からめやま

・合戦坂
こうせんざか

より一手。

白坂
しらさか

口より一手。其の景況
けいきょう

は金勝寺山・長坂山より来
きた

りたるは米

沢・会津の兵にて、山上
さんじょう

より続々
ぞくぞく

鉄砲を打ちかけたれども、官軍

の人少
ひとすくな

のため進むこと能
あた

はず。唯
ただ

会津町
あいづまち

土手の杉に隠れて応戦せ

「5月 29日～」の記事について 

 

5月 29日： 日付の錯誤か？『戊辰役戦史』は 5月 29日～30日は東軍の攻撃が

なかったという見解である。『殉難者名簿』には 5月 29日の戦死者無し。 

内容を他書と比較すると、「東軍相議して」～「大垣兵これを守った。」までは 5

月 26日の戦いの記述である。 

 

原書「木村内蔵之丞」→訳「木本内蔵之丞」 

⇒［脚注］木本内蔵之丞 

 

原書「白河口」→訳「白坂口」68ページに同じ言い回しがあり、誤植と思われ

る。 

 

六段山： 六反山のこと。引用元の表記のままと思われる。 

 

坂本兵衛： 『殉難者名簿』の 5月 26日の項に「坂本右兵衛、砲兵高橋権太夫

隊組頭、米村負傷 7月 9日自邸で死亡、27歳」とある。 

 

遠山寅次郎： 『殉難者名簿』の 6月 25日の項に「戦死場所六反山。砲兵田中

右衛門隊組頭。30歳」とある。 

 

小原宇右衛門： 会津藩若年寄格。大砲一番隊長。8月 23日若松の神保原で戦

死。40歳。 

 

杉浦小膳： 会津藩大砲二番高橋権太夫隊。5月 26日白河で負傷、7月 29日若

松で死去。18歳。 

 

以上のように、原書「5月 29日」の項は内容に混乱が見られ、誤記があると思

われる。 

死傷者数も、何時のものであるか、誤認を含む計数かどうか、判然としない。 

【p71】 

合戦坂： 白河市合戦坂。南の

十文字・夏梨から北の八竜神へ藤

沢山を越える道。 

釜子： 白河市東釜子。白河城

から東へ約 12km。 

白河関門： 白河から奥州街道

が阿武隈川北岸へ渡った、向寺集

落の北はずれに設けられていた関

門。 

山手： 関門がある奥州街道筋

の脇の丘陵を指すか。 

蜷川友次郎： 会津藩、青龍足

軽三番隊隊長。 

⇒［脚注］小池帯刀 

雷神山： 白河市菅生舘〈すご

うだて〉。南湖の北東側の丘陵。 

⇒［脚注］上田八郎右衛門 

相馬直登： 1817～1911。会津

藩、軍事奉行、正奇隊隊長。戦

後、謹慎から脱走し上京、藩主の

助命を直訴。のち雲井龍雄事件に

連座。後年は喜多方で子弟教育に

あたる。 

土屋鐵之助： 会津藩、新練隊

隊長。また建言が容れられ、農町

民を募って敢死隊を編成（隊長は

小原信之助）。 

中島兵衛之介： 「兵衛之助」

とも。仙台藩隊長。不詳。 

⇒［脚注］小森一貫斎 

⇒［脚注］木村兵庫 

 

阿部正功： 1860～1925。忠秋

系阿部家 17代。棚倉藩第 2代藩

主。白河藩主阿部正耆の次男。 

⇒【棚倉藩主阿部氏のこと】 

⇒［脚注］金山 

十文字： 白河市十文字。白河

城から南東へ約 3.8km。 

「金山から出撃した東軍は合戦

坂・十文字で戦った。一隊は白坂

へも進攻した。また釜子から出撃

した東軍は搦目村で戦った。しか

し諸隊の弾薬が尽きたので、合戦

坂・白坂あたりの民家を焼いて撤

収した。」 

⇒戦闘要図【第 72図 同盟軍の

第１次白河奪還攻撃計画】 

 

 

白河口： 「白坂口」の誤植か 

会津口（金勝寺山・長坂山・米

村）、仙台口（富士見山・向寺）、

棚倉口（搦目山・合戦坂）、白坂口

（白坂） 

⇒［脚注］長坂山 

坂ノ上： 向寺北方の丘陵地か 

 

金勝寺山と白河城下会津町は、

阿武隈川を挟んで北南に対面する

位置関係にある。西軍は兵数が少

ないため渡河反撃することができ

ず応射するのみで、東軍を撃退で

きなかったが、 ⇲ 
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また藤田氏記録に云う 

 

【p72】 

⇲ 西軍は東の向寺から飯沢へ一

隊を送り、林間を抜けて背後から

攻撃することで、金勝寺山の東軍

を長坂方面へ駆逐することに成功

した。 

飯沢： 白河市飯沢。金勝寺山

の北東裏にある集落。 

不動様の坂下を通り： どこ

か？ 向寺から六反山の南側を回

って飯沢へ至る道筋か？ 

脱兵： 徳川家の正規の指揮を

離れ、独自行動をとる部隊。 

⇒［脚注］堀川 

米村口では堀川を挟んで銃撃戦

となったが、西軍が阿武隈川沿い

に米村に出て、東軍の背後を攻撃

したので、東軍は西方の羽太へ退

却した。 

仙台口（奥羽州街道筋）での戦

闘は、東軍が向寺北の高地（坂

上）を占めたが、西軍は聯芳寺の

後山から迂回して背後攻撃、東軍

は小田川へ退却した。 

五箇村： 双石・借宿・田島・

舟田・板橋の村々を「五箇村」と

総称。五箇村道は御斎所街道、金

山道は棚倉街道にあたるか。 

権田東左衛門： 棚倉藩銃士小

隊長。『殉難者名簿』によると 6月

12日に合戦坂味方不動にて戦死。 

権田戦死は 6月 12日なので、藤

田氏記録の「5月 23日（26日の誤

記か）」の項はいったい何月何日の

事なのか？ 前半は 5月 26日の戦

いのようであるが。 

 

全般に西軍の迂回・背後攻撃が

奏功しており、西軍が少数にもか

かわらず機動力で東軍を圧倒して

いる。東軍の攻撃は多方面から行

なわれたが非連携・散発的で、各

個撃破されている。 

⇒［脚注］セコンド（時計） 

 

味方不動： どこか？合戦坂路

傍に祀られたという。「天正年間、

常陸佐竹氏に侵攻された白河結城

氏はこの坂（峠）で迎えうったと

ころ、不動明王の眷属の二童子が

現れ味方したため、佐竹の軍勢を

撃退することができた」という伝

説がある。 

 

此の一戦後： 上述のとおり、

この項は日付が混乱しているの

で、何月何日の戦いを指すのか不

明。 

 

根田方面から： 根田から高橋

川沿いに大谷地まで進攻してきた

と思われる。東軍の「勢揃い」に

対して、西軍の散兵行動を彷彿と

させる証言である。 

西軍の出陣のさまは 1人でも 2人でも砲声を聞くと出掛
で か

けたが、

東軍は勢揃
せいぞろ

いをして出掛けたものだという。 

 

大谷地
お お や じ

に伝わっている話に、「東軍の陣地が大谷地にあった。それ

を西軍は根田
ね だ

方面から攻めて来たが、あの根田と大谷地の耕地を

つなぐ細流
さいりゅう

に沿
そ

って上
のぼ

って来た有様
ありさま

というものは、何と言ってよ

いかわからぬ機敏さであった」と。 

 

官軍の出陣する時は、賊
ぞく

の砲声を聞くや否
いな

や直
ただち

に銃を持ち、着の

み着のままにて寝所
しんじょ

を出
い

で、飯
めし

も食はずに我先
われさき

にと出
で

かけたり、

「御飯
ご は ん

を食
しょく

して御出掛
お で か け

」といへば、「砲丸
ほうがん

を食
くら

ふから腹はへら

ぬ、飯
めし

は後
あと

から握飯
にぎりめし

にして持ち来
きた

れ」といふ。それ故
ゆえ

官軍の戦
いくさ

は何時
い つ

も早かりき。 

奥羽勢の支度
し た く

は夫々
それぞれ

身を纏
まと

め、宿舎
しゅくしゃ

主人に飯を炊
た

かせ、十分
じゅうぶん

腹

を拵
こしら

へ握飯を持ちて出
で

かけたれば、官軍よりも遅れたり。 

るを見るのみ、奥羽兵多人数
たにんずう

なれば容易に引上
ひ き あ

げざる有様なり。

官軍は向寺
むかいでら

より不動様の坂下を通り、飯沢
いいざわ

に出
い

で林中
りんちゅう

より裏切
うらぎり

したるため、死傷を残して長坂村を指して逃
にげ

去
さ

れり。 

米村口より来
きた

りたるは会津及び徳川の脱兵
だっへい

にて堀川
ほりかわ

端
ばた

にて砲戦

す。官軍阿武隈川
あ ぶ く ま が わ

より米村に至りて敵の後
うしろ

に回りたり。敵は死傷

を出し、米村民家を火
か

し、羽太
は ぶ と

村に引上
ひ き あ

げたり。 

仙台口より来
きた

りたるは仙台
せんだい

・二本松
にほんまつ

・三春
み は る

の兵にて向寺
むかいでら

坂上
さかうえ

にて

官軍と合戦
かっせん

中、官軍聯芳寺山
れんぽうじやま

より裏切
うらぎり

、是れも敗軍小田川
こ た が わ

村に

逃去
に げ さ

れり。 

白坂
しらさか

口よりは会兵小丸山
こまるやま

辺
あたり

まで来
き

たれるも引上
ひ き あ

げたり。 

棚倉
たなぐら

口は金山
かねやま

道
みち

・五箇村
ご か む ら

道
みち

より責来
せめきた

り、棚倉藩士権田東左衛門隊

長となり、真先
まっさき

に進み来
きた

りたれば味方不動
み か た ふ ど う

前に戦死。それがため

進み入ること能
あた

はず引揚
ひ き あ

げたり。斯
かく

の如
ごと

く白河総攻撃とて来
きた

れる

も時間に相違あり、払暁
ふつぎょう

より開戦せるあり、十時頃より始むるあ

りて敗
やぶ

る。 

此の一戦後、町民は多く帰宅せり。 



 

5月 29日、東山道先鋒
せんぽう

総督参謀
さんぼう

板垣退助が宇都宮より土軍を率いて

白河に入る。 

（白河金屋町
かなやまち

斎藤千代吉翁
おう

の談
だん

によれば、大工町
だいくまち

の常端寺
じょうずいじ

が板垣参

謀の陣営であったという。千代吉翁は袋町
ふくろまち

で生まれ育ったので、よ

くこの事は知っていると語る。） 

 

川瀬才一の白河県への報告書に云う 

【p75】 

⇒［脚注］小田川 

 

 

 

 

 

東山道先鋒総督参謀： 2月 6

日の任命時点ではこの名称だった

が、5月 29日時点では既に「奥羽

征討白河口総督参謀」だったは

ず。 

土軍： 土佐藩兵。第一梯団（4

個小隊、1砲隊）は 5月 27日に白

河に達し、戦闘に参加している。

29日に板垣が第 2梯団とともに到

着したということ。 

 

原書「袋町生まれで育ったの

で」→訳「袋町で生まれ育ったの

で」 

ヲカツヒキ： 「岡っ引〈おか

っぴき〉」は江戸時代の警察機能

（捜査・逮捕）の末端を担った非

公認の協力者。「目明し」が正称

で、「岡っ引」は蔑称。 

 

断金隊： 慶応 4年 3月甲州で

板垣退助提唱により結成された農

民義勇軍。隊員 150名。白河・棚

倉・二本松・会津にて参戦。常に

最前線に立ち 37名が戦死。 

美正貫一郎： 1844～1868。断

金隊隊長。慶応 4年 7月 27日、本

宮の阿武隈川渡河時に戦死。 

⇒［脚注］本宮 

糠沢： 本宮の東方 4kmほど。 

大内屋： 大内家は本宮で脇本

陣、酒造「銘酒春駒」を営み、本

宮南町名主を務めた。阿武隈川沿

いに蔵が連なっていた。 

当所を真中にして： 川瀬の住

所は本町であるが、以下記述の方

角からすると、白河城北の阿武隈

川岸に居るようでもある。 

惣攻に： 総攻撃という勢いで 

艮： 北東の方位をいう。 

乾： 北西。 

水神原： 堀川の水神神社一帯

の原か。白河市和尚壇あたり。 

高山村： 新白河駅の東方、谷

津田川沿い。 

東京街道： 白河の南の奥州街

道。 

⇒［脚注］白坂の天王山 

焔硝・義五郎窪： 焔硝蔵

（山）〈えんしょうくらやま〉・五

郎窪の誤植と思われる。 

月待山： 南湖畔東側の尾根。 

巽： 東南。 

関山窪： 「関川窪」の誤植と

思われる。 

兜山： どこか？ 

豆柄不動： 関川窪に「豆柄不

動湯」あり。 

藤田氏の記録に、「板垣退助が白河に入ると、『名札を出し、白河

近在を探偵するものを人選せよ』といふ。（藤田氏の家は町役人な

る故に。）『探偵とは何をするものなりや』と聞きたるに、笑ふて

『実況を内々に聞取るものなり』といふ。依
よっ

て目明役
めあかしやく

（ヲカツヒ

キ）七、八人書出
か き だ

したり云々
うんぬん

」とある。 

 

同記録に、「断金隊
だんきんたい

長の美正
みしょう

貫一郎
かんいちろう

もこの時来
く

る。美正は二本松打

入りの時、本宮
もとみや

の川を糠沢
ぬかざわ

方面から進んで渡る時に、大内屋の土

蔵から狙はれて戦死。屍
かばね

は川に流れたり。後
のち

に死体を求むれども

見えざりき。」とある。 

二十六日、当所を真中
ま な か

にして会藩の徒
と

等惣攻
そうこう

に寄来
よ せ く

る。人数凡
およ

そ

一万人有
これ

レ之
あり

候か。 

東の方
かた

は桜岡
さくらおか

村・新小萱
に こ が や

村・根田
ね だ

村・向寺
むかいでら

町坂ノ上
さかのうえ

関門
かんもん

まで

寄来
よ せ く

る。 艮
うしとら

の方は葉ノ木平
は の き だ い ら

・六反山
ろくたんやま

。乾
いぬい

の方は飯沢
いいざわ

村・金勝寺
きんしょうじ

村、阿武隈河
あ ぶ く ま が わ

を隔
へだ

てて戦ふ。 

西の方は折口原
おりくちはら

・水神原
すいじんはら

の辺
へん

より立石山
たていしやま

・原方道
はらかたみち

・高山
たかやま

村。 

東京街道は皮籠
か わ ご

村・小丸山
こまるやま

・天王山
てんのうやま

・龍興寺
りゅうこうじ

・三本松
さんぼんまつ

。 

南の方は鬼越
おにごえ

村・南湖
な ん こ

池下
いけした

・焔硝
えんしょう

・義五郎窪・蛇石
へびいし

・月待山
つきまちやま

。 

巽
たつみ

の方は関山窪・兜山
かぶとやま

・豆柄不動
まめがらふどう

・土腐塚
ど ぶ づ か

・十文字原
じゅうもんじはら

・

合戦坂
こうせんざか

・味方不動
み か た ふ ど う

・八竜神
はちりゅうじん

・山
やま

の神
かみ

・結城
ゆ う き

の墟
あと

・搦目
か ら め

村・大
だい

村・

鹿島
か し ま

村に至る。 

如
かくの

レ斯
ごとく

囲遶
いじょう

無
すきま

二透間
な く

一押寄
おしよせ

来
きた

り、卯
う

の中刻
ちゅうこく

より午
うま

の下刻
げ こ く

までの

大合戦
だいかっせん

なり。会藩方の大軍へ小勢
こ ぜ い

を以
もっ

て防戦する官軍方の苦戦は

小田川
こ た が わ

村の佐藤庄屋
しょうや

は奥羽軍の屯営所
とんえいしょ

であった。村の人夫
に ん ぷ

が集ま

ってよく握
にぎ

り飯
めし

を作ったという。（当時、多くザル飯
めし

を炊
た

いた。ザ

ル飯とは、沸騰している湯釜
ゆ が ま

にとぎ米をザルに入れて煮たもので

あるという。） 



 

鹿島
か し ま

富山
とみやま

氏の記録に云う 

 

6月朔日、西軍 200人ばかりと会津・仙台の兵と合
がっ

して七曲坂
ななまがりざか

に戦

う。この日は西軍が敗れて根田
ね だ

に退
しりぞ

いた。西軍は根田に火を放
はな

たん

とす。東軍これを見て一斉射撃をして防ぐ。西軍は屍
かばね

を棄てて白河

に退いた。東軍の傷
きず

つく者 2人。 

 

【p77】 

土腐塚： 白河市土武塚。語源

としてはこちらか。 

山の神： どこか？ 

結城の墟： 結城白川城の城跡 

搦目： 白河市大搦目。阿武隈

川南岸の集落。白河城から東南へ

約 3km。 

⇒［脚注］鹿島 

囲遶： 通行を塞ぐように周り

を取り囲むこと。 

卯の中刻より午の下刻： 午前 5

時 40分より午後 1時の間。 

韋駄天： 仏教において天部に

属する神。増長天の八将の一神

で、四天王下の三十二将中の首

位。足が速く、よく走り回るとい

う俗信あり。 

巳の刻： 午前 10時を中心とす

る約 2時間。 

午の刻： 午前 12時を中心とす

る約 2時間。 

火縄筒： 天文 12年種子島に伝

えられて以来、全国各地で製造さ

れた前装式和銃。火縄で、火薬に

点火発射する旧式銃。 

六連発（七連発）： 米国で発明

されたスペンサー銃。当時最新式

の連発式後装ライフル銃。慶応年

間佐賀藩が輸入。元込七連発銃と

して名をはせた。 

西軍が 5月 1日白河城を攻略し二

の丸に入城した時、倉庫に生糸が

積まれていた。この生糸を急きょ

横浜に運び出し、スペンサー銃 80

挺と交換。5月 28日帰着し、以後

の戦いに威力を発揮したという。 

朝六ツ： 時明六ツ。午前 6時 

バンカリ： 流水を利用する素

朴な精米機の一種。 

総攻： （東軍の）総攻撃。 

下の川原： 阿武隈川の河川敷

の意味か？ 

奥兵： 東軍（奥羽列藩）の兵 

双石下より： 「双石集落より

阿武隈川下流の方面で」の意味？ 

固めの場所： 守備の持ち場。 

東軍・西軍とも、夜は篝火を焚

いて、相手への示威と警戒を欠か

さなかった。白河の町民にも、夜

の篝火によって、東軍が大軍で白

河を包囲している状況が強く意識

させられたであろう。 

繰り込み： 増援部隊が白河に

到着したことを指す。そのような

薩摩・土佐薩の部隊が長州兵と守

備を代わったということ。奥羽へ

の長州藩兵派遣は比較的少数で、

増派がなかったようである。しか

し「主要藩」として前面で奮戦し

なければならず、損耗率は高かっ

た。 

6月 1日は、『殉難者名簿』によ

ると大垣・長州兵に損害が出た。 

⇒［脚注］七曲 

二十六日の朝六ツ時
む つ ど き

、棚倉
たなぐら

道
みち

に大砲の音 致 候
いたしそうろう

。其
そ

の中
うち

合戦坂
こうせんざか

口

の 戦
たたかい

と相 成 候
あいなりそうろう

。其の日総攻
そうこう

と相成候
あいなりそうら

へども、鹿島
か し ま

口も 戦
たたかい

と

相 成 候
あいなりそうろう

に付
つき

、村中
むらじゅう

の者は吉太郎殿の脇
わき

のバンカリの堀
ほり

の中に老

人子供まで皆すくみ候。 

何
いず

れにも搦
からめ

口
ぐち

大砲 甚
はなはだ

しく候
そうら

へば、大砲の玉
たま

あんまり上
うえ

にてわ

れ 候
そうろう

につき、生きたる空
そら

もなく皆同様
どうよう

に驚き、今に命をはるも

のと覚悟致 候 内
いたしそうろううち

、白河より長州様の大砲二門下
した

の川原
か わ ら

より搦目
か ら め

の奥兵にめがけて 甚
はなはだ

しく打
うち

こみ候
そうら

へば、奥兵大軍
たいぐん

とは申しなが

ら、官軍は戦
いくさ

上手
じょうず

にて遂
つい

に奥兵を追
お

ひ散らし漸
ようや

く少し安堵
あ ん ど

致 候
いたしそうら

得共
え ど も

、何
ど

うも致
いた

せ、其
そ

の夕
ゆう

より双石
くらべいし

下
しも

より篝火
かがりび

ひかり昼の

如
ごと

し。 

官軍も 戦
たたかい

は勝ち候
そうら

へども、奥兵大軍
たいぐん

に 候
そうろう

間
あいだ

油断に相成
あ い な

ら

ず、村方の人足
にんそく

にて篝火
かがりび

一ヶ所へ五人づつ割当て、昼は木を切

り、夜は篝火を焚
た

き、長州様固
かた

めの場所鹿
か

島
しま

口・八竜神
はちりゅうじん

口・南
みなみ

口にて長州と忍
おし

との人数にて百五十人許、奥兵は何分
なにぶん

にも大軍な

れば油断相成
あ い な

らず、長州様は鹿島
か し ま

村へ御出張
ごしゅっちょう

相成
あいなり

、村中
むらじゅう

は御宿
お や ど

と相 成 候
あいなりそうろう

。 

尤
もっと

も度々
たびたび

の大雨
おおあめ

にて橋も流れ通行も不都合
ふ つ ご う

故
ゆえ

、村中御宿と相成

候。その中
うち

薩州様少しくり込
こ

み、土州様も二十七日繰込
くりこみ

候
そうろう

て長

州様代
かわ

りに相 成 候
あいなりそうろう

。 

九死
きゅうし

一生
いっしょう

のその勢
せい

、恰
あたか

も韋駄天
い だ て ん

の荒
あ

れたるが如
ごと

し。見る者、聞

く者恐怖せざるなし。万
よろず

方
かた

より打
うち

こむ砲声
ほうせい

は百千
ひゃくせん

の 雷
いかずち

地に落
お

つるかと疑
うたが

ふばかりなり。 

如
かくの

レ斯
ごとく

官軍方の血戦
けっせん

に恐怖せし会藩方
かた

は八方
はっぽう

とも敗軍
はいぐん

しける故
ゆえ

、

其
そ

の日の死亡数
かず

知
し

れず、死骸
し が い

山の如
ごと

し。血は流水
りゅうすい

の如
ごと

し。巳
み

の 

刻
こく

に至
いた

り漸
ようや

く砲声静まり相
あい

引
ひき

に引
ひ

く。 

翌二十七日は午
うま

の刻より又々
またまた

攻寄
せ め よ

せ来
きた

り、日の落つるまで烈しく

打合
うちあい

し、会藩は多く火縄筒
ひなわづつ

故
ゆえ

、官軍方
かた

六連発
ろくれんぱつ

こめ故
ゆえ

砲声別
べつ

なり。 



6月 8日、仙台の細谷十太夫が和田山
わ だ や ま

に陣した。西軍は富士見山
ふ じ み や ま

から

これを砲撃した。 

 

6月 9日 未
ひつじ

の刻、西軍数十人銃
じゅう

を発
はっ

しつつ富士見山から進んだのを

細谷組がこれに応戦。仙台藩の大松澤
おおまつざわ

掃部之助
か も ん の す け

の小田川
こ た が わ

村にあった

が来援したので勝敗決
けっ

せず互
たが

いに兵を収
おさ

めた。 

 

このころ、奥羽追討総督の任命あり。 

『鎮台
ちんだい

日誌』に云う 

とあって、鷲尾
わしのお

侍従
じじゅう

が大総督参謀として、白河口に出張となる。 

 

6月 11日には、東山道総督参謀板垣退助、同伊地知
い ぢ ち

正治を参謀補助

として鷲尾参謀に属しめたのである。而
しこう

して両参謀補助は白河口の

諸軍を督
とく

した。 

 

6月 12日の大戦
たいせん

 

この戦いが 5月朔日の激戦に次
つ

ぐ大戦であって、したがって戦線
せんせん

も

広かった。東軍はこの戦いをもって白河城を回収
かいしゅう

せんとしたのであ

る。 

 

棚倉
たなぐら

口よりは会藩の純義隊
じゅんぎたい

・棚倉
たなぐら

兵・相馬
そ う ま

兵。根田
ね だ

の和田山
わ だ や ま

よりは

仙藩の細谷十太夫・大松澤掃部之助。愛宕山
あたごやま

方面より会藩遊撃隊
ゆうげきたい

頭
がしら

遠山伊右衛門。大谷地
お お や じ

口よりは会藩の高橋権太夫の砲兵および仙台

の中島兵衛之介
ひょうえのすけ

、および福島の兵。下羽太村
しもはぶとむら

より白坂
しらさか

口へ会藩の原

田対馬・赤埴
あかばね

平八郎、仙台の大立目
おおだちめ

武蔵。この時には西軍の増援も

来たり、その勢大いに振るった。 

棚倉口は薩・長・忍の兵に破
やぶ

られ、根田
ね だ

の和田山からの攻撃が意
い

の

ごとくならず、大谷地
お お や じ

は薩・土の軍と戦い互いに勝敗があったが、

根田方面が破れたので退
しりぞ

いた。 

 

本道口愛宕山
あたごやま

方面は遠山伊右衛門
い え も ん

奮戦したが、敵弾に斃
たお

れ、その子

【p79】 

⇒［脚注］細谷十太夫 

和田山： 「根田の和田山」ど

こか？ 白河市萱根根田の奥州街

道沿いの山と思われる。「和田」と

いうのは、川が曲がったところ

や、やや広い平地の意味で、「和田

山」はそのような地形になだらか

な小丘が分布する様子であろう。

イメージとしては平地と丘が入り

組んだ「多島海」のような風景で

ある。したがって「和田山」は特

定の山を指すのではなく、根田あ

たりの丘陵の総称ではないか？ 

⇒［脚注］富士見山 

未の刻： 午後 2時を中心とす

る約 2時間。 

大松澤掃部之助： 1836～

1920。仙台藩、黒川郡大松沢村

600石。大番頭、白河口軍事総

督。戦後は剃髪得度。 

奥羽追討白河口総督： ここま

で奥羽征討白河口総督であった称

を奥羽追討総督と改めた。また、

越後口などと区別して奥羽追討白

河口総督と称す。 

 

 

 

東山道総督参謀： この時点で

は既に「奥羽征討白河口総督参

謀」だったと思われるのだが。改

めて「奥羽追討白河口総督参謀」

に任命。 

純義隊： 会津藩の徴募兵部隊

の一つ。主として旧幕府の歩兵よ

り成る。ただし士官は概ね会津藩

士という。隊長小池周吾。約 100

名。 

⇒［脚注］愛宕山 

会津藩遊撃隊： 会津藩の徴募

兵部隊の一つ。 

⇒［脚注］遠山伊右衛門 

⇒［脚注］大谷地口 

⇒［脚注］高橋権太夫 

⇒［脚注］中島兵衛之介 

下羽太村： 西白河郡西郷村羽

太狸屋敷〈むじなやしき〉あた

り。白河城から北西へ約 7.8km。 

原田対馬： 慶応 4年 8月に会

津藩家老に就任。戦後、原田は町

野主水・高津仲三郎とともに戦死

者埋葬を交渉し、明治 2年 2月、

埋葬を認めさせた。 

赤埴平八郎： 「平八」とも。

会津藩 260石扶持。力士隊組頭。8

月 14日越後赤谷で戦死。 34歳 

大立目武蔵： 不詳。原書「大

音」→訳「大立目」誤植か。 

西軍の増援も～： 一方の西軍

の増援も順次白河に到着して（東

軍西軍ともに）勢力が最大になっ

たという意味か？ 

⇒戦闘要図【bm0612 東軍の白

河攻撃（第４次）】 

六月十日御沙汰書 

               正親町中将 

奥羽追討 為
そうとくと

二総督
な し

一、出張 被
おおせつけ

二仰付
ら れ

一候 事
そうろうこと

。 

               鷲尾侍従 

大総督参謀 被
おおせつけ

二仰付
ら れ

一、奥羽追討白河口出 張
しゅっちょう

可
これ

レ有
ある

レ之
べく

被
おおせつけ

二

仰付
ら れ

一候 事
そうろうこと

。 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku2/bm/bm0612.jpg
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku2/bm/bm0612.jpg


主殿
しゅでん

が屍
かばね

を背負って退くもまた斃
たお

れ（伊右衛門年 58、主殿年 31、

会藩殉難名簿に和田山に戦死とある。）、小松族・山寺貢等相次
あ い つ

いで

死し、仙藩の大松澤等が和田山を砲撃して奪取したが、西軍の襲撃

を受けて苦戦した。 

 

下羽太
しもはぶと

の戦況は有利で夜襲を行なって西軍を破り、進んで白坂
しらさか

村に

黒羽
くろばね

兵を破るも大垣
おおがき

兵の来援があって退
しりぞ

いた。 

ときに会藩の辰野源左衛門は、仙藩の細谷・大立目
おおだちめ

等と約
やく

して米村
よねむら

口より西軍を襲わんとしたが、仙藩の増田・大松澤と議
ぎ

合わず、増

田は矢吹
や ぶ き

に火を放って須賀川
す か が わ

に退いた。 

金勝寺山
きんしょうじやま

の会藩の砲兵盛
さか

んに白河城を猛撃し、一時西軍を混乱せし

めたが、西軍が上羽太
かみはぶと

・下羽太
しもはぶと

・関谷
せ き や

（今羽太の字名）に火を放っ

たのでともに敗れた。 

福島藩隊長池田邦知等六反山
ろくたんやま

に奮闘し、14人討死
うちじに

した。これも 6月

12日である。 

 

相馬誠胤
ともたね

家記
か き

に云う 

 

板倉勝達
かつさと

家記に云う 

 

土州藩届書に云う 

【p81】 

会藩殉難名簿： 『白河口の戦

い殉難者名簿』とは別。戊辰戦争

の戦死者名簿は各藩で編纂され各

種ある。 

小松族： 会津藩 100石。朱雀

士中三番上田隊。6月 12日長坂村

で戦死。20歳。 

山寺貢： 会津藩 100石。6月

12日古天神で戦死。31歳。正奇隊

小隊頭とも。 

⇒［脚注］辰野源左衛門 

増田： ⇒［脚注］増田歴治 

米村口： ⇒［脚注］米村 

矢吹： 西白河郡矢吹町。白河

城から東北へ約 13.4km 

⇒［脚注］須賀川 

金勝寺山： ⇒［脚注］富士見

山 

上羽太： 西白河郡西郷村羽太

漆畑〈うるしばた〉あたり。 

関谷： 西白河郡西郷村羽太関

屋。 

福島藩： 福島藩は佐幕か恭順

かで藩論が揺れていたが、仙台・

会津の大藩に挟まれ、奥羽列藩に

参加せざるを得なくなった。白河

の戦いに池田邦知隊を派兵して六

反山で戦ったが、軍目付渋川市十

郎ほか 13名が戦死するという犠牲

を出した。この後福島藩は降伏・

恭順に動いていく。 

相馬誠胤： 1852～1892。相馬

中村藩最後の藩主。 

6月 12日、東軍は明け方に関山

上の大砲 6発を合図として進攻を

開始。これまでの戦いの教訓か

ら、始動時は統制をとろうとした

のである。 

大沼口： 白河の郊外の南湖か

ら西の谷津田川へかけての沼田地

帯が大沼である。南湖畔から北の

丘陵地に攻め上がる意図か？ 

月見山・月待山： 南湖畔にあ

る丘。西軍はここに陣地を構えて

いたが、銃を撃ち返す程度だった

というのである。 

そこで東軍（相馬兵）は分隊単

位で横隊となり戦いを挑んだが、

西軍は四斤砲を撃ってきた。会津

兵が掩護したというが「たまた

ま」というあたり、あいかわらず

東軍連携に難がある。東隣の合戦

坂で東軍（仙台・棚倉）が敗退し

たため、相馬兵は包囲されるのを

恐れて退却した。 

八幡山： 夏梨の八幡山。白河

市八幡山。白河城から南東へ約

4km。 

⇒［脚注］金山 

板倉勝達： 1839～1913。陸奥

福島藩の最後の藩主。 

外面村： 白河市大信増見外

面。白河城から北へ約 6km。 

⇒［脚注］大谷地 

石切山： どこか？ 

六月十二日、白河総攻
そうこう

の報告あり、黎明
れいめい

関山
せきさん

の号砲
ごうほう

六発を期
き

と

し、各藩道
みち

を分
わか

ちて進む。我が藩大沼
おおぬま

口に向ふ
む か う

。敵月見
つ き み

・月待
つきまち

の

両山頂
さんちょう

に胸壁
きょうへき

を構へ
か ま え

僅
わずか

に応戦するのみ、故に分隊の布列
ふ れ つ

進んで

山麓に迫り挑戦す。敵兵漸
ようや

く加はり
く わ わ り

四斤砲を以
もっ

て射撃す、我が兵

大小砲を以
もっ

て攻撃苦戦
く せ ん

す。偶々
たまたま

会兵来
きた

り援
たす

く、時
とき

に仙・棚の兵

合戦坂
こうせんざか

に進み戦ふといへども死傷多く遂
つい

に兵を引いて走る。敵尾
び

して来
きた

り、我が帰路を断
た

たんとす、止
や

むなく退
しりぞ

いて八幡山
はちまんやま

に至

る。敵敢
あえ

て迫らず。各藩の兵と共に兵を斂
おさ

めて金山
かねやま

に屯
とん

す。戦死

一人。 

六月十二日、仙・会と共に外面村
とつらむら

より大谷地
お お や じ

へ繰出
く り だ

し、石切山辺
へん

にて砲戦、金勝寺
きんしょうじ

の前山乗取
の っ と

り、討死
うちじに

手負
て お い

者
しゃ

有
これ

レ之
あり

、午
ひる

半
はん

頃
ころ

外面村

へ引揚
ひきあげ

。夫
それ

より矢吹
や ぶ き

駅へ引取
ひきとり

宿陣
しゅくじん

。 

本月十二日、平明、白河表
おもて

諸藩
しょはん

持口
もちぐちに

賊軍襲来
しゅうらい

、弊藩
へいはん

持場

金勝寺山
きんしょうじやま

・飯沢山
いいざわやま

・湯本道
ゆもとみち

等にて戦闘、午
うまの

時
とき

頃
ころ

賊軍潰走
かいそう

。諸手
し ょ て

追



 

薩州藩届書に 

【p83】 

金勝寺の前山： 六反山を指す

のか？ 

外面－大谷地－六反山へと攻め

だしたものの、結局は矢吹まで後

退している。福島藩の戦意を反映

している？ 

平明： 夜明け、明け方。 

白河表： 白河方面。 

弊藩： 自藩のことを、へりく

だっていう。 

⇒［脚注］湯本・羽鳥 

諸手： 各隊がそれぞれ。 

『殉難者名簿』によると、田中 

煌之進 25歳。黒岩兼之助 29歳。

楠瀬六衛 27歳。 

 

 

 

「今朝 5時頃、大垣藩兵の持ち場

である仙台街道の方（白河の北

方）に砲声が聞こえていた。6時

頃『応援の兵を差し向けてくれ』

と大垣藩から言ってきたので、我

が藩三番隊を繰り出した。おいお

い賊徒は引き退がる様子なので、8

時頃より進撃にうつった。会津街

道上の、白河より 1里ほどの大谷

地村という所に賊徒が屯集してい

るので、左右より挟撃して攻め寄

せ、ついに撃破し、陣屋や用具を

焼き払った。本街道（＝仙台街道

＝奥羽街道）方の賊営（東軍陣

地）がまだ陥落せず、味方半隊く

らい（小隊規模）が戦闘中とのこ

となので、さらにその場所に攻め

寄せ、砲台を打ち破り、賊徒を残

らず追い散らし、陣営に放火し

た。右両所で討ち取った者はおよ

そ 30～40くらい。石川街道口（白

河の東方）は我が藩持ち場である

が、仙台・会津・二本松等の賊徒

多数が接近して来た。こちらから

半隊ずつ二手になって左右から回

り込んで追い払い、それから進撃

して 2か所の屯賊を撃ち破り、会

津隊長井口源吾以下討ち取った者

は 40余人、生捕り 1人である。弾

薬も分捕り、残さず持ち帰った。 

原街道口（白河の西方）も我が藩

持ち場であるが、12時頃からはる

か向こうに敵 200ばかり出没する

のが見え、かつ湯本街道口守備の

土佐藩兵もあるていど進撃してい

る様子なので、こちらも進撃して

賊徒を残らず追い散らし、討ち取

りも少々あった。ただし我が藩の

戦死・戦傷は左の通りである。」 

 

生捕一人： 『殉難者名簿』に

「棚倉藩銃士・宮田八十吉・合戦

坂口にて捕らわれ白河にて討た

る」とあるのがこの一人か？ 

 

今朝五字
じ

頃
ころ

、大垣藩兵の持場
も ち ば

仙台街道
せんだいかいどう

之方
かた

に砲声相聞
あいきこえ

候 処
そうろうところ

、

六字
じ

頃
ころ

応援之
の

兵差出
さしだし

呉
くれ

候 様
そうろうよう

、右藩
う は ん

より申 来
もうしきたり

候に付
つき

、弊藩
へいはん

三番

隊繰出
くりだし

候中
うち

、追々
おいおい

賊徒引退
ひきさがり

候様子
よ う す

につき、八字
じ

頃
ころ

より進撃、会津
あ い づ

街道
かいどう

之
の

内
うち

白川より一里程
ほど

にて大谷地
お お や じ

村といふ所に賊徒屯集
とんしゅう

に付
つき

、

左右より挟撃
きょうげき

に攻寄
せ め よ

せ、終
つい

に撃破、陣屋
じ ん や

用具
よ う ぐ

焼払
やきはらい

候処
ところ

、本街道

方
かた

之
の

賊営
ぞくえい

未
おち

レ墜
ず

、味方半隊
はんたい

位
くらい

にて合戦
かっせん

最中
さいちゅう

之
の

由
よし

聞
きこ

えし故
ゆえ

、又々
またまた

右

場所に攻寄
せ め よ

せ砲台打破
うちやぶり

、賊徒残らず追散
おいちら

し、陣営に放火、右

両所
りょうしょ

にて討取
うちとり

候者
もの

凡
およそ

三・四十位
くらい

。石川
いしかわ

街道
かいどう

口は弊藩持場
もちばの

所
ところ

、

仙台・会津・二本松等之
の

賊徒多人数
たにんずう

間近
ま ぢ か

く寄来
よりきた

り、此方
こ ち ら

より半隊

づつ二陣
に じ ん

左右より廻
まわ

りて追払
おいはら

ひ、夫
それ

より進撃
しんげき

二ヶ所の屯賊
とんぞく

を討破
うちやぶ

り、会津隊長井口源吾以下討取
うちとり

候者
もの

四十余
よ

人、生捕
いけどり

一人、弾薬

分捕
ぶんどり

不
のこさ

レ残
ず

凱陣
がいじん

。 

原
はら

街道
かいどう

口も弊藩持場
も ち ば

之処
のところ

、十二字
じ

頃
ころ

より遥
はるか

之
の

向
むこう

に敵二百許
ばかり

追々
おいおい

相見
あ い み

え、且
かつ

湯本
ゆ も と

街道
かいどう

口堅
かた

め之
の

土州勢
ぜい

も余程
よ ほ ど

進撃の様子
よ う す

に付
つき

、此方
こ ち ら

よりも撃
うち

出
で

て、賊徒不
のこら

レ残
ず

追散
おいちら

し討取
うちとり

少々御座候
ござそうろう

。尤
もっと

も弊藩戦死
せ ん し

手負
て お い

左
さ

之
の

通
とおり

。 

戦死 永野忠之丞 

撃、賊之
の

宿営
しゅくえい

村落
そんらく

所々
しょしょ

放火 仕 候
つかまつりそうろう

。弊藩
へいはん

死傷之
の

人員
じんいん

左
さ

之
の

通
とおり

 

戦死     田中煌之助 

同      黒岩兼之助 

重傷帰営
き え い

後死 楠瀬六衛 

手負
て お い

     北川源五郎 

同      森本醇助 

同      岡本虎之助 

同      浅田悦七 

同      田中茂作 

一、討取   二十四級 

一、生捕   二人 

一、旗    二本 

一、小銃   二十八挺 

一、大小刀  二十九口 

一、鎗    四本 

右之通に御座候。以上。 

  六月  

土州 板垣退助 



 

大垣藩の届書によれば、「白河城四方
し ほ う

口々
くちぐち

へ賊徒襲撃
しゅうげき

し来
きた

り云々
うんぬん

」

とある。また大垣藩の持ち場は仙台口・会津口であって、手負い者 8

人。 

黒羽
くろばね

藩の届書によれば、「今朝
こんちょう

卯
う

之刻
こく

頃
ころ

、西原
にしのはら

黒川
くろかわ

口
ぐち

より賊兵五十

人程
ほど

白坂駅
しらさかえき

固場
かためば

え
へ

襲来
しゅうらい

、追々
おいおい

賊兵相加
あいくわ

はり
わ り

凡
およそ

二百人程
ほど

に相成
あいなり

、

双方
そうほう

砲撃。賊一人討取
うちとり

。味方には手負
て お い

死人一切
いっさい

無
ござ

二御座
な く

一候」とあ

る。 

 

6月 12日の兵数 

西軍、薩の兵数は白坂
しらさか

口・黒川
くろかわ

口・石川
いしかわ

口合わせて 600人。長は

棚倉
たなぐら

口・旗宿
はたじゅく

口合わせて 150人。土は金勝寺
きんしょうじ

山・湯本
ゆ も と

口合わせて

400人。大垣は仙台口・会津口・白坂口合わせて 200余人。忍は旗宿

口 100余人。黒羽
くろばね

は白坂駅 130人。計 1580余
よ

人。 

東軍、棚倉口、仙・会・中村・棚倉兵 300余人。石川口、仙・会・

二本松
にほんまつ

兵 200余人。仙台口、仙・会・三春
み は る

兵 1000余人。会津口、

仙・会・福島兵 800余人。金勝寺山、仙・会・福島兵 500余人。 

湯本口、仙・会・米・江戸脱兵
だつへい

1200余人。合計 4000余人。 

 

この日、大谷地
お お や じ

・柏野
かしわの

・長坂
ながさか

等の民家焼
や

かる。 

【p86】 

『殉難者名簿』によると、六番

隊戦兵・長野仲之丞 23歳。六番隊

小頭見習・長束市郎 20歳。一番遊

撃隊戦兵・池田次郎左衛門 20歳。

三番分隊戦兵・浜川彦兵衛 23歳。

一番遊撃隊戦兵・三原周助 20歳。

兵具隊伍長・黒田運二 22歳。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島津式部： 島津式部久之。鳥

羽伏見戦では本営付き。のち東山

道先鋒の薩摩藩総督。つづいて宇

都宮、陸奥国へ転戦。 

相良次郎： 副総督？ 

 

 

 

仙台口＝仙台方面へ向かう奥州

街道本道。会津口＝勢至堂峠を経

て会津若松へ至る会津街道。とも

に白河の北方にあたる。 

卯之刻： 午前 5時より 7時の

間。 

 

 

 

 

 

 

⇒［脚注］白坂口 

⇒［脚注］黒川口 

⇒［脚注］石川口 

⇒［脚注］旗宿口 

⇒［脚注］湯本口 

⇒［脚注］棚倉口 

 

 

江戸脱兵： 徳川家の正規の指

揮を離れ、江戸を脱出し独自行動

をとる部隊。 

 

6月 12日の戦い時点が、東軍西

軍ともに勢力がピークだったと思

われる。東軍は人数の有利を活か

すことができなかった。 

 

 

⇒［脚注］大谷地 

⇒［脚注］柏野 

⇒［脚注］長坂 

⇒［脚注］大沼村 

大和田： 白河市大和田。白河

城から東へ約 4.3km。 

屯所： 兵の駐留場所。 

会所： 軍の本部。 

同  長束一郎 

同  池田次郎左衛門 

同  濱川彦兵衛 

同  三原周助 

同  黒田運次 

手負
て お い

 小出謙斎 

同  川崎一介 

同  野田郷左衛門 

同  種子田左衛門 

右御届
おとどけ

申上
もうしあげ

候。以上。 

六月十三日 

薩州 島津式部
し き ぶ

 

相良
さ が ら

次郎 

西白河郡大沼村
おおぬまむら

大字大和田
お お わ だ

の鈴木伊左衛門翁
おう

の談 

辰
たつ

の年の戦争に大和田は仙・二本松藩の屯所
とんしょ

で、水野谷庄屋は

会所
かいしょ

であった。 



 

 

【p88】 

⇒［脚注］桜岡 

桜岡の愛宕山： 久田野の愛宕

神社がある山を指すと思われる。

白河周辺は愛宕神社が多数あり、

「愛宕山」もいくつかある。 

お盆の頃： 旧盆は旧暦 7月 15

日を中心とする。白河地方最後の

戦闘は 7月 28日と記録されている 

 

 

民衆に対する会津藩等の暴虐は

多々記録されている。このような

ことから、奥羽列藩の戦いは必ず

しも「郷土防衛」ではなかったと

言えると思う。 

 

前畑： 住宅敷地に隣接した畑 

散髪： 髷を結わない、ばらば

らに乱れた髪。 

スッポ： ツツッポ＝筒袖の上

着。 

結髪： 髷を結った髪。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トコトンヤレ節： 作詞は品川

弥二郎、作曲は大村益次郎とされ

ているが確証はない。歌詞の「宮

さん」は、東征大総督熾仁親王を

指す。農兵節（ノーエ節）ととも

に日本の軍歌の初めといわれる。 

士気振作： 軍兵の気持ちを鼓

舞する・励ますという意味。軍楽

隊の任務は「士気振作」であると

いう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元治： 元号。 文久の後、慶応

の前。1864年から 1865年まで。 

元治生まれということは、当時

4～5歳である。 

川に沿うて： 高橋川と思われ

る。 

⇒［脚注］外面村 

ついでにトコトンヤレ節を付記しよう。この歌は品川弥二郎が

士気
し き

振作
しんさく

のために作ったのが始めであるといわれる。今に白河地

方に残されてあるものは沢山
たくさん

ある。二三
に さ ん

を記
しる

して見る。 

宮
みや

さん宮さん、お馬
んま

の前にキラキラするのは何
なん

じゃいな 

トコトンヤレトンヤレナ 

あれは朝敵
ちょうてき

征伐
せいばつ

せよとの、錦
にしき

の御旗
み は た

じゃ知らないか 

トコトンヤレトンヤレナ 

 

これは全国的に有名なものだが、短いものに、 

国のみやげに生首
なまくび

さげて、白河立
た

つときゃお目出度
め で た

い。 

長い刀はだてには差さぬ、朝敵征伐するためよ。 

軍
いくさ

する身と生まれてからは、どこのいずこで果
は

てるやら。 

薩摩
さ つ ま

くつわでとまらぬ時は、長 州
ちょうしゅう

鉄砲で攻めてやる。 

小田川
こ た が わ

村大谷地
お お や じ

の草野初吉翁
おう

の談 

私は元治
げ ん じ

生まれで戦争の事をかすかに覚えている。 

伝え話
ばなし

によると、大谷地
お お や じ

は会津口なのでたびたび戦争があっ

た。根田
ね だ

の方
ほう

から官軍が川に沿うてやって来た。会津兵は外面
と つ ら

官軍は桜岡
さくらおか

の愛宕山
あたごやま

から大砲を撃って、それは激しい戦いであ

ったものだ。桜岡は 2軒の農家が二本松藩のために焼かれた

が、大和田は幸いに一軒も焼かれなかった。白河口の戦争の終

わったのは何でもお盆の頃であったろう。 

 

西白河郡大沼村
おおぬまむら

桜岡
さくらおか

の邊見フサ媼
おう

の談 

戦争の年は私が 16歳の時だ。桜岡
さくらおか

の戦争は 6月 12日、桜岡で

は邊見林之丞という私の祖父の家と、その分家
ぶ ん け

の私の家とが焼

かれた。林之丞は桜岡一
いち

の金持ちであったので焼かれた。 林之

丞は小判
こ ば ん

を甕
かめ

に入れて前畑
まえはた

に埋めて逃げたが、会兵に連れ出さ

れ、金を出せと脅
おど

かされて遂
つい

に埋めた金
かね

を出した。出さぬと殺

されるから出したのである。 

官軍は散髪
さんぱつ

でスッポ、ダンブクロ。人夫
に ん ぷ

は結髪
けっぱつ

、奥勢は結髪
けっぱつ

。

奥勢が引くと、官軍はトコトンヤレ節で入って来た。「どうした

ひどい目にあったな」とやさしい詞
ことば

であった。村では握り飯
にぎりめし

を

出してご馳走
ち そ う

した。村中
むらじゅう

の薪
まき

はみな奥勢
ぜい

に焚
た

かれてしまった。 
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田中山： 白河市田中山。高橋

川南流の左岸。 

月の入山： 白河市萱根月ノ

入。高橋川を挟んで田中山と対面

する丘陵。現在は造成されている 

（曲門）： 何のことか？ 引用

元にこの文字で記されているの

を、原著者も解読できずカッコ付

きで引用したか？ 大砲は「～

門」と数えるので、「曲門」は曲射

砲（ここでは臼砲）の意味で、軍

楽の「曲」と掛けているのだろう

か。 

草取山： どこか？ 白河市豊

地草取？ 

信夫村： 増見、新城、飯土

用、大谷地などを含む。のち大信

村→白河市。 

 

 

飯土用： 白河市大信豊地飯土

用。白河城から北へ約 6km。 

首にして： 戊辰戦争当時でも

なお、殺した敵兵の首を取るとい

う風習が行なわれていた。負傷死

亡して遺体を収容することができ

ない場合には、死後敵兵に首を取

られることを恥と考え、味方が首

だけを切り取って持ち帰ることも

多く行なわれた。 

槍の先にかけて： 槍先に突き

刺すとは思えないので、首を何か

布で包んで槍に掛けぶら下げたも

のと思われる。 

義集隊小隊頭： 他書では「会

義隊小隊頭」とも。小隊頭は「小

隊長」で、徴募兵部隊でも長は藩

士が当てられた。 

⇒［脚注］柴大将 

馬場口門： 会津鶴ヶ城外堀の

門（郭門）のうち最北のもの。 

 

 

 

 

 

鹿島の神： 白河市大鹿島の鹿

嶋神社は白河の総鎮守であるが、

大信豊地にも鹿島神は祀られてい

る。白河市大信豊地鰻谷地〈うな

ぎやじ〉にある飯豊比売神社〈い

いとよひめじんじゃ〉は、式内社

と推定される古社で鹿島宮とも呼

ばれる。「イイトヨ」「イイデ」は

同語源と考えられ、東北地方各地

に山と結びついた信仰が見られ

る。当地の鹿島信仰との関係は不

明。 

飯豊坂： どこか？ 飯豊（飯

土用）に至る坂（峠）と思われ

る。 

⇒［脚注］刎石 

刎石山： 白河市豊地。 

滑川： 白河市大信隈戸滑里川 

平吉翁
おう

の談 

戦争では、羽太
は ぶ と

も、柏野も、米
よね

も、真名子
ま な ご

も、根田
ね だ

も皆
みな

焼
や

かれ

たが飯土用
いいどよう

だけは焼かれぬ。 

それは会兵が飯土用を焼くために下小屋
し も こ や

からやって来ると、

大勢
おおぜい

の兵が白馬
は く ば

に跨
またが

ってこれを遮
さえぎ

ったので焼失を免
まぬが

れた。そ

の白馬の兵は飯土用の鎮守
ちんじゅ

鹿島
か し ま

の神である。 

飯豊坂
いいとよざか

にも刎石
はねいし

にも今に土塁
ど る い

が残っている。刎石山
はねいしやま

は大谷地
お お や じ

も

根田
ね だ

も一目に見える形勝地点である。会兵は滑川
なめりかわ

、飯土用
いいどよう

を根

の方
ほう

に引き退
しりぞ

いた。大谷地の前の山を田中山
たなかやま

というが、ここに

官軍が陣し、月の入山には会兵が陣した。今に田中山に塹壕
ざんごう

が

ある。 

弥二郎の曲と（曲門
マ マ

）で会兵が非常にやられた。 

金勝寺山
きんしょうじやま

と草取山
くさとりやま

で大激戦、このとき会将の望月新平様が殺さ

れた。大谷地はみな焼かれてしまった。私などは母親に負
お

われ

て下小屋
し も こ や

に避難した。 

 

信夫村外面
と つ ら

の国井清太郎翁の談によると、「会将の望月新平という

偉い武士は外面村の国井栄七宅に宿
やど

っていたが、惜しい事に金勝

寺山で斃
たお

れた」と言っている。 

 

信夫村
しのぶむら

の飯土用
いいどよう

の岩谷平吉翁はいう。 

望月様が金勝寺山
きんしょうじやま

でやられると、とてもこの重傷では会津に帰

られぬから、首にして国に送れと遺言した。首は飯土用
いいどよう

を通る

とき槍
やり

の先にかけて通った。 

（望月新平は望月新兵衛の二男で義集隊
ぎしゅうたい

小 隊 頭
しょうたいがしら

で、5月 26 日

金勝寺山
きんしょうじやま

に戦死。時に 31歳。） 

 

『会津史談会
しだんかい

誌』に柴大将の談として望月新平の葬式の事が記さ

れてある。曰
いわ

く 

望月新平の葬式の時、馬場口門
ば ば く ち も ん

で、御門番
ごもんばん

が「仮門
かりもん

が間
ま

に合わ

ぬ、しばらく行列を止めてもらひ
も ら い

たい」といふ
い う

と、或
あ

る老人が

大声をあげて「目出度
め で た く

戦死された武士の葬式に仮門
かりもん

とは何事

だ」と叱りつけて無理に通したといふ。 

（仮門とは葬式行列が郭門
かくもん

を通るとき、長い葦
あし

を三方
さんぼう

に立
た

ててそ

の下を通すことで、御城門
ごじょうもん

の不浄
ふじょう

を避
さ

けたのである。） 
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悄然： 元気なく、うちしおれ

ているさま。 

 

 

 

 

 

 

 

 

弾丸に横線： 土中などから発

見される弾丸。西軍は旋条銃で、

発射により弾丸に旋条痕が残る。

東軍は滑空銃も多く、弾丸に旋条

痕が無いということ。 

地元民は勢力地が入れ替わるま

まに、東軍にも西軍にも人夫とし

て徴発された。 

三斗小屋： 栃木県黒磯市三斗

小屋。那須山中にある会津中街道

の宿駅。現在は廃村。 

太刀討ち： 真剣で人を斬るこ

と。太刀打ち＝真剣で打ち合う

（闘う）こと。 

 

大沼村： 大・久田野・大和

田・本沼により発足。村域は阿武

隈川を南北にまたぐ。のち白河市

に合併。 

搦： 白河市大搦目。 

⇒［脚注］搦目 

何でも： 「よくはわからない

が」という意味の言い回し。 

官軍の陣舎として接収されたこ

とにより、家財の掠奪があったと

いうことだろうか？ 

谷津田川： 西郷村小田倉上野

原に発し、大清水・原中・新幹線

新白河駅の南を経て、登町から白

河市街に入る。白井掛の北を東流

し渓谷状をなし、遊歩道が整備さ

れている。円明寺橋・八竜神を経

て、搦目の感忠銘下で阿武隈川に

合流する。 

今の県道： 県道 11号御斎所街

道のこと。 

粂蔵翁談によると、谷津田川と

阿武隈川の合流点は現在よりも下

流にあったようである。「土手」は

搦目集落に沿った谷津田川の土手

らしい。搦目の東軍と鹿島の西軍

は、谷津田川と阿武隈川を挟んで

600～700mを距て交戦。 

後山： 搦目集落南の搦目山。 

⇒戦闘要図【東軍の白河攻撃

（第４次）】 

内山【清子書込】黒川内山分家 

感忠銘： 高さ 7.6m、幅 2.7mの

日本有数の磨崖碑。南朝の後醍醐

天皇に生涯を捧げた結城宗広・親

光父子の忠烈を不朽に伝えようと

したもの。題字「感忠銘」は松平

定信書、撰文は藩校立教館教授広

瀬典、書は賀孝啓。 

西白河郡大沼
おおぬま

村搦
からめ

の内山粂蔵翁
おう

談 

私の家は戦争中は官軍の陣舎
じんしゃ

、何でも昔からの物は全部その時

散乱してしまった。物を後の世に残しておくなどの考えはあっ

たものでない、命だけの存続を考えたものなそうです。 

6月 12日の戦いがこの辺での大きいものであった。今の県道の

所には谷津田川
や ん た が わ

が流れていた。阿武隈川
あ ぶ く ま が わ

は今のように搦
からめ

部落に

近く流れないので、もっと北を流れていた。私の家と谷津田川

との間には長い土手があった。奥
おう

兵はそれに拠
よ

って鹿島方面の

官軍と戦った。すると後山から官軍がやって来て奥兵は挟み討

ちとなったので、守りが破れて谷津田川に沿うて双石に逃げた

が、奥兵は搦
からめ

の谷津田川岸で 7人やられた。 

今ある供養塔はこの 7人を弔
とむら

ったのだ。 

（内山家は大庄屋で、感忠銘
かんちゅうめい

を建てた内山
うちやま

重濃
しげたね

の後
のち

である。当時

の小銃丸
がん

の弾痕が今に座敷に残っている。） 

拠として白河に繰
く

り出した。出発のときは勇
いさ

ましいものであっ

たが、敗
やぶ

れて帰ると悄然
しょうぜん

たるものであった。白河攻撃のとき、

村の者はみな人夫
に ん ぷ

に使われた。物の運搬、夜になると篝火
かがりび

焚
た

き。 

会藩がいよいよ飯土用
いいどよう

を立ち退
の

くとき、兵器などを形見
か た み

に残し

て行ったものだが、明治政府の厳達
げんたつ

によって差し出し、今は残

っていない。 

今地方で発見する小銃の弾丸に横線のあるのが西軍のもの、線

のないのが東軍のものだ。 

私は会兵が飯土用を引き払った後に、黒羽藩の人夫として三斗

小屋に行った。その時に実際の太刀討ちを見た。 

黒羽
くろばね

の将
しょう

の 18歳になる者が、会兵に発砲すると不発であっ

た。その隙を見た会兵がその将を殪
たお

した。するとその部下が太

刀を振りかざして向かって来た。会兵はこれを討
う

ち殺した。次

に迫って来た黒羽藩兵と一人一人太刀討ちをやって 7人まで殪
たお

してしまったが、8人目に勢
せい

が尽きてやられた。汗を握って見て

居たが、機をはずさずに白河に逃げた。大根の味噌漬 1本を 3

人で嘗
な

めながら辛
から

くも帰宅した。 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku2/bm/bm0612.jpg
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku2/bm/bm0612.jpg


 

6月 6日大総督府の達
たつ

によると、焼き討ちをして民を苦しめることは

厳禁されているが、事実焼き討ちは行なわれた。 

大総督府より諸軍への達書
たつしょ

に云う 

  

大沼
おおぬま

村久保
く ぼ

の邊見サト媼
おう

の談 

戦争の年は 21。 

昼食を食べていると屋根に鉄砲玉がヅトンとやって来た。ソレ

大変と食を中止して逃げ出した。この日は 6 月 12日である。戦

争中、後
うしろ

の山麓
さんろく

に穴を掘って住まった。 

私がその穴にかくれていると。「男はおらんか」とやって来る。

生きた様
さま

はない。久保
く ぼ

の男みな郷夫
ご う ふ

に出て残るものは女ばか

り。 

そのうちに奥
おう

兵か官軍か判
わか

らぬが、傷を負
お

うて血だらになって

やって来て、休ませてくれという。私は飛び出した。後
のち

に見た

ら絶命していた。戦争というものは恐ろしいものだ。今でも当

時の事を思うとザワザワする。 

 

（久保
く ぼ

地方の話によると、西軍は鹿島
か し ま

の裏の愛宕山
あたごやま

に拠
よ

り、東軍

は久保
く ぼ

の愛宕山
あたごやま

に拠りて対陣したという。6月 12日の戦いは東軍

不利で本沼
もとぬま

に退いた。） 

 

（今、畑の中、田の中に小銃丸
がん

が見付
み つ

かる。久保方面の東軍の戦

死者は六地蔵
ろくじぞう

の所に里人
さとびと

が合葬した。この六地蔵の地は桜岡
さくらおか

に面

する久保
く ぼ

の西で山王坂
さんのうざか

の入口である。 

賊徒
ぞ く と

追討
ついとう

之節
せつ

、縦令
た と え

巣窟
そうくつ

たりとも放火堅
かたく

被
きんじ

レ禁
られ

候事
こと

 

六月 

大総督府下参謀
かさんぼう
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久保： 白河市大〈だい〉久

保。白河城から東へ約 3.7km。 

「男はおらんか」： 地元民を人

夫に徴発しようと探している。 

生きた様はない： 生きた心地

がしない。恐怖のあまり自分の生

死も実感できないという表現。 

郷夫： 地元農民等を徴発した

人夫。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ザワザワする： 鳥肌が立つ、

動悸、悪寒戦慄などの表現。 

 

 

鹿島の裏の愛宕山： 戦闘要図

から見ると、鹿嶋神社北方の荻ヶ

山を指す？ 

久保の愛宕山： 白河市久田野

向前山の愛宕神社がある山？ 

⇒［脚注］本沼 

小銃丸： 小銃の弾丸。 

六地蔵： 白河市大観音前の路

辻か。 

山王坂： 白河市大観音前から

白河市久田野山王寺山へ向かう、

観音山と三本松山の間の峠道。 

 

 

 

 

達： たっし。通知。命令。 

 

 

 

 

巣窟たりとも： 賊徒（東軍）

の宿営になっていたとしても。 

 

下参謀〈かさんぼう〉： 参謀に

準じ補佐する軍職。戊辰戦争にお

いて、参謀に公卿などを名目上任

命してしまうと、実務を行なう者

を「下参謀」と称して事実上の参

謀に任命した。 

 

 



 

第 13章 西軍棚倉城に迫る 

 

 

6月 14日、大総督参謀鷲尾
わしのお

隆聚
たかつむ

は阿波藩
あ わ は ん

を率いて江戸を発し、6月

23日白河に入り常宣寺
じょうせんじ

を本営とした。 

（この頃奥羽追討総督は正親町
おおぎまち

公董
きんただ

であることは前記のとおりであ

るが、7月 5日に正親町総督が江戸を出発せざるうちに罷
や

めて、7月

9日に鷲尾大総督参謀が奥羽追討白河口総督に仰
おお

せ付かった。8月 9

日には鷲尾総督が罷
や

めて、ふたたび正親町公董がこれに代わってい

る。 

鷲尾総督の辞
じ

したのは所労の故
ゆえ

であった。 

御沙汰書
ご さ た し ょ

に 

「 依
しょろう

二所労
に よ り

一 被
めんぜ

レ免
られ

候事」とある。 

また正親町陣中日誌に左の記が見える。 

「鷲尾殿御不快につき御交代となる。」 

正親町総督は 8月 7日参謀補助小代清八等を従えて江戸を出発して

いる。） 

 

鷲尾
わしのお

大総督府参謀が白河に着
ちゃく

して、棚倉
たなぐら

攻めの軍議決し、翌 6月 24

日、参謀補助板垣退助は薩・長・土・忍・大垣 5藩の兵 800余人を

率い、大砲 6門を以て棚倉に向かった。 

追撃は関山
せきさん

前から二手に分れ、一手は薩藩 150余人、土藩 100余人

旗宿
はたじゅく

通りとなし、一手はその余の兵をもって本街道すなわち郷戸
ご う ど

通

りをした。郷戸
ご う ど

には東軍砲台を設けたが破られ、関山
せきさん

上からも大砲

で西軍に対戦したが効
こう

がなかった。 

（郷戸あたりの老人の話によると、関山
せきさん

から打ち出した大砲の玉は

目に見えたものであって、着弾は遠くて南湖
な ん こ

付近までであった、 

云々。 

白河町の老人の話によると、八竜神
はちりゅうじん

まで達したものもあったと言っ

ている。） 

 

黒羽藩
くろばねはん

80人は、白
しら

坂
さか

村から中野
な か の

村に出で、白河よりの軍と合し中野

の東軍を破り、また番沢
ばんざわ

で東軍と戦い金山
かねやま

村に至って本道よりの軍

と合した。 

金山村には仙台・相馬・二本松・棚倉の藩兵 400余人備えていたが

番沢の砲声に驚いて退却した。棚倉
たなぐら

城の手前には砲台を築き、左右

に伏兵
ふくへい

をおいて戦ったが敗北。棚倉藩は城を自
みずか

ら火
か

して退却した。
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鷲尾隆聚： 1843～1912。公

卿。勤皇志士を集めて高野山で挙

兵。剣術を好み、山岡鉄舟ととも

に剣槍柔術永続社を設立。戦後中

央官職・貴族院議員になることは

なかった。 

正親町公董： 正親町中将。

1839～1879。中山忠能の二男とし

て生まれ、正親町実徳の養子とな

る。のち議会開設に備え華族通款

社を設立。 

前記のとおり⇒【奥羽追討総督

の任命_鎮台日誌から】 

奥羽追討総督： 鷲尾隆聚は 6

月 7日に「奥羽征討白河口総督」

岩倉具定の後の「奥羽追討総督」

に任命されたが、6月 10日には鷲

尾にかえて正親町公董が「奥羽追

討総督」に任命され、鷲尾は「大

総督府参謀」として奥羽追討総督

に付くことになった。 

鷲尾が参謀とされるのにともな

い、板垣退助・伊地知正治は「参

謀補助」となった。 

⇒別表「西軍の総督参謀」 

阿波藩： 徳島藩（阿波・淡路

2国を領国とする）。25.7万石。藩

主：蜂須賀〈はちすか〉家。藩

庁：徳島城。最後の藩主茂韶〈も

ちあき〉は襲封すると直ちに倒幕

派を宣言、新式のイギリス式兵を

奥州へ送ったが、藩論統一不十分

で新政府主力にはなれなかった。 

常宣寺： 白河市向新蔵。 

所労： 疲れ。病気。 

このあたりの総督交代の真相は

よくわからない。実質的に白河口

の総督は、6・7月うちは鷲尾、8

月からは正親町ということになろ

うか。 

小代清八： 不詳。 

関山の西で二手に分かれ、関山

南側は脇道で旗宿経由、北側は本

道で郷戸経由とした。 

郷戸： 白河市関辺郷渡。白河

城から南東へ約 6.8km。 

飛翔する砲弾が見えたという証

言は生々しい。ただし、関山から

南湖まで水平距離で 4kmあまり。

八竜神までは約 4.6km。四斤山砲

の最大射程は 2600mであるから、

着弾の話は疑問？ 

 

 

中野村： 越後高田藩領。のち

古関村→白河市表郷中野。白河城

から南東へ約 8.2km。 

番沢： 白河市表郷番沢。 

⇒［脚注］金山 

 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku2/soutoku-sanbou.pdf


時に 24日の正午。 

 

西軍の記に 

この日東軍の首級
しゅきゅう

15。長
ちょう

藩手負
て お

い 3人、土
ど

藩即死 1人、手負い 1

人。 

これを見ても棚倉落城の易々
やすやす

たることが察知できる。 

 

阿部正功
まさこと

家記
か き

に云う 

【p95】 

 

 

 

 

 

 

 

六月十五日～： 奥羽追討総督

参謀の渡邊清が率いる西軍部隊が

6月 16日に太平洋岸平潟に上陸し

たことを指す。 

⇒［脚注］純義隊 

中山嶺： 郡山市と猪苗代町を

結ぶルートの峠。この当時は、現

中山峠の北西にある楊枝峠を指し

ていた。 

上記のように、復刻版注は「中

山嶺」を郡山・猪苗代間の「中山

峠」としているが、西軍平潟上陸

に伴う棚倉防衛の配置としては不

可解である。 

磐城平から郡山への磐城街道

（国道 49号線）が水石山の南の三

和町合戸でトンネルになるところ

は古来難所であって、北側に「中

山」という地名がある（いわき市

三和町合戸中山）。阿部正功家記の

「中山嶺」はこちらを指すのでは

ないか。 

⇒白河口戦争の地名地図 

 

御斎所嶺： いわき市と石川町

を結ぶ御斎所街道（県道 14号線）

の峠。 

払って進む： 番沢に防衛線を

敷くために、郷戸から退いた兵だ

けでなく、金山本営の兵を一段進

めたのである。 

弁ずる能わず： 退却する東軍

と侵攻する西軍が混ざって来たの

で、区別して応戦することができ

なかった。 

松原の胸壁： どこか？ 番沢

と金山の間に「松上」という字が

あるが。黄金川の土手だろうか？ 

⇒［脚注］木村兵庫 

小松村： 白河市表郷小松。番

沢の北約 1.4km。 

一聚： 一つにあつまる。 

右を遶りて： 右へ迂回して。 

横撃す： 側面攻撃した。 

衆寡敵し難く： 相手は多数、

こちらは少数なので敵わず。 

且つ戦い且つ退く： 防戦しな

がら徐々に退却していく。 

逆川： 東白川郡棚倉町逆川。

金山から棚倉方向へ約 6.8km。 

二藩の援兵すでに去って： 会

津藩・仙台藩の兵を指す。棚倉の

防戦に参加せず独自に退却したの

である。 

寡兵： 少数の軍兵。 

一軍こぞって死を決す： 棚倉

藩兵は皆が死を覚悟した。 

官軍の進撃頗
すこぶ

る猛烈、朽
く

ちたるを摧
くだ

くが如く、云々 

六月十五日、西軍の軍艦平潟
ひらかた

に上陸、金山
かねやま

口の兵、仙台藩二小

隊、中村藩一小隊、純義隊二小隊を分
わか

ち、及
および

棚倉守衛
しゅえい

の兵我
わ

が藩

二小隊を以
もっ

て中山嶺
なかやまれい

、御斎所嶺
ございしょれい

に遣
や

りこの両道を防禦せしむ。 

是
これ

に於
おい

て使
し

を三春・仙台等に馳
は

せて援兵
えんぺい

を乞ふ、来
きた

らず。云々。 

又二十四日払暁
ふつぎょう

、西軍大挙
たいきょ

金山
かねやま

口に来
きた

る。我が藩各藩の兵を合併
がっぺい

して、金山を本営とし白河道郷戸
ご う ど

・中野
な か の

両所に備ふ。この日西軍

両道に分
わか

れ進撃、郷戸に迫ること最
もっと

も急
きゅう

、我が兵防戦に勉
つと

むと

いへども、支
ささ

ふる能
あた

はずして番沢
ばんざわ

に退く、於
これに

レ是
おいて

金山本営の兵を

払
はら

つて進む。西軍敗兵
はいへい

と混
こん

じ来
きた

る。故
ゆえ

に我弁
べん

ずる能
あた

はず。西軍数

歩に迫り防戦甚
はなは

だ苦しむ。番沢
ばんざわ

は破られ、退いて松原
まつばら

の胸壁
きょうへき

を

保
たも

つ。砲撃死傷あり、会の隊長木村兵庫弾丸
だんがん

に殪
たお

る。此時
このとき

純義隊

小松村にありて戦
せん

を交
まじ

へず。機
き

を失
しっ

す。中野の防戦また敗れ。両

路の西軍一聚
いっしゅう

して番沢に火を放ち、我が右を遶
めぐ

りて松原
まつばら

を横撃

す。衆寡
しゅうか

敵
てき

し難
がた

く残兵
ざんへい

を率
ひき

ゐて且
か

つ戦ひ且
か

つ退
しりぞ

く。逆川
さかさがわ

に至り

て僅
わずか

に備
そなえ

を設
もう

く。西軍も亦
また

敢
あえ

て進まず、暫時
ざ ん じ

ありて又激戦す。

此時
このとき

弾薬殆
ほと

んど尽き、二藩の援兵
えんぺい

已
すで

に去つて寡兵
か へ い

支
ささ

ふる能
あた

はず、

一軍挙
こぞ

つて死を決す。然
しか

りといへども城兵
じょうへい

寡
か

にして苦戦察
さっ

すべ

し。遂
つい

に兵を収
おさ

めて城下に退
しりぞ

く。此日
こ の ひ

釜子
か ま こ

の兵も南方に当
あた

りて

砲声
ほうせい

を聞き、本道
ほんどう

に戦争あるを知る。直
ただち

に間道
かんどう

を進んで横撃
おうげき

せん

と南に向ひ疾馳
し っ ち

す。而
しこう

して社川
やしろがわ

暴漲
ぼうちょう

進むを得ず。これにおいて

棚倉
たなぐら

の急
きゅう

を授
たす

けんと、川に沿いて、又東に馳
は

す。此時
このとき

西軍金山
かねやま

口

を破りて能坂越の間道を経
へ

て棚倉城の西南に迫りて発砲頻
しきり

なり。

我が藩奮戦
ふんせん

防禦すといへども、四方
し ほ う

出兵
しゅっぺい

の故
ゆえ

を以
もっ

て城中兵寡
すくな

く

城亦
また

堅固ならず、不
やむを

レ得
え

レ止
ず

自焼
じしょう

して逃
のが

る。 

此時
このとき

金山
かねやま

の兵城下
じょうか

に及
およ

ぶ。城すでに破れて猛火
も う か

蔓延
まんえん

し、却
かえ

つて西

軍の逆撃
ぎゃくげき

する所となる。因
よっ

て山道
やまみち

を越え石川
いしかわ

に退
しりぞ

く。 

又釜子
か ま こ

の兵疾駆
し っ く

堀之内村
ほりのうちむら

の境
さかい

に到
いた

る。棚倉に方
あた

つて烟焔
えんえん

天に騰
のぼ

る

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku2/map/map-1.htm


勝敗は時の勢いである。棚倉藩の苦戦察
さっ

すべきである。 

 

また阿部正功
まさこと

家記に云う 

この記事によって、棚倉藩主一家の当時における動静が知られる。 
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この日釜子の兵も～： 釜子を

守備していた兵は、南方に砲声を

聞いて本道（棚倉街道）で戦闘が

行なわれていることを知った。間

道から進んで友軍を側面支援しよ

うと南へ急行した。しかし社川が

増水していたため渡れず、ならば

棚倉城下を救援しようと川に沿っ

て東へ走った。 

疾馳： 急ぎ走る。 

能坂越： 小富士山の西南麓を

通る道か？ または棚倉町逆川南

原から棚倉町檜木へ至る道か？ 

四方出兵して～： 平潟・平方

面防備や白河包囲などへの出兵の

ため棚倉城の守備が手薄になって

おり、城の造りも堅固ではないの

で、やむをえず城を焼いて退避す

ることにした。 

このとき金山の兵～： 金山か

ら退いてきた味方兵が城下に到着

した。しかし既に城は炎上してお

り、新たな態勢もかえって西軍に

撃破される結果になった。 

堀之内村： 白河市表郷堀之内 

察すべき： 事情を思いやって

同情すべき。 

鉾衝村： 福島県岩瀬郡にかつ

て存在した村。合併で長沼町、の

ち須賀川市木之崎。 

養浩： 前々藩主阿部正備。 

美作守： 棚倉藩当主阿部正静

のこと。会津若松へ赴き松平容保

に面会した。 

葆眞： 前藩主阿部正外。 

伊達郡保原村： 寛保元年

（1741）から伊達郡及び信夫郡の

内 15か村 2万 500石余が白河藩分

領となる。保原に陣屋を置き支

配。福島県伊達市保原町。 

領分出羽の山野辺： 山形県東

村山郡山辺町。延宝 9年（1681）

から白河藩分領となる。 

山野辺： 山形県東村山郡山辺

町。 

阿部忠秋： 1602～1675。6千

石旗本から抜擢され忍藩 5万石ま

でになる。徳川家光・家綱の 2代

にわたって老中を務めた。松平信

綱と長所短所を補い合って幕政に

尽力したといわれる。捨て子を何

人も拾って育て上げたなど、逸話

が多い。講談「隅田川乗っ切り」

は、忠秋と将軍家光の関係を示唆

するもの。 

文政 6年： 西暦 1823年 

文政： 1818年～1831年。 

天保： 1831年～1845年。 

薨去： 皇族・三位以上の人が

死亡すること。 

嘉永： 1848年～1855年。 

五月三日、阿部養浩
ようこう

家族を携
たずさ

へて旧領鉾衝村
ほこつきむら

に避
さ

く。三日、

美作守
みまさかのかみ

会津に往
おもむ

いて軍議
ぐ ん ぎ

す。 

六月二十四日、葆眞
ほ し ん

城を出
い

で須賀川に至り、敗兵を聚
あつ

め、二十六

日同所を出発し、領分
りょうぶん

伊達郡保原村
ほばらむら

に宿陣
しゅくじん

す。二十五日、養浩
ようこう

鉾衝村
ほこつきむら

を発して会津に入る。二十六日、美作守会津を出て保原に

宿陣す。家族藩中
はんちゅう

皆
みな

保原に移る。 

八月三日、葆眞
ほ し ん

僅
わずか

に両三人を従へ、領分出羽
で わ

の山野辺
や ま の べ

に移住。同

日美作守白石
しろいし

に入る。次
つい

で仙台に行く。十六日、養浩
ようこう

会津を出
い

で

て仙台に行く。 

ついでに白河藩主および棚倉
たなぐら

藩主としての阿部氏について略記す

る。 

阿部氏の祖は有名な忠秋
ただあき

公で隅田川
すみだがわ

を渡った功によって旗本から

抜擢されて武州忍
おし

に封
ふう

せられた。阿部氏の家老平田弾右衛門、隅

田川渡りの時君
くん

公
こう

の馬に次
つ

いで渡る、代々家老となり弾右衛門を

襲名した。 

 

阿部正権
まさのり

 

鐵丸と称し、文政 6年松平氏に代わって武州忍
おし

より白河に

入部
にゅうぶ

。文政 6年 10月逝去。 

阿部正篤
まさあつ

 

正権の養子となり、文政 6年家督。天保 2年退隠。同 14年

薨去
こうきょ

。 

阿部正瞭
まさあきら

 

正篤の養子。天保 2年家督。同 9年逝去。 

を見る。且
か

つ落城の報を聞く。於
ここに

レ此
おいて

兵を収
おさ

めて石川に退
しりぞ

く。

我が藩死者十一人。銃卒
じゅうそつ

小隊長本多九左衛門、大砲士
たいほうし

伍長
ごちょう

奥原

一、銃士
じゅうし

三澤錦八郎、弾薬方
だんやくかた

内儀茂助、大砲士
たいほうし

上田源八、銃卒
じゅうそつ

村

田磯吉、小林庄次郎、武川子之吉、農兵
のうへい

竹次郎、惣内、新吉。傷
しょう

一人銃士
じゅうし

田代金三郎。 
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元治： 1864年～1865年。 

 

 

加判： 本来の意味は主君の上

意を執行するにあたって、署名・

押捺を行う職権を有する重臣をい

う。江戸幕府では老中職のこと。 

阿部正静： 1850～1878。父正

外が兵庫開港問題で強制隠居とな

ったため白河藩主を継ぐが、同時

に棚倉へ移封される。戊辰戦争で

棚倉が陥落すると会津へ逃避し、

のち分領の保原陣屋で降伏した。

東京で死去、28歳。 

慶応： 1865年～1868年。 

 

 

 

阿部氏歴代の関係がややこしい

ので、系譜略図を作成して貼って

おく。 

阿部正備
まさかた

 

正瞭の養子。天保 9年家督。嘉永元年退隠。明治 7年逝去。養

浩と号す。 

阿部正定
まささだ

 

正備の養子。嘉永元年家督。同年 8月逝去。 

阿部正耆
まさひさ

 

正定の養子となりて家督。元治元年逝去。 

阿部正外
まさとう

 

阿部遠 江 守
とおとうみのかみ

正蔵
しょうぞう

の長男。元治元年本家を嗣
つ

ぎ、老中加判
か は ん

に列
れっ

す。葆眞と号す。（阿部遠江守は旗本で、阿部氏の分家。） 

阿部正静
まさきよ

 

阿部正外の長男。美作守と称す。慶応 2年 6 月皇居警衛を命ぜ

らる。慶応 3年棚倉
たなぐら

に移封
い ほ う

。 

阿部正功
まさこと

 

正耆の実子にして正静の後を継ぐ。 



 

大総督府より、白河口出張の伊地知
い じ ち

、板垣
いたがき

両参謀補助への達書
たつしょ

に云

う 

戦争当時東軍も西軍も、白河地方のみならず至る所で鶏
とり

を取って食

ったことは事実である。衣服金銀の掠奪
りゃくだつ

も多少あったものであろ

う。 

  

この頃、白河大統寺
だいとうじ

の住職に賢邦
けんほう

というあり。薩人
さつじん

なるにより

て、西軍と地方人
ちほうじん

との間に立って斡旋
あっせん

し、おおいに地方人に便宜

を与えたと伝えられ、また西軍の参謀の使
し

となって棚倉
たなぐら

藩に恭順

を勧めたとも伝えられている。 

去る二十四日、棚倉落城の節
せつ

、各藩之内
うち

孰
いず

れの藩に候哉
や

、市中或
あるい

は農家に立入
たちいり

、金銀其外
そのほか

衣服等奪取
うばいとり

候徒
と

も有
これ

レ之
あり

候 趣
おもむき

相聞
あいきこえ

、

如何
い か が

之事に候。兼
かね

て 被
おおせいだ

二仰出
さ れ

一候御箇条
ごかじょう

も有
これ

レ之
あり

候故
ゆえ

、向後
こ う ご

屹度
き っ と

取締可
もうす

レ申
べき

旨
むね

、 被
おおせいだ

二仰出
さ れ

一候事
こと

。 
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大統寺： 白河市馬町。 

賢邦： 大統寺に賢邦の墓あ

り。明治 22年 5月 14日没 

阿部正篤（白河藩第 2代）の妻

聰姫〈さとひめ〉は薩摩藩島津斉

宣の娘。白河口西軍の伊地知正治

をはじめとする薩摩藩士は、棚倉

攻略に先立ち、薩摩藩主と姻戚関

係にある棚倉藩を恭順させようと

図ったものであろう。 

 

 

現地軍内からの告発があったの

か、中央司令部から現地軍指揮官

への通達である。 

「さる 24日、棚倉攻略の際、各

藩のうちいずれの藩か不詳である

が、町家あるいは農家に立ち入っ

て、金銀そのほか衣類等を奪い取

った者がいたという話が伝わって

おり、いったい（軍紀は）どうな

っているのだという事態だ。かね

て通達している禁止事項であるの

だから、今後は必ず違反の無いよ

う取り締まるよう、（総督も）仰ら

れている。」 

これは 6月の事件に対する通達

であるが、その後 7月、8月と掠

奪・乱暴を禁止する通達は追加さ

れており、無法行為は止むことが

なかったものと見える。 

 

正史に出ない掠奪・暴行は西軍

東軍とわず多々あった。 

そもそも、農繁期に労働力を軍

夫などに徴発され、田畑を戦闘で

荒らされ、（たとえ戦略的理由はあ

ったにせよ）家屋を放火焼失され

たのである。本来の生業である農

事の基盤を破壊された。 

そのうえ、東軍または西軍の兵

士のために（たとえ有償であった

としても）なけなしの宿舎・食料

を供出させられ、農村生活はさら

に逼迫した。 

この戦災と天候不順により、東

北地方は明治 2年に大凶作にみま

われる。戊辰戦争後 10年あまり経

ても、掘っ立て小屋暮らしの民が

見られたという。 

戊辰戦争の本質は武力集団どう

しの「征伐」「権力闘争」であっ

て、「郷土防衛」でも「解放戦争」

でもなかったから、住民の保護な

どは二の次なのである。 



 

第 14章 白河地方に砲声の絶ゆるまで 

 

 

6月 25日、長・土・大垣・黒羽の勢
せい

200余人棚倉
たなぐら

城を出発して釜子
か ま こ

の陣屋
じ ん や

を襲ったが、陣屋の兵退散
たいさん

して一人も居
お

らぬ。かくて陣屋は

焼かれた。 

釜子村
かまのこむら

深澤利平氏編集『新古釜子』に、戊辰釜子の役
えき

を記して曰
いわ

く。 

 

 

この日、白河では金勝寺
きんしょうじ

・根田
ね だ

・大谷地
お お や じ

・米村
よねむら

方面に小戦
しょうせん

があっ

た。この日、会藩の総督西郷頼母、刎石
はねいし

に来たる。 

 

丹羽
に わ

長裕
ながひろ

家記によれば、 

【p101】 

 

 

 

 

 

釜子： 白河市東釜子。白河城

から東へ約 12km。 

現在地名の読みは「かまこ」。旧

村名は「かまのこむら」。陣屋「か

まのこじんや」。単に釜子は「かま

こ」と読み、釜子村・陣屋は「か

まのこ」と読むことにする。 

釜子陣屋〈かまのこじんや〉： 

釜子は越後高田藩領であり、陣屋

が設けられて高田藩士が駐在して

いた。 

⇒［脚注］高田藩 

戊辰戦争時、高田藩は新政府に

恭順し、長岡・会津討伐の先鋒と

なって東北各地を転戦した。一

方、釜子陣屋の駐在藩士は、周囲

の状況から東軍に味方して戦うこ

とになり、会津へも転戦すること

になった。これが「義侠」として

伝えられている。 

かくて陣屋は焼かれた： 陣屋

奉行吉田茂衛門が、西軍攻撃の前

に陣屋・藩士住宅を自焼したとも

いう。 

⇒戦闘要図【第７７図 官軍の

棚倉北方地区掃蕩】 

長州の田中隊： 指揮官誰か？ 

栃本の大崎山： どこか？ 

土手： 陣地の土塁。 

釜子の寺山： どこか？長伝寺

の後山か？ 

刈敷山： 白河市東深仁井田刈

敷坂。 

成工： 完成。 

木之内山： 西白河郡泉崎村関

和久木野内山。 

瀬知房： 西白河郡泉崎村関和

久瀬知房。 

川原田： 西白河郡中島村川原

田。 

吉岡： 西白河郡中島村吉岡。 

天王山： どこか？ 

野出蕉雨： 1847～1942。はじ

め会津藩士塩田牛渚について南宋

画を学ぶ。京都勤番。戊辰戦争出

役。明治 10年ころから本格的に画

作活動を開始する。会津能楽の中

興の祖ともいわれる。 

駄馬： 荷物運搬に供される馬 

 

この日白河では～： 6月 25日

⇒戦闘要図【東軍の白河攻撃（第

５次）】 

 

 

 

⇒［脚注］丹羽長裕 

また棚倉北方の戦いの記述に戻

る。二本松藩の記録である。 

二十五日、長州の田中隊森永彌助、五十嵐庄太郎の率ゐる軍勢、

釜子陣屋
かまのこじんや

に入り込み、各所に於
おい

て砲火を放ち、陣屋並に民家を焼

く。栃本
とちもと

の大崎山
おおさきやま

の西と東へ土手を築きたるは此の時である。又

釜子の寺山
てらやま

、探仁井田
ふ か に い だ

の刈敷山
かりしきやま

に土手を築きたるは薩州で、人夫
に ん ぷ

一日の賃金小二朱金
こ に し ゅ き ん

一枚（今の六銭二厘五毛）の高給なれば、一

日の中
うち

に成工
せいこう

せりといふ。湯長谷
ゆ な が や

・二本松
にほんまつ

・仙台
せんだい

の兵に釜子陣屋
かまのこじんや

の兵も加はり、阿武隈河
あ ぶ く ま が わ

の対岸木之内山
き の う ち や ま

・瀬知房
せ ち ぼ う

・川原田
かわはらだ

・吉岡
よしおか

へ陣取
じんどり

、薩長軍は栃本
とちもと

の天王山
てんのうやま

、深仁井田
ふ か に い だ

の刈敷山
かりしきやま

より銃砲を放
はな

ち、互に戦ひしが、僅
わず

か三十分にして奥羽軍は退却せり云々。 

昭和 12年 10月発行の会津史談会誌第 16号に、釜子陣屋
かまのこじんや

の義侠
ぎきょう

として野出
の で

蕉雨
しょうう

氏の談が掲げられてある。曰
いわ

く 

 

余
よ

が白河方面の軍事方
ぐんじかた

を勤めてゐた時に、釜子陣屋から軍用金
ぐんようきん

と

して、一万両の提供を受けた。五回に亘
わた

り駄馬
だ ば

によりて、長沼
ながぬま

の

本陣に持参した。是
これ

がために白河方面の戦闘の軍資金は、殆
ほと

んど

藩の補給を受くることなくして賄
まかな

ひ得た。又
また

五月朔日の 戦
たたかい

に

は、釜子陣屋は、立操隊
りっそうたい

長
ちょう

八木傳次郎が三十一人を率
ひき

ゐて会津方

に応援した云々
うんぬん

。 

六月二十九日、西軍払暁
ふつぎょう

霧に乗
じょう

じて阿武隈河
あ ぶ く ま が わ

を渡り、川原田
かわはらだ

陣
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とある。 

 

西白河郡関平村
せきひらむら

の穂積誠氏の談によれば、 

という。 

 

6月 29日、仙台藩は七曲
ななまがり

・小田川
こ た が わ

・矢吹
や ぶ き

を引き揚げて須賀川
す か が わ

に

屯集
とんしゅう

した。このとき仙台藩は矢吹駅が西軍の陣所
じんしょ

となることを恐れ

て焼き払う。 

7月朔日、仙台藩の大立目
おおだちめ

武蔵
む さ し

・細谷
ほ そ や

十太夫
じゅうだゆう

等が会藩・二本松藩と兵

を合わせて白河城の西に迫る。十太夫は天神町
てんじんまち

裏の胸壁
きょうへき

を目あてに

進んで発砲し、武蔵は白河城西の古天神
ふるてんじん

の胸壁へ向かって発砲し、

烈戦阿武隈川
あ ぶ く ま が わ

を渡って攻め入る。西軍敗れて立石山
たていしやま

に退
しりぞ

く。この

日、二本松藩は夜半潜
ひそか

に堀川
ほりかわ

に宿陣
しゅくじん

して、白河の用水
ようすい

を絶って西

軍を苦しめた。 

7月朔日、羽太
は ぶ と

方面では、西軍は東軍の背後に出
い

で、上羽太
かみはぶと

・

下羽太
しもはぶと

・関屋
せ き や

の民家に火を放って東軍の根拠地を奪った。 

 

この日の戦いに、有名な飯野
い い の

藩森
もり

要蔵
ようぞう

父子の義戦談
ぎせんだん

が伝えられてい

る。上総
か ず さ

飯野藩は会津藩と同系の藩で、要蔵は飯野藩保科
ほ し な

弾正
だんじょう

の

臣。かつて撃剣
げきけん

を千葉
ち ば

周作
しゅうさく

に学び、斯
こ

の道に達
たっ

す。江戸に道場を開

き、門弟
もんてい

千余人に及
およ

んでいた。会藩の急を救わんと 72の老齢をもっ

て、その子虎尾 16歳とともに会津に入
い

る。この日飯藩 36人、土州

八番隊と下羽太
しもはぶと

に戦う。要蔵老齢
ろうれい

身を挺
てい

して進み、刀を揮
ふる

って奮撃
ふんげき

し、流血
りゅうけつ

淋漓
り ん り

敵 3人を屠
ほう

って殪
たお

る。虎尾また奮戦したが、狙撃
そ げ き

せら

れ殪
たお

れた。武士の殉義
じゅんぎ

称
しょう

すべし。西軍の隊中
たいちゅう

に川久保南皚
なんがい

なる者

があった。かつて江戸に在
あ

りて、しばしば要蔵と剣を試
こころ

む。戊辰の

【p102】 

関和久： 西白河郡泉崎村関和

久。 

南部権之丞： 二本松藩銃士。

山奉行。6月 29日川原田で戦死。

40歳。 

渡邊新介： 二本松藩銃士。儒

者。梅窓。6月 29日川原田で戦

死。31歳。 

桐生玄貫： 二本松藩軍医。忠

道先生。6月 29日川原田で戦死。

56歳。 

 

関平村： 関和久村・北平山村

が合併し西白河郡関平村が発足。

のち泉崎村。 

蕪内： 白河市東蕪内。「蕪内

道」は、御斎所街道の蕪内から北

の関平村へ向かう道か。 

下町： 関和久村の字か？ 

 

 

 

 

 

 

⇒［脚注］七曲 

⇒［脚注］小田川 

⇒［脚注］矢吹 

 

⇒戦闘要図【東軍の白河攻撃

（第６次）】 

大立目武蔵： 仙台藩。不詳。 

⇒［脚注］細谷十太夫 

天神町裏の胸壁： 白河市天神

町の北西隣の仁井町・昭和町あた

りに胸壁が設けられていたのか。 

⇒［脚注］古天神山 

⇒［脚注］立石 

東軍は 7月 1日払暁、白河町西

端に突入した。しかし西軍は態勢

を立て直し、東軍を撃退するとと

もに、西方へ熊倉・真船・鶴生

（白河城から西北へ約 6.7km）ま

で追撃した。 

堀川： 西白河郡西郷村米上堀

川・下堀川・堀川向。県道 37号線

（白河羽鳥レイクライン）が堀川

を渡るあたりの字。そこから約

1.3km上流（白河市屋敷裏東・水

神神社あり）に白河町用水の取水

口があった。 

⇒［脚注］羽太村 

飯野藩： 千葉県富津市。会津

若松（保科）家の分流。2万石。 

森要蔵： 1810年～1868年。森

要蔵景鎮〈かげちか〉。一貫斎。熊

本藩士森喜右衛門の六男で、江戸

芝白金台の熊本藩江戸屋敷に生ま

れる。千葉周作に入門。のち江戸

麻布永坂に道場を開く。上総飯野

藩に剣術指南役として登用され

る。 

虎尾： 次男。「虎雄」とも。 

淋漓： したたり落ちるさま。 

六月二十九日早朝、蕪内
かぶうち

道より大垣兵
おおがきへい

発砲しつ押寄
お し よ

せ来
きた

り、

関和久村
せ き わ ぐ む ら

の入口緑川久吉・鈴木馬之丞へ火を放
はな

ちて焼失せしめ

た。また川原田
かわはらだ

・刈敷坂
かりしきざか

口より西軍押寄せたるため、村に駐屯
ちゅうとん

し

居
い

たる奥羽諸藩の兵は驚き一方
ひとかた

ならず、一戦も交
まじ

へずに引揚
ひ き あ

げ

た。引揚
ひきあげ

の時、下町の木戸元右衛門・木戸元兵衛方に放火し、た

めに大混雑であった 

営に迫
せま

つて砲撃す。急にして支
ささ

ふる能
あた

はず。我が兵大
おおい

に敗
やぶる

る。

関和久
せ き わ ぐ

の兵来
きた

りて応援す。彼既
すで

に退く。これより関和久・川原田

の諸隊引
ひ

いて須賀川
す か が わ

に転戦す。この役
えき

本藩の死者銃士
じゅうし

南部権之

丞・渡邊新介・軍医
ぐ ん い

桐生玄貫 



役
えき

、土藩
ど は ん

司令官としてこの日の戦いに会
かい

す、その屍
かばね

の要蔵父子であ

ることを知った。また西軍の隊中に要蔵の門弟
もんてい

があったので、下羽

太大龍寺
だいりゅうじ

に厚く葬った。 

 

7月 15日、東軍が白河城を襲う。泉田
いずみだ

・小田川
こ た が わ

・金勝寺
きんしょうじ

・大谷地
お お や じ

の

各村に小戦
しょうせん

があった。 

維新史に云う 

 

仙台藩記に云う 

 

7月 24日、東軍四、五百人、釜子
か ま こ

駅に押し寄せた。この日の戦い、

九ツ半から薄暮
は く ぼ

に至る。官軍の手負
て お

いわずかに 2人。 

7月 28日、白河在陣
ざいじん

の土
ど

藩の兵、湯本街道を巡羅
じゅんら

。東軍は羽太
は ぶ と

・

虫笠
むしかさ

・真名子
ま な ご

の各村の胸壁
きょうへき

に拠
よ

って戦った。この日、高助
たかすけ

方面まで

戦場となる。各村の民家の焼かれるもの多し。これは西軍が東軍の

根拠を奪うがためであった。この戦いを最後として白河地方に砲声

が全く絶えた。 

 

7月 29日が二本松城の落ちた日である。されば二本松落城の頃まで

白河地方に戦争があったのである。東軍は白河城を回復しようと努

めたが、成功せずに終わったのである。 
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川久保南皚： 土佐藩。不詳。 

剣を試む： 試合をしたという

こと。 

大龍寺： 西白河郡西郷村羽太

狸屋敷〈むじなやしき〉。 

 

 

⇒戦闘要図【東軍の白河攻撃

（第７次）】 

 

早天： 早朝。 

来襲の状： 「状」は状態の意

味。 

西軍は本道（奥羽街道）の戦い

で東軍を撃退することは予定のこ

とであって、さらに東軍の撤退路

で待ち伏せ攻撃したのである。 

戦死傷算なし： 戦死傷者は数

えきれない。 

首級五十余は過大である。 

⇒［脚注］大田川 

仙台藩では 7月 1日に藩主の前

で軍事会議を行ない、軍事総裁坂

英力が藩主名代、真田喜平太が参

謀として督戦することとし、総攻

撃計画を立てたうえで 7月 15日の

行動となったのだが、前日の雨で

各隊は所定位置にも付けず、「攻撃

中止」命令が錯綜するうちに正面

攻撃隊も退却することになった。 

新城： 上・中・下新城村。の

ち信夫村、のち大信村。白河市大

信上・中・下新城。白河城から北

東へ約 9.8km。 

⇒［脚注］中島兵衛之介 

塩森主税： 仙台藩。不詳。 

⇒［脚注］辰野源左衛門 

総手： すべての部隊。 

一同進撃： 一斉に進撃。ただ

しそれは予定であって、実際には

諸隊の行動はバラバラであった。 

鏡沼： 岩瀬郡鏡石町鏡沼。白

河城から北東へ約 19.3km。 

 

 

釜子駅： 釜子の宿・集落。 

九ツ半： 午後 1時 

7月 24日から 27日にかけて

は、棚倉・平潟の西軍部隊が阿武

隈山地を抜けて三春（白河城から

北東へ約 42km）への進出を果たし

ている。白河を攻撃していた東軍

はもはや取り残され、退路を断た

れつつあった。 

巡邏： 偵察・見回りのため歩

くこと。パトロール。 

⇒［脚注］湯本・羽鳥 

湯本街道： 白河から羽鳥へ至

る現在の県道 37号線（白河羽鳥レ

イクライン）。さらに国道 118号線

が羽鳥から天栄村湯本を経て会津

若松へ至る。 

虫笠： 西白河郡西郷村羽太虫

笠。白河城から北西へ約 9.2km。 

七月十五日早天
そうてん

、賊兵
ぞくへい

来襲の状
じょう

あり。白河駐守
ちゅうしゅ

の官軍は、一隊

を分
わか

ちて迂回
う か い

せしめ、関和久
せ き わ ぐ

の間道
かんどう

を経
へ

、小田川
こ た が わ

駅の山下
さ ん か

に伏
ふ

し

て賊の帰路を絶
た

つ。既
すで

にして本道に戦
せん

あり。賊漸
ようや

く退
しりぞ

いて山下

に至る。伏兵
ふくへい

横撃
おうげき

して大
おおい

に之
これ

を破る。賊兵狼狽
ろうばい

、機械弾薬を捨て

て潰走
かいそう

す。此日
こ の ひ

戦死傷算
さん

なし。官軍獲
と

る所の首級
しゅきゅう

五十余
よ

。大田川
おおたがわ

まで追撃す。 

七月十五日、坂
さか

英力
えいりき

・真田
さ な だ

喜平太
き へ い た

等軍制
ぐんせい

を厳正
げんせい

し、白河を一挙に

攻取らんと各藩へ布告、前夜より兵を諸道へ配り払暁
ふつぎょう

より戦争。

本道口、大松澤掃部之輔
か も ん の す け

会兵合併
がっぺい

二大隊余
よ

。新城
しんじょう

口、中島兵衛之

介。関和久
せ き わ ぐ

口と申 処
もうすところ

、並
ならび

に棚倉
たなぐら

口、塩森主税へ会藩辰野源左衛

門等合併。総手
そ う て

一同
いちどう

進撃。先勢
せんせい

根田
ね だ

町入口にて討合
うちあい

。総軍
そうぐん

苦戦、

前日より大雨
た い う

悪路
あ く ろ

に進撃難儀
な ん ぎ

の処
ところ

へ、官軍勢横手合
よこてあい

の山手
や ま て

に潜伏

と相
あい

見え、後
うしろ

より発砲。進路極
きわ

まり死傷者も多分
た ぶ ん

に出
だ

し、鏡沼
かがみぬま

に引揚
ひ き あ

ぐ。死者十七人。傷
しょう

二十人。 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku2/bm/bm0715.jpg
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真名子： 西白河郡西郷村羽太

の真名子地区。白河城から北西へ

上前田まで約 12km、上真名子まで

約 14.8km。 

高助： 西郷村鶴生高助。班宗

寺がある。白河城から西北へ約

7.6km。 

 

 

熊田【清子書込】猛夫（現旅館） 

白河町の中町・本町は街道に面

した表通りであったので、本陣を

はじめとする旅籠があった。 

 

会津藩兵・旧幕府兵による白河

城占領は閏 4月 20日である（第 6

章に記述あり）。したがって、ここ

に記された 4月 20日を基準にした

「40日」という記述は錯誤であ

る。正しくは「10日」となる。原

著者は「閏月」も認識しているの

に、どうしてこのような誤記をし

たのだろう？ 

 

セイヨヲ二ツバント鉄砲： 騎

兵用エンフィールド銃か。エンフ

ィールド銃は前装施条であるミニ

エー銃の英国式派生型で、長銃身

（3つバンド）と短銃身（2つバン

ド）があり、日本人の体格に合っ

た 2つバンド型が幕末期大量に輸

入された。「バンド」とは銃身と銃

床を固定した金属帯のこと。 

一の堰： 白河町の字と思われ

るが、どこか？ 

守山探索方： 白河口の戦後、

白河町民政は佐久山藩・守山藩が

担当したため。 

⇒［脚注］白河民政取締所 

半弓： 7尺 3寸（約 221cm）の

大弓（通常の和弓）より短い、6

尺 3寸（約 191cm）を標準とする

和弓。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒［脚注］守山藩 

 

 

 

会
かい

藩士差置
さしおき

品物
しなもの

改
あらため

 

白河中町
なかまち

熊田庄屋に、「慶応四年八月、会津人数
にんずう

逗 留 中
とうりゅうちゅう

宿々え

差置
さしおき

候品物
しなもの

改 帳
あらためちょう

」というのがある。 

 

4月 20日に会藩は白河城を占領、それから 5月朔日の激戦まで、

会藩は前後 40日間白河に滞在したものである。（慶応 4年には閏

4月があるので 40日である。） 

5月朔日の混雑に白河に差し置いた所持品が、白河地方に東軍の

姿を消したその年の 8月に品物改
あらた

めが執行
しっこう

されたのである。その

人数の多数なるに比して、その差置品の少きことは、いかに会津

武士の用意の周到
しゅうとう

であったかを物語る資料とすべきである。 

 

同記録によると 

一 セイヨヲ二ツバント鉄砲 一挺 

清三郎 

是
これ

は八月二十五日一の堰
いちのせき

と申 所
もうすところ

の杉林より見付
み つ け

申
もうし

候。八月二

十七日守山
もりやま

探索方
たんさくかた

日向梅次郎殿・熊田寅吉殿両人え相渡
あいわたし

申
もうし

候。 

 

一 半弓 

   矢 十一本 

傳助 

是は去る四月中、会津遊撃隊北原三郎様より預り申候。右両人

に相渡申候。 

 

この記録によって、会津藩は火縄鉄砲を使用した外に西洋式の兵

器も使ったことが判
わか

る。戦争前に会津には新兵器売り込みの西洋

人が入っていた。また会津藩は慶応 4年 3月には、横浜のオラン

ダ商人から 780挺の洋銃を買い入れている。 

守山
もりやま

藩は三春
み は る

藩と相前後して恭 順
きょうじゅん

したので、その筋の命令で

探索
たんさく

に任ぜられたものであろう。 

 

一 脇差 一腰 

林左衛門 

是は出立
しゅったつ

之節
せつ

、宿
やど

へ差置候。 
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セイヨヲ剣： 「西洋剣」小銃

に付属の銃剣か。 

 

 

石切山： どこか？ 白河市石

切場？ 搦目山の石切山？ 西白

河郡西郷村鶴生石切場？ それと

も大谷地あたりの「石切山」？ 

白河町は白河石（灰色の安山岩の

一種）の産地であって、「石切山」

「石切場」という地名はあちこち

にあった。 

しない： 「竹刀」と思われる 

 

 

 

鳶口： 棒の先端に、鳶のくち

ばし形の鉄の鉤を付けた道具。消

火などで、材木をひっかけるのに

使う。 

 

 

 

 

 

 

原書「なれど」→訳「なれば」

誤植と思われる。 

 

 

 

 

 

白河口戦争にかかわる地名につ

いては、できるだけ  

⇒白河口戦争の地名地図 に採録

したので、参照されたい。 

一 鉄砲 一挺 

平蔵 

是は去る四月中、会津遊撃隊出立之節、差置申候。 

 

一 セイヨヲ剣 一振 

脇差 一本 

傳吉 

是は石切山
いしきりやま

の川村文吉え、人数出立之節、差置申候。 

 

一 しない 二本 

與次兵衛 

是は人数宿に相成
あいなり

居
おり

候ところ、出立之節座敷
ざ し き

へ差置申候。 

 

一 鳶口 一挺 

   本 三冊 

政吉 

右同断 

 

（以上の記録は白河町全町にわたるものでなく、中町
なかまち

だけのもの

であろう。当時戦乱の折
おり

、探索などとなれば、各家々では皆戦慄
せんりつ

して隠しなく申し出
い

でたものであろう。清三郎とか傳助とかは白

河中町
なかまち

の町人の名前で、申し出人
も う し で に ん

と見るべきである。） 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku2/map/map-1.htm


 

第 15章 板垣参謀三春
み は る

に向かう 

 

 

6月 24日、板垣参謀は白河を出
い

で、その日のうちに棚倉
たなぐら

城を落し、

滞在すること 1か月、7 月 24日、彦根・長・土・忍
おし

・大垣・館林・

黒羽
くろばね

等各藩の兵を率
ひき

いて棚倉を出発した。かく棚倉滞在の長かった

のは、棚倉地方鎮定
ちんてい

のためではあるが、平潟
ひらかた

口参謀渡邊清の軍が平
たいら

地方を平定
へいてい

して北上するのと謀
ぼう

を合わせたためである。 

大村藩
おおむらはん

渡邊参謀は、薩（876人）・備前（669人）・柳河
やながわ

（320人）・

佐土原
さ ど わ ら

（3中隊）5藩の兵を率いて、東軍を小野新町
お の に い ま ち

に破って三春
み は る

に

進んだ。 

 

鎮将日誌に云う 
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三春藩： 陸奥国田村郡 5万

石。藩主：秋田家。藩庁：三春城

（福島県田村郡三春町）。 

 

渡邊清： 1835～1904。大村藩

士。東征軍監、奥羽追討総督参

謀。三陸両羽磐城按察使府判官。

明治政府に出仕して福島県令な

ど。貴族院議員。福島県知事。 

謀を合わせる： この場合は

「連携する」「連動する」というよ

うな意味。 

 

小野新町： 福島県小野町。（田

村郡） 

 

 

 

 

 

 

弊藩： 自藩のことを、へりく

だっていう。 

渡戸： いわき市三和町渡戸。 

上三坂： いわき市三和町上三

坂。 

二字： 2時。 

仁井町： 「小野新町」のこと

と思われる。 

散隊： 散兵隊形。 

私領一番隊： 薩摩藩内では島

津家分家などが小大名なみの所領

を持ち、その家臣（私領士）をも

っていた。私領士で編成した部隊

が私領隊。 

切り取る： 敵軍の勢力を切り

崩す。 

乗っ取る： 占領した。 

十五、六町先： 1.6～1.7km 

広瀬： 田村市滝根町広瀬。 

あい円め： 集結して隊の人数

点呼。 

追軍： 敵を追撃。 

大越村： 福島県田村郡大越町 

棚倉表の官軍： 棚倉方面から

進出した板垣軍のこと。 

確證： 降伏・恭順するという

誓いの証書。 

吉井甚之助： 薩摩藩十一番隊

兵士。7月 26日小野新町で戦死。

19歳。 

 

 

牧野村： 田村市大越町牧野。 

 

三春県： 1871年廃藩置県によ

り発足。まもなく平県に合併。

1872年磐前県に改名され、さらに

1876年福島県に合併された。 

 

薩州藩届出（八月） 

為
みはる

二三春城攻撃
じょうこうげきのため

一弊藩 並
ならびに

大村・柳川・佐土原
さ ど わ ら

一同、去月二十四

日、岩城平
いわきたいら

発軍
はつぐん

。渡戸
わ た ど

・上三坂
かみみさか

へ宿陣。同二十六日暁
ぎょう

二字
に じ

に右総

勢同所繰出
くりだし

進軍の処
ところ

、仁井町
に い ま ち

手前に賊徒台場を築き 致
はっぽう

二発砲
い た し

一

候に付
つき

、弊藩十一番隊・三番大砲隊には頻
しきり

に正面より発砲、十二

番隊には右脇より散隊
さんたい

にて打掛
うちかけ

、九番隊・私領
しりょう

一番隊は右山手よ

り賊の後を取切
とりきる

。勿論
もちろん

諸藩総勢も前三口より致
てはい

二手配
い た し

一 及
こうげきに

二

攻撃
お よ び

一候処
ところ

、七字頃より八字頃までの間
かん

に台場乗取
のっとる

。賊徒 致
はいそう

二

敗走
い た し

一候に付
つき

、同所より十五、六町先広瀬
ひ ろ せ

関門
かんもん

まで 致
しんげき

二進撃
い た し

一、

十二字頃仁井町
に い ま ち

へ暫時
ざ ん じ

人数相圓
あいまる

め、無
ほど

レ程
なく

追軍
ついぐん

候処
ところ

、途中要地へ

残賊
ざんぞく

屯集
とんしゅう

発砲候に付
つき

、 悉
ことごと

く追払
おいはらい

相進
あいすすみ

候折
おり

、最早
も は や

夕
ゆう

六字頃と

相成
あいなり

候に付
つき

、大越村
おおごえむら

に宿陣
しゅくじん

す。 

三春
み は る

城の儀
ぎ

、同日に棚倉表
おもて

の官軍攻掛
せめかかり

候処
ところ

、 不
いっせんに

レ及
およば

二一戦
ず

一、城主秋田萬之助始
はじめ

、家中一同降伏確證
かくしょう

も有
これ

レ之
あり

に付
つき

、二十七

日岩城
い わ き

平
たいら

表
おもて

出陣の惣勢
そうぜい

も三春城下に繰込
く り こ

み、両道の官軍会同
かいどう

仕
つかまつり

候。 尤
もっとも

於
にいまち

二仁井町
に お い て

一、弊藩
へいはん

戦死
せ ん し

吉井甚之助一人
いちにん

有
これ

レ之
あり

、

討取
うちとり

の賊
ぞく

は都合
つ ご う

五人に及び申
もうし

候。 

渡邊参謀が広瀬口から大越を経て三春に入る時、著者の実父佐久

間寅吉（田村郡牧野村）がこれを案内した。著者の父はまた三春

藩勤王軍の一人なので大総督府から賜
たまわ

った大総督府印の肩章
けんしょう

が

今にあり、明治 4年には三春県から左の感状
かんじょう

を下付
か ふ

されてい



 

 

河野広中は板垣参謀の軍を三春郊外貝山村
かいやまむら

に迎えた。板垣の軍は南

から三春に入った。平潟
ひらかた

口の西軍は北から三春に入った。かくて 7

月 26日、藩主秋田映李
あきすえ

（萬之助）城を出
い

でて降
くだ

り、西軍は翌日城を

収めた。ここに三春藩勤王軍
きんのうぐん

百人隊は組織せられ、家老秋田主税こ

【p111】 

 

 

 

 

二帯金銃： 2つバンド型のエ

ンフィールド銃と思われる。 

 

 辛未： かのとひつじの年。こ

こでは 1871年。 

 

 

 

蓬田： 福島県石川郡平田村蓬

田。 

田母神： 福島県郡山市田母神 

下枝： 郡山市中田町下枝。 

下枝通り： 下枝・貝山を経て

三春へ至る。県道 144号線。 

河野広中： 1849～1923。三春

藩郷士河野家（100石）の三男。

三春藩帰順工作。自由民権運動。

政治家。 

⇒［脚注］美正貫一郎 

 

直接に聞えた： じかに聞いた 

 

 

「これまで奥羽の地は、日本の東

北辺に都から遠く在るため、天皇

の威信に服する傾向が薄く、その

ため前九年役、後三年役のように

中央政権から征伐される対象であ

った。このたびまたも征伐を受け

るようでは、いよいよ天皇の敵

（反逆者）という位置づけが定ま

ってしまう。薩長土藩の軍は錦旗

を与えられているのだから、ここ

は恭順しないわけにはいかない。」 

 

秋田家老： 三春藩執政の秋田

主税〈ちから〉季春〈すえはる〉。

1818～1900。藩主萬之助の叔父で

あり、後見となった。 

豪家： 財産の多い家。その地

方で勢力のある家。 

室： 夫人 

笠間藩： 茨城県笠間市。牧野

家。8万石。 

神谷陣屋〈かべやじんや〉： 磐

城の神谷は、常陸国笠間藩の飛び

領地があり、神谷陣屋が置かれて

いた。いわき市平中神谷〈なかか

べや〉石脇。 

陣屋の長： 戊辰戦争当時の陣

屋長（郡奉行）は武藤氏が代々務

めた。 

戊辰戦争時に陣屋駐留笠間藩士

50名の指揮をとったのは武藤甚左

衛門。笠間藩は恭順して西軍だっ

たため、陣屋藩士は東軍に包囲さ

れ苦難を被ることになった。 

武藤甚左衛門忠信： 1814～

1890。 笠間藩士。神谷生まれ。 

貝山村： 田村郡三春町貝山。 

る。 

佐久間寅吉 

戊辰危急
ききゅう

之際、国事ニ勉励
べんれい

諸所奔走
ほんそう

周旋
しゅうせん

尽力
じんりょく

之条、更
さら

ニ詮議
せ ん ぎ

ヲ

以
もっ

テ二帯金銃
にたいきんじゅう

一挺給与
きゅうよ

候事
こと

。 

辛未
し ん び

十月 

三春県 

板垣参謀は 7月 24日、棚倉
たなぐら

を出発、同夜石川
いしかわ

泊、25日蓬田
よもぎだ

・

田母神
た も が み

に分宿、下枝
したえだ

通
どお

りをして三春に入る。 

これより先、三春藩士河野広中（当時 20歳）が棚倉に来
きた

り、土

州断金
だんきん

隊長美正貫一郎に拠
よ

って三春藩主恭順の意を板垣参謀に通
つう

じたのであった。 

 

著者は大正 11年の夏、河野翁が白河甲子温泉
か し お ん せ ん

滞在中に戦争当時

の活躍を直接に聞
きこ

えた。曰
いわ

く、 

当時三春藩は主戦論と恭順論との両派に分かれた。恭順論者

は、「由来
ゆ ら い

奥羽の地は東北に僻在
へきざい

して皇化
こ う か

に浴
よく

することが薄く、

ために前九年役、後三年役と征伐
せいばつ

を受けてきた。この度またも

征伐を受けることは皇道
こうどう

に背
そむ

く。西軍は錦旗
き ん き

の軍である、宜
よろ

し

く恭順すべし」と主唱し、ついに恭順派の勝利に帰
き

した。かく

して三春藩は一人の犠牲者を出すことなく済
す

んだ。のみならず

秋田家老を筆頭として 100人の勤王軍を出した。 

と語られた。 

 

また曰く、 

牧野村
まきのむら

に猪狩
い が り

次郎右衛門
じ ろ え も ん

という豪家
ご う か

があった。これは三春藩 5

万石東部随一の富豪であり、かつ勤王家で恭順説に共鳴して居
お

った。かつ同氏の室
しつ

は常陸笠間藩
かさまはん

磐城神谷
か べ や

陣屋長
ちょう

氏
し

の女
むすめ

であ

るので、三春藩としては多大の便宜があった。佐久間寅吉のこ

の戦争に参加したのも猪狩家との関係からである云々。 

と話された。 



れを率いて、二本松
にほんまつ

城攻略の先導をなし会津に入る。 

備前
び ぜ ん

藩の伊丹内記が大総督府への届書によれば 

とある。されば白河口の軍は三春の南から、平潟口の西軍は北から

とは限らぬのであったか。 

 

6月 10日大総督府は参謀正親町
おおぎまち

中将をもって奥羽追討総督となし、

木梨恒準（長藩）、渡邊清を参謀として海路より兵を平潟
ひらかた

口に出さし

めた。6月 10日江戸出発。同 16日平潟港着。6月 28日に 泉
いずみ

城を取

り、29日に湯長谷
ゆ な が や

城を抜き、7月朔日に 平
たいら

城を攻めて勝たずして退

いた。 

 

7月 3日には大総督参謀四條隆謌
たかうた

が仙台追討総督となり、7月 4日に

正親町中将は総督を罷
や

めている。 

7月 13日は平城を抜き、平潟口の西軍はこの勢
せい

をもって、一方は海

岸線を北進し、一方は三春
み は る

に向かった。海岸線北進の西軍は 7月 22

日久之浜に着、8月朔日浪江に進み、8月 4 日中村藩を降して仙台追

討に進んだ。（渡邊清は明治 24年 6月 15日福島県知事となり、翌 25

年 8月 20日退職後勲功によって男爵を授けられた。明治 27年 12月

逝去行年 70。） 

 

大山元師伝によると 

この記事によっても、西軍の進撃の道筋が知られる。 

  

平潟口
ひらかたぐち

西軍の三春
み は る

に入
い

る二手
に て

に分
わか

る。一手は一小隊薩
さつ

・佐土原
さ ど わ ら

両

藩広瀬
ひ ろ せ

通
どおり

をして進撃。一手は柳川
やながわ

・大村
おおむら

両藩浮金
うきがね

通
どお

りをして進

軍、柳橋
やなぎはし

に宿陣
しゅくじん

いたし翌二十七日三春
み は る

に一泊。 

弥介（当時の名）其
その

砲隊を率ゐ
ひ き い

田母神
た も が み

に宿営
しゅくえい

。二十六日三春
み は る

に入
い

る。八月二十三日、弥介会津大手門前に於
おい

て右股を貫通
かんつう

銃創
じゅうそう

し病

院に入
はい

り、8月 26日には三春龍穏院
りゅうおんいん

の病院に達し、その後三春

より再び白河に入る云々。 

 

【p113】 

⇒［脚注］備前藩 

 

原書「よれぼ」→訳「よれば」

誤植と思われる。 

⇒［脚注］広瀬 

浮金： 田村郡小野町浮金。 

柳橋： 郡山市中田町柳橋町。 

 

 

 

 

 

 

正親町中将： 正親町公董。 

⇒［脚注］正親町公董 

⇒［脚注］奥羽追討総督 

木梨恒準： 木梨精一郎。1845

年～1910年。長州藩士。東海道鎮

撫総督参謀。陸軍歩兵中佐。元老

院議官、貴族院議員など。 

⇒［脚注］渡邊清 

原書「平潟口港」→訳「平潟

港」 誤記と思われる。 

 

四條隆謌： 1828～1898。幕末

期の攘夷派公卿。戊辰戦争では中

国四国追討総督・大総督参謀・仙

台追討総督・奥羽追討平潟口総督

などを務める。各所鎮台司令。陸

軍中将。貴族院議員。 

仙台追討総督： 「奥羽追討総

督」は白河口・平潟口を兼ねた

が、正親町は江戸を発することな

く罷免。鷲尾隆聚が「奥羽追討白

河口総督」に任命され、平潟口は

四條隆謌が「仙台追討総督」に任

命された。 

「仙台追討総督」は 8月に「奥羽

追討平潟口総督」になる。 

⇒別表「西軍の総督参謀」 

 

久之浜： いわき市久之浜 

浪江： 双葉郡浪江町 

 

 

弥介： 弥助。大山巌。 

⇒［脚注］大山巌 

 

龍穏院： 田村郡三春町荒町。

秋田家の菩提寺。輪王寺宮通過に

あたっては宿舎になり、戊辰戦争

では傷病兵の病院となった。明治

時代には自由民権運動の演説会場

にもなった。 

 

 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku2/soutoku-sanbou.pdf


 

第 16章 若松城ついに陥る 

 

 

7月 29日、西軍が二本松
にほんまつ

城を攻
せ

む。丹羽
に わ

長國
ながくに

は米沢
よねざわ

に去る。老臣

丹羽
に わ

一学
いちがく

等が苦戦するも城陥
おち

る。 

二本松城を落した西軍はいよいよ大挙して若松
わかまつ

城に迫る。8月 20

日、板垣・伊地知
い じ ち

の両参謀は薩・土・大垣・佐土原
さ ど わ ら

・大村の各藩の

兵二千余人を率い二本松・本宮
もとみや

を発した。この時平潟
ひらかた

口・白河口両

道の西軍は同一行動に出
で

ている。（白河に守備した薩長土藩の兵が皆

集中した。）22日石筵
いしむしろ

を破り、猪苗代
いなわしろ

に殺到し、翌 23日若松
わかまつ

城を囲

む。これより城兵は死守
し し ゅ

防戦
ぼうせん

に努
つと

む。 

 

復古記に云う 

とある。 

 

8月 21日には大総督府は安芸
あ き

419人・肥前
ひ ぜ ん

300人・中津
な か つ

415人・今治
いまばり

138人の 5藩の兵の日光
にっこう

方面に在る者をして、藤原
ふじはら

口より若松
わかまつ

城に向

かわしめている。また大総督府は薩摩 214人・宇都宮 2小隊をも藤

原口より若松城に向かわしめている。薩藩士中村半次郎（後の桐野
き り の

利秋
としあき

。）軍監
ぐんかん

としてこれを督
とく

す。 

鎮台
ちんだい

日誌に 

 

越後
え ち ご

口方面においても諸所に西軍転戦し、9月 10 日は津川
つ が わ

口より若

【p114】 

 

丹羽長國： 1834～1904。二本

松藩第 11代、戊辰戦争時の藩主。 

丹羽一学： 1823～1868。丹羽

五郎兵衛富穀〈とみたけ〉。二本松

藩 600石、家老。戊辰戦争で徹底

抗戦を主張。7月 29日二本松の戦

いで自刃した。 

石筵： 郡山市熱海町石筵。西

軍は石筵より進軍、母成峠の東軍

を攻略した。 

西軍は 8月 21日に母成峠を攻撃

し撃破、22日には戸ノ口十六橋に

到達、翌 23日には会津若松城の北

出丸に迫った。 

母成峠突破の行路については、 

⇒白河口戦争の地名地図 に推定

を描き込んだ。 

督府： 奥羽追討白河口総督府 

三斗小屋： 栃木県黒磯市三斗

小屋。那須山中にある会津中街道

の宿駅。現在は廃村。 

会津若松への進攻は石筵（母成

峠）口と三斗小屋口から並進させ

た。 

三斗小屋へは、白河から那須越

え、または板室へ迂回して至る。 

あわせて中山峠方面の横川・熱

海（郡山市熱海町）には、前日 8

月 20日おとり攻撃がかけられた。 

後軍として、須賀川・白河に在

った軍を長沼・牧之内へ前進さ

せ、機を見て勢至堂峠を突破させ

る、また磐城平から増援を若松へ

送ることとなった。 

尾張藩： 愛知県名古屋市。徳

川家。御三家の一。61万 9500石 

紀伊藩： 和歌山県和歌山市。

徳川家。御三家の一。55万 5000

石。 

肥前藩： 佐賀藩佐賀市。鍋島

家。35万 7000石。 

守山藩： 福島県郡山市守山。

徳川家。水戸徳川家の分流。2万

石。 

中津藩： 大分県中津市。松平

（奥平）家。3万 5000石。 

今治藩： 愛媛県今治市。松平

（久松）家。3万 5000石。 

藤原〈ふじはら〉： 栃木県塩谷

郡藤原町。会津西街道の宿駅。（現

在は栃木県日光市藤原） 

中村半次郎： 1939～1877。城

下士の中村与右衛門の第三子。父

流罪、兄病死後は小作農で家計を

支えた。京都で諸藩志士と交流。

東征軍で城下一番小隊隊長。つい

で大総督府軍監として藤原口へ派

遣される。会津若松開城にあたっ

ては受け取り役。戦後桐野利秋と

改名し、兵部省出仕するが、西郷

隆盛の下野に従い、鹿児島で開墾

事業に従事する。西南戦争に参加

し、薩摩軍を指揮して戦死。 

督府
と く ふ

、大挙して若松
わかまつ

城を攻めんとす。乃
すなわ

ち諸軍を部署し、参謀

伊地知
い じ ち

正治・板垣退助をして薩・長・土・大垣・大村・佐土原
さ ど わ ら

六

藩の二本松
にほんまつ

に在るものをして石筵
いしむしろ

口より、館林
たてばやし

・黒羽
くろばね

二藩の

棚倉
たなぐら

及
および

白河
しらかわ

に在るものをして三斗小屋
さ ん ど ご や

より並進して若松に入
い

らし

め、尾張
お わ り

・紀伊
き い

・肥前
ひ ぜ ん

・守山
もりやま

四藩の須賀川
す か が わ

・白河に在る者を長沼
ながぬま

および牧之内
まきのうち

に差遣
さしつかわ

し、機を見て勢至堂
せいしどう

口より向は
む か わ

しむ。また

備前
び ぜ ん

藩兵の磐城
い わ き

平
たいら

に在る者を若松・二本松に差遣す。又
また

参謀多久
た く

茂族
しげつぐ

をして勢至堂口に赴
おもむ

き肥前
ひ ぜ ん

藩の兵を督
とく

せしむ。 

中村半次郎 

薩州、宇都宮
うつのみや

両藩の兵隊藤原
ふじはら

口出張につき軍監
ぐんかん

すべき旨
むね

、御沙汰
ご さ た

候こと。 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku2/map/map-1.htm


松城に向かい、9月 14日若松城を攻
せ

む。これより戦争ほとんど虚日
きょじつ

なし。16日には米沢
よねざわ

にある西軍また若松に至る。 

 

会藩は包囲内に在
あ

ること 1か月、四面
し め ん

全く交通を絶
た

たる。この苦境

に立って老幼
ろうよう

も銃剣を執
と

って力戦
りきせん

したが、城中糧 食
りょうしょく

尽
つ

き、弾薬乏
とぼ

しくなり、また米沢藩
よねざわはん

来
きた

りて降伏を勧告するに及
およ

び、ついに議を決

して降
くだ

ることになる。 

9月 20日、若松城主松平
まつだいら

容保
かたもり

はその臣手代木
て し ろ ぎ

勝任
かつとう

・秋月
あきづき

胤永
かずひさ

らを遣
つか

わして米沢藩に依
よ

って降
こう

を乞
こ

い、22日容保父子城を出
で

て西軍に降
くだ

っ

た。 

 

当時伊地知
い じ ち

・板垣の両参謀の軍議は「奥羽は厳寒の地である。今よ

り三、四十日も経
た

たば、必ず降雪の期来
きた

るべし、若
も

し仙台・米沢

討伐
とうばつ

のために 徒
いたずら

に時を費
ついや

さば、年内に賊根
ぞくこん

を断つことは困難に至

らん、会津は根本
こんぽん

で仙・米は枝葉
し よ う

である。根本を抜かば枝葉は憂
うれ

う

るに足
た

らず」としてまず会津に向かったものであった。 

両参謀のこの軍議を見るも、会津武士の団結とその精神が偲
しの

ばれ

る。 

8月 13日付の陸路白河口、海路平潟口の諸軍への御沙汰書に云う 

とある。 

 

 

【p116】 

津川： 新潟県東蒲原郡津川

町。会津（越後）街道の宿駅。阿

賀野川の河港。（現在は東蒲原郡阿

賀町津川） 

虚日： ひまな日。 

8月 25日、越後戦線の会津藩軍

に、会津若松が攻囲された報と退

却令が届いた。これにより会津藩

軍は、会津若松城籠城に合同すべ

く撤退を開始した。27日会津藩は

只見川の線で防止しようとした

が、9月 5日には西軍に打通さ

れ、9月 10日から西軍越後口軍が

会津若松に到達しはじめた。 

米沢藩に対しては内々に和平工

作が行なわれていたが、8月 23日

西軍の会津若松突入で事態は加速

した。9月 3日米沢藩は正式の降

伏謝罪状を越後口総督府に差し出

した。越後太夫浜〈たゆうはま〉

に上陸した西軍部隊の主力は米沢

口軍として、新発田を経て 9月 11

日に米沢に達した。この米沢口軍

は、新政府側に転じた米沢藩兵を

加えて、9月 16日に会津若松攻囲

軍に合流した。 

手代木勝任： 1826～1904。手

代木直右衛門。会津藩 100石。京

都守護職の公用人。のち若年寄。

藩命により若松城を脱出、降伏交

渉を行なった。 

秋月胤永： 秋月悌次郎。明治

維新後、胤永と名乗った。原書

〈たねなが〉→訳〈かずひさ〉。

1824～1900。軍事奉行添役。のち

第五高等学校教師など。 

原書「因つて」→訳「依って」 

原書「出して」→訳「出て」 

原書「立たば」→訳「経たば」

とした。 

戮力〈りくりょく〉： 力をあわ

せる。 

「奥羽はすでに寒冷の時季に向か

っているが、諸藩の奮戦によって

いよいよ賊である会津藩を孤立さ

せ、平らげ滅ぼすときに至った。

よって海陸の諸軍は一体となって

力を合わせ、すみやかに会津への

攻撃があるべきである、との御命

令があった。 

ただし、会津を平定した後はさ

らに作戦を定めて、もともとの命

令のとおり、すみやかに仙台をも

討伐すべきことはもちろんであ

る。」 

原書「伹」→訳「但」 

 

戊辰戦争白河口の戦いが行なわ

れたのは梅雨の時季だった。 

 

上野良尚： 白河町。会津藩

士。田辺軍次墓碑、二本松藩戦死

者碑の書を行なう。 

 

奥羽は時季
じ き

已
すで

に寒冷、且
かつ

諸軍の奮戦にて、最早
も は や

会賊
かいぞく

孤立滅夷
め つ い

の秋
とき

至
いた

れり。依
よっ

て海陸の諸軍合併
がっぺい

戮力
りくりょく

致し 速
すみやか

に会津へ攻撃可
これ

レ有
ある

レ

之
べき

旨
むね

、御沙汰
ご さ た

候事
こと

。 

但
ただし

、会津平定後は更
さら

に策を定め、最前
さいぜん

御沙汰之
の

通
とおり

速
すみやか

に仙台討

伐勿論
もちろん

之事
こと

。 

八月 

白河地方人
ちほうじん

の談 

若松城落城までは曇った日が多く、降雨も多かった。 

また白河を上
のぼ

る西軍の士に会津は落ちましたかと聞くと、「まだま

だ」と言って通った。云々 

 

白河在住の旧会津藩士上野良尚翁
おう

の語るところによれば、「『天は

その中
うち

に降雪を以
も

って会津を助けん、暖国の西軍憂
うれ

うるに足
た

ら



 

六百余年にわたる武家政治の終わりの戦いとして、会津武士の奮戦

はまさに我が国武士的精神の華
はな

であった。ここに至れるは藩祖正之
まさゆき

公
こう

以来代々の藩主の訓練の 賜
たまもの

である。 

 

 

  

ず、降雪を待って決戦せん』と覚悟し、城中で凧
たこ

を上げて悠然
ゆうぜん

さ

を示したものであった」と。 
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藩祖正之公： 会津藩の初代、

保科正之。1611～1673。第 2代将

軍徳川秀忠の四男（庶子）として

生まれる。信濃高遠藩主保科正光

が預かり、正光の子として養育さ

れる。異母兄である第 3代将軍・

徳川家光と第 4代将軍・家綱を輔

佐し、幕藩体制の強化に努めた。

会津藩松平家の初代となるも、み

ずからは生涯保科姓を通した。『会

津家訓十五箇条』を定め、「会津藩

は徳川将軍に忠勤を尽くす存在で

あり、他藩の動向に惑うことがあ

ってはならない。もし藩主がこの

道にそむくならば、我が子孫とは

いえない。そのような藩主に家臣

一同は従ってはならない」旨を遺

訓とした。 

幕末の藩主・松平容保はこの遺

訓を守って、佐幕派の中心的存在

として戊辰戦争を戦ったという。 

 

『会津家訓十五箇条』 

一、大君の儀、一心大切に忠勤を存すべく、列国の例を以て自ら処るべからず。若

し二心を懐かば、則ち我が子孫に非ず、面々決して従うべからず。 

一、武備は怠るべからず。士を選ぶを本とすべし。 上下の分、乱るべからず。 

一、兄を敬い、弟を愛すべし。 

一、婦人女子の言、一切聞くべからず。 

一、主を重んじ、法を畏るべし。 

一、家中は風義を励むべし。 

一、賄を行い、媚を求むべからず。 

一、面々、依怙贔屓すべからず。 

一、士を選ぶに便辟便侫の者を取るべからず。 

一、賞罰は家老の外、これに参加すべからず。若し出位の者あらば、これを厳格に

すべし。 

一、近侍の者をして、人の善悪を告げしむべからず。 

一、政事は利害を以って道理を枉ぐべからず。僉議は私意を挟みて人言を拒むべら

ず。思う所を蔵せず、以てこれを争そうべし。甚だ相争うと雖も我意を介すべから

ず。 

一、法を犯す者は宥すべからず。 

一、社倉は民のためにこれを置き、永く利せんとするものなり。 歳餓うれば則ち

発出してこれを済うべし。これを他用すべからず。 

一、若し志を失い、遊楽を好み、馳奢を致し、土民をしてその所を失わしめば、則

ち何の面目あって封印を戴き、土地を領せんや。必ず上表して蟄居すべし。 

 

  右十五件の旨 堅くこれを相守り以往もって同職の者に申し伝うべきものなり 

  寛文八年戊申四月十一日 会津中将  

                   家老中 

 



 

第 17章 奥羽諸藩降る 

 

 

9月 4日、米沢
よねざわ

藩は家臣毛利
も う り

上総
か ず さ

を遣
つか

わし謝罪書を越後口
えちごぐち

総督に呈
てい

し

た。 

9月 10日、二本松
にほんまつ

藩は白河口総督に罪を謝
しゃ

して、11 日丹羽
に わ

長國
ながくに

は寺

院に謹慎した。 

9月 15日、仙台藩は家臣伊達
だ て

将監
しょうげん

を遣わして平潟口
ひらかたぐち

総督四條
しじょう

隆謌
たかうた

の

軍門
ぐんもん

に謝罪状を呈し、9月 18日藩主伊達
だ て

慶邦
よしくに

父子は退城して、城外

に謹慎した。 

9月 18日には棚倉
たなぐら

藩主阿部
あ べ

正静
まさきよ

が仙台より領地伊達郡
だ て ぐ ん

保原
ほ ば ら

に帰り、

家臣斎田
さ い た

兵太夫
へいだゆう

をもって罪を謝し降
こう

を乞
こ

うた。 

 

棚倉藩主の謝罪歎願
たんがん

書 

奥羽諸藩の謝罪状はこの様
よう

の型
かた

で大同小異であった。 

 

9月 22日、会藩降服の日、公現
こうげん

法親王
ほうしんのう

には使僧
し そ う

仙覚院・松林院を四

條総督の軍門に遣
つか

わして謝罪状を上
のぼ

った。ここにおいて四條総督は

津藩をして親王の居館を守衛せしめ、10月 12日に親王を江戸にお送

り申し上げた。親王は後
のち

に御里
おんさと

の京都伏見邸に幽
ゆう

された。 

親王は後の北白川宮
きたしらかわのみや

能久
よしひさ

親王に在
おわ

します。 
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毛利上総： 上杉謙信の「越後

十七将」に「毛利上総介」あり。

代々名乗って仕えてきたものだろ

う。 

原書「白川」→訳「白河」 

⇒［脚注］丹羽長國 

伊達将監： 1830～1874。伊達

邦寧〈くにやす〉/留守邦寧〈るす

くにやす〉。伊達家一門（水沢伊達

氏）。代々「将監」を名乗ったよう

である。戊辰戦争では、13代藩主

慶邦の代理として白河口に出陣。

戦争が始まると非戦論に傾く。 

⇒［脚注］四條隆謌 

⇒［脚注］松平（伊達）慶邦 

伊達慶邦父子： 慶邦と養嗣子

宗敦〈むねあつ〉。 

⇒［脚注］阿部正静 

⇒［脚注］伊達郡保原村 

斎田兵太夫： 棚倉藩。【参考：

慶安年中忍藩分限帳に「御者頭・

三百石・斎田兵太夫」】 

「このたび、私は名分・順逆を

誤り、奥羽各藩と同盟して官軍に

反抗し、ついには封地棚倉から逃

げることまでして、何とも言い訳

もできない有様で、深く恐れ入っ

ております。伊達氏は同盟の最寄

りであることから、ひとまず仙台

へ参りましたところ、伊達氏なら

びに上杉氏から天皇の深いお考え

を懇切に伝えられ、恐懼至極に存

じます。もともとの心は勤王の他

にあるはずもなく、まったく都か

ら離れた僻地に居たため、年初以

来の社会情勢からも隔絶されて、

天皇の深いお考えも聞き知ること

なく、一時の行き違いから、つい

に今日までの成り行きとなってし

まいまして、まことにもって恐れ

入り、先の過ちを悔いて謝罪する

ものです。したがいまして、兵器

はすべて差し出し、保原陣屋の側

の寺に戻って、恭順謹慎いたしま

す。家来の末端まで厳しく謹慎い

たしまして、朝廷の裁きを受けま

す。この様でありますから、なに

ぶんよろしく（寛大に）ご処置く

ださいますよう、ただただ嘆願

し、謹んで申し上げます。」 

名分： 立場・身分に応じて守

らなければならない道義上の分

限。 

順逆： 従うこととそむくこ

と。特にそれが、道理にかなって

いるか否かということ。 

伊達陸奥： 仙台藩主伊達慶邦 

上杉弾正： 米沢藩主上杉斉憲 

恐懼至極： この上なく恐れ畏

まって身が縮みあがること。 

誠恐誠惶謹言： へりくだった

文書の結語定型の一つ。 

今般
こんぱん

、 私
わたくし

儀
ぎ

名分
めいぶん

順 逆
じゅんぎゃく

を 誤
あやまり

、奥羽各藩
かくはんと

同盟 仕
つかまつり

、 奉
かんぐんに

レ抗
こうし

二官軍
たてまつり

一、遂
つい

に棚倉
たなぐら

城地
じょうち

を離れ、何共
なにとも

可
もうしあげ

レ 奉
たてまつる

二申上
べ き

一様
よう

無
ござ

二

御座
な く

一、深
ふかく

奉
おそれいり

二恐入
たてまつり

一候。伊達陸奥
む つ

様は同盟最寄
も よ り

之儀
ぎ

に付
つき

、

一先
ひとまず

仙台表
おもて

へ罷越
まかりこし

候処
ところ

、右同人
どうにん

並
ならび

に上杉弾正より厚く叡慮
えいりょ

之

程
ほど

奉
でんしょう

二伝承
たてまつり

一、 恐懼
きょうく

至極
しごくに

奉
ぞんじ

レ 存
たてまつり

候。素心
そ し ん

勤王之外
ほか

毛頭
もうとう

二念
に ね ん

無
ござ

二御座
な く

一候処
ところ

、 全
まったく

遠境
えんきょう

之僻土
へ き ど

に罷
まかり

在
あり

、春来
しゅんらい

天下之事情も隔

絶 仕
つかまつり

、恐
おそれ

多
おおく

も厚き叡慮
えいりょ

之程
ほど

も具
とも

に 不
うかがい

レ 奉
たてまつら

レ伺
ず

、一時
い ち じ

之

行違
いきちがい

より、終
つい

に今日之仕儀
し ぎ

に立至
たちいたり

候段
だん

、 誠
まことに

以
もって

奉
おそれいり

二恐入
たてまつり

一、

悔
せんぴを

二先非
く い

一謝罪 仕
つかまつり

候。 随
したがっ

て兵器 悉
ことごと

く差上
さしあげ

、伊達
だ て

郡保原村
ほばらむら

陣屋
じ ん や

下
か

寺院へ立戻
たちもどり

、恭 順
きょうじゅん

謹慎罷
まかり

在
あり

、家来末々
すえずえ

迄
まで

屹度
き っ と

謹慎申
もうし

付
つけ

、 奉
ちょうさいを

レ仰
あおぎ

二朝裁
たてまつり

一候。此上
このうえ

は何分
なにぶん

宜敷
よろしく

御処置被
な

レ成
され

候様
よう

、

偏
ひとえ

に 奉
たんがん

二歎願
たてまつり

一候。誠恐
せいきょう

誠惶
せいこう

謹言
きんげん

。 

九月十八日 

阿部美作守
みまさかのかみ

 



9月 23日、庄内
しょうない

藩主酒井忠篤
ただすみ

も謝罪降服し、これにおいて奥羽越こ

とごとく平定
へいてい

。10月 29日、大総督熾仁
たるひと

親王は東北平定の状を奏
そう

し、

錦旗
き ん き

節刀
せっとう

を奉還
ほうかん

した。 

 

12月に至って、奥羽越諸藩主の罪を断じて各々
おのおの

処分を言い渡した。

大体からいえば寛典
かんてん

であったので、奥羽の諸藩は洪大
こうだい

の聖恩
せいおん

に感激

した。時
とき

の 詔
みことのり

にも「賞罰は天下の大典
たいてん

、朕
ちん

一人の 私
わたくし

すべきにあ

らず、宜
よろ

しく天下の衆議
しゅうぎ

を集め、至正
し せ い

至平
し へ い

毫釐
ごうりん

も 誤
あやまり

なきに決すべ

し」と仰
おお

せられている。 

かくて会津藩主松平
まつだいら

容保
かたもり

を鳥取藩主池田家に、容保の子喜徳
のぶのり

を筑後
ち く ご

久留米
く る め

藩主有馬
あ り ま

家に永預
ながあず

けとなし、仙台藩等各藩の所領をいったん

召し上げて、さらに左記の所領を賜わった。藩主の家柄については

藩主を江戸に謹慎せしめて血脈
けつみゃく

の者をして相続せしめた。その減封
げんぽう

相続の例を挙げると 

 

藩 名  新所領  旧所領 

仙台  28万石  63万石 

米沢   4万石  15万石 

庄内  12万石  14万石 

二本松  5万石  10万石 

棚倉   6万石  10万石 

 

 

泉
いずみ

藩 2万石、福島藩 3万石、湯長谷
ゆ な が や

藩 1万 5千石は各 2千石の削封
さくほう

となった。 

 

また平
たいら

藩主安藤
あんどう

信勇
のぶたけ

を陸中磐井に移し、祖父信正
のぶまさ

を永蟄居
ながちっきょ

に処し、

会藩主松平容大
かたはる

には後に陸奥
む つ

斗南
と な み

3万石を賜い、明治 2 年 5月 14日

に至り、会藩の重臣萱野
か や の

権兵衛
ごんのひょうえ

、仙台藩の但木
た だ き

土佐
と さ

・坂
さか

英力
えいりき

、南部
な ん ぶ

藩の楢山
ならやま

佐渡
さ ど

、山形藩の水野
み ず の

三郎右衛門
さ ぶ ろ う え も ん

、村上
むらかみ

藩の鳥居
と り い

三十郎
さんじゅうろう

、

村松
むらまつ

藩の堀
ほり

右衛門三郎
え も さ ぶ ろ う

・斎藤
さいとう

久七
きゅうしち

等を斬
ざん

に処した。 

会藩の田中
た な か

土佐
と さ

・神保
じ ん ぼ

内蔵助
くらのすけ

、米藩の色部
い ろ べ

長門
な が と

、庄内
しょうない

藩の石原
いしはら

倉右衛門
く ら え も ん

、棚倉
たなぐら

藩の阿部
あ べ

内膳
ないぜん

、二本松
にほんまつ

藩の丹羽
に わ

一学
いちがく

・丹羽
に わ

新十郎
しんじゅうろう

、

白河町村社
むらこそ

巌翁
おう

談 

世上
せじょう

阿部
あ べ

藩が慶応 3年棚倉
たなぐら

に移封
い ほ う

の際、6万石に減封
げんぽう

されたごと

く伝えられているのは誤りで、移封の時は 10万石、戊辰戦争の

処分によって 6万石と減封されたものである。と 
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公現法親王： 輪王寺宮。 

⇒［脚注］公現法親王 

使僧： 使者として遣わす僧。 

津藩： 三重県津市。藤堂家。

32万 3900石。 

公現法親王は降伏謝罪後、実家

伏見宮家での蟄居を申し付けら

れ、天皇猶子と親王の身分を解か

れた。明治 2年に赦され、ついで

北白川宮家を相続する。陸軍軍人

となるも、ドイツ女性との婚約問

題で謹慎。謹慎処分解除ののちは

天皇猶子・親王位を回復し、陸軍

中将として台湾へ出征したが現地

で病死。死後台湾各地の神社に祭

神として祀られた。（太平洋戦争

後、台湾各地の奉祀社は破却。） 

還俗したのは何時だったのか？ 

酒井忠篤： 1853～1915。出羽

庄内藩主。幕末期、江戸市中取締

役に任じられた。薩摩藩江戸屋敷

焼き討ちは戊辰戦争のきっかけと

なった。秋田藩・新荘藩・新政府

軍を相手に戦い、ほぼ無敗のまま

降伏。明治 3年鹿児島を訪問、西

郷隆盛に学ぶ。陸軍歩兵中尉。 

⇒［脚注］錦旗節刀 

罪を断ず： 罪に対して判決を

下すこと。 

寛典： 寛大な法的な処置。 

洪大の： ひじょうに大きい。

一面の洪水のように広大な。 

「（戦争の）賞罰は天下の重要な

法律である。天皇一人の思いで決

めるべきではない。よく世の中の

多くの人々の意見を集め、公正公

平を尽くして、少しの誤りもなく

決めるようにせよ。」 

毫釐〈ごうりん〉： いささかも 

永預け： 大名や親族等に終身

預けの禁錮刑。 

松平喜徳： 1855～1891。水戸

藩主徳川斉昭の十九男。松平容保

の養子。 

減封〈げんぽう〉： 大名などに

科せられた刑罰で、所領の一部を

削減すること。 

世上： 世間で。 

⇒［脚注］転封（移封） 

安藤信勇： 1849～1908。戊辰

当時、藩実権は先代の安藤信正が

握り新政府に敵対したが、信勇は

上京して恭順した。戦後、平藩は

岩井に移されたが、のち献金と引

き換えに旧領に復帰した。 

磐井： 岩手県一関市。 

安藤信正： 1820～1871。幕

末、老中として公武合体策を進め

るが、坂下門外の変で負傷・失脚

した。前藩主として藩を率い、奥

羽列藩同盟に参加し西軍と戦う。 

永蟄居： 公家・大名および陪

臣などに科せられた終身刑。門を

閉じ、部屋に引き籠って謹慎。 



長岡
ながおか

藩の河井
か わ い

継之助
つぎのすけ

・山本
やまもと

帯刀
たてわき

らは既に死んでいるので斬罪
ざんざい

に擬
ぎ

し

て家名
か め い

断絶
だんぜつ

とした。これらの重臣は皆
みな

各々
おのおの

その藩の責
せき

に任
にん

じたもの

である。会藩は近年に至り鶴ヶ城址
つるがじょうし

に萱野
か や の

権兵衛
ごんのひょうえ

の碑を建ててその

霊を弔
とむら

った。 

 

明治 2年 9月 28日、仙台・南部・二本松・棚倉等の各前藩主の罪を

宥
ゆる

し、米沢・福島・泉の各前藩主を従五位
じ ゅ ご い

に叙
じょ

した。また公現
こうげん

法親

王・徳川
とくがわ

慶喜
よしのぶ

の謹慎を解かれた。 

 

明治 5年正月 6日、松平
まつだいら

容保
かたもり

・その子喜徳
のぶのり

・松平定敬
さだあき

・旧二本松藩

士丹羽
に わ

富敬、会藩士秋月
あきづき

悌次郎
ていじろう

等 16人の罪を宥
ゆる

された。公現法親王

は三品
さんぼん

に、徳川慶喜は従四位
じ ゅ し い

に、仙台・南部・二本松・棚倉の旧藩

主は各々
おのおの

従五位
じ ゅ ご い

に叙
じょ

せられ、東軍の諸藩等
ひと

しく厚き天恩
てんおん

に浴
よく

した。 
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斗南： 青森県むつ市。会津藩

降伏後、明治元年 12月、陸奥上北

郡・三戸郡・二戸郡のうち 3万石

が与えられ、藩士が移住した。 

会津藩 20万石が斗南藩 3万石とな

った。むつ市円通寺に藩庁。 

松平容大： 1869～1910。幼少

時より御家再興の期待をかけられ

るも、成長して激しく反抗、退学

処分など。陸軍に志願、日清戦争

に参加。騎兵大尉。貴族院議員。 

萱野権兵衛： 1830～1869。萱

野長修〈ながはる〉。会津藩 1500

石。家老。戦後飯野藩下屋敷で抗

戦の責を負って自刃。39歳。 

但木土佐： 1817～1869。但木

成行〈なりゆき〉。仙台藩 1500石

奉行。藩財政再建、殖産興業。降

伏後、反逆首謀の罪で逮捕斬首。 

坂英力： 1833～1869。坂時秀

〈ときひで〉。仙台藩一族 844石。

奉行。降伏後、抗戦の責を負って

斬首された。 

楢山佐渡： 1831～1869。楢山

隆吉〈たかよし〉。南部藩（盛岡

藩）家老。秋田領出兵の責を負っ

て斬首。 

水野三郎右衛門： 1843～

1869。水野元宣〈もとのぶ〉。山形

藩 1300石家老。戦争責任を負って

処刑された。 

鳥居三十郎： 1841～1869。鳥

居和祚〈まさよし〉。村上藩 700石

家老。戦争責任を負って切腹。 

堀〈ほり〉右衛門三郎〈えもさ

ぶろう〉： 村松藩家老。 

斎藤久七： 村松藩。 

田中土佐： 1820～1868。田中

玄清〈はるきよ〉。会津藩 2000

石。家老。8月 23日若松城下、土

屋一庵邸で自刃。 

神保内蔵助： 1816～1868。神

保利孝〈としたか〉。会津藩 1800

石。家老。8月 23日城下、土屋邸

で自刃。53歳。 

色部長門： 1825～1868。色部

久長〈ひさなが〉。米沢藩 1666石

家老。新潟港管理、洋式武器購

入。7月 29日薩長軍の攻撃で自

刃。 

石原倉右衛門： 1827～1869。

庄内藩中老。新潟で武器購入契約

の帰途、新政府軍に包囲され死

亡。藩降伏後、戦争首謀者とされ

た。 

⇒［脚注］阿部内膳 

⇒［脚注］丹羽一学 

丹羽新十郎： 1826？～1868。

丹羽茂正〈しげまさ〉。二本松の戦

いで自刃した。 

 
⇱ 

⇱ 
 

河井継之助： 1827～1868。河

井秋義〈あきよし〉。長岡藩 120

石。郡奉行のち奉行格加判に抜擢

されて藩政改革を主導。奥羽越列

藩同盟に加わり、長岡藩兵を率い

て戦うが負傷、8月 16日只見・塩

沢村で死去。42歳。 

山本帯刀： 1845～1868。山本

義路〈よしみち〉。長岡藩 1300

石。家老、軍事総督。北越戦争の

殿〈しんがり〉を務め、会津飯寺

〈にいでら〉の戦いで捕らえられ

る。9月 9日阿賀野川河原で斬首

された。23歳。太平洋戦争時の連

合艦隊司令長官・山本五十六は、

のちの山本家の養子。 

丹羽富敬： 二本松藩。不詳。 

秋月悌次郎⇒［脚注］秋月胤永 

 

三品： 親王の位の第三位。原

書〈さんぴん〉→訳〈さんぼん〉。 

天恩： 天の恵みだが、ここで

は天皇による赦免の恩情のこと。 

 



 

第 18章 西軍帰還の途
と

白河に宿泊 

 

 

東軍降伏となって、西軍は凱歌
が い か

を挙げて各藩に帰ることとなる。 

これは会津落城の 9月の頃から 10月・11月である。白河では旅舎
りょしゃ

は

もちろん、普通の人家
じ ん か

・商家までその宿に当
あ

たった。今日の陸軍演

習の宿割
しゅくわり

のようなものが永
なが

く続いたのである。 

宿 料
しゅくりょう

は一 賄
まかない

一朱、一泊が二朱くらいであって、料金は直
じか

にその

藩から受け取ったもののほか、大田原
おおたわら

受取
うけとり

とか、二本松
にほんまつ

願出
ねがいで

とかが

あった。 

 

白河中町
なかまち

の熊田庄屋
しょうや

所蔵記録に「諸家様御賄
おまかない

調
しらべ

書上
かきあげ

帳」、「薩州様

御旅籠
は た ご

調
しらべ

帳」、「大田原請取
うけとり

分
ぶん

諸藩様御 賄 調
おまかないしらべ

」等がある。これは中

町だけの宿泊調帳である。他はこれによって類推すべきである。今
いま

同記録を抄記
しょうき

して見よう。 
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凱歌： 戦いに勝ったときに歌

う喜びの歌。かちどき。 

陸軍演習の宿割： 原書発行の

当時、陸軍の大規模演習がある

と、旅館だけでは演習参加将兵を

収容しきれないので、地元の民家

へ割り振って兵士を数人ずつ泊ま

らせた。 

一賄： 食事 1回分の供給。休

憩場所の提供も含む？ 

一朱： 江戸時代後期に流通し

た長方形短冊形の銀貨である、一

朱銀のこと。 

大田原受取： 大田原は北関東

における西軍の拠点の一つだった

ので、東北地方からの西軍引き上

げを手配する事務所が置かれ、会

計を担当したものか？ 

二本松願出： 二本松も手配拠

点の一つか？ 

⇒［脚注］熊田 

旅籠： 宿屋。ハタゴとは馬の

飼料を盛る旅用の籠。のち旅の食

糧を称し、それを提供する家。 

 

 

 

 

この「～屋」というのは、西軍

に宿舎を提供して代金を請求した

者たちの屋号。宿屋ばかりでな

く、他業種商家を含むかもしれな

い。 

 

十月十八日 

一 備前三番小隊 

六人様 十八賄 金澤屋直左衛門 

十月十九日 

一 備前三番小隊 

四人様 十二賄 丸屋市兵衛 

十月二十日 

一 薩州四番隊 

十三人様 三十九賄 井桝屋吉兵衛 

十月二十日 

一 薩州四番隊 

上下十人様 三十賄 京國屋休兵衛 

十月二十二日 

一 鍋島様二番隊 

夜十九人様 朝十五人様 しめて三十四賭 さつまや佐助 

十一月四日 

一 薩州国分市郎右衛門様 

六人様 十八賄 浅川屋喜助 

十一月七日夕、八日朝 

一 岡本伴七様 

九人様 十八賄 小室屋常蔵 



などとある。士
し

ばかりでなく馬も荷物も通った。宿泊せずに一 賄
ひとまかない

の昼食だけで通過した者もあった。 

 

同記録に 

とあって、請取
うけとり

証にも武士階級に対する敬語がある。（慶応 4年 9月

8日に明治と改元したのだから、辰 11月は明治元年 11月である。） 

  

しめて金三十二両二分一朱百四十二文 

右之通御旅籠
お は た ご

、 被
くだしおか

二下置
さ れ

一奉
うけ

レ 請
たてまつり

候。以上。 

辰
たつ

十一月          中町
なかまち

庄屋良助（印） 
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庄屋がまとめて請求・領収し

て、宿舎提供者に分配したものだ

ろうか。 

 

 

 

 

 

ちなみに、太陰太陽暦（旧暦）

から太陽暦（新暦）への切り替え

は、「明治五年十二月三日を以っ

て、明治六年一月一日とする」と

いう改暦詔書が明治 5年 11月 9日

（西暦 1872年 12月 9日）に出さ

れた。時刻法も従来の 1日 12辰刻

制から 1日 24時間の定刻制に替え

られた。 

 



 

第 19章 東西両軍の墓碑および供養塔 

 

 

戦死之碑・供養塔は東西いずれの軍に属するものでも、等しく忠節

に殉
じゅん

ぜるの忠霊
ちゅうれい

塔である。今の人その昔を偲
しの

んで香華
こ う げ

を手向
た む

くべ

く、後の人もまたこの 志
こころざし

を継いで忠魂
ちゅうこん

を慰
い

すべきである。 

まず西軍の碑から記
しる

さば 

（1）薩長大垣十三人之墓 

碑石 1基、白河町字松並
まつなみ

にある。いわゆる九番町
くばんちょう

口にある。碑名に 

とあった。（大正 4年に小峰城
こみねじょう

の東、鎮護神山
ちんごじんやま

に薩藩戦死者 7名の合

祀後、「長州大垣藩戦死六名之墓」と改刻して現在に至る。）これは

慶応 4年閏 4月 25日の白河口戦争の第一戦で、戦死した西軍勇士の

霊位
れ い い

である。 

明治 9年 6月、明治天皇奥羽巡幸の折
おり

、御車を駐
とど

めさせられて暫
しば

し

弔
とむら

われた。 

明治 41年 9月 8日には、東宮嘉仁
よしひと

親王白河に行啓
ぎょうけい

。松並にその霊

を弔われた。 

 

（2）長寿院
ちょうじゅいん

西軍の墓 

長寿院の塋域
えいいき

に薩・長・土・大垣
おおがき

・館林
たてばやし

・佐土原
さ ど わ ら

6藩の白河にて戦

死した者、会津等にて負傷し白河にて死亡した者および病歿者
びょうぼつしゃ

の墓

が 116ある。内訳
うちわけ

して記
しる

さば薩が 29、長が 30、土が 18、大垣 13、

館林 7、佐土原 19である。このうち薩藩のものは鎮護神山
ちんごじんやま

に移され

た。 

墓碑は一人ごとに建てられ、姓名、卒
そつ

せし年月日、行年
ぎょうねん

等が刻され

ている。この墓に詣
もう

でる者誰でも、若きは十六・七歳多くは二十歳
は た ち

前後の青年武士が勤王の志を抱いて、遠く奥羽の地に苦戦した忠誠

に感ぜしめられる。明治 30年頃までは切り髪
き り が み

に黒縮緬
ちりめん

の紋付
もんつき

羽織を

着た未亡人や遺族等の墓参もあったと伝えられるが、歳月を経
へ

る今

は縁者の弔うものは更
さら

に見えない。されど地方人
ちほうじん

の志ある者は香華
こ う げ

を手向
た む

けている。 
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⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d00_■供養碑・墓】 

 

忠節： 主君への忠義をかたく

守ろうとする気持ち。 

忠魂： 忠義を尽くして死んだ

人の魂。また、忠義の精神。 

「忠義」が当時の社会正義の柱で

あった。現代的には、社会正義に

殉じたと解すべきか。 

 

⇒［脚注］松並 

九番町： 白河市九番町。南か

ら来た奥州街道は、松並・九番

町・七番町・三番町…と白河市街

地へ入って行く。 

鎮護神山： 白河城内の丘陵の

一部。天明 4年松平定信が、藩祖

定綱を祀る鎮国大明神を造営した

のが、地名の起こり。 

合祀： （幾つかの神・霊を）

合わせてまつること。 

のちに薩摩藩戦死者を他藩と分離

して改めて合祀した経緯は？ 西

南戦争に関連あり？ 

奥羽巡幸： ⇒［脚注］『東巡

録』 

御車： この巡幸の場合は、馬

車のこと。 

東宮： 皇太子。後の大正天

皇。1879～1926。 

行啓： 天皇の行幸に対して、

太皇太后・皇太后・皇后・皇太

子・皇太子妃等の外出・旅行。 

長寿院： 白河市本町北裏。 

塋域〈えいいき〉： 墓地。 

⇒［脚注］佐土原藩 

卒： おわる。死ぬ。 

行年： 「行年」とは、この世

に生まれて何歳まで修行したかの

表示で、「享年」とは、天から享け

た年数の表示とされるが、それぞ

れ「数え年」か「満年齢」かで計

数は違ってくるうえに、実際には

混同して使用されている場合も多

いと思われる。数え年が一般であ

った当時は、数え年が表示される

ことが多かったと思われる。 

切り髪： 近世から明治にかけ

ての婦人の髪の結い方の一つ。髪

を頭頂で束ね、髷を結わずに先を

切りそろえて下げておくもの。未

亡人などが出家の意味で結った。 

縮緬： 平織の絹織物で、横糸

に撚り戻しを生じさせ、布面に独

特のちぢみを生じさせたもの。 

紋付羽織： 家紋が付された羽

織。江戸時代に武家社会で略礼装

だったが、中期より庶民の礼装と

して用いられるようになった。 

地方人： 首都以外の地域に住

む人々。ここでは特に白河地方に

住む人々のこと。 

慶応四年 

薩長大垣戦死十三人之墓 

閏四月二十五日 

 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf


白河に戦死した行年
ぎょうねん

22歳の土藩辻精馬友猛の墓石に和歌が誌
しる

されて

ある。 

 

長
ちょう

藩野村傳 源
みなもとの

頼睦の辞世として 

と尽忠
じんちゅう

報国
ほうこく

の精神を詠
えい

じている。116名の心情皆
みな

かくの如
ごと

くであっ

たろう。 

 

明治 9年 6月、聖駕
せ い が

東巡
とうじゅん

の際扈従
こしょう

した岩倉
いわくら

具視
と も み

・大久保
お お く ぼ

利通
としみち

・木戸
き ど

孝允
たかよし

等のこの寺院に立ち寄られて弔霊
ちょうれい

した事は、墓地入口の石燈籠
いしどうろう

に依って知られる。石燈籠は 2基ある。一基は大久保利通の献燈
けんとう

で 

一基は岩倉右大臣・木戸顧問
こ も ん

の献燈で 

 

長寿院
ちょうじゅいん

が西軍の墓所となった因縁
いんねん

は、5月朔日
さくじつ

の激戦の日に白河町

寺院住職の多くは避難せしが、当寺の住職が豪胆
ごうたん

で寺院を守り居
い

た

れば、西軍この寺院に戦死者を託
たく

して回向
え こ う

を請
こ

いたるによると伝え

ている。什物
じゅうもつ

として「六藩戦死者の画像」がある。皆総髪
そうはつ

姿
すがた

であ

る。荷翁
か お う

の筆
ひつ

である。 

 

（3）白河役
えき

陣亡
じんぼう

諸士碑 

長寿院西軍墓畔
ぼ は ん

にある巨碑で明治 25年の建設である。島津
し ま づ

・毛利
も う り

両

公をはじめ、この役
えき

に参加せる板垣
いたがき

退助
たいすけ

・川村
かわむら

純義
すみよし

・大山
おおやま

巌
いわお

等の

発起
ほ っ き

によった建碑
け ん ぴ

である。碑銘
ひ め い

は 
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辻精馬： 土佐藩。7月 1日白河

湯本口で戦死。『殉難者名簿』には

「25歳」とある。 

墓誌の和歌： 万葉仮名で表

記。「露と散る 命もなどか惜しか

らむ かねて捧げし わが身と思

へば」 

野村傳： 長州藩。9月 10日会

津若松で戦死。24歳。 

辞世： もとの意味は、この世

に別れを告げること。ここでは、

死に臨んで、この世に詠み残す和

歌、辞世の歌のこと。 

「今さらに云ふ言の葉も無かりけ

り 御国の露と消ゆる嬉しさ」 

尽忠報国： 君主への忠節を尽

くし、身命をささげて国家の恩に

報いること。 

聖駕・龍駕： 天子の乗り物。

東北地方を巡幸する明治天皇を指

す。 

扈従・陪従： 天皇に随行す

る。 

⇒［脚注］岩倉具視 

大久保利通： 1830～1878。大

久保一蔵。薩摩藩。精忠組活動。

藩参与。京都の政局に関わり、明

治政府では参議、のち初代内務卿

など。版籍奉還、廃藩置県、地租

改正、徴兵令などを実施。 

木戸孝允： 1833～1877。桂小

五郎。長州藩。藩内の尊王攘夷派

の指導者。藩外交の最高責任者と

して京都で活動。明治政府に総裁

局顧問専任として迎えられる。版

籍奉還・廃藩置県など実施。西南

戦争の半ば、京都出張中に病死。 

「今年の夏、天皇の東北地方巡

幸にあたっては、大久保利通が随

行者としてまず先発を命じられ

た。途中、白河町を経る際に、戊

辰戦争での官軍戦死者の墓に詣で

た。ここに燈籠 1基を供えて、謹

んで追弔の意を表すものである。」 

白河駅： 鉄道の駅ではなく、

街道の宿駅の意味。 

追弔： 死者の生前をしのび、

その霊をとむらうこと。 

顧問： 新政府の初期の体制で

総裁局顧問。庶政全般の実質的な

最終決定責任者。総裁は熾仁親

王、副総裁は岩倉具視と三条実

美。新政府初期の体制は変遷が大

きく、明治 9年当時で岩倉右大

臣、木戸顧問とするのは不適当？ 

丙子〈へいし〉： ひのえね。干

支の一つ。 

「天皇東北巡幸に随行の途次

で、戊辰戦争で戦死した諸士の霊

を弔いつつ通る。」 

豪胆： きもがすわっているこ

と。危険・困難に臨んでも、大胆

に物事を処する態度。 

⇒［脚注］回向 

都
つ

由
ゆ

跡
と

知
ち

流
る

、伊
い

笶
の

智
ち

母
も

奈
な

謄
と

香
か

、遠
お

羊蹄
し

加
か

良
ら

武
む

、蚊
か

弥
ね

而
て

佐
さ

佐
さ

宜
げ

之
し

、

和
わ

我
が

美
み

登
と

於
お

毛
も

倍
え

婆
ば

。 

今さらにいふことのはもなかりけり 

み国
くに

の露と消ゆるうれしさ 

 

今夏六月 龍駕
りゅうが

東幸
とうこう

。利通 奉
ばいじゅう

二陪従先発之命
せんぱつのめいをたてまつる

一。途
とに

経
しらかわ

二白河駅
えきをへて

一、 詣
ぼしんの

二戊辰之役
えき

官兵
かんへい

戦死者之墳墓
せんししゃのふんぼをもうでる

一。茲
ここに

奠
とうだい

二燈台一基
いっきをてんじ

一、

謹
つつしんで

表
ついちょうの

二追弔之意
い を あ ら わ す

一云。 

明治九年五月廿八日     大久保利通 

明治九年丙子
へ い し

六月 

龍駕
りゅうが

東巡
とうじゅん

扈従
こしょう

之次
じ

、過
ぼしん

三于此弔
せんししょしの

二戊辰戦死諸子之霊
れいをここにとむらいてすぐ

一 

従一位 岩倉具視 

従三位 木戸孝允 

 



この巨碑の竣工して除幕式の行なわるる時、陸軍の軍楽隊も来
きた

り、
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什物： たからもの。元の意味

は「日常の器具類」のことだが、

禅宗寺院の所有する器財のことを

いうようになり、転じて寺などに

伝わる宝物の意味にもなった。 

「六藩戦死者の画像」⇒目でみ

る戊辰白河口戦争の記録 

総髪： 髪の毛全体をのばし、

後頭部でたばねて後ろに垂らす。 

荷翁： 白河町の絵師。鵜沼舒

嘯〈うぬまじょしゅう〉。 

陣亡： 戦争に従軍して（戦陣

にあって）死亡すること。 

⇒［脚注］捐躬 

篆額： 石碑の上部に篆字で彫

りつけた題字。 

中興： 天皇政権が再興された

ことを指す。「建武の中興」にも擬

している。 

六師： 東海道など六道への鎮

撫征伐の軍（師）。 

両総常野： 上総・下総・常

陸・下野（千葉・茨城・栃木県）。 

進徇： 進み巡る。侵し広がる 

合従： 中国戦国時代の外交で

ある合従策より。強大なものに対

抗するための連合。 

方命： 命令に方く〈そむく〉。 

逋竄〈ほざん〉： 逃げ隠れる。 

投じ： 仲間となる。 

王師： 天皇の派遣した軍隊。 

次ぐ： 宿営する。 

朔： 月の初日。ついたち。 

縦： 操縦の「縦」。意のままに

操るの意味。従える。 

鋒： 軍勢の勢い。 

支う能わず： 守り切れず。 

進取を議す： 方策を検討した 

毎戦、利有り： 戦うごとに戦

果を得た。 

抜く： 陣地や城を撃破する。 

応ずる： 呼応・合流する。 

下す： 降す。 

海陸諸軍： 白河口・平潟口の

諸軍。 

天狗角觗山〈かくしざん〉： 天

狗角力取山〈すもうとりやま〉。石

筵より母成峠東方のルートにあ

る。「角觗」は漢文的命名表現。 

角觗〈かくし〉： 『和名抄』に

「角觗今之相撲也」とある。 

猿嵓（岩）： 勝岩ともいう。保

（母）成峠の西南。伊達路（二本

松方面へのルート）にある。 

三度己屋： 三斗小屋。 

蕩平〈とうへい〉の功： 敵を

完全に除くという功績。 

瘞屍〈えいし〉： 屍をうずめ

る。つまり死亡するという意味。 

慨然： 公憤を覚えて憂え嘆く

さま。 

財を会し： 資金を出し合って 

余に文を徴す： 私が文を任さ

れた。 

白河役
えき

陣亡
じんぼう

諸士碑 

捐躬
えんきゅう

報国  陸軍大将大勲位
だいくんい

熾仁
たるひと

親王篆額
てんがく

 

戊辰中興
ちゅうこう

之元年春、六師
ろ く し

東征 首
はじめに

収
えど

二江戸城
じょうをおさむ

一。徳川氏恭 順
きょうじゅん

謝罪
しゃざい

。 而
しこうして

余賊
よ ぞ く

尚
なお

拠
とうえい

二東叡山
ざんにより

一不
くだら

レ降
ず

、 乃
すなわち

撃殱
こ れ を

レ 之
げきせん

。先
さきに

是
この

分軍
ぶんぐん

転戦
りょうそう

二両総常野之間
じょうやのかんをてんせんし

一、進徇
おおうに

二奥 羽
しんじゅんす

一。奥羽諸藩合従
がっしょう

方
めいに

レ

命
そむき

、会津仙台実
じつは

為
これを

レ 之
めいしゅ

二盟主
と な す

一。幕府逋竄
ほ ざ ん

之徒又
また

往
いきて

投
これに

レ之
とうじ

、

共
ともに

抗
おうしに

下王師
あらがう

中於二白河城一上。城 当
おううの

二奥羽咽吭
いんこうにあたり

一、地勢
ち せ い

険要
けんよう

、賊

極 力
きょくりょく

拒守
きょしゅ

。官軍 進 戦
すすみたたかうも

不利
ふ り

、 退
しりぞいて

次
あしのに

二芦野
つ ぐ

一。五月朔
さく

、縦
へいを

レ

兵
したがえ

自
さんどう

二三道
よ り

一往
いき

襲
これを

レ之
おそう

。鋒
ほう

甚
はなはだ

鋭
えい

、斃
あいづ

二会津仙台二本松
せんだいにほんまつたなぐらとうの

棚倉等
へいろっぴゃく

兵六百八十余人
はちじゅうよにんをたおす

一。賊
ぞく

不
ささう

レ能
あたわ

レ支
ず

、棄
しろを

レ城
すて

遁
のがれる

。官軍 乃
すなわち

入
はいり

為
こんきょと

二根拠
な し

一、蓄
えいを

レ 鋭
たくわえ

議
しんしゅ

二進取
を ぎ す

一。賊
ぞくは

察
わが

二我 寡 兵
かへいなるをさっし

一、大挙

来
かこみ

レ囲
きたり

、 衆
すうせん

二数千人
にんをあつむ

一、 而
しかるに

官軍 不
ろっぴゃく

レ過
よにん

二六百余人
に す ぎ ず

一。 備
しらさか

レ

兵
えきに

二白坂駅
へいをそなえ

一、 使
ぞくをして

レ 賊
わがぐん

勿
のうしろを

レ 断
たつこと

二我軍後
なからしむ

一。爾来
じ ら い

砲戦 累
ちゅうや

二

昼夜大小数十合
だいしょうすうじゅうごうをかさぬ

一。毎 戦 輙
まいせんすなわち

有
り

レ利
あり

。既而
すでにして

官軍日益
ひましに

至
いたり

、賊勢
ぞくせい

日 愈
ひにいよいよ

蹶
つまずき

、 退
しりぞいて

保
その

二其 城 砦
じょうさいをたもつ

一。六月官軍別隊
べつたい

、由
かいろ

二海路
に よ り

一

達
ひらかた

二平潟
にたっし

一、攻
たいら

二平 城
じょうをせめ

一抜
これを

レ之
ぬき

、将
まさに

以
もって

応
しらかわ

二白河軍
ぐんにおうずる

一也
なり

。二十

四日 発
をはっし

二薩長土大垣佐土原館林黒羽七藩兵千余人一、 撃
せきさん

レ賊
に

レ於
ぞく

二関山
を う ち

一、 乗
いきおい

レ 勢
にじょうじ

下
たなぐら

二棚倉城
じょうをくだす

一。於
これに

レ是
おいて

海陸諸軍 悉
ことごとく

会
にほんまつ

二二本松城下
じょうかにかいし

一、倶
ともに

攻
せめて

抜
その

二其城
しろをぬく

一。 乃
すなわち

分
わけて

為
にぐん

二二軍
と な し

一、一
いちは

由
てんぐ

二

天狗角觗山
すもうとりやまより

一、一
いちは

由
さるいわ

二猿嵓竝保成本道
ならびにぼなりほんどうより

一。 而
しこうして

三別
さんべつの

遺
のこる

一軍
いちぐんは

由
さんど

二三度己屋
ご や よ り

一、 進
すすみて

共
ともに

討
あいづ

二会津
を う ち

一、竟
ついに

能
よく

レ 得
とうへい

レ奏
のこう

二蕩平之功
そ う す る を え

一焉
たり

。

是役
このえき

也
ぜんご

二前後陣亡甚多
じんぼうはなはだおおし

一、 而
しこうして

瘞屍
しらかわ

二 白 河
ちょうじゅいん

長寿院
にえいしする

一者
もの

、凡
およそ

一百

十五人。墓上
ぼじょうに

惟
ただ

刻
そのせいめい

二其姓名
をこくするのみ

一、未
いまだ

レ及
その

録
じせきを

二其 事 跡
しるすにおよばず

一。 

於
ここに

レ是
おいて

七藩旧主及
および

当時関
その

二 其 役
えきにかかわる

一者
もの

、慨然
がいぜん

会
ざいを

レ財
かいし

以
もって

図
その

二

其 不 朽
ふきゅうをはからんと

一、徴
よに

レ文
ぶんを

二於余
ちょうす

一。鳴呼
あ あ

戊辰之変
へん

、天下治乱
ち ら ん

之
の

所 判
わかるところ

、 而
しこうして

勤王諸藩率先
そっせん

踢厲
しゃくれい

、諸士亦
また

皆捐躬
えんきゅう

報国
ほうこく

以
をもって

賛 襄
こうぎょうを

二鴻 業
さんじょうす

一。此
これ

雖
こっか

二国家隆運之所
りゅううんのいたすところと

レ 致
いえども

一、 而
しこうして

其烈
そのれつ

亦
また

可
たくい

レ 謂
ひじょう

二

卓偉非常
と い う べ き

一哉
かな

。今
いま

二十五年矣
なり

。海内
かいだい

又
また

乂安
かいあん

、庶民謳歌
お う か

、 追 懐
とうじをついかい

二

当時
すること

一、 恍
かくせい

レ 如
のごとく

二隔世
こうなり

一。 而
しこうして

百年之後
のち

、物換
ものかわり

星 移
ほしうつりて

、艱難
かんなんの

遺跡
い せ き

或 将
あるいはまさに

帰
いんめつ

レ乎
にきさ

二湮滅
ん か

一、此
これ

是挙
このきょ

之所以
ゆ え ん

不
しく

レ可
べから

レ已
ざる

也
なり

。銘
めい

曰
いわく

 

有蔚
ゆ う い

佳城
けいじょう

 白河
は く が

之原
はら

 煌々
こうこう

烈士
れ っ し

 爰 留
ここにそのこん

其魂
をとどむ

 遺勲
い く ん

銘 石
いしにめいし

 

山岳
さんがく

倶 存
ともにそんす

 

明治二十五年壬辰
じんしん

十一月 

従四位勲四等文学博士重野
し げ の

安繹
やすつぐ

撰
せん

 

弁理公使従四位子爵秋元
あきもと

興朝
おきとも

書 
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大山
おおやま

大将ら戊辰の役に関係あるの士
し

参列して頗
すこぶ

る盛大のものであっ

たと本町
もとまち

の佐久間平三郎氏は語る。 

 

長寿院
ちょうじゅいん

に明治 33年、三十三回忌
か い き

の霊祭
れいさい

が催された時、海軍中将伯

爵川村
かわむら

純義
すみよし

（戦争当時の川村
かわむら

与十郎
よじゅうろう

）、文部大臣樺山
かばやま

資紀
すけのり

らが臨席

し、二氏また左記の書を長寿院に遺
のこ

してある。 

樺山
かばやま

文部大臣は「慰忠魂」の三字を大書し、「明治三十三年五月二十

八日、樺山」と書かれてある。いずれも長寿院に現存。 

長寿院には明治の末期まで毛利家より年々供養料金
りょうきん

若干
じゃっかん

を送られ

たが、今はその事が絶
た

えている。 

 

（4）薩州藩の碑 

小峰
こ み ね

城祉
じょうし

本丸の東、鎮護神山
ちんごじんやま

に薩州藩戊辰戦死者の合葬碑
がっそうひ

がある。

「戊辰薩藩戦死者墓」と題す。碑の高さ 8尺、石質は花崗岩
かこうがん

、筆者

は大勲位侯爵松方
まつかた

正義
まさよし

である。碑の裏に三春
み は る

・磐城
い わ き

・平
たいら

・花見坂
はなみざか

・

長寿院
ちょうじゅいん

合葬とある。すなわち大正 4年 11月に旧薩藩士等相謀
あいはか

り白

河口の花見坂（白河松並
まつなみ

）、にあった薩長大垣 13 人中の 7人と、三

春にあった者、磐城平
たいら

胡麻沢
ご ま ざ わ

にあった 14人、長寿院のものとを合

して葬った。巨碑の台石に各々
おのおの

戦死の場所、所属隊名、氏名等が

詳記
しょうき

されてある。いずれも遺族が内務
な い む

大臣
だいじん

の認可
に ん か

を受けて白河に改

葬したものであると伝える。薩藩のこの種
しゅ

のことは会津若松融通寺
ゆうつうじ

【p134】 

判る所： 分かれ目。 

踢厲： 踢〈ける〉、厲〈はげ

む〉。決起する。 

賛襄： 君主を助けて政治を行

うこと。 

鴻業： 大きな事業。天皇の政 

烈： 激しさ。情熱。 

卓偉： 抜きん出て優れている 

非常： 普通でなく、差し迫っ

ている。 

海内： 四海の内。国内。 

乂安： 世の中がよく治まっ

て、安らかなこと。 

恍： かすかに、ぼんやりと。 

湮滅： 跡形もなく消えてしま

うこと。 

この建碑をしないわけにいかな

い理由なのだ。 

「城（墓碑）は緑に包まれ、川

は白く輝く。まばゆくも活躍した

烈士は、ここにその魂を留めてい

る。勲功は石に記し残され、山々

が添い守っている」 

壬辰〈じんしん〉： みずのえたつ 

重野安繹： 1827～1910。薩摩

藩。薩英戦争の戦後処理。維新後

は学界へ。歴史学研究の泰斗、ま

た日本最初の文学博士の一人。 

撰〈せん〉： 詩や文章を作る。 

弁理公使： 外交使節の第 3の

階級。 

秋元興朝： 1857～1917。宇都

宮藩家老・戸田忠至の次男。明治

時代から大正時代の華族、外交官 

⇒［脚注］川村与十郎（純義） 

樺山資紀： 1837～1922。覚之

進。薩摩藩。西南戦争で熊本城守

備。日清戦争黄海海戦に西京丸で

参加。海軍大将。内務大臣、文部

大臣など。 

御代一統： 天皇による統一国

家。 

大内山： 皇居。 

八幡： 京都府八幡市。 

山崎： 京都府乙訓郡大山崎町 

難波の城： 大坂（阪）城。 

祭祀： 祭祀料。 

「国のために身命を捨てた人々

のその名は、白河の清い流れに

（この白河の地で）永遠に記され

ていくのだ」 

毛利家： 長州藩主家。 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d17_「戊辰薩藩戦死者墓」（鎮

護神山）】 

⇒［脚注］鎮護神山 

高さ 8尺： 約 2.4m。 

松方正義： 1835～1924。薩摩

藩。藩の議政書掛に抜擢。明治政

府では長崎裁判所参議に任命され

る。大蔵大臣、内閣総理大臣とし

て金本位制の確立。元老。 

胡麻沢： いわき市平胡摩沢。 

融通寺： 会津若松市大町 。 

徳川氏の流
ながれ

の末は乱るる世となりて、其
その

政
まつりごと

を朝廷に還
かえ

し 奉
たてまつ

り御代
み よ

一統
いっとう

になり、大義名分を正しくせしに、豈
あに

図
はか

らんや、再び

大軍を起
おこ

し都に入
い

らんとせしが、鳥羽
と ば

伏見
ふ し み

の戦
いくさ

の初
はじめ

、大内山
おおうちやま

に

錦旗
き ん き

の御旗
み は た

翻
ひるがえ

し征討の命
めい

を下
くだ

し給
たま

ひ、八幡
や わ た

・山崎
やまざき

より難波
な に わ

の城

も追攘
おいはら

い、東海
とうかい

・東山
とうさん

の両道に王師
お う し

を向
むか

はしめ、終
つい

に江戸城をあ

け渡せしといへども、残党国々
くにぐに

に拠
よ

り王師に抗
こう

し、この白河を要
よう

し大戦に忠勤を抽
ぬきん

で、国の為
ため

に斃
たお

れし人々を長寿院
ちょうじゅいん

に葬
ほうむ

り、其
その

戦功も尠
すくな

からず、遂
つい

に奥羽鎮定
ちんてい

し、朝廷より厚く祭祀
さ い し

を賜
たま

はり、

実
じつ

に慶応四年五月朔日
さくじつ

、此
こ

の白川
しらかわ

を陥落
かんらく

せし当日にて三十三回忌

の祭典を催し、同従軍者
じゅうぐんしゃ

にして今に生存せる有志とも交
こもご

も集り

て、なき人々の忠魂を慰めんと、旧藩主初
はじめ

夫々
それぞれ

よりも祭典料
さいてんりょう

を

捧
ささ

げられ、海山の種々
しゅしゅ

を供
そな

へ、なき人々の御霊
み た ま

を慰
なぐさ

めまゐらせん

となむ。 

明治三十三年五月二十八日 

海軍中将正二位勲一等伯爵河村
かわむら

純義
すみよし

 

国のため捨てしその名は白川の清き流に名をとどむらん 
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にもある。両碑（鎮護神山、融通寺）ともに白河町田中増次郎氏、

同仲三氏の請負に係るものである。（旧薩藩では東郷大将の書「丹心

昭萬古」の 2軸を田中氏父子に寄せてその労を謝した。） 

 

（5）大垣藩酒井元之丞戦死の跡 

 

西白河郡白坂
しらさか

村泉岡
いずみおか

の南端、路側
ろ そ く

に木柵
もくさく

を繞
めぐ

らした碑がある。これ

が大垣
おおがき

藩酒井
さ か い

元之丞
もとのじょう

戦死之跡である。碑に刻
こく

して 

とある。明治 39年 5月、元之丞の妹の建碑
け ん ぴ

である。戊辰 5月 26

日、白坂宿を大垣藩・黒羽
くろばね

藩が警固
け い ご

している所に、東軍来襲。西軍

これに応戦、大垣藩の銃 隊 長
じゅうたいちょう

酒井元之丞重寛部下を督
とく

して砲撃し

た。部下の松岡惣兵衛（18歳）、瀬口與作（21歳）ともに戦死せる

も挫
くじ

けず激戦 3時間に及
およ

んだ。苦戦その功
こう

を奏
そう

し、東軍利
り

を失
うしな

って

退
しりぞ

いたが、偶々
たまたま

飛弾
ひ だ ん

来
きた

って元之丞の胸部を貫き戦死を遂
と

げた。年

25。墓は白坂村観音寺
かんのんじ

にある。この戦に黒羽藩籔智次郎光著（17

歳）、後藤勇助幸由（53歳）もまた重傷を負
お

うて戦死した。白坂村農

夫廣川喜七の死もこの日である。 

 

（6）白坂村観音寺の墓 

白坂村観音寺に左の 5基の墓碑がある。 

 

（7）館林藩梅澤長次郎之墓 

（拠る 白河町 永島慶次郎氏調査） 

西白河郡金山
かねやま

村正金寺
しょうきんじ

の墓地にある。 

【p136】 

会津町に有限会社田中石材店あ

り。 

丹心： 赤心。まごころ。 

昭： あきらか。 

萬古： 遠い昔。永遠。 

 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d50_「戊辰戦役旧大垣藩士酒

井元之丞戦死之跡」】 

泉岡： 白河市白坂泉岡。白河

城から南西へ約 6.2km。 

白坂の中心集落は旧字を「泉岡」

という？ 

酒井元之丞戦死の跡碑： 白河

市白坂 101 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農夫廣川喜七の死は何故か？ 

 

 

 

 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d49_大垣藩酒井元之丞・瀬口

興作・松岡惣兵衛の墓（白坂観音

寺）】 

観音寺： 白河市白坂 19。白河

城から南西へ約 6km。 

 

 

岡正義： 『殉難者名簿』によ

ると、21歳。 

 

 

 

館林藩： 群馬県館林市。秋元

家。6万石。 

梅澤長次郎： 『殉難者名簿』

に名前なし。 

正金寺： 白河市表郷金山竹ノ

内。白河城から南東へ約 10.9km。 

正金寺には、上記のほかに、仙

台藩士の墓有り 

仙境既南台良勇居士 

仙藩 西田林平佑英之墓 

慶応四年六月十二日 

     享年二十 

『殉難者名簿』によると、「三番大

隊長佐藤宮内手銃士、6月 12日白

河で戦死」。 

戊辰戦役 旧大垣藩士酒井元之丞 戦死之跡 

大垣藩 瀬口與作源光忠 

同 酒井元之丞重寛 

同 松岡惣兵衛源重勝 

五月朔日白河戦死 長藩 岡勝熊正義 

六月十二日戦死 同 浅野外祐正章 

表 

館林藩村山直衛家来 

梅澤長次郎直貫墓 

慶応四年秋七月十六日 

出兵先■ 卒歳
そつさい

二十二歳 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf


 

（8）宇都宮藩増淵勝蔵之墓 

（拠る 五箇
ご か

村 石井重五郎氏調査） 

増淵は慶応 4年 5月 20日細倉
ほそくら

に戦死し仮埋
かりまい

であったものを、里人
さとびと

こ

れを憐
あわれ

んで同年 7月 26日五箇村
ご か む ら

田島
た じ ま

の清光寺
せいこうじ

に移葬して建碑
け ん ぴ

供養

した。 

 

（9）農民深谷政右衛門之墓 

政右衛門は西郷村長坂
ながさか

の農民で当主政蔵氏の叔父にあたる。戦争の

犠牲者となったものである。官軍墓地の取り扱いを受け、今に毎年

金 2円の掃除料
そうじりょう

を内務省
ないむしょう

から受けている。墓碑は 

 

（10）芸藩士加藤善三郎墓 

加藤善三郎の墓は白河町萬持寺
ま ん じ じ

境内にある。これは不名誉の死であ

るが、武士の死に際
し に ぎ わ

における壮烈さを物語
ものがた

って地方人を感激させて

いる。時は戊辰奥羽追討の任
にん

を果たし、各々
おのおの

帰藩の途
と

につく 11月、

善三郎は白河町の北部某所（矢吹
や ぶ き

ならんという）において、戊辰戦

役の軍夫
ぐ ん ぷ

としての務
つとめ

果たして帰家
き か

せんとする農夫（今の三神村
みかみむら

農夫

と伝う）がある茶屋に休憩していた。善三郎これを見て、「小荷物を

白河まで持て」と頼んだ。その言語のあまりに傲慢
ごうまん

不遜
ふ そ ん

なるが因
もと

と

【p138】 

 

 

 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d46_「官軍兵食方 宇都宮藩増

淵勝蔵之墓」（田島清光寺）】 

宇都宮藩： 栃木県宇都宮市。

戸田家。7万 7000石。 

五箇村： 双石・借宿・田島・

舟田・板橋の村々を併せ、明治 22

年西白河郡「五箇村」が発足。の

ち白河市に編入。 

 

釜子邑： 釜子村。 

細倉村： のち借宿村に合併。

白河市借宿細倉。 

 

歳次： としまわり。歳星（=木

星）の次（=宿り）の意。木星が 12

年で天を 1周すると考えられてい

た。 

秋七月： 旧暦 7・8・9月が秋 

原書「甘」→訳「廿」 

享年十又七： 享年 17。 

恨： 自分の思う通りにならな

いことをにくんだり、なやんだ

り、くやしく思う。 

清光寺： 白河市田島黒谷。白

河城から東南へ約 6.9km。 

 

 

 

 

内務省： かつての日本の中央

官庁。地方行財政・警察・土木・

衛生・国家神道などの国内行政の

大半を担当した。 

深谷政右衛門の墓： 西郷村長

坂字長坂 165七仏薬師堂裏手。白

河城から北西へ約 2.1km。 

 

 

 

 

 

 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d34_「芸藩加藤善三郎之墓」

（巡り矢萬持寺）】 

芸藩： 芸州（安芸）藩。広島

県広島市。浅野家。42万 6000石 

萬持寺： 白河市巡り矢。白河

城から南西へ約 1km。 

⇒［脚注］矢吹 

農夫： 蒜生村〈ひりゅうむ

ら〉（現石川郡玉川村）の真弓作左

衛門。 

三神村と蒜生村は隣接。 

三神村： のち矢吹町。西白河

郡矢吹町三城目など。 

傲慢不遜： おごり高ぶって、

人を見下す様子。 

大久保春盛誌
しるす

 

 

表 

官軍兵食方 宇都宮藩増淵勝蔵之墓 

裏 

奉
へいしょく

二兵食之事
のことをほうじ

一、欲下自
かまこ

二釜子邑
ゆ う よ り

一 至 于
しらかわじょう

二白 河 城
へいたらんとほっす

一上途
とにて

、

至 于
ほそくらむら

二細倉村
に い た る

一。 則
すなわち

賊兵潜伏
せんぷく

砲撃。 頗
すこぶる

雖
ふんせん

二奮戦
といえども

一寡
か

不
しゅうに

レ

敵
かなわ

レ衆
ず

終
ついに

戦死矣
せ ん し す

。実
じつに

慶応四歳次
さ い じ

戊辰秋七月廿有六日。享年
きょうねん

十

又七嗚呼
あ あ

恨
こん

哉
かな

。 

表に 

速成仏身清居士 

右側に 

慶応四戊辰年五月廿六日歿
ぼつ

 

左側に 

深谷政右衛門墓 

享年
きょうねん

二十九 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf


なり、また軍夫の任も終わって帰宅を急ぐこととて、農夫はその場

より逃げ出した。善三郎はこれを追いかけ「武士の命
めい

に背
そむ

くか」と

後
うしろ

から斬り殺した。 

芸藩
げいはん

にては慰藉料
いしゃりょう

を提供して事を示談
じ だ ん

せんとしたが、その遺子
い し

はあ

くまで善三郎の罪を問
と

うて止
や

まぬ。芸藩は心ならずも善三郎に切腹

を命じた。 

善三郎は萬持寺の本堂の中央に端坐
た ん ざ

し、黒山
くろやま

の如く衆人
しゅうじん

の見ている

前に悠々
ゆうゆう

と 

莞爾
にっこり

と笑ひて散りけり桜花
さくらばな

 

の辞世
じ せ い

の句を誦
じゅ

し、三方
さんぼう

に載
の

せた短刀を執
と

って勇ましく切腹した。

後藤みよ（当時 24）媼
おう

などはこれを見ておったという。見る者、武

士の最後の壮烈を嘆賞
たんしょう

して止
や

まなかったと。 

今に白河の人々は香花
こうばな

を手向
た む

けている。 

【p140】 

慰藉： 慰謝と同意。 

示談： 話合い。特に、争いご

とを表沙汰にせず相互間の話合い

で解決すること。ここでは善三郎

に対する減刑を図ること。 

この事件の真相については、近

年芸州（広島）側から異論が出て

いる（『藝藩志』の記事参照）。つ

まり、善三郎は芸州藩徴用の軍夫

が逃亡したのを追跡していたのだ

が、誤って別人である長州藩徴用

軍夫を斬殺してしまったもので、

「私用のために運搬を強要」した

のではないということである。 

思うに、事件の内情は一般民に

は告知されないだろうから、街道

上の目撃談から再構成された物語

が独り歩きしたのではないか。 

ともあれ、逃亡したとはいえ軍

夫を斬殺する権限は善三郎には無

く、そのうえ別人を誤認殺害した

のだから、罪は免れ難かった。翌

日切腹という即決となったのは、

長州藩との関係もあったと思われ

る。なお、その経過からすると、

遺族に対して示談を講じる時間は

なかったはずである。 

ただし「切腹」であるから、善

三郎の武士としての面目は配慮さ

れたことになる。白河町民にとっ

ては武士の切腹を目の当たりにす

る衝撃的な機会となった。 

軍夫徴用の過酷な実態が垣間見

られる事例でもある。 

莞爾は、原書は〈かんじ〉と読

んでいるが、この俳句のうえでは

「にっこり」と読むことにする。 

原書「散」→訳「散り」とした 

原書「三宝」→訳「三方」 

三方： 食品や盃などを載せる

儀式的な台。ヒノキの白木でつく

った折敷〈おしき〉を、三面に刳

形〈くりがた〉のある台の上に取

り付けたもの。三宝は仏教におけ

る「仏・法・僧」のこと。 

⇒［脚注］行年 

『藝藩志』： 明治 30年（1897

年）、旧藩主浅野長勲の要請により

元藩士川合三十郎ほかが編纂を開

始した芸州藩の幕末維新史。出版

は昭和 53年（1978年）に至った。 

深瀬驛： 奥州街道の踏瀬宿の

誤記と思われる。 

干城軍： 干城隊。長州藩の世

録藩士で編成した部隊。 

良城隊： 長州藩の領内農町民

で編成した部隊。 

渠〈かれ〉曰く： 長州藩隊長

が言うには。 

渠か親族： 斬殺された作左衛

門の親族。 

誘い〈いざない〉： うながし連

れて。 

萬持寺にある墓碑の表 

芸藩 加藤善三郎光義墓 

右側に 

明治改元戊辰年 

十一月四日有事
ことあって

屠腹
と ふ く

 

裏面に 

辞世 莞爾
にっこり

と笑ひて散りけり桜花
さくらばな

 

行年
ぎょうねん

二十五 

『藝藩志』から 

 

○十一月三日 須賀川を発し白河に宿陣す 此日病兵看護人加藤善三郎

（三番小隊兵）は深瀬驛に於て軍夫が病兵の駕籠を捨て逃走するを怒り 

之を斬らんとす 而して軍夫は逸走して追跡すべからず 偶々長藩軍夫

作左衛門の来るを見て誤て逸走せし軍夫と為し遂に之を斬殺す 長兵は

善三郎を其本営に拉し帰り放還せず 人あり之を我が本営に報す 依て

橋本素助は長兵の本陣（干城軍良城隊と覺ゆ）に至り該隊長等六七名と

会見す 渠曰く貴藩加藤善三郎氏は罪無くして我が軍夫某を斬殺せり 

況んや戦地人民撫育の朝旨に反するをや 今や渠か親族等悲嘆して之を

我が藩に訴ふ 我が藩之を尋問せんと欲するか為め本営に伴い帰るとこ

ろなりと 素助曰く深く貴藩に煩労を備ふるを謝す 而して今や事実分

明に属せば宜く某に交付せらるべしと 隊長曰く然り然れども貴藩に於

て之を処する如何 今其処決を聞かざるに於ては貴官に交付するは難し

とする所なりと 素助曰く否今之れか処刑を告ることは為し難し 何と

なれば則ち貴藩には尋問して已に有罪を認れども弊藩に於ては未だ糺問

を経ず 何に依て其罪の有無を知らん況んや之が処刑罪科を定むるをや 

然れども若し果たして聞くか如く誤て之を斬殺せしに帰せは其罪固より

死を免るる能はざるは天下の通法なり 況んや我が隊律に在ても同じく

然る所なるをや 渠曰く諾と 直ちに善三郎を交附せしを以て 之を誘

い帰営し其誤殺の事情を問ふ 善三郎曰く 不肖誤て長藩軍夫を殺害せ

しは固より事実にして今其卒忽なるを悔ゆといへども及ばずと 素助曰

く 不肖誤て無実の人を殺す 宜く屠腹して之を謝すべし願くば之を許

せと 乃ち之を許す 三十郎傍に在り曰く 汝言わんと欲するあらば之



 

（11）白河夏梨
なつなし

の墓碑 

大竹繁三郎は夏梨
なつなし

の農夫で、5月朔日白河口激戦のあった夕方、野に

放
はな

てる馬を迎えに行かんとする途
と

、西軍に東軍の間者
かんじゃ

なりと見誤
みあやま

ら

れて殺されたもので、西軍はこれを慰藉せんために官軍待遇
たいぐう

をなし

たものである。繁三郎は今の大竹儀重郎氏の祖である。 

 

（12）軍夫吉五郎の墓 

軍夫棚橋吉五郎は、越後国蒲原郡白根村に文政 6年癸未
き び

年正月元日

に生まれ、白河に来たり住
じゅう

せし者、戊辰の戦乱にあたり西軍土州藩

軍義隊
ぐんぎたい

付き軍夫として案内役を勤めた。これは吉五郎が地方地理に

明
あき

らかであったからである。二本松城門で戦死した。西軍は生前の

功
こう

によって官軍の待遇をしたもので、墓は白河町妙徳寺
みょうとくじ

に在る。 

卒忽〈そっこつ〉： 粗忽〈そこ

つ〉に同じ。軽率で不注意なこと 

「許せ」「許す」： （善三郎が

主語なので）切腹という処分を受

容すること。 

報し： 〈しらし〉 

操り： 〈とり〉 

罷て〈まかりて〉： 気色を正し

て。 

曳て： 〈ひいて〉 

顧て： 〈かえりみて〉 

刎す〈ふんす〉： 首を刎ねる。 

覺えす〈おぼえず〉： おもわ

ず。無意識に。 

感賞： 感心してほめたたえる

こと。 

蓋し〈けだし〉： ここでは「ま

さしく」の意味。 

勇膽〈ゆうたん〉： 膽勇。大胆

で勇気のあること。 

窃に〈ひそかに〉： 忍んで。 

義膽〈ぎたん〉： 正義を行う勇

気。 

氏家〈うじいえ〉驛： 栃木県

さくら市氏家。奥州街道。 

遂て〈ついて〉： 追って。 

賑恤〈しんじゅつ〉： 被災者な

どを援助するために金品を与える

こと。 

萩生村： 蒜生〈ひりゅう〉村

の誤記。 

弔金〈ちょうきん〉： とむらい

料。15両。 

香奠〈こうでん〉： 香典。 

貳両： 2両。 

遣す： 〈つかわす〉 

壹両： 1両。 

墓田地代： 墓地の土地代。 

竹原： 広島県竹原市。 

弔金 15両というのが、どれくら

いの価値なのか？ 「小判 1両

は、江戸時代初めには今の 10万円

ほどの価値があったが、幕末には

3000円～4000円程度まで価値が下

がってしまった」という考察もあ

る。すると 15両は 5～6万円程度

ということになる。作左衛門遺族

には大金であったろうが。 
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⇒［脚注］夏梨 

大竹繁三郎の墓： 白河市屋敷

添 1。白河城から南東へ約 4.3km 

間者： 敵地に潜入して様子を

探る者のこと。スパイ。「間」は訓

読みで「うかが（う）」と読める。 

 

 

白根村： のち白根市。現在は

新潟市南区の一部。 

文政 6年： 1823年。 

癸未〈きび〉： みずのとひつじ 

 

妙徳寺： 白河市金屋町。 

墓碑の表に 

光台院夏山道眠清居士 

左側に 

慶応四戊辰年五月一日逝去
せいきょ

 

右側に 

官軍大竹繁三郎之墓 

とある。 

を聞かんと 善三郎曰く 願わくば金十両を賜へ之を債主に返還せんと

欲すと 乃ち之を與え依て該金を各債主に分賦し之を他の兵士に託して

返還せしめ 又親族に與ふる遺書を調し 以て談笑自若として明日死期

の至るを待てり その屠腹の事決るを以て之を長藩に報し立会を通告せ

り 

○十一月四日 本隊は白河驛を出発す 而して三十郎素助等は善三郎處

分の事あるを以て滞在し 白河城下萬持寺本堂を以て屠腹場と為し 三

十郎素助丹土薫之丞 土肥幸四郎 金谷宮内外兵士五人列席す 村上作

左衛門に命じて介錯せしむ 長人三名来席せり 善三郎の将に刀を操り

屠腹せんとするや 大聲を発し 俳句「莞爾（にっこり）と笑ひ散けり

櫻花」を口唱し罷て刀を左腹に刺し曳て右腹に至る 鮮血淋漓たり 作

左衛門を顧て曰く 介錯可なりと 作左衛門之を刎す 長人覺えす扇を

開き 大聲感賞して曰く 天晴れと蓋し 其勇膽を感服するなり 而し

て我が列席諸氏は窃に感慨痛哭して同寺前庭櫻樹の下に葬る 地方人士

は其義膽を憐み今日猶香花を絶せすという 

○十一月五日 軍隊は出発して氏家驛に宿陣す 三十郎幸四郎等は軍隊

を遂て急行し 素助は留て誤殺軍夫作左衛門の遺族等へ賑恤の處分を為

し翌六日出立す 

一 誤殺作左衛門遺族へ弔慰金並びに親類之者へ香典金庄屋へ慰労等を

為す 左の如し 

一 弔金 拾五両 萩生村百姓作左衛門跡へ 

一 香奠 金三両 同人親類之者へ 

一 貳両 萩生村庄屋柳平へ 

一 三両 深瀬村役人へ 

一 七両 寺へ席料等として遣す 

一 貳両 回向料 

一 壹両 墓田地代 

一 三両 永代経料 （以下略ス） 



明治四年に元白河県庁から遺族に金 150両を下賜
か し

した。その辞令
じ れ い

に 

辛 未
かのとひつじ

は明治 4年である。 

 

磐城国白河郡白河本町 

百姓 故 吉五郎 

右之者儀
ぎ

去ル辰年
しんねん

奥羽追討之砌
みぎり

、諸藩兵隊
へいたいの

為
ぐんぷ

二軍夫
と な り

一出役
しゅつえき

進撃

之際、死亡致
いたし

候段
だん

、憫然
びんぜん

之事ニ候。依
これに

レ之
より

跡
あと

家族
か ぞ く

え金百五十両

下賜
か し

候事
こと

 

辛未
し ん び

十二月 

元白河県庁 

ついでに官軍墓地の管理について記
しる

さんに 

官軍の墓地の管理は丁重
ていちょう

を極めたものであって、福島県庁で出し

た官軍墓地監守
かんしゅ

の条文は左
さ

のとおりである。 

 

第一条 常に清潔に掃除をなし、香花
こ う げ

水
みず

等を手向
た む

くる事 

第二条 墓標又は玉垣
たまがき

、雨覆
あまおおい

之
の

類
たぐい

に妨害をなすものあるときは

之
これ

を制
せい

し、もし用
もち

ひざるに於
おい

ては宿所
しゅくしょ

姓名を聞糺
ききただ

し 速
すきやか

に届出

之事 

第三条 風災
ふうさい

又は腐朽
ふきゅう

等にて被害あらば、詳細取調
とりしらべ

速
すみやか

に届出之

事 

第四条 総
すべ

て墓所は第一号雛形
ひながた

の如
ごと

く地種・地名・坪数・戦死之

事故・旧藩名・姓名・年齢・墓標創立年月日・建設せる際之

事・玉垣雨覆等の実景を記載し、此
これ

を手続書
てつづきしょ

に綴
つづり

置
お

くべし 

第五条 諸費一か年手当
て あ て

として、金二円五十銭六月・十二月に可
あい

二

相渡
わたすべく

一候事 

但
ただし

第三条被害の如きは此
この

費用外となすと 雖
いえども

、監守人
かんしゅにん

不取締
ふとりしまり

よ

り生
しょう

ずるものは、本条費用を以
もっ

て差引
さ し ひ

くべし 

第六条 前条費用
ひようは

第二号雛形の證書
しょうしょ

を以
もっ

て出納係
すいとうがかり

へ受取方
かた

可
もうし

二

墓碑の表に 

釈浄号信士 

右側に 

慶応四年七月二十九日 

左側に 

南町白木屋吉五郎 行年四十六歳 

とある。 
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白木屋： 棚橋吉五郎の屋号で

あるが、家業は何であったろうか 

 

 

 

白河県庁： 白河県は、明治 2

年 8月 7日より、4年 11月 2日ま

で。旧幕府領 354か村。庁舎は旧

城郭内。 

磐城国： 戊辰戦争終結直後に

陸奥国を分割して岩代国、磐城

国、陸前国、陸中国、陸奥国の 5

国が設立された。磐城国の領域

は、現在の福島県浜通り、福島県

中通り南部、宮城県南部に当た

る。律令制の「石城国」とは領域

が異なる。 

憫然： あわれ。ふびん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監守： 監督・守護すること。

取りしまること。墓地に関しては

管理・保守の意味も含むのだろう 

 

 

 

玉垣： 神社・神域の周囲にめ

ぐらされる垣のこと。石造または

木製の列柱。 

雨覆： 墓石・祠・石仏などの

上に差し掛けた小屋型の建築物。 



 

次は東軍の墓碑・供養塔について記さん。 

 

西軍は勝ち軍
いくさ

であったので戦死者の遺骸
い が い

は始末され、前記のごとく

その後の管理も官において監督された。これに引きかえ東軍は敗戦
はいせん

なる故
ゆえ

に閏
うるう

4月 25日の戦死者 12人の外
ほか

は屍
かばね

は山野
さ ん や

に曝
さら

されて山の

中・森の間
あいだ

・田圃
で ん ぽ

の畔
くろ

にあたら遺棄
い き

されたのであった。しかるに

地方人
ちほうじん

は却
かえ

ってこの遺棄された屍に涙を注
そそ

ぎ、人知れず春の彼岸
ひ が ん

・

秋の彼岸・孟蘭盆
う ら ぼ ん

の節
せつ

には香花
こ う げ

を手向
た む

けて霊を慰
なぐさ

めた。 

死骸
し が い

の横たわった所には供養塔
くようとう

を建て、合葬
がっそう

の地には戦死の墓を設

けて法要
ほうよう

が営まれた。素心
そ し ん

王師
お う し

に抗
こう

する意
い

無き戦死者であり、その

君命
くんめい

を奉
ほう

ずるの精神に富
と

むの士
し

を遇
ぐう

する、これが当然である。 

 

（1）会津藩十二士之墓 

これは白河町常宣寺
じょうせんじ

にある。十二士
し

は閏 4月 25日、東軍勝戦
かちいくさ

の日

の遺骸なれば立派に埋葬も出来たことである。 

【p145】 

 

 

一か年一両度： 1年に 2回。 

 

今に掃除料が～： 昭和 16年当

時は、第 5条の監守手当は「掃除

料」に縮小されていたようであ

る。霊祀は明治 12年に招魂社に統

合されたとのことで、するとこの

官軍墓地の位置付けは、後の「護

国神社」「靖国神社」へとつながる

ものであったとも考えられる。 

福島招魂社： 明治 12年（1879

年）に戊辰戦争、西南戦争の官軍

戦死者を祀る神社として創建され

る。以後「国難に殉じた者」を合

祀してきたという。昭和 14年の内

務省令により、招魂社は一斉に

「護国神社」に改称された。福島

護国神社は、太平洋戦争後の GHQ

監視下で天照皇大御神も祀り「大

霊神社」と称したが、講和条約発

効で日本の主権が回復すると「福

島護国神社」に名称を戻し現在に

至っている。所在地は福島市の信

夫山。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田圃： 田と畑。 

畔〈くろ〉： あぜ。田と田の間

に土を高く盛って水止めや境とし

たところ。なお、「くろ」と「あぜ

（畦、畔）」を区別する考え方もあ

る。「くろ」は幅 10～20cmほど。

「あぜ」は人一人通れるほどの幅

があり、田を見回る「あぜ道」と

しても使う。 

地方人： ここでは白河地方の

地元民の意味。 

盂蘭盆： お盆、盂蘭盆会〈う

らぼんえ〉。7月 15日を中心に行な

われる祖霊供養の仏教行事。 

素心： もともとの心情。 

王師： 天皇の軍隊。 

君命を奉ずる： 主君の命令を

忠実に承る（行なう）。 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d34_「会津藩戊辰戦死十二士

之墓」（向新蔵常宣寺）】 

常宣寺： 白河市向新蔵。 

 

 

申出
でるべき

一事
こと

 

第七条 監守人代替
だいたい

又は移転
い て ん

等のことあらば、 速
すみやか

に可
とどけ

二届出
でるべき

一事
こと

 

第八条 一か年一両度官軍又は区吏
く り は

命
りんじ

二臨時出張
しゅっちょうをめいじ

一実地を検査

し、若
も

し不取締之廉
かど

あらば一切手当を不
きゅう

レ給
せず

、且
か

つ監守を免

じ、更に他之者へ監守を命ずる等の事 

第九条 県庁の都合
つ ご う

に依
よ

り監守を免じ、又は手当を増減し箇条
かじょう

を

更正
こうせい

増補
ぞ う ほ

することあるべし 

第十条 監守人は此
この

手続を遵守
じゅんしゅ

し、第三号雛形の受書を差出すべ

き事 

 

各地の西軍の墓および官軍取り扱いの墓には、今に掃除料が

内務省
ないむしょう

から下付
か ふ

され、その霊
れい

は福島県管内のものは福島招魂社
しょうこんしゃ

に

明治十二年に合祀
ご う し

されて居る。 

建碑の表に 

会津藩十二士之墓 

裏の文に 

慶応四年の役
えき

、我
わ

が兵白河城に拠
よ

る。同四月二十五日西軍来襲
らいしゅう
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（2）銷魂
しょうこん

碑 

これは会津藩の碑である。白河町俗
ぞく

に乗越
のっこし

という所にあって、薩長

大垣十三人之墓と南北に相対
あいたい

している。白河町新町
しんちょう

で建てた「戦死

墓」の 3字を刻
こく

した巨碑があったが、明治 17 年に至ってこの碑が建

てられた。その碑文に云う。 

【p146】 

邀撃〈ようげき〉： 迎撃。わが

望む所まで敵を来させてから（全

軍で）迎え撃つこと。 

遊撃隊： 会津藩の徴募兵部隊

の一つ。 

故旧： ずっと以前からの知り

合い。故人の知り合い。 

 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d02_会津藩「銷魂碑」】 

銷魂碑： 鎮魂碑。「戦死墓」の

文字は、阿部右近正修（雅号は秋

風）の筆。白河城主阿部家八代に

仕えた重臣。俳人書家。子息阿部

内膳は、白河口の戦いに死す。 

銷魂： 驚きや悲しみのあま

り、気力を失うこと。 

 乗越： 白河市白坂乗越。稲荷

山の尾根を越えるところ。「のっこ

し」は尾根の鞍部のこと。 

新町〈しんちょう〉： 江戸から

奥州街道をたどり、白河城下の入

口にあたる町が新町で、一番町・

二番町・三番町・七番町・九番町

を指す。 

徳川内大臣： 徳川慶喜のこと 

「事の執行に齟齬が生じて、鳥

羽伏見の戦いが勃発した。」 

謝表を上す： 謝罪文を提出。 

報わず： 聞き届けられず 

姦臣壅蔽の致すところ： （天

皇を取り巻いている）悪い家来が

（我々の嘆願を）遮っているため

であって 

聖旨に出でざる： 天皇の意思

から出たのではない 

主客必争の地たり： 攻めるも

守るも必ず確保しなければならな

い地である 

前敗を雪がんと： 前の敗戦の

不名誉を除き去ろうと 

与し： 力を合わせて 

卯より午に至る： 夜明けから

昼まで 

失守： 守りを失う、落城する 

上杉氏遣使： 米沢藩からの使

者。 

「東征の兵は聖旨に基づくもの

であり、かつ会津等の願いを聴い

た（うえでの）ものであった」 

投戈出降： 武器を捨て出頭降

伏した。 

一視同仁の詔： 平等一様に仁

愛をほどこす詔 

再造の恩： 再建を許された恩 

肉骨の賜： 生命存続を認めら

れたこと 

鋒鏑に死す者： 鋒〈ほこさ

き〉鏑〈やじり〉に死す、つまり

戦死した者。 

沛然： 雨が勢いよく降る 

余沢： あり余るほど広大な恩

恵。 

す。我が兵邀撃
ようげき

して大
おおい

に之
これ

を破る。我
わ

れ亦
また

死傷あり。其
その

城南
じょうなん

常宣寺
じょうせんじ

に葬る者
もの

遊撃隊十二人たり。越
こ

えて明治二十四年五月、

其
その

親戚故旧
こきゅう

謀
はか

つて碑を建てて其
その

忠節を表
あら

はす。 

銷魂
しょうこん

碑        正四位
しょうしい

松平
まつだいら

容保
かたもり

篆額
てんがく

 

明治元年正月、我
わが

旧藩主松平容保公、 従
とくがわ

二徳川内大臣
ないだいじんにしたがい

一 在
おおさか

二

大阪城
じょうにあり

一。内大臣将
まさに

入 朝
にゅうちょう

、使
わが

二我藩士
はんしをして

一先駆
せんくとす

。事
ことに

出
そご

二齟齬
い で て

一有
ふしみ

二

伏見之戦
の せ ん あ り

一。公
こうは

従
ない

二内 大 臣
だいじんにしたがい

一帰
えどへ

二江戸
か え る

一。 托
れっぱん

二列藩
にたくし

一 上
しゃひょう

二謝表
をのぼし

一而待
あいづ

レ 命
において

レ於
めい

二会津
を ま つ

一。奥羽諸藩亦
また

連署
れんしょ

為
ちょうてい

レ請
に

レ於
せい

二朝廷
をなすも

一。不
むくわ

レ報
ず

。大兵
たいへい

来伐
らいばつ

。於
ここに

レ是
おいて

諸藩 憤
いきどおって

曰
いわく

、是
これ

姦臣壅蔽
ようへい

之所
いたす

レ致
ところ

、

盖
けだし

非
せいし

レ出
にいで

二聖旨
ざ る

一也
なり

。挙
へいを

レ兵
あげ

拒
これを

レ之
こばむ

。白河城当
おうう

二奥羽之咽喉
のいんこうにあたり

一、

為
しゅかく

二主客必争之地
ひ っ そ う の ち た り

一。我兵先
まず

拠
これに

レ之
よる

。閏四月二十五日、薩摩長門

忍大垣之兵来攻
らいこう

。 相 戦
あいたたかうこと

半日、我兵大 勝
おおいにかつ

。四藩之兵 退
しりぞきて

保
あしの

二

芦野
をたもつ

一。五月朔
さく

、復
また

自
～より

二白坂
しらさか

原方
はらかた

畑
はたの

諸道及
および

山林間道
かんどう

一来攻
らいこう

、欲
もって

レ

以
ぜんぱい

下 雪
をすすがん

二前敗
とほっし

一上、其
その

鋒
ほう

甚
はなはだ

鋭
えい

。我将
わがしょう

西郷頼母横山主税各
かく

率
へい

二

兵 数 百
すうひゃくうをひきい

一、 与
せんだい

二仙台棚倉兵
たなぐらへいとくみし

一共
ともに

当
これに

レ之
あたる

。自
う

レ卯
より

至
ご

レ 午
にいたる

、

奮戦
ふんせん

数十百合
ごう

、火飛
か ひ

電激
でんげき

、山崩
さんほう

地烈
ち れ つ

、 而
しこうして

我兵弾
たま

尽
つき

、刀
かたな

折
おれ

三百

余人死
これ

レ之
しす

。仙台棚倉兵亦
また

多
おおく

死傷、城遂
ついに

陥
おつ

。棚倉
たなぐら

平
たいら

二本松
にほんまつ

諸城

亦
また

相継
あいついで

失守
しっしゅ

。自
これ

レ是
より

東兵不
ふるわ

レ振
ず

。 後
すうげつ

二数月
の の ち

一上杉氏遣使
け ん し

告
つげて

曰
いわく

、

東 征 兵
とうせいのへいは

出
せいし

二聖旨
に い で

一、且
かつ

聴
その

二其所
こうところ

レ 請
をきくと

一。於
ここに

レ是
おいて

投戈
と う か

出降
しゅっこう

。朝

廷 乃
すなわち

下
いっし

二一視同仁之詔
どうじんのみことのりをくだす

一、藩
はんは

荷
さいぞう

二再造之恩
のおんをにない

一、臣
しんは

蒙
にくこつ

二

肉骨之賜
のしをこうむる

一。 而
しかして

其
その

死
ほうてき

二鋒鏑
に し す

一者
もの

、寃鬼
え ん き

泣 雨
なくことあめのごとく

、遊魂
ゆうこん

迷 煙
まようことけむりのごとく

、独
ひとり

不
はいぜん

レ 得
のよたく

レ浴
に

二沛然之余沢
よ く す る を え ず

一。吁嗟
あ あ

何
その

二其不幸
ふこうはなんぞ

一

也
や

。雖然二一死
い っ し

報
しゅに

レ主
むくい

臣節
しんせつ

玆
ここに

尽
つくし

、名声
めいせい

不
くちぬこと

レ 朽
しかといえども

一。比
ころ

之
の

生
せい

而
も

無
きくもの

二聞者
な き は

一、其
その

幸不幸 果
はたして

如何
い か ん

哉
や

。地
ちに

旧
ふるく

有
ひ

レ碑
あるも

、止刻
さんじを

二戦死墓
こくするに

 

三字
と ど め

一、 不
なんびと

レ可
の

レ知
その

三其為
な す を

二何人
し ら ず

一。頃
ころ

有志之士胥議
し ょ ぎ

醵金
きょきん

更
さらに

建
そのご

三

豊碑
ほ う ひ

二其後
を た つ

一。使
こうき

二綱紀
を し て

一銘
これに

レ之
めいす

。吁嗟
あ あ

綱紀与此諸士
ししょしにくみして

嘗
かつて

同生
どうしょう

而
しくも

不
どう

レ能
し

二同死
あたわず

一。今又
いままた

列
ちょうかん

二朝官之後
のあとにならび

一。豈能
あによく

無
こころに

レ愧
はず

二於
なき

レ心
か

一、為者
な す は

何
いかにか

忍
しのびて

銘
これを

レ之
めいす

。雖然二 銘
めいするは

則
すなわち

顕
あきらか

、不
めい

レ銘
さずは

則
すなわち

晦
くらしといえども

一、

銘
めい

之 或
あるいは

足
ししゃ

レ 以
にむくいる

レ 酬
をもって

二死者
たるかと

一。 乃
すなわち

揮
なみだを

レ 涙
ふるって

銘
これを

レ之
めいす

、曰
いわく

、 
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碑の裏および左右側に、白河口にて戦死せる横山主税
ち か ら

・海老名衛

門・遠山伊右衛門・日向茂太郎等 304名の名が刻されてある。 

現在、会津出身の白河在住者は「会津会」を組織して、毎年 5月の

第 1日曜日を期して供養を営んでいる。常宣寺住職足立氏がこれに

与
あずか

っている。 

  

【p148】 

「戦死した者だけは天皇の偉大

な恩恵を受けることができない」 

比の生： 現在の人々 

「現在の（生きる）人々も、（こ

の事蹟を）聞き伝える者がいない

ことは、その幸不幸ははたしてど

うだろうか」 

頃： 近年。 

胥議醵金： 皆で相談のうえ、

資金を持ち寄って。 

豊碑： 立派な碑石。 

「南摩綱紀に碑の銘文を書かせ

ることになった」 

「綱紀はこの戦死諸士に与して

かつて同じ状況を生きたが、同じ

時に死ぬことはできなかった…」 

朝官： 朝廷（新政府）の官吏 

「どうして心に恥が無いことが

あろうか（心は恥の気持ちでいっ

ぱいだ）、たいへんに恥を忍んで銘

を記すのである。」 

「記せば自分の姿をさらすこと

になり、記さなければ後悔にくれ

るだろうが、あるいは銘が死者の

功績に酬いるものになるのではと

思い…」 

「危機に臨んで、君命を実行

し、家臣としての忠義を全うし

た。主君に不忠である者が、どう

して天皇に忠になれるだろうか。

方向は異なってしまったが、彼ら

もまた烈士というべきである。千

年も長年月のうちには、彼らの頑

張りがじわりと実を結ぶことだろ

う。（あるいは、彼らの事蹟も再評

価され、その奮闘に励まされて、

気弱になっている東北の民も再起

するだろう）」 

南摩綱紀： 1823～1909。会津

藩士 300石の次男。藩校日新館、

昌平坂学問所に学ぶ。蝦夷地代

官、藩校教授など。奥羽列藩の連

絡調整に当たる。明治時代の漢学

権威者。 

成瀬温： 1827～1902。書家。

号大域〈たいいき〉。遠江国佐野郡

日坂の出身。安井息軒等に学ぶ。

明治に宮中出仕。 

会津会： 現在、白河会津戊辰

慰霊会。 

 

 

見危
きをみて

致 命
めいをいたし

 臣節
しんせつ

全矣
まっとうす

 苟
いやしくも

不忠主
しゅにふちゅう

 何
いずくんぞ

忠
てんしに

天 子
ちゅうなるか

 

方向
ほうこうは

雖 異
ことなるといえども

 可謂烈士
れっしというべし

 千載
せんざい

之下
の も と

 頑奮
がんふん

懦起
だ き

 

明治十七年五月 

東京大学教授正七位 南摩
な ん ま

綱紀
つなのり

 撰 

成瀬
な る せ

温
ゆたか

 書 



（3）田辺軍次の墓碑 

田辺軍次の墓碑はもと白坂
しらさか

村観音寺
かんのんじ

にあったが、後に乗越
のっこし

の会津藩

の墓地に移され、銷魂碑
しょうこんひ

の東側に墓を定め、観音寺の小さな墓標も

移されて今に存
そん

してある。（再記）明治 29年白河における会津会は

左の墓碑を建てた。 

田辺軍次君
くん

之
の

墓 

君
くん

は会津藩士田辺熊蔵の長子
ちょうし

なり。沈勇
ちんゆう

にして気節あり。戊辰の

役
えき

会津の敗るるや、東京に幽錮
ゆ う こ

せられ、後
のち

赦
ゆる

されて斗南
と な み

に移住

す。君在京の日、郷人
ごうじん

に語
かたっ

て曰
いわ

く、我軍の敗機
は い き

は白河の 戦
たたかい

にあ

り。而
しこう

して白河の一敗は実に大平八郎の叛応
はんおう

に因
よ

る。八郎は 

幕領
ばくりょう

白坂
しらさか

村の民
たみ

なり、西軍を導き間道
かんどう

より出
い

で我軍の不備に乗
じょう

ぜしむ。其
その

恩に背
そむ

き義を忘る実
じつ

に禽獣
きんじゅう

に等
ひと

し。吾
われ

他日
た じ つ

必ず渠
かれ

の首

を刎
は

ねて以
もっ

て報
むく

ゆる所
ところ

あらんと。聞く者之
これ

を壮
そう

とす。明治三年七

月、君斗南を発し、八月十一日黄昏
たそがれ

白坂村に向
むか

ふ。途に一賈人
こ じ ん

に

逢
あ

い前程
ぜんてい

を問ふ。賈人其
その

旅装
りょそう

の粗野
そ や

なるを見て答
こた

ふるに無礼の言

を以
もっ

てす。君大
おおい

に嚇怒
か く ど

して之を斬らんと欲
ほっ

す。其
その

恐怖の状を視
み

て

翻然
ほんぜん

覚
さと

る所有
あ

り、乃
すなわ

ち問うて曰
いわ

く。汝
なんじ

白坂村大平八郎を知る

や。曰く、知れり。八郎は戊辰の役
えき

官軍に功あり、擢
ぬきん

でられて

里正
り せ い

となる。君曰く可
か

なり。八郎をして来
きた

り謝
しゃ

せしめば則
すなわ

ち汝
なんじ

の罪を宥
ゆる

さんと。 益
ますます

怒
いかり

を装い拉
らっ

して白坂村役場に到り、使丁
し て い

に

告げて曰く。奴輩
ど は い

武士に対し亡状
ぼうじょう

なり。今之
これ

を斬らんと欲す。

急
きゅう

に村吏
そ ん り

を喚
よ

び来
きた

れと。八郎報
ほう

を得て村吏を従
したが

ひ来り、君を見

て思へらく。士人
し じ ん

年少
ねんしょう

に気鋭なり、一旦
いったん

の怒
ど

に過ぎざるのみ。如
し

かず旅舎
りょしゃ

に就
つい

て 徐
おもむろ

に之
これ

を解
と

かんにはと。乃
すなわ

ち説
とき

て曰く。既に

暮夜
ぼ や

なり、請
こ

う鶴屋
つ る や

に就
つい

て尊慮
そんりょ

を聞くことを得ん。鶴屋は貴藩の

旅館なりと。君心
こころ

窃
ひそか

に謀
ぼう

の中
あた

れるを悦
よろこ

び、共に鶴屋に到る。八

郎等百方
ひゃっぽう

賈人の為
ため

に陳謝
ちんしゃ

す。君機
き

の既に熟せるを見て密談に託
たく

し

て衆
しゅう

を退
しりぞ

け、独
ひと

り八郎を留
とど

む。既にして君厠
かわや

に上
のぼ

る。少時にし

て出
い

で来
きた

り、声を励
はげ

まして八郎に謂
いい

て曰
いわ

く。汝
なんじ

猶
なお

戊辰叛応
はんおう

の事を

記
しる

すや。余
よ

は会津藩士田辺軍次なりと。言
げん

未
いま

だ終
おわ

らず。刀を抜い

て之
これ

を斬り面上
めんじょう

を傷
きずつ

く。八郎徒手
と し ゅ

格闘
かくとう

す。君遂
つい

に伏せらる。

是時
このとき

舎中
しゃちゅう

大
おおい

に騒擾
そうじょう

す。独
ひと

り村吏
そ ん り

重左衛門之
これ

を救
すく

はんと欲し、八

郎の刀を執
と

って闖入
ちんにゅう

す。時に燈光
とうこう

暗く甲乙
こうおつ

を弁
べん

ぜず、力を極
きわ

めて

其
その

上
うえ

なる者を刺す。八郎叫んで曰く。吾
われ

なりと。重左錯愕
さくがく

更
さら

に君
くん

を斬らんとす。八郎既
すで

に力
ちから

衰
おとろ

ふ。君間
かん

を得て重左を排す。重左

微傷
びしょう

を負
お

ひ刀を棄
す

て逃
のが

る。君起
お

きて八郎を斬り遂
つい

に之
これ

を寸断
すんだん

す。

忽
たちまち

にして村民麕到
きんとう

する者数十人。君終
つい

に免
のが

る可
べか

らざるを知り

【p149】 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d03_「田辺軍次君之墓」旧会

津藩士建立】 

 

 

 

 

沈勇： 落ち着いていて勇気の

あるさま。 

気節： 気概があって、節操の

固いこと。 

幽錮： 幽閉禁錮。 

⇒［脚注］斗南 

郷人： ここでは同郷の会津人

の意味。 

敗機： 敗戦のきっかけ。 

叛応： 裏切って敵に通じるこ

と。 

禽獣： 鳥や獣の類の総称。比

喩的に、人の道・恩義を知らない

者。畜生。 

碑文の「禽獣」及び「叛応」

等、大平を誹謗する文字は、いつ

しか削りとられている。 

渠： 「彼」に同じ。 

もって報ゆる所あらん： ～す

ることで復讐するであろう。 

壮とす： 勇気ある行動だと褒

め賞した。 

賈人〈こじん〉： 商人。 

前程： この先の道のり。 

嚇怒： 激しく怒ること。 

翻然： 急に心を改めるさま。 

戊辰の役官軍に功あり： 戊辰

戦争で官軍のためになる手柄があ

り。 

里正： 村の首長。 

もとの意味は古代郷里制における

里の長。大平の場合は抜擢されて

白坂宿の責任者になった。 

拉して： 捕らえて。 

使丁： 雑用に従事する人。使

用人。 

奴輩： 人を卑しめていう。 

亡状： 無礼な言行。 

村吏： 村役人。 

如かず： 優らない。 

「この武士は年が若く気が猛っ

ている。一時の怒りにとらわれて

いるに過ぎない。ここは宿屋で一

息つかせて、徐々に怒りを解くに

限る」 

乃ち説きて： そこで説得して 

尊慮： あなたの意思。 

百方： いろいろな方法・手段 

密談に託して： 密談を要求す

るふりをして。 

記すや： 憶えているか。 

面上： 顔面。 

徒手： 手になにも持たない。

素手。 

ついに伏せらる： 組み伏せら

れたのは田辺の方である。 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf


 

  

【p152】 

舎中おおいに騒擾す： 格闘の

衝撃で宿の建物全体が揺れ動いた

のである。 

闖入： あばれこむ。 

甲乙を弁ぜず： はっきり見え

ない。事物の別（甲乙）を言い分

けられないほど不明瞭という意味 

その上なる者： 組み合って上

になっている者（大平の方）。 

錯愕： 驚き乱れる。 

間を得て重左を排す： 大平の

抑え込みを逃れ、重左衛門を切り

払ったものと思われる。 

寸断： ずたずたに断ち切るこ

と。 

麕到： むらがり到る。 

従容として： （危急の時に

も）おちついた、ゆとりのある様

子。 

なんぞ壮なるかな： なんとい

う壮烈な行ないであろうか。 

爾来星霜： それからの年月。 

墓碣： 墓石。 

荊棘： やぶ。茨。〈けいきょ

く〉 

千祀に伝う： 千年（永遠に）

祀り伝える。 

庶幾〈しょき〉： こいねがうこ

と。 

もって瞑すべし： この建碑に

よって慰霊され安らかに眠ってほ

しい。 

高木盛之輔： 1854～1919。会

津藩士。戊辰戦争後、山川健次郎

らと猪苗代の謹慎所を脱出し、藩

主父子の寛大措置を嘆願。西南戦

争。検察官として勤務、検事正。

会津中学校の設立に尽力。姉の高

木時尾は照姫附き祐筆で、元新撰

組副長助勤斎藤一（藤田五郎）に

嫁ぐ。 

上野良尚： 白河町。会津藩

士。田辺軍次墓碑、二本松藩戦死

者碑の書を行なう。 

 
⇱ 

従容
しょうよう

として腹を屠
ほうっ

て死す。嗚呼
あ あ

何
なん

ぞ壮
そう

なる哉
かな

。時に年
とし

二十一。

村民屍
かばね

を同村観音寺
かんのんじ

域内に埋葬す。爾来
じ ら い

星霜
せいそう

二十有七、墓碣
ぼ か つ

永
なが

く

荊棘
い ば ら

中
ちゅう

に隠没
いんぼつ

し人其
その

事蹟
じ せ き

を知る無し。明治二十九年其
その

二十七回忌

に当り、在白河会津会員
あいづかいいん

は胥
あい

謀
はか

り、八月遺骨を白河会津藩戦死諸

士の墓側
ぼ そ く

に改葬し、其
その

事蹟を石に刻
こく

して之
これ

を建
た

て千祀
せ ん し

に伝
つた

ふ。

庶幾
こいねがわ

くは君以
もっ

て瞑
めい

す可
べ

し。 

会津 高木
た か ぎ

盛之輔
もりのすけ

 撰
せん

 

会津 上野
う え の

良尚  書 

⇱ 
 

⇒【大平八郎の間道案内】 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記録【d47_大

平八郎の墓（白坂観音寺）】 

 

 

 

大平八郎について 

 

郷土史家石井勝弥氏の『大平八郎と白河戦

争』によると、大平は京の桂宮の屋敷で２年

半にわたり奉公し勤皇思想を強めたという。

白河口戦争においては積極的に西軍に協力し

たものだろう。 

大平とすれば西軍の一員としてあることは

本望であり、功をなして褒賞を得たことは誇

りであったろう。しかしそれだけに、会津藩

に対しては明確に敵対する立場となった。 

会津藩士が大平個人を仇と考えるのは逆恨

みであるが、“武士に従うべき町人”が戦賞に

よって栄えている姿は我慢ならなかったのだ

ろうか。 

田辺墓碑のとおりであれば、大平は「貴藩

の旅館なり」と言って鶴屋へ誘っており、田

辺が何者であるか悟っていたのかもしれな

い。 

その後切りつけられながらも大平は、いっ

たんは田辺を押さえつけており、体格的にも

優勢だったかと思われる。それでも大平は、

田辺と話し合う道を選んだのである。しかし

それは復讐心に燃える若者には通じなかっ

た。 

婿養子直之助が田辺をも弔ったのは、八郎

の真情に適うものだったのではないか。 

 

 

 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
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（4）阿部藩
あ べ は ん

戦死碑 

棚倉藩
たなぐらはん

戦死者の碑は、白河南湖
な ん こ

の鏡 山
かがみのやま

、共楽亭
きょうらくてい

の北隣にある。そ

の碑文に云う 

【p152】 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d19_「阿部藩戦死碑」（南湖鏡

山）】 

「阿部藩」という呼び方は、移

封によって左右された藩の境遇を

映している。戊辰戦争当時の封地

は棚倉だから「棚倉藩」なのであ

るが、白河に戻りたいという願望

を持ち続けてついに「白河藩」復

帰は果たせず、「棚倉藩」にもなり

きれなかった。 

家臣の意識も「白河藩」であっ

たかと思う。 

戦死碑の建立地に白河の景勝地

である南湖が選ばれたのは、その

ような理由であろう。 

南湖〈なんこ〉： 松平定信によ

って 1801年に築造された。白河南

郊の大沼の治水を図った人造湖

で、日本最古の「公園」。一般民に

開放された「公園」であった。身

分の差を越え庶民が憩える「士民

共楽」という思想によるという。 

鏡山〈かがみのやま〉： 南湖の

北畔にある丘。南湖十七景の一つ 

共楽亭： 公園に附属して南湖

北畔に建てられた茶室。 

出師： 出兵すること。 

会津すでに降る： （しかし）

会津藩はすでに降伏の意を表して

いた。 

以謂： おもえらく。考えるに

は。 

もとより深罪に足りず： もと

より大罪というには当たらない。 

悃誠〈こんせい〉：  

不聴の理ある無し： （われわ

れ諸藩の請願を）聞かないという

ことに正当な理由があるとは思え

ない。 

事ここに至る、あに座視すべき

か： 新政府軍が奥羽の地に攻め

寄せて来る事態となって、どうし

て座視していられるだろうか。 

「（棚倉藩は）ついに挙兵して、

新政府軍の進攻に抵抗することに

なった。」 

老臣： 家老などの藩の重臣。 

囲攻す： 包囲攻撃をした。 

晨より午に至る： 夜明けから

昼まで。 

殺傷相当： かなりな数の死傷

者を出した。 

衆寡敵せず： …と記すが、敗

れた東軍の方が西軍よりも多数で

あった。東軍が崩壊して各個掃討

された状況を述べているか。 

「（それらの地を）転戦して数十

回も、百回も合戦し、6月にまで

至った」 

守を失う： 落城の意味。 

養浩： 阿部正備〈まさかた〉

白河藩第 4代藩主。阿部忠秋流の

第 12代。  

阿部藩戦死碑 

鎮
ちん

英
えい

魂
こん

         従五位
じ ゅ ご い

子爵
ししゃく

 阿部
あ べ

正功
まさこと

篆額
てんがく

 

明治元年三月、棚倉
たなぐら

藩主阿部
あ べ

正静
まさきよ

、奉二奥羽鎮撫総督之命
～ の め い を た て ま つ り

一、出師
す い し

将
まさに

討
しょうない

二庄内
を う つ

一。総督更
さらに

令下 転
てんじて

与
せんだい

二仙台等兵
とうのへいによして

一 討
あいづをうつ

二会津
をれいす

一

上、 即
すなわち

赴
たたかいに

レ戦焉
おもむく

。会津既
すでに

降
くだる

。奥羽諸藩会同
しろいし

三于
に

二白石
かいどう

一、

連 署
れんしょして

上
あいづ

レ 状
のつみを

下 請
ゆるすを

レ赦
こう

二会津罪
じょうをのぼす

一上。 朝廷不
きか

レ聴
ず

。尚
なお

数
そのつみ

二其罪
をかぞえ

一、発
へいを

レ兵
はっし

征討
せいとうす

。於
ここに

レ是
おいて

諸藩憤慨
ふんがい

。以謂
おもえらく

伏見
ふ し み

之
の

事
ことは

出
かご

三於
に

二過誤
い で

一、 固
もとより

不
しんざい

レ足
にたり

二深罪
ず

一、 況
いわんや

既
すでに

悔悟
かいごす

。且
かつ

我諸藩悃誠
こんせい

請
あいを

レ哀
こう

、

無 有
ふちょうのり

二不聴之理
あ る な し

一。而
しくも

発
へいを

レ兵
はっし

征討
せいとう

。是
これ

奸臣
かんしんの

壅蔽
ようへい

之
の

所
しから

レ使
しむ

レ

然
ところにして

、 決
けっして

非
せいし

レ由
による

二聖旨
にあらず

一。事
こと

至
ここ

レ于
に

レ此
いたる

、豈
あに

可
ざし

二座視
す べ き

一乎
か

。遂
ついに

挙兵
きょへい

拒
これを

レ之
こばむ

。棚倉藩使二老臣
ろうしん

阿部内膳
～をして

一 将
いちだいたい

二一大隊
をひきいせしめ

一、 与
～によし

二

仙台会津等兵一、拠二白河城
～ に よ る

一。五月朔、官軍囲攻
いこうす

。城兵禦
これを

レ之
ふせぐ

。

奮激
ふんげき

戦闘
せんとう

、自
しん

レ晨
より

至
ごに

レ午
いたる

。雷轟
らいごう

電撃
でんげき

殺 傷
さっしょうする

相 当
ことそうとう

。而
しくも

衆寡
しゅうか

不
てき

レ

敵
せず

、守兵
しゅへい

弾尽
たまつき

刀折
かたなおれ

城遂陥
しろついにおつ

。 乃
すなわち

退
しりぞいて

守二金山
かねやま

釜子
か ま こ

等
とうの

地
ちをももる

一。

転戦
てんせん

数十百合
ごう

。延至
のべいたる

六月、棚倉城
たなぐらじょう

亦
また

失
しゅを

レ 守
うしなう

。内膳
ないぜん

以下
い か

前後

戦没者
せんぼつしゃは

五十又二人。前藩主阿部
あ べ

養浩
ようこう

、正静
まさきよ

之
の

高祖父
こ う そ ふ

也
なり

。退 老
たいろうして

多年
た ね ん

不
ことに

レ 与
あずから

レ事
ず

。而
しかも

夙
つとに

尊崇
おうしつを

二王室
そんすうす

一。深憂
おうしに

下 抗
あらがう

二王 師
のぎあらざる

一

之非義
をふかくうれい

上、百方
ひゃっぽう

説諭
しんかを

二臣下
せつゆす

一。於
ここ

レ是
おいて

首
まさきよ

二 与 正 静
とともにしゅとなって

一哀請
きじゅんを

二

帰順
あいがんす

一。後数月
すうげつののち

奥羽 悉
ことごとく

平
たいらぐ

。朝廷 乃
すなわち

下
かんじん

二寛仁之詔
のみことのりをくだし

一、復
はんの

二藩胙土
そどをかえし

一、人人
ひとびと

皆
みな

浴
こうせい

二更生之恩
のおんによくす

一。至
ここに

レ是
いたり

和気
わ き

藹然
あいぜん

四海一家無
かじの

レ復
べつ

二遐邇之別
にかえることなし

一。盖
けだし

藩
はんの

曩
さきに

奉
そうとく

二総督之命
のめいをほうじ

一、出師
しょうない

討
および

二庄内
あいづを

及 会 津
うつにしゅっししたるは

一、其
その

無
こころざし

レ 異
ことなる

レ志
なき

也
や

昭 々
しょうしょう

。 以
～をもって

二其
その

僻在
へきざい

辺陬
へんすう

不通
ふつうの

事情
じじょう

一、 不
ちょうし

レ 察
のしょざい

二朝旨之所在
を さ っ せ ず

一、遂
ついに

致
じゅんぎゃく

レ 誤
あやまるを

二順逆
いたすこと

一、 洵
まことに

可
つうせき

二痛惜
なるべし

一。然
しかも

内膳
ないぜん

等竭
その

レ誠
しゅに

三 於
まことを

二其主
つ く し

一、 百 戦
ひゃくせんして

致
めいを

レ

命
いたす

。亦
また

可
れっし

レ謂
という

二烈士
べ き

一矣
か

。頃者
このごろ

、有志之士
ゆ う し の し が

胥 議
しらかわなんこ

四建碑
こうえんに

三 于
にけんぴ

二

白河南湖公園
の こ と あ い ぎ す

一。講
これに

レ 余
めいすを

レ銘
よに

レ之
はかる

。余
よは

当時 以
～をもって

二奥羽追討総督参

謀一、 在
じゅうりょ

二戎旅間
のかんにあり

一、 親
したしく

知
その

二其 情
じょうをしり

一 甚
はなはだ

哀
その

二其 志
しをかなしむ

一也
なり

。嗚呼
あ あ

、

前日
ぜんじつの

仇敵
きゅうてき

今
いまは

則
すなわち

握手
あくしゅ

歓笑
かんしょう

、相共
あいともに

浴
おうたく

二王沢
によくし

一、頌
おうか

二王化
をたたう

一、

而
しかし

死者
ししゃは

独
ひとり

不
あずから

レ与
ず

焉。豈
あに

不
いたまし

レ傷
からず

乎
や

。雖然
しかれども

今日
こんにち

清 明
せいめいなる

旧 藩 主
きゅうはんしゅの

恩 遇
しゃくじつに

三 迥 優
はるかにまさる

二於昔日
おんぐうに

一、民皆
たみみな

鼓腹
こ ふ く

楽 業
らくぎょうす

。死者
し し ゃ

而
しかして

有
ちを

レ知
えて

亦
また

応
ちかにあって

三無憾
うらみなく

二于地下
おうずるに

一 矣
ちがいなし

。 

銘
めい

曰
いわく

。 

捐躯
みをささげ

報 主
しゅにほうず

 節義
せ つ ぎ

可 尊
とうとぶべし

 是 非
じゅんぎゃくの

順逆
ぜ ひ

 豈 遑
あにさいろんに

細 論
こうするべきか

 

白川
しらかわ

旧封
きゅうほう

 夙
つとに

縁
ゆかりの

所
ところ

存
そんす

 巋然
き ぜ ん

豊碑
ほ う ひ

 長
とこしえに

鎮 英 魂
えいこんをしずめん
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阿部
あ べ

養浩
ようこう

は大村藩主豊前守
ぶぜんのかみ

純昌
すみよし

の次男であった関係上、旧大村藩士

渡邊清に撰文
せんぶん

を請
こ

うたものである。 

 

 

阿部藩士で 6月 12日に白河合戦坂
こうせんざか

で戦死した平賀金右衛門の墓、 

5月朔日に戦死した牧田三之助重孝の墓は、ともに白河町長寿院
ちょうじゅいん

に

あり、阿部
あ べ

内膳
ないぜん

正凞之墓は白河町常宣寺
じょうせんじ

にある。 

 

  

【p155】 

正静〈まさきよ〉は白河藩第 8

代藩主。阿部忠秋流の第 16代。 

高祖父： 「祖父の祖父」であ

るが、正備～正静は養子関係。 

⇒【阿部氏系譜略図】 

退老： 隠居。 

事に与らず： 藩政から離れて

いたが。 

夙に〈つとに〉： 以前から。 

王師に抗うの義無きを深く憂

う： 朝廷の軍に抵抗することが

不義となることを深く憂いて。 

百方臣下を説諭す： あれこれ

と言葉を尽くして臣下を説諭した 

首となって： 先頭に出て。首

唱となって。 

ことごとく平ぐ： 全域がすっ

かり平定された。 

胙土〈そど〉： 祭りを行なう土

地。→藩政を行なう領地。 

「藩に領地を返し」 

更生の恩に浴す： 天皇の国家

の民としてやり直すことを許され

た恩。 

藹然〈あいぜん〉： 雲・霞がた

なびく。気分などが穏やかでやわ

らいださま。 

四海一家： 世の中の人々が一

つの家族のように親愛であること 

遐邇〈かじ〉の別： 遠近の

別。奥羽が天皇の政に疎い辺境で

あること。 

「思うに、棚倉藩が以前総督の

命を奉じて、庄内・会津を討とう

と出兵したことは、その志が異な

るもの（天皇に逆らうもの）でな

かったことが明らかである。」 

僻在〈へきざい〉辺陬〈へんす

う〉： 都から遠く離れた所にある

こと。辺境の地であること。 

不通： 交通・情報が疎である

こと。 

朝旨の所在を察せず： 天皇の

意思がどうあるかを理解せず。 

順逆： 従うこととそむくこ

と。特に、道理にかなっているか

否かということ。 

痛惜： 非常に（残念だと）惜

しむこと。 

戎旅〈じゅうりょ〉の間にあ

り： 軍旅。戦場を転戦する中に

あった。 

王沢に浴し： 天皇（の政治）

の恩恵を受けること。 

王化を頌う： 天皇の仁徳によ

って感化され統治を受け入れる。 

「しかし死者だけは王沢・王化

の恩恵を受けることができない。

なんと痛ましいことだろうか。」 

「ではあるが、今日清明なる旧

藩主の昔にも優る恩遇に、人々は

みな鼓腹楽業して（十分に食べ楽

しく暮らして）いる。」 

 
⇱ 

明治十七年九月 

元老院議官従四位
じ ゅ し い

勲三等 渡邊
わたなべ

清
きよし

 撰
せん

 

平田
ひ ら た

文 書 

明治 17年平田
ひ ら た

文右衛門等敬義会を組織して碑を建て、大正 3年 6

月には旧藩士および篤志者
とくししゃ

が白河鎮英魂保存会を組織して神道を

もって英魂
えいこん

を祀
まつ

ることとした。 

大正 5年 7月には内務大臣
ないむだいじん

の許可を得て社団法人として会の基礎

を固くし、毎年秋の彼岸に例祭を行なっている。旧藩の中村直敬

氏、福田春三氏、曽我演雄氏等その理事である。 

⇱ 
「死者はしかし（そのような

人々の幸福を）知るだろう。そし

て地下で（墓中で）恨むことなく

応じて（物事の有様を受容して）

くれるに違いない。」 

 細論： ここでは、細かい取る

に足らない問題の意味。 

遑〈こう〉する： あわてる。

あわただしくする。いそがしくす

る。→かかずらわる。こだわる。 

「白河は旧領地であり、以前か

ら縁のあるところである。（その他

に）高く立派な碑を建て、永遠に

英霊を鎮魂しよう」 

巋然〈きぜん〉： 高くそびえ立

つさま。 

⇒［脚注］渡邊清 

平田文： 平田文右衛門と思わ

れる。 

原書「平田文左衛門」だが→訳

「平田文右衛門」とした。 

平田文右衛門： 1836～1900。

元棚倉藩家老の平田弾右衛門が名

を改めた。阿部家家職。敬義会発

起。白河町町長。 

⇒［脚注］平田弾右衛門 
⇱ 

⇱ 
白河鎮英魂保存会： 現在も組

織がある。 

 

平賀金右衛門： 棚倉藩銃士。6

月 12日合戦坂で戦死。 

牧田三之助： 棚倉藩士。5月 1

日八竜神で戦死。 

 

⇒［脚注］阿部内膳 

⇒【棚倉藩阿部内膳討死_商人小

崎直助の助力】 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d26_棚倉藩士「阿部内膳正凞

之墓」（向新蔵常宣寺）】 
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（5）仙台藩戊辰戦死碑 

白河町字
あざ

女
おんな

石
いし

にある。女
おんな

石
いし

は白河町の北端、会津街道と仙台街道

との岐点
き て ん

の地である。碑は街道の西側にあって剣状をなしている。 

その 傍
かたわら

に、戦死供養碑がある。これは明治 2年に建てたもので、

白河町の田町
た ま ち

・向寺
むかいでら

・根田
ね だ

・大谷地
お お や じ

・金勝寺
きんしょうじ

・飯沢
いいざわ

・長坂
ながさか

等に戦歿
せんぼつ

せる仙台藩士 150余人の 屍
かばね

を集めてこの地に葬
ほうむ

った供養碑であ

る。 

仙台藩は戊辰戦役に各方面において多数の犠牲者を出しているが、5

月朔日の激戦には 80余名、白河口全体で 150余名の戦死者があった

と見るべきか。 

碑の裏面の「有旧誼
きゅうぎ

」とは前にも記
しる

せるごとく、能久
よしひさ

親王は戊辰当

時の輪王寺宮
りんのうじのみや

公現
こうげん

法親王
ほうしんのう

に在
ま

しますによってである。 

碑は白河町龍蔵寺
りゅうぞうじ

にて管理し、供養は春の彼岸に、秋の彼岸に白河

町隣の小田川
こ た が わ

村根田
ね だ

部落の念仏講
ねんぶつこう

が年々行なっている。龍蔵寺の記

録によると仙台藩の白河口戦争の死者は 

5月朔日に参謀坂本
さかもと

大炊
お お い

外 82名。 

6月 12日本道口 61名。 

6月 24日金山
かねやま

戦争 17名。 

7月 1日白河・米村
よねむら

・大谷地
お お や じ

6名。 

7月 15日白河本道口 17名。 

ここに庄内
しょうない

藩
はん

のことを付記しておく。 

庄内藩は当時江戸取締藩の首藩
しゅはん

であった関係から、三田
み た

の薩邸
さつてい

に

潜む浪人
ろうにん

等が慶応 3年 12月未に江戸内外に放火し、掠奪
りゃくだつ

を行な

った時、庄内藩は幕命
ばくめい

によって三田の薩邸を砲撃し、これを焼き

払った関係があるから、戊辰戦争の主力は会津・庄内の両藩に

集 注
しゅうちゅう

された。 

表に 

仙台藩士戊辰戦歿
せんぼつ

之碑 

裏に 

表面十大字
じゅうだいじは

大勲位
だいくんい

二品
に ほ ん

能久
よしひさ

親王殿下親書
しんしょ

也
なり

。旧藩有志諸子相議
あいぎし

樹
このひ

二此碑
を た つ

一、 以
おおきみ

レ大王
にきゅうぎ

有
ある

二旧誼
に よ り

一請
その

二其親書
しんしょをこう

一、以
もって

慰
その

二 其
たましいを

魂
なぐさめん

一、死者有
しる

レ知
あらば

亦
また

将
まさに

感泣
ち か に

二於地下
かんきゅうする

一也
なり

。 

明治二十三年五月一日 

旧仙台藩知事 従五位
じ ゅ ご い

伯爵 伊達
だ て

宗基
むねもと

 

【p155】 

江戸取締藩の首藩： 江戸市中

の警備を命じられた藩のうち、主

力となる藩という意味か、なんら

か指揮権を与えられた藩という意

味か。 

集注： （兵力等を）1か所に

集め注ぐこと。 

 

 

 

 

 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d38_「仙台藩士戊辰戦歿之

碑」（女石）】 

 

女石： 白河市女石。白河から

北へ向かう街道に関門が設けられ

ていた。白河城から北東へ 1.5km 

 

十大字： 表面に刻された 10文

字のこと。 

大勲位： 明治時代に入り 1875

年（明治 8年）に太政官布告に基

づく勲等・賞牌（賞牌は翌年勲章

に改称）の制度ができ、次いで翌

1876年（明治 9年）に詔書に基づ

く大勲位が、最上位の勲等として

制定された。勲章の授与にあたっ

ては、まず相応の勲等（一～八

等）に叙した（叙勲）うえで勲等

に相当する勲章が贈られることと

された（授章）。 

2003年 11月 3日以降の今日で

は、等級としての勲等は廃止され

て、勲章の授与である「授章」の

みが行なわれている。 

二品〈にほん〉： 一品から四品

まである親王の位階のうち第二等 

⇒［脚注］公現法親王（能久親

王） 

親書： 身分の高い者がみずか

ら文を書くこと。 

樹〈た〉つ： 「建てる」に同

じ。 

大王〈おおきみ〉： 古代日本に

おける天皇、皇子、皇女に対する

尊称。ここでは能久親王をさす。 

旧誼： 古きなじみ。 

以って： そうすることによっ

て。 

感泣〈かんきゅう〉： 感激して

泣くこと。 

地下に： 墓の中で。 

伊達宗基： 1866～1917。仙台

藩第 14代藩主。（最後の藩主） 

原書「輪王宮」→訳「輪王寺宮」 

龍蔵寺： 白河市年貢町。 

⇒［脚注］根田 

念仏講： 日本の仏教におい

て、在家信者が念仏を唱える講中

（集まり）を指す。 

 ⇒［脚注］坂本大炊 
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http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf


である。 

 

（6）福島藩戦死碑 

白河町字向寺
むかいでら

聯芳寺
れんぽうじ

境内にある。明治 21年白河町鈴木忠蔵、 

福島町高橋純蔵等の発起
ほ っ き

にかかる建設である。 

「福島藩士十四人碑」と上部に書かれたのが篆額
てんがく

である。 

  

【p157】 

聯芳寺： 白河市向寺。 

高橋純蔵： 福島藩勤王派。遂

堂〈ずいどう〉。『楷書千字文』明

治 18年 8月。 

⇒【醍醐参謀の脱出と福島藩士

高橋純蔵】 

⇒［脚注］板倉勝達 

藩鎮： 古代中国の唐から北宋

代までの地方組織の名称である

が、ここでは徳川幕藩体制の藩を

漢詩的に表現している。 

擁兵抗命者： 兵を擁して（天

皇の）命令に逆らった者。 

寛宥： 寛大な気持ちで罪過を

許すこと。 

臣隷〈しんれい〉： けらい。臣

下。召使い。 

「もちろん、その家来たちにも

これ（赦免）を為すべきだろう」 

射鉤斬袂：鉤はかぎ形の武器。

「射鉤斬袂」は白兵戦のような熾

烈な戦闘の漢文的表現と思われる 

力を尽くすところ独りのことに

あらず： 力を尽くして戦ったの

は決して個人の考えではない。（藩

主の命を受けて行なったのだ。） 

冤を訴う： （会津藩の）無実

の罪を訴えた。 

六師： 西軍６藩。薩摩・大

垣・長州・土佐・黒羽・宇都宮を

指す？  

東海・東山・北陸・山陰・山陽

四国・九州への鎮撫使。 

各： 奥羽列藩同盟の各藩。 

同じく白河城を守る： 力を合

わせて白河城を守った。 

対塁： 敵と向かい合うように

とりでを築くこと。戦場で敵と対

陣すること。 

踰月： 月を越えること。翌月

になること。 

敗衂〈はいじく〉： 戦いにやぶ

れること。 

部兵： 指揮下の兵。 

番頭〈ばんがしら〉： 「番」と

は軍事・警備のこと。藩政の職名 

「武士というものは気節を尚

び、禄を受けるのもその事業に死

ぬためである。」 

捐身報主： 身を捨てて、主君

に報いる。 

与： ～と。並列の意味。 

鬼： たましい。 

祀典〈してん〉： 神を祀る儀式 

「いま、西軍戦死者の霊は祀ら

れている。しかしこの福島藩死者

だけが捨て置かれて顧みられない

でよいのだろうか。」 

松山俟： 松山侯の誤記か？ 

事す： 仕事にする。仕える。 

魯衛の親： 古代中国の魯国と

衛国のように文化思想が共通する

こと。論語に「魯衛の政は兄弟な

り」とある。  
⇱ 

福島藩士十四人碑 

正五位
しょうごい

子爵 板倉
いたくら

勝達
かつさと

 篆額
てんがく

 

王政
おうせい

維新
い し ん

、廃
ばくふ

二幕府
をはいし

一、 撤
はんちん

二藩鎮
をのぞく

一。其
その

嘗
かつて

擁兵
ようへい

抗命
こうめい

者
のもの

、亦
また

皆
みな

寛 宥
かんゆうにより

復
しゃくい

二爵位
にもどる

一。 況
いわんや

為
しんれい

レ 之
にこれを

二臣隷
なすをや

一、射鉤
しゃこう

斬袂
ざんべい

、竭
ちから

レ力
つくす

所
ところ

事
ひとり

レ不
のこと

レ 独
にあらず

、其
その

罪
つみ

レ可
ゆるす

レ釈
べき

其
その

忠
ちゅう

レ 可
あわれむ

レ憫
べき

也
なり

。討会
とうかい

之
の

役
えき

、奥

羽諸侯連 署
れんしょして

訴
えんを

レ 冤
うったう

。不
きか

レ聴
ず

。六師
ろ く し

来伐
らいばつ

。 乃
すなわち

各発
へいを

レ兵
はっし

同
おなじく

守
しらかわ

二白河城
じょうをまもる

一。対塁
たいるい

踰月
ゆ げ つ

、遂
ついに

為
その

二其 所 陥
おちるところとなる

一。転戦
てんせん

于金山
かねやま

于

根田
ね だ

于大谷地
お お や じ

。 而
しこうして

仙台会津米沢棚倉二本松等 兵
～とうのへい

相踵
あいついで

敗衂
はいじくす

。

是時
このとき

、福島藩隊長
たいちょう

池田邦知、以
ぶへい

二部兵
をもって

一 在
ろくたんやま

二六反山
に あ り

一、奮闘
ふんとう

不撓
ふ と う

、而
しかし

孤立無援、刀
かたな

折
おれ

槍
やり

断
たちきれ

、硝弾
しょうだん

共
ともに

尽
つき

、番頭
ばんがしら

渋川勝兆

以下
い か

十四人死
これ

レ之
しす

。実
じつに

明治元年戊辰
ぼ し ん

夏
なつ

六月十二日也
なり

。嗚呼
あ あ

士
しは

尚
きせつ

二

気節
をたっとび

一、 食
そのろく

二其禄
を は む

一者
ものは

死
そのこと

二其事
に し す

一、 則
すなわち

十四人捐身
えんしん

報主
ほうしゅ

、其
その

情
じょうの

与従
おうし

二王師
にしたがい

一致 死 者
しにいたるものと

無
ことなる

レ 異
ことなし

。今
いま

彼
かの

鬼
たましいは

既巳
す で に

列
してん

二祀典
にれっし

一

矣
あり

。而
しかし

此 独
これのひとり

委棄
い き

不 問
ふもんなるは

、可乎
かならんや

。頃者
このごろ

志士相議
あいぎして

建碑表
これを

レ 之
あらわす

。

請
よに

レ文
ぶんを

二于余
こ う

一。余
よは

嘗
かつて

事
まつやまこう

二松山俟
に こ と し

一、其
その

国
くにの

与
ふくしま

二福島
と は

一有
ろえい

二魯衛
の し ん

之親
あ り

一、義
ぎに

不
じす

レ可
べから

レ辞
ず

、因
よって

援
ふでを

レ筆
ひいて

略叙
そのことを

二其 事
りゃくじょす

一。係
これに

レ 之
かかりて

以
もって

銘
めいす

。銘曰
めいいわく

 

寒疾
かんしつ

五 日
いつかにして

 不
かん

汗
せずば

則
すなわち

死
しす

 彼
かの

懦偸
だ と う

生
のせい

 壮士
そうしの

所 耻
はずるところ

 

猗与
あ あ

英魄
えいはくよ

 伴古
ばんこの

壮士
そうしよ

 含 笑
えみをふくみて

黄泉
よみにいり

 留名
せいしに

青史
なをとどむ

 

明治二十一年四月 

従五位
じ ゅ ご い

勲六等 川田
か わ た

剛
たけし

 撰 

高橋純蔵 書 

⇱ 
「その義理から辞退すべきでは

ない。（辞退はできない）」 

筆を援〈ひ〉き： 筆を執って 

「風邪をひいて５日たっても汗

をかかないでいれば死んでしまう

（風邪は汗をかいて治すものだ）。

かの惰弱をむさぼって生きながら

えることは、壮士の恥ずるところ

である。ああ、英雄の魂よ、永遠

の壮士よ。（あなたは）笑って黄泉

にはいり、歴史に名を留めるので

すね」 
⇱ 

⇱ 
『宋史通俗演義』に「一旦遇著

寒疾、五日不出汗、便當死去」と

いうくだりがある。 

川田剛： 1830～1896。川田甕

江〈おうこう〉。竹次郎。幕末・明

治期の漢学者。山田方谷に招か

れ、備中松山藩に仕官したことが

ある。 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d36_「福島藩士十四人碑」（向

寺聯芳寺）】 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf


 

（7）二本松藩戦死者碑 

戊辰の役
えき

二本松
にほんまつ

藩戦死者 23名の英霊を 弔
とむら

うために、昭和 6年白河

町長重
ながしげ

公
こう

追遠会
ついえんかい

が主唱して、白河町円明寺
えんみょうじ

丹羽
に わ

長重
ながしげ

公
こう

御廟所
びょうしょ

の

参 道 側
さんどうかたわら

に碑を建てた。長重公追遠会は二本松旧藩および白河町有

志者をもって組織され、現在安田忠次郎氏・吉成房次郎氏等が理事

である。書は上野良尚氏の精魂を傾けたもので碑陰
ひ い ん

に英霊の氏名が

刻
こく

されてある。碑の表
おもて

に 

「二本松藩士慶応戊辰戦死之霊」 

とある。 

 

（8）忠干碑 

忠干
かん

碑は西白河郡釜子村
かまのこむら

長伝寺
ちょうでんじ

境内にある。釜子村
かまのこむら

には越後
え ち ご

高田
た か だ

 

藩の陣屋
じ ん や

があった。戊辰の役
えき

徳川の鴻恩
こうおん

に感じて東軍に与
よ

して奮 

戦し 16名の死者を出した。その墓も長伝寺にある。 

死干碑と篆額にあるをもって世に忠干碑という。（干は肝である。） 

  

【p159】 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d21_「二本松藩士慶応戊辰役

戦死之霊」（円明寺）】 

 

円明寺： 白河市円明寺。字で

あって寺は無い。昔は寺があった

のだろうか。 

御廟所： おたまや（御霊屋）。

白河城から南へ約 1.2km。 

 

上野良尚： 白河町。会津藩

士。田辺軍次墓碑、二本松藩戦死

者碑の書を行なう。 

 

 

 

 

 

忠干碑： 干は肝。忠魂碑。 

高田藩： 新潟県上越市。榊原

家。15万石。寛保元年（1741）以

後、白河・石川・岩瀬・田村 4郡

のうち 8万 4000余石が、高田藩分

領となる。文化 6年（1809）以

後、分領は 3万 3000石に縮小し、

釜子（現東村釜子）の陣屋支配と

なった。 

釡子村： かつての村名は〈か

まのこむら〉。現在の地名は〈かま

こ〉。 

鴻恩： 大きく深い恩恵。 

死者十六人： 長伝寺には明治 2

年 10月住職が建立した「戦死集霊

供養塔」がある。それには士・新

兵・軍夫等 17名の名が刻まれてい

る。なお、高田（上越市）にも高

田藩奥州釜子陣屋在勤藩士 11名の

戦死供養碑がある。大正 6年建

立。 

榎本武揚： 1836～1908。釜次

郎。昌平坂学問所、長崎海軍伝習

所で学ぶ。幕府の開陽丸発注に伴

いオランダへ留学。帰国後、幕府

海軍の指揮官となり、戊辰戦争で

は「蝦夷共和国」の総裁となっ

た。降伏・助命・釈放後、明治政

府に仕え外務大輔、海軍卿、文

部・農商務大臣など。 

釜子邨： 釜子村の漢文的表現 

支邑： 分領。 

士卒五十余戸： 「戸」とある

ことから、釜子領の高田藩士は

代々在住であったと思われる。地

域との結びつきが強かったのだろ

う。 

四隣： 東西南北の近隣。 

本藩の声息： 越後高田にある

高田藩本庁との音信。 

勢はなはだ急： 西軍の勢力が

が強力、または情勢の変化が急？ 

「義を重んじるならば、（徳川氏

と）運命をともにしないわけには

いかない」 

死節諸士碑 

忠干
かん

碑         従二位
じ ゅ に い

子爵 榎本
えのもと

武揚
たけあき

 篆額
てんがく

  

磐城国
いわきのくに

西白河郡
にししらかわぐん

釜子
か ま こ

邨
とん

、世
よよ

為二越後高田藩主榊原
さかきばら

氏之
の

支邑
しゆうたり

一。遣
しそつ

二士卒五十余戸
ごじゅうよこをつかわして

一戍焉
ま も る

。明治戊辰之
の

乱
らん

、奥羽
お う う

同盟、四隣
し り ん

騒擾
そうじょう

、道路

梗塞
こうそく

、 絶
ほんぱんの

二本藩之声息
せ い そ く た ゆ

一。既而
すでにして

西軍来討
らいとう

、勢
せい

甚
はなはだ

急
きゅう

。諸士

胥議
あいぎして

曰
いわく

、吾藩
わがはん

浴
とくがわし

二徳川氏之恩
のおんによくすること

一久矣
ひ さ し

。義
ぎは

不
その

レ 可
せいすい

三 不
をともに

レ 倶
せざるは

二

其盛衰
べからざる

一也
なり

。 即
すなわち

相 率
あいひきいて

与
とうぐん

二東軍
に よ し

一奮戦
かくちに

二各地
ふんせんす

一。 百 折
ひゃくせつして

不
くっ

レ屈
せず

、

死者十六人、可
もって

下以
その

見
ちゅうゆう

二其忠勇義烈
ぎれつをみるべし

一上矣。今玆
いまここに

庚寅
こういん

値
にじゅう

二

二十三回忌辰
さんかいきのときにあたり

一、故旧
こきゅう

胥 謀
あいはかりて

欲
その

下 建 碑
ゆうのちょうでんじ

二其邑長伝寺
に け ん ぴ し て

一上、 以
もってその

表
ちゅうせつ

二 其 忠 節
をあらわさんとほっす

一中。 来
きたりて

請
よに

レ余文
ぶんをこう

。嗚呼
あ あ

余亦
よもまた

為
とうじ

二当時
とうぐんの

東軍敗将
はいしょうたり

一、 出
ばんしに

二万死
い で て

一 得
いっしょう

二一生
を え て

一以
もって

至
いまに

レ今
いたる

、肯
あえて

無
なす

レ有
ところ

二所為
あるなく

一、愧
しょし

二於諸士
にはずること

一多矣
お お し

。 乃
すなわち

俯 仰
こんじゃくを

二今 昔
ふぎょうして

一、敍
その

二其 概 略
がいりゃくをのぶ

一。係
これに

レ

之
かかりて

銘
めいして

曰
いわく

 

生 報 主 恩
いきてしゅおんにむくい

 死裏馬革
ししてばかくにつつむ

 厥節
そのせつ

何
いずくんぞ

烈
れつ

 厥
その

心
こころ

何
いずくんぞ

赤
あかき

  

千歳
せんざい

不磨
ふ ま

 深刻
ていせきに

貞 石
ふかくきざむ

 

明治二十三年歳在
さいざい

庚寅
こういん

十一月上澣
じょうかん

 

会津 山川
やまかわ

浩
ひろし

 撰
せん

 

高田 中根
な か ね

聞 書 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
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東軍に与し： 東軍とともに、

東軍にくみして。 

百折： 多くの苦戦、苦難。 

辰： 時節。とき。 

故旧： 縁故の者、旧知の者。 

「決死を覚悟して出役し、万に

一の生を得て、今に至っている」 

「だからといって何を為す（為

した）わけでもない」 

「命のある限り主恩に報いよう

と努め、死んで馬皮に包まれて帰

還する。その忠節は何と壮烈、そ

の心は何と純真であることか。（そ

の事蹟を）千年経ても磨滅しない

よう、固い石に深く刻もう」 

死裏馬革： 《「後漢書」馬援伝

から》戦死者を馬皮に包んで返送

する。転じて、戦場で死ぬこと。 

歳在庚寅： 歳（木星）が天球

で庚寅の位置にある。 

上澣： 上旬。 

 

山川浩： 1845～1898。会津藩

士。国家老山川重固（1000石）の

子。重栄、大蔵〈おおくら〉。1860

家督相続。1866幕府使者同行でロ

シア渡航。若年寄として鳥羽伏

見・日光口・藤原口を転戦。のち

会津若松に入城して籠城。1873陸

軍出仕。西南戦争等に従軍。高等

師範学校校長。陸軍少将。『京都守

護職始末』を起草（完成は健次

郎）。姉に山川二葉、弟に山川健次

郎、妹に山川常盤、大山捨松ら。 

⇒［脚注］「知恵山川、鬼佐川」 

 

中根聞： 1831～1914。江戸出

身。幕府医学館に学ぶ。越後高田

藩の藩医、書家。中根半嶺〈はん

れい〉。 

 

原書「死干碑」となっている

が、「忠干碑」が正しいのではない

か？ 「死節諸士碑」が当初の碑

名なのだが、篆額が「忠干碑」と

なっているので、一般に「忠干

碑」と呼ばれている、と解説しよ

うとして誤記？ 

 

 



（9）海老名衛門君碑銘 

海老名衛門の碑は白河町龍興寺
りゅうこうじ

の門前にある。 

その 側
かたわら

に戦死者墓の碑石
ひ せ き

1基がある。これは海老名等一隊の戦死者

の墓石であると伝う。碑文に云う 
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海老名衛門： 会津藩士 250

石。季久。海老名群治季昌の父。

軍事奉行勤方。龍興寺山林中にお

いて自決。 

龍興寺： 白河市向新蔵。俗称

を「山の寺」。 

君の知をかたじけなくし： 彼

と知己の間柄であったことの謙譲

表現。 

諱〈いみな〉： 生前の実名。生

前には口にすることをはばかった 

頴悟： すぐれて悟りのはやい

こと。 

文武の業： 学芸・武芸両道の

学習・修行。 

目付： 藩政など武家政治にお

いて、違法を監察する武士の職名 

添役： 補佐の職。 

公事奉行： 政務を担当。 

郡奉行： 藩領の在方で農政に

当たる。 

安房・上総： 千葉県。 

営： 会津藩が江戸湾周辺警備

に当たった際の駐屯地。 

亜米堅： メリケン。アメリカ 

不虞： 非常事態。 

大目付： 藩政においては、目

付の上位の職。大監察とも。 

番頭〈ばんがしら〉： 「番」と

は軍事・警備のこと。藩政の職

名。軍の指揮官の意味であるが、

藩主への取り次ぎ役も。 

加禄： 禄高を増加すること。 

職禄： それぞれの職には相当

する役高があった。役高に満たな

い者が就任する場合は、職務を果

たすための禄不足を補った。 

北蝦を干ぐ役に： ロシアの南

下政策に対応するための千島警備

に、会津藩が当てられたことを指

す。 

白主海： 「主が白（空白）の

海」＝主無き海。茫洋とした海。 

鯨鯢： 「鯨」は雄クジラ、

「鯢」は雌クジラ。 

熊狼〈ゆうろう〉： クマとオオ

カミ。 

吼噉〈こうたん〉： 吼ほえる。

噉くらう。 

「この前後に与えられた賞賜は

数えきれないほど多い」 

出屯： 出兵して駐屯する。 

「敵、大軍をもって」と記す

が、じつは西軍は 700名。 

駢頭： 頭を並べた状態で。「枕

を並べて討ち死に」ということ。 

「君は（もはや戦況は）どうし

ようもないことを悟って」 

距たること： 生まれてこれま

での年月。 

謙退： へりくだって控え目に

すること。 

疾言： 早口でものを言うこと 

遽色： 慌てた顔つき、態度。 

海老名衛門君碑銘 

明治戊辰之
の

役
えき

海老名衛門君殉難
じゅんなん

。後十七年、其
その

子
こ

季昌君建碑
そのちに

二

其地
けんぴして

一、使
よを

レ余
して

銘
これを

レ 之
めいせしむ

。余
よ

嘗
かつて

辱
くんのち

二君 之 知
をかたじけなくし

一、略
ほぼ

知
その

二其半生
はんせいをしる

一、 乃
すなわち

叙
これを

レ之
のべん

。曰
いわく

、君
くんの

諱
いみなは

季久、 称
しょうは

郡衛門。其
その

致仕
ち し

後
ご

之
の

称
しょう

也
なり

。世
よよ

仕
あいづ

二会津藩
はんにつかう

一。考 諱
ちちのいみな

季長、 称
しょうは

郡右衛門。妣
ははは

大石氏
おおいししなり

。君
くん

幼
ように

頴悟
えいごして

、善
ぶんぶ

二文武之業
のぎょうをよくす

一。年
とし

二十八為
めつけ

二目付
と な る

一。 経
がっこう

二学校
ぶぎょう

奉行
そえやく

添役
を へ て

一、公事
く じ

奉行
ぶぎょう

、郡
こおり

奉行
ぶぎょう

等数職
すうしょく

、 転
てんじて

軍事奉行添役
そえやく

、戍
あわ

二安房
か ず さ

上総之営
のえいをまもる

一。嘉永六年米利堅
あ め り か

使節 率
ぐんかん

二軍艦
をひきい

一 抵
うらがに

二浦賀
あ た り

一、辺海
へんかいは

戒厳
かいげん

。君
くん

与
～によして

二軍事奉行黒河内松斎一指揮
たいごを

二隊伍
し き し

一、進退
へいせんを

二兵船
しんたいし

一、以
もって

備
ふりょ

二不虞
にそなう

一。已
すでに

無
こと

レ事
なく

、 居
いること

五年。 徙
えどてい

二江戸邸
に う つ り

一、為
ぐんじ

二

軍事
ぶぎょう

奉行
と な る

一、 転
てんじて

大目付
おおめつけ

、 帰
あいづに

二会津
か え る

一。安政六年 再
ふたたび

為
ぐんじ

二軍事
ぶぎょう

奉行
と な り

一、兼
ばん

二番 頭 勤
がしらつとめをかね

一、戍
えぞ

二蝦夷
をまもる

一。加禄
か ろ く

五十石、更
さらに

賜
～をたまわる

二

職禄
しょくろく

五十石一、 併
～にあわせる

二旧三百五十石一。嘗
かつて

役
ほくい

二干北蝦
をふせぐえきに

一、余
よも

亦
また

従焉
したがう

。 航
ぬしなき

二白主海
うみをわたり

一、 攀
らいでん

二雷電嶺
のみねをよじり

一、 滞 在
～にたいざいすること

二鯨鯢
けいげい

出没
しゅつぼつ

、

熊狼
ゆうろう

吼噉
こうたん

之
の

郷
さとに

一数月
すうげつ

、文久三年致仕
ち し

、 還
あいづに

二会津
か え る

一。前後
ぜんごの

賞賜
しょうし

不
あげて

レ

可
かぞう

二勝数
べからず

一。戊辰之乱、復
また

摂
ぐんじ

二軍事
ぶぎょう

奉行
をおさめ

一、出屯
しらかわに

二白河
しゅっとん

一、五月

朔、敵
てき

以
たいぐん

二大軍
をもって

一来襲
らいしゅう

。我兵血戦
けっせん

。丸
たま

尽
つき

刀
かたな

折
おれ

、駢頭
へいとう

死
これ

レ之
しす

。君
くん

知
なす

二不
べから

レ可
ざる

レ為
をしり

一、 自
みずから

屠腹
とふくして

死
～にしす

二干龍興寺山林中一。 距
へだたること

文化十

四年二月朔 生
にうまれ

、実
じつに

五十二年也
なり

。君
くん

為
ひとに

レ人
なすに

謙退
けんたい

沈黙、接
ひとに

レ 人
せっするに

温和未 嘗
いまだかつて

疾言
しつげん

遽 色
きょしょくなし

、而
しかも

毅然卓立。処
ことを

レ 事
しょするに

方 正
ほうせいにして

不
けんき

レ憚
を

二

権貴
はばからず

一、 不
ひじゃく

レ侮
を

二卑弱
あなどらず

一、唯
ただ

義
ぎ

是
これに

従
したがう

。以
もって

人皆
ひとみな

敬重
こ れ を

二 之
けいちょうす

一。

傍
かたわらに

好
えを

レ絵
このむ

事
こと

、胸次
きょうじ

瀟 灑
しょうしゃにして

有
いんち

二韻致
あ り

一。 配
まちのし

二町野氏
を は い し

一 生
～をうむ

二四

男二女一、 長
ちょうの

季昌 君 嗣
くんのあとつぎとなり

、累遷
はんそうを

二藩相
るいせんし

一、後
のち

仕
ちょうに

レ朝
つかえ

、

為
～となり

二福島県官一、 転
ぐんちょう

二郡長
にてんず

一。次
つぎは

夭
ようし

、次
つぎは

季包、次
つぎは

季満皆
みな

善
よく

勉学
べんがくす

。長 女
ちょうじょは

嫁
おばら

二小原
ないきに

内記
か す

一、次
つぎは

夭
ようす

。嗚呼
あ あ

余
よ

敍
これを

レ此
のべて

、宛然
えんぜん

睹
～をみ

二君
くんの

奮戦
ふんせん

斫敵
しゃくてき

、慷慨
こうがい

屠腹
と ふ く

之
の

状
じょう

一、不覚
ふかくにも

暗涙
あんるい

交頤
こ う い

也
なり

。 

銘 曰
めいにいわく

 

鞠躬
きっきゅう

尽瘁
じんすい

 船南馬北
せんなんばほく

 

為 国
くにのために

致身
みをいたし

 為 君
きみのために

殉 職
じゅんしょくす

 

其節
そのせつ

其忠
そのちゅう

 万世
ばんせいの

表 式
ひょうしきなり

 

明治十七年五月 

東京大学教授 正七位 南摩
な ん ま

綱紀
つなのり

 撰
せん

 

大沼
おおぬま

譲 並
ならびに

篆額
てんがく

 



篆額は「松柏
しょうはく

独秀
どくしゅう

」の 4字である。 
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毅然： 意志が強く、物事に動

じないさま。 

卓立： ぬきんでて高く立つこ

と。ひときわ目立ってすぐれてい

ること。 

方正： 行いや心の持ち方の正

しいこと。 

権貴を憚らず： 権門（地位の

高さ、勢力の強さ）や富貴（財力

の大きさ）に媚びたり、遠慮する

ことなく。 

卑弱を侮らず： 身分の低い

者、社会的弱者を軽侮したり蔑ろ

にせず。 

唯義これに従う： 服従するの

は「義」に対してのみだった。 

敬重： 敬って重要な役割を任

せた。 

胸次〈きょうじ〉：胸中。気持ち 

瀟灑〈しょうしゃ〉： 瀟洒。さ

っぱりして気がきいているさま。

あかぬけているさま。 

韻致〈いんち〉： 洗練された風

雅なおもむき。雅趣。 

町野氏を配し： 町野氏の女子

を妻とした。 

長季昌君嗣： 君の嗣たる長子

の季昌は。 

藩相： 藩の相（大臣）。家老な

どの重役。 

累遷： 累進。（地位などが）

次々に進みのぼること。 

朝に仕え： 新政府に出仕して 

海老名季昌： 1843～1914。会

津藩 250石。郡治。軍事奉行の父

季久に従い江戸湾警備、蝦夷地警

備に出動。パリ万国博覧会に徳川

昭武の随員。戊辰戦争中に家老と

なる。降伏赦免後、1875警視庁出

仕。山形県西村山郡郡長をはじ

め、福島県の各郡長を務める。若

松町長となり、市制移行に尽力す

るも、市長は辞退した。 

次は夭し： 次子は夭折した。 

小原内記〈おばらないき〉： 会

津藩家老九家のうちのひとつ。

1200石、番頭？。敢死隊組頭小原

信之助の兄。 

宛然： さながら。 

斫敵〈しゃくてき〉： （おの

で）たたききる。 

慷慨： 世情や自分の運命など

について、怒り嘆くこと。 

屠腹： 切腹すること。 

暗涙： ひそかに人知れず流す

涙。 

交頤〈こうい〉： 両眼から流れ

た涙が顎（頤）で交わる。 

鞠躬〈きっきゅう〉： 身をかが

め慎みかしこまること。一生懸命

に気を遣う。 

尽瘁〈じんすい〉： 自分の労苦

を顧みることなく、全力を尽くす

こと。  
⇱ 

⇱ 
船南馬北： 南船北馬。絶え間

なくいろいろな所を旅行してまわ

ること。 

国の為に身を致し： 国のため

に身をささげ尽くす。 

万世の表式： 後々の世まで永

遠に、讃えられ見本とされるべき

もの。 

⇒［脚注］南摩綱紀 

大沼譲： 蓮齋。会津藩。 

松柏独秀： 松や柏は長く繁茂

する樹木と考えられ、また常緑で

あることから、墓場に故人を偲ん

で植えた。故人の徳が松柏のよう

に永く特別に記憶されることを祈

った。 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d29_「戦死塚」「海老名衛門君

碑銘」（向新蔵龍興寺）】 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf


 

（10）各地の供養塔 

①白河町字寺小路
てらこうじ

24番に 1基 

表に 

「戊辰役戦死之碑」 

碑は仙台石で、白河町渡部泰次郎・小黒萬吉・金子祐助・小針寅        

吉諸氏が発起となり、白河町有志の賛助を得て、大正元年 10月戊

辰戦争に殉
じゅん

した東軍の霊を慰
なぐさ

めんとして建碑
け ん ぴ

したものである。

東軍の遺骸
い が い

の蛇石
へびいし

・文珠山
もんじゅやま

あるいは桜町
さくらまち

付近に仮埋葬のままに放

棄されてあったものを、ここに合葬
がっそう

して碑を建てたのである。表

の文字は須賀川町
す か が わ ま ち

龍
りゅう

禅子
ぜ ん し

の書で、合葬者は 12名。 

（桜町
さくらまち

街上
がいじょう

に斬首された 6名を含む。） 

 

②白河町字
あざ

八竜神
はちりゅうじん

91番に 1基 

碑は寺小路
てらこうじ

にあるものと同質、同形で、書もまた同筆者である。

藤沢
ふじさわ

・土武塚
ど ぶ づ か

・八竜神
はちりゅうじん

等各所に散葬
さんそう

されていたものを合葬した 

ものである。その数 42名。建碑の発起者前に同じ。 

 

③白河町字本町
もとまち

永蔵寺
えいぞうじ

境内に 1基 

表に 

 

④白河町字白井掛
しらいがけ

に 1基 
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⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d20_「戊辰役戦死之碑」（寺小

路）】 

 

寺小路： 白河市寺小路。白河

城から南東へ約 1.2km。 

仙台石： 宮城県石巻市稲井町

などで産出され、稲井石・井内石

とも呼ばれる、青黒〜黒灰色の砂

質頁岩。大材がとれるので記念碑

によく利用される。 

⇒［脚注］石切山（白河石） 

 

蛇石： 白河市蛇石。 

文珠山： 蛇石・関川窪・雷神

山などとともに、白河市街と南湖

の間にある丘陵地の字。 

須賀川町： 福島県須賀川市。

白河城から北東へ約 22km。 

龍禅子： 須賀川町。禅僧。書

家。のち比叡山に入り入木道正統

〈じゅぼくどうぜいとう〉四十六

世。 

斬首 6名： ⇒【5月 1日の戦い

_渡部泰次郎の談】 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d44_「戊辰役戦死之碑」（八竜

神）】 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d16_「戦死供養塔」（本町永蔵

寺）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白河市白井掛 53の住宅側に建っ

ている。白河観光物産協会によれ

ば「どの藩の戦死者か、何名が埋

葬されたかは不明である。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

慶応四戊辰
ぼ し ん

年 

戦死供養塔 

五月朔日
さくじつ

 

表に 

無縁塚 

左側に 

慶応戊辰年 

五月朔日戦死墓 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
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⑤白河町関川寺
かんせんじ

境内に 1基 

これは阿部藩
あ べ は ん

の小池理八の供養塔である。小池理八は五月朔日 

桜町
さくらまち

方面の戦闘に足部に重傷を負い、立つべからざるを知って

割腹
かっぷく

したものである。白河の歌人
か じ ん

文豊
ふみとよ

は 

武士
もののふ

の心の駒はいさめども、黄泉までとはすゝめざりしを 

と詠
えい

じている。 

 

⑥白河町字大工町
だいくまち

皇徳寺
こうとくじ

墓地に 1基 

供養塔の多くは建設者がその部落民であるが、この碑には堂々
どうどう

と 

個人名を書いている。卜圓
ぼくえん

とは白河町字中町
なかまち

の桑名清兵衛の号で

ある。東軍の死骸の手代町
てだいまち

・袋町
ふくろまち

・大工町
だいくまち

等にありしものを合葬

したのである。 

 

⑦白河町龍興寺
りゅうこうじ

境内に 1基 

 

【p166】 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d31_「棚倉藩士小池理八「戦

死霊魂供養」（八幡小路関川寺）】 

関川寺： 白河市愛宕町。 

先君： 死亡した父親や祖先を

敬っていう語。ここでは小池理八

を指す。 

「先祖小池理八の戦死の碑が不

明で十数年あちこちを探したが、

桜町において発見したので、碑を

再建し、その事跡を表わす。明治 

34年 5月 1日 子孫・小池信好」 

蹟云〈せきうん〉： 事蹟。 

男： むすこ。子孫の男子。 

文豊： 白河の歌人。長瀬文

豊。『雁のはしら』 

「武士の心は駒のように勇むの

でしょうけれども、黄泉（あの

世）まで進みなさいとは申しませ

んものを」 

⇒【南無阿弥陀仏の文字_歌人文

豊が京都黒谷から写し来る】（谷津

田川岸の供養塔の項） 

関川寺には、上記のほか、仙台

藩士の墓あり。 

 忠巌良哲居士 

 仙藩 石川大之進源春幸之墓 

明治元戊辰年十月二十七日没 

享年三十七 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d32_「仙藩石川大之進源春幸

之墓」（八幡小路関川寺）】 

 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d30_「戦死人供養」（大工町皇

徳寺）】 

 

己巳〈きし〉： つちのとみ。 

桑名卜圓〈ぼくえん〉： 白河町

中町。桑名清兵衛。卜圓は号。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d29_「戦死塚」「海老名衛門君

碑銘」（向新蔵龍興寺）】 

 

「戦死塚」は「海老名衛門碑

銘」の隣に建つ。 

同穴： 死んで同じ墓穴に葬ら

れること。合葬。 

表に 

明治改元歳
のとし

 

戦死霊魂
れいこん

供養 

五月朔日 

裏に 

先君
せんくん

小池理八、戦死之碑不
ここ

レ顕
じゅう

二於爰十数年
すうねんあらわれず

一、四方
し ほ う

探求、頃者
このごろ

竟
ついに

発見
さくらまち

二於 桜 町
においてはっけん

一、故
ゆえに

再建
こ れ を

二 之
さいけん

一、表
その

二其 蹟 云
せきうんをあらわす

。 

明治三十四年五月一日 

男 小池信好 

表に 

戦死人供養 

裏に 

明治二己巳
き し

年二月十一日桑名卜圓
ぼくえん

建
これを

レ之
たてる

、慶応四年閏
うるう

四月二

十五日、五月一日の戦死者十一人。 

表に 

戦死塚 

右側に 

慶応四戊辰
ぼ し ん

五月一日、同穴
どうけつ

四十四人。 
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⑧白河町常宣寺
じょうせんじ

墓地に 1基 

表に 

「明治戊辰戦死之墓」 

 

⑨西白河郡大沼村
おおぬまむら

大字大
だい

、字南田
みなみだ

に 1基 

表に 

 

⑩西白河郡西郷村
にしごうむら

大字米
よね

に 1基 

 

⑪西白河郡大沼村
おおぬまむら

大字大
だい

、字搦目
か ら め

に 1基 

搦目
か ら め

の高橋清之助翁
おう

は言う。明治初年に建てた供養塔は明治 23 

年の大洪水に流されて、今のものは大正 6年に再建したものであ

ると。（流された塔は川底より掘り出されて、傍
かたわ

らに建てられて

ある。） 

 

⑫西白河郡
にししらかわぐん

古関村
こせきむら

大字関辺
せ き べ

の池畔
ち は ん

に 1基 

6月 24日は、板垣
いたがき

参謀が棚倉城
たなぐらじょう

に向かった日である。 

 

【p168】 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d27_「明治戊辰戦死之墓」（向

新蔵常宣寺）】 

 

 

 

 

大沼村： 明治 22年、大・久田

野・大和田・本沼が合併して大沼

村となった。現白河市。 

南田： 白河市大南田。白河城

から東へ約 3.5km。 

大村中： 大村の一同。 

 

 

 

 

 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d52_「戦死供養塔」（西郷村

米）】 

戦死供養塔： 西郷村米道場久

保の路傍に建っている。。 

米には、上記のほかに戦死供養

塔 1基がある。 

これは㉓米山下の戦死供養塚の

ことか？ 

 

 

 

 

 

「戊辰戦死之碑」と「戦死数名

埋葬塔」が隣り合って建ってい

る。 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d45_「戦死数名埋葬塚」（搦

目）】 

 

 

搦目中： 搦目部落の一同。 

大洪水： 明治 23年 8月 7日、

台風により各地で洪水被害あり。 

流された塔： 「戦死数名埋葬

塔」 

 

 

 

 

 

 

古関村関辺： 現白河市。 

古関村： 現在の白河市の南

部、旧表郷村の西部に位置する。 

関辺： 旧古関村。関山の北

麓。 

戦死墓： 白河市関辺油久保 5

白河城から南東へ約 7.5km。 

 

慶応四戊辰
ぼ し ん

年六月十二日 

戦死数名埋葬塔 

有志大村
だいむら

中
じゅう

 

表に 

戦死供養塔 

左側に 

慶応四戊辰
ぼ し ん

六月十二日 

表に 

戊辰戦死之碑 

側に 

大正六年五十回忌
か い き

供養付
くようにつき

、搦目
か ら め

中
じゅう

再建立
こんりゅう

。 

表に 

戦死墓 

裏に 

慶応四戊辰
ぼ し ん

六月二十四日 
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⑬白河町字女石
おんないし

仙台藩碑の側に 1基 

表に 

「戦死供養塔」 

明治 2年 3月地方民の建てたものである。裏に記
しる

して「人数百五 

十人余葬之」とある。（前記と重複するも掲ぐ。） 

 

⑭西白河郡大沼村
おおぬまむら

桜岡
さくらおか

に 1基 

 

⑮西白河郡小田川村
こ た が わ む ら

大字小田川
こ た が わ

の入口観音堂境内に 1基 

表に 

「戊辰戦死供養塔」 

 

⑯西白河郡五箇村
ご か む ら

大字双石
くらべいし

字
あざ

坊ノ入
ぼうのいり

に 1基 

表に 

この供養塔は白河
しらかわ

から石川
いしかわ

に通ずる県道の側にあるが、この県道 

は明治 18年の改修に係るものであって、それ以前の道路は今より

も北方にあったものである。 

 

⑰白河町妙関寺
みょうかんじ

の西側に 1基 

表に 

これは供養塔としては最も小さいものである。高さ 2尺 5寸幅 1

尺 4寸。 

 

⑱白河町米山越
よねやまごえ

に 1基 

表に 

【p169】 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d37_「戦死供養塔」（女石）】 

 

女石： 白河市女石。白河城か

ら北東へ約 1.3km。 

前記と重複： 「仙台藩戊辰戦

死碑」の項で言及されているの

で。 

 

 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d43_「戦死供養」（桜岡）】 

 

大沼村桜岡： 白河市大桜岡。

白河城から東へ約 2.8km。 

 

 

 

 

小田川村： 現白河市。 

「目でみる戊辰白河口戦争の記

録」に【d40_「戊辰戦死供養塔」

（小田川薬師堂）】が載っている

が、この観音堂の供養碑とは別の

ものなのか？ それとも同じもの

で、原書の「観音堂」は誤記か？ 

小田川の小野薬師堂は実際に存在

するが、観音堂は不明。あるいは

小野薬師堂を「観音堂」とも呼

ぶ？ 

 

 

 

五箇村： 明治 22年、双石・借

宿・田島・舟田・板橋の村々を併

せ、西白河郡「五箇村〈ごかむ

ら〉」が発足。現白河市。 

坊ノ入： 白河市双石坊ノ入。

白河城から東南へ約 3.9km。 

 

 

 

 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d33_「戦死供養塔」（関川

寺）】 

妙関寺： 白河市金屋町。 

 

戦死供養塔： 妙関寺の北西角

に近い関川寺地内（空堀端）に建

っている。小さく、野辺の石仏の

ような趣きである。 

高さ 2尺 5寸： 約 76cm。 

幅 1尺 4寸： 約 42cm。 

 

 

米山越〈よねやまごえ〉： 白河

市米山越。稲荷山の北東側の字。 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d05_「仙台斎藤善次右衛門戦

死供養」（米山越）】 

 

表に 

戦死供養 

左側に 

会津仙台二本松四十九名 

 

戦死霊魂供養 

慶応四戊辰
ぼ し ん

年六月 

戦死供養塔 

明治二巳
み

年五月朔日
さくじつ

建
これを

レ之
たてる
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高さ 5尺、幅 2尺。表の下部に「山口七三郎・櫻井伊勢松・木田 

三十郎」と記してある。 

 

⑲白河町字馬町
うままち

の橋の袖
そで

に 1基 

表に 

「南無阿弥陀仏
な む あ み だ ぶ つ

」 

これと同種の供養塔は、新蔵
しんくら

より向新蔵
むかいしんくら

に通ずる橋の袖
そで

にもあ

る。この 2つの橋は元は土橋
ど ば し

である。五月朔日
さくじつ

の大戦争の翌日、

この 2つの土橋で、東軍の士
し

は幾十
いくじゅう

人となく首
くび

刎
は

ねられて屍
かばね

は

川に流されたものだと伝えられている。 

南無阿弥陀仏の文字は、白河の歌人長瀬
な が せ

文豊
ふみとよ

がかつて京都黒谷
くろだに

の

敦盛
あつもり

の墓に詣
もう

でた時、その墓の景清
かげきよ

の書を写し来
きた

れるものであ

る。 

  

慶応四戊辰
ぼ し ん

年 

仙台斎藤善治右衛門戦死供養 

五月三日 

 

【p171】 

 

斎藤善治右衛門： 「白河口の

戦い殉難者名簿」には「銃士」と

ある。 

高さ 5尺、幅 2尺： 約 152cm 

と約 61cm。 

山口・櫻井・木田は供養塔の建

設者か？（仙台藩士か？） 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d22_谷津田川に架かる円明寺

橋・新橋】 

⇒【5月 1日の戦い_小針利七の

談】 

馬町： 白河市馬町。 

馬町の橋： 谷津田川〈やんた

がわ〉に架かる円明寺橋。 

新蔵より向新蔵に通ずる橋： 

谷津田川に架かる新橋（新蔵通

り）。 

向新蔵の供養塔は、常宣寺の

「会津藩戊辰戦死十二士之墓」の

側に移し祀られている。 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d24_常宣寺（向新蔵）】 

 

土橋： 一般には木の橋の一種

で、橋面に土をかけてならした橋

である。 

 

 

捕虜を処刑することについて 

 

「捕虜はとらない、降兵は処刑

する」という事例は、白河口戦争

を通じて東西両軍に見られるよう

である。 

戦国時代においては、降兵を先

鋒として使うことも常套的に行な

われ、ために自らの意志により降

伏することは、利敵行為と同様で

あると考えられ、味方を裏切る行

為とまで見なされたようである。

ただし戦国時代では功利的に敵味

方逆転することは相互にままある

ことであり、降伏すること自体が

反道徳という意識はなかったと思

われる。 

しかし江戸時代になって、名目

論としての武士道が発展すると、

武士として主君に忠誠を尽くす立

場からは、そのような裏切り行為

をはたらくことは恥ずべきことで

あり、降伏すること自体が武士道

にもとるという意識が生じる。 

また、そのような意識の裏返し

として、生き残った敵には「名誉

の死」を与えるべきだと考え、助

命を請う敵兵を軽侮することにな

り、ひいては捕虜処刑に走る結果

になるようである。 

このような傾向は、のちの帝国

日本軍にも（一時期を除いて）引

きずられていくことになる。 

  
 ⇒［脚注］文豊 

⇒【白河の歌人文豊の供養歌】

（小池理八供養塔の項） 

黒谷： 京都市左京区黒谷町。

金戒光明寺。法然廟。熊谷一族墓

所。平敦盛供養塔。京都守護職会

津藩の本陣。会津藩殉難者墓所

（鳥羽伏見戦死者）。 

 

熊谷直実は一ノ谷の戦いで討ち

取った平敦盛の供養を行なったと

伝わるので、熊谷一族ゆかりの黒

谷に平敦盛供養塔がある。 

景清： 藤原（伊藤）景清のこ

となのか？ 平氏方の武者。悪七

兵衛。各地に様々な伝説が残され

ている。豊国の俳優似顔東錦絵に

「踊形容外題尽 初雪見妙蔵景清

黒谷越の場」というのがあるの

で、歌舞伎の演目上、景清と黒谷

が関連付けられているのかもしれ

ない。 

実際に景清と敦盛がどれほどの

関係があるのか、敦盛の供養塔の

字が本当に景清の書なのかは、さ

だかでない。 
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⑳西郷村
にしごうむら

大字羽太
は ぶ と

大龍寺
だいりゅうじ

の戦死墓 

表に 

これは飯野
い い の

藩士森要蔵その子虎尾と花澤金八郎・林寅之助・多湖

宗三郎外会藩 15名の墓である。 

 

㉑西白河郡金山村
かねやまむら

下羽原
しもはばら

鹿島神社
かしまじんじゃ

境内 1基 

（拠る 白河町 永島慶次郎氏 調査） 

 

㉒西白河郡西郷村
にしごうむら

高助
たかすけ

班宗寺
はんそうじ

 2基 

（拠る 白河町 安田良三氏 調査） 

その 1 

その 2 

慶応四年 

戦死墓 

七月一日 

 

表 

内儀茂助明鄰之墓 

裏 

慶応四辰
たつ

年六月二十四日奥州白川郡
しらかわぐん

郊外
こうがい

戦死于時
と き に

四十有八 

孝子
こ う し

 内儀明盈建 之
これをたてる

 

表 

大圓道忍信士 

右側 

明治元年辰
たつ

六月十二日 

左側 

丹羽
に わ

左京大夫
さきょうのだいぶ

藩
はん

大河原弥太郎 

表 

実参道忍信士 

右側 

明治元辰年六月十二日 

左側 

丹羽左京大夫藩斎藤孫吉 
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【清子書込】 

和知家墓地（千葉真田） 

真田真量、中興の寺（キヨ） 

月心院隠居 

（宮城県白石市の月心院は、真

田信繁の三女阿梅〈おうめ〉が父

の菩提を弔うため建立した。現在

は廃寺。「月心院」は信繁の法

号。） 

白河の金屋町月心院は、結城義

親が母の法号に因んで寺名とし

た。（なので、直接真田とは関係な

いのだが、）月心院は千葉出身の真

田真量が中興した？ 真田と和知

の関係は？ 大龍寺に和知家墓

地？ 

 

大龍寺： 西郷村羽太狸屋敷。

白河城から北東へ約 5.1km。戊辰

戦争による寺院の焼失から、明治

24年に本堂を再建。土蔵造りの本

堂は、火災で二度と消失しないよ

うにという当時の人たちの想いが

込められているという。 

⇒［脚注］森要蔵 

⇒【7月 1日の戦い_飯野藩森要

蔵等の討死のこと】 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d53_森要蔵父子ほか「戦死

墓」（西郷村羽太大龍寺）】 

 

 

金山村下羽原鹿島神社： 白河

市表郷金山下羽原。白河城から東

南へ約 14.5km。 

内儀茂助： 棚倉藩弾薬方。6

月 24日三森で戦死。48歳。 

棚倉藩士内儀茂助の墓は、下羽

原鹿島神社に隣接する緑川ミネ氏

屋敷内に移され祀られている。 

「殉難者名簿」によると、加え

て（妙関寺）と注書があるので、

さらに移転した？ 

墓碑の表記は「白川郡」である

が、これは東白川郡を指すもので

はない。 

 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d54_二本松藩士大河原弥太郎

および斎藤孫吉の墓（西郷村高助

班宗寺）】 

班宗寺： 西郷村鶴生高助。白

河城から西北へ約 7.8km。 

丹羽左京大夫藩： 二本松藩の

こと。 

「殉難者名簿」によると、 

大河原弥太郎： 二本松藩。原

太左エ門組足軽。6月 12日米の椙

山で戦死。 

斎藤孫吉： 二本松藩。青山伊

右衛門組足軽。6月 12日米の椙山

で戦死。 
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㉓西白河郡西郷村米
よね

山下
やまじた

 

 

㉔西白河郡小田川村
こ た が わ む ら

宝積院
ほうしゃくいん

内 

（拠る 宝積院 根本信識氏 調査） 

 

供養塔は藩籍不明であるが、主として東軍のものである。 

  

表 

戦死供養塚 

左側 

明治元年戊辰
ぼ し ん

年五月 

台石 

四十三人 

 

表 

仙藩佐々木廣之助之墓 

右側 

慶応四辰年六月十二日 

於 当 所
とうしょにおいて

戦死 
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⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d51_「戦死供養塚」（西郷村

米）】 

 

米山下： 西郷村の大字「米」

字「山下〈やまじた〉」。白河城か

ら西へ約 2.5km。 

戦死供養塚： 米の字山下と字

杉山前の境あたりにある。 

 

 

 

 

 

 

 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d42_「仙藩佐々木広之助の

墓」（小田川宝積院）】 

 

宝積院： 白河市小田川行屋久

保〈ぎょうやくぼ〉。白河城から東

北へ約 5.1km。 

 

佐々木廣之助： 仙台藩。「白河

口の戦い殉難者名簿」によると、

浜田郡治指揮卒とある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

供養塔のうちいくつかについて

は、⇒白河口戦争の地名地図 に

所在地を示した。 
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第 20章 戊辰戦争と地方民 

 

 

（1）地方民は戦争に苦しんだ。しかし能
よ

く奉公した。 

「三年の凶作に遭
あ

うよりも一年の戦争地
せんそうち

になるものでない」と言っ

たそうだが、実際町人も農民も苦しんだ。しかし能
よ

く奉公した。 

 

栃本
とちもと

大庄屋記録に卵買上
かいあげ

の事がある。 

同大庄屋の記録中、慶応 4年 6月 3日の条には 

 

（2）農民は落ち着いて仕事が出来ぬ 

5月朔日の戦いには、白河町の人達は前に述べたとおり、たいてい地

方に避難した。しかしそれはもちろん全部ではなかったが、老いた

る者・小供・婦人達はたいてい避難した。 

店は開いていた。鞋
わらじ

などを西軍が買いに来る。「有りません」など

と言ったものなら、奥勢
おくぜい

味方と睨
にら

まれたものであるという。 

 

西軍は白河に滞在している。戦争は何時
なんどき

あるか判
わか

らぬので、町人は

浮き腰
ごし

であった。戦争は武士と武士の間でやるので、町人や農民相

手では無論
む ろ ん

ないのであるが、農民などは田植えの盛
さか

りであり、麦刈

りの真っ最中
まっさいちゅう

であったので野良
の ら

にあって流丸
ながれだま

の来るのを恐れた。 
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栃本村： 東村栃本。 

栃本村は、明治 22年釜子村。

1955年東村。2005年白河市。現在

は、白河市東栃本。白河城から東

南へ約 10.5km。 

⇒［脚注］大庄屋 

⇒［脚注］本書に登場する大庄

屋 

「各村々に現在ある鶏卵、また

今後出来る分も、（東軍が）お買い

上げになるので、貯め置くように

との命令であるから、村々の百姓

は全て命令違反の無いように、他

へ売るようなことは絶対にいけな

いと、しっかり厳重に申し付けて

おくこと。」 

小前： 本来の意味は、田畑や

家屋敷は所有するが役付きでない

一般の百姓を指したが、のち小作

などの下層農民をも指すようにな

った。「小前一統」で村に住する百

姓全て。 

「先立って通達した鶏卵買い上

げの件であるが、官軍方に鶏を奪

われて卵が無いという村々もある

と聞いている。そのような事情の

村は、その経緯を早々に申し出る

べきである。なおまた、少量でも

卵が出来た村は、5日おきにでも取

り集め、集まり次第差し出すよう

にせよ。（東軍方の）支障となって

いるので、この事を通達するもの

である。」 

この時期、栃本はまだ東軍の勢

力下にあったが、その所属村々に

は西軍の活動も及びはじめ、食料

物資調達の対象地になっていた。

鶏・鶏卵についても両軍の取り合

いがあったのである。 

鞋： 草鞋〈わらじ〉。稲藁で作

られる日本の伝統的な履物。草履

〈ぞうり〉は鼻緒だけで履くが、

草鞋はつま先からの緒〈お〉を底

部側面の輪に通しながら足首に巻

き縛る。 

奥勢味方： 「奥州の軍勢の味

方」、つまり東軍に通じ支援する住

民。 

浮き腰： 腰が不安定な姿勢。

あわてて落ち着きがないこと。 

野良： 野原や田畑など屋外の

こと。 

流丸： 流れ弾〈ながれだま〉。

目標を外れて飛ぶ弾丸のこと。狙

ったのではなく飛来する弾丸。 

其村々有之
これあり

候玉子、是より出来
で き

候分
ぶん

御買上に相成
あいなり

候間
あいだ

、相
あい

貯置
ためおき

可
もうす

レ申
べき

旨
むね

、被
おおせ

二仰出
いだされ

一候間、村々小前
こ ま え

一統
いっとう

心得違
こころえちがい

無
これ

レ 之
なきよう

極
きっと

厳重

申付
もうしつけ

置
おき

、他所
よ そ

売
うり

一切
いっさい

不
あいなら

二相成
ずそうろう

一候
こと

云々
うんぬん

 

辰
たつ

五月十四日 

大庄屋所 

先達
せんだって

相達置
あいたっしおき

候、御買上
おかいあげ

玉子
た ま ご

之
の

儀
ぎ

、官軍方
がた

に鶏
とり

被
と

レ取
られ

、玉子無
これ

レ之
なき

村々方
がた

も有
これ

レ之
ある

哉
や

に相聞
あいきこえ

候。右等の次第
し だ い

の村は其
その

形合
なりあい

早速
さっそく

申出
もうしで

可
あいなる

二相成
べ く

一候。猶
なお

又
また

少 々
しょうしょう

にても玉子出来
で き

候村方
むらかた

は五日
い つ か

置
おき

に

取集
とりあつめ

、相 集
あいあつまり

次第
し だ い

御差出
おさしだし

可
な

レ被
さる

レ成
べく

候。御差支
おさしつかえ

に付
つき

、此段
このだん

申 達
もうしたっし

侯。以上。 

辰
たつ

六月三日 

大庄屋所 



 

（3）民家が焼かれた 

東軍に焼かれている。また西軍が焼いた所もある。 

東軍は西軍の陣地となることを恐れて焼き、西軍は東軍の根拠地 

を奪うために焼いた。 

白河城は守兵が焼き、棚倉城
たなぐらじょう

は自
みずか

ら焼き、二本松城もまた自ら焼

いたのである。白河地方で焼かれたのは根田
ね だ

の部落と、山の根
や ま の ね

（今

の西郷村
にしごうむら

）の各村が最も多く焼かれた。根田
ね だ

の部落はただの一軒だ

けを残してみな焼かれたという。根田は東軍に組
くみ

していると見られ

たからである。根田と言えば猫でも犬でも憎まれたものだという。

それで根田の部落には今日
こんにち

古文書
こもんじょ

などは一通も残っていない。 

明治天皇が明治 9年奥羽御巡幸で根田ご通過の際は、みな仮小屋で

あったと伝えられている。 

西郷村真船
ま ぶ ね

の和知
わ ち

菊之助
きくのすけ

氏が、『西郷復興記』という小冊子を出版さ

れている。その文中に 
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農民は命がけで農作業をこなさ

ざるをえなかった。稲を育て、麦

を収穫しなければ、いずれ飢える

ことになるのである。 

小田川村泉田： 白河市泉田。 

鬼窪山： 白河市泉田鬼窪の東

北の山。 

屋敷内： 単に泉田集落の民家

という意味か、それとも小字名

か？ 

原書は「芳賀須知」であるが、

現代地図の表記は「芳賀須内」。読

みは〈はがすち〉または〈はがす

うち〉。「芳賀須内」という字は無

く、「芳賀須内集会所」という名称

のみ残る。白河市小田川を流れる

泉川の支流の芳賀須内川沿いの字

「愛宕下・欠下・登木・加茂ヱ

門」の総称。 

 

 

 

 

 

根田： 白河市萱根根田。白河

から須賀川・福島へ向かう奥州街

道沿い。 

山の根： 白河城西部の村々

は、山根組・西郷組とも総称され

た。そのうち湯本・羽鳥・田良尾

の 3か村は山中三ヵ村、他は山根

十三ヵ村（十四ヵ村）とも呼ばれ

た。 

【清子書込】（十四ヵ村を直して）

山根十五ヵ村 

清子伯母が何をもって「十五」と

したのかは不明。 

 

 

【清子書込】 

作右衛門―作之助―三作―和知菊

之助―道之助 

（内山忠之右衛門―～―キク） 

和知菊之助―キク―清子・喜一

郎・正道―悦哉 

「作右衛門～道之助」が和知家の

経脈。内山忠之右衛門の孫サダと

和知菊之助が結婚。その子がキ

ク。孫が清子・喜一郎・正道。喜

一郎の子が冨田悦哉（訳者）であ

る 

『西郷復興記』： 『西郷村復興

誌』とも。 

和知家： 建武のころは白川結

城家に仕え、結城氏滅亡の後は西

郷村柏野に土着して農民となっ

た。元和のころより柏野村の庄屋

を務めたという。 

兵燹： 兵火。 

 

 

 

糊口： 暮らしを立てる。生計 

西白河郡小田川村
こ た が わ む ら

泉田
いずみだ

の吉田トヨ媼
おう

の談
だん

 

媼
おう

は時に年十八歳、泉田
いずみだ

の戦争は田植え時
どき

であった。 

仙台藩は鬼窪山
おにがくぼやま

に本陣を置き、泉田の屋敷内に部落中の畳や

戸板
と い た

を出して塁
るい

を築いた。味噌
み そ

桶
おけ

や材木や臼
うす

をも運んで塁を築

いた。東軍でも西軍でも食物があれば手あたり次第に持って行

った。 

麦刈りで野良
の ら

に出ていると、銃声が聞えてくる。「それ、今日も

戦争だ」と芳賀須知の方に逃げる。芳賀須知に逃げた人も男は

人夫
に ん ぷ

に出された。 

明治元戊辰
ぼ し ん

の年、偶々
たまたま

戦争に会遇
かいぐう

し、時
とき

恰
あたか

も農家は田植最中
さいちゅう

の

事なれば、各々
おのおの

一生懸命に挿苗
さしなえ

の折柄、突然銃声
じゅうせい

起り、外
はず

れ丸
だま

は

早乙女
さ お と め

の早苗
さ な え

持つ手先に落ちたりしに、孰
いず

れも驚き周章
あ わ て

て、苗を

捨て、我先にと安全の地に逃げたるなどして碌
ろく

な仕事も出来ず、

僅
わず

かに機を見ては植付
う え つ

けなどして居る内
うち

、時期を失
しっ

し、猶
なお

且
か

つ住

み居る家は兵燹
へいせん

にて灰燼
かいじん

となり、何一つ残りたる物とてはなく、

住むに家なく、着のみ着のまゝの有様
ありさま

にて、夜は樹下
じ ゅ か

の芝生
し ば ふ

の上

か或
あるい

は竹藪
たけやぶ

などの中に寝起きを仕乍
し な が

ら、何とか住むべき家を作る

に、互
たがい

に一軒に対し何日かの手伝
てつだい

あひをして 岐
ふたまた

棒
ぼう

か何かを用
もち

ゐ

て堀建
ほったて

小屋
ご や

を拵
こしら

ひ、漸
ようや

くに過
す

ごして、其
そ

の秋に至りて収穫を見

るに一家糊口
こ こ う

の二・三ヶ月より、多くて四・五ヶ月位
くらい

を支
ささ

ふるに

如
し

かず。辛
から

くも其
そ

の年は万死
ば ん し

一生
いっしょう

の有様
ありさま

なりき。 



戦争年は冷気が酷
きびし

くて田圃
で ん ぽ

に火を焚
た

きながら田植えをなし、そのう

えに手入も肥料も充分でなく、秋の収穫は凶作同様であったと伝え

ている。それに翌年は巳
み

年の凶作であったから農民は苦しんだ。 

 

（4）男は軍夫に出された 

 

白河町に遺
のこ

る話として、「男は居
お

らんか、男は居
お

らんか」と、西軍は

家々を捜し回った。男は見つかり次第軍夫とされた。白河
しらかわ

辺
あたり

の軍夫

は二本松
にほんまつ

で帰されたものと、会津まで行った者とがある。軍夫 

は弾薬・食糧を運ぶ事や銃の手入れなどを勤めたという。 

【p180】 

原書「酷く」に〈きびしく〉と

ふりがながあるため、そのままと

した。 

 

 

巳年の凶作： 明治 2年は異常

気象で、飢餓にさらされた。 

 

 

 

 

 

 

小田川まで： 泉田から小田川

まで 1.6kmほど。 

 

 

 

薩摩藩六番隊： 薩摩藩小銃隊

六番隊。隊長野津道貫。宇都宮城

の争奪戦に参加ののち、5月 1日後

に白河口戦争に参加。 

 

 

 

 

 

 

白河に居ても： 白河近郊でも

人夫を務めていたのだが、ついに

会津まで行くことにもなった、と

いう意味か。 

鍋島藩： 佐賀藩。肥前藩と

も。佐賀県佐賀市。鍋島家。35万

7000余石。 

勢至堂： 会津領境の一つ勢至

堂峠の南東側の村。会津軍が拠点

とした。福島県須賀川市勢至堂。

白河城から北へ約 22km。 

天寧寺の山： 会津若松市東山

町石山天寧。会津若松城から東へ

約 2km。 

ただし『戊辰役戦史』などによ

ると、西軍が佐賀藩アームストロ

ング砲などを運び上げて会津若松

城を砲撃したのは、城から東南約

1.3kmの小田山〈おだやま〉であ

る。小田山の北麓の天寧寺町にも

佐賀藩部隊の配置があったため、

「天寧寺の山」は小田山のことか

もしれない。 

⇒［脚注］忍藩 

大谷地～勢至堂： 白河から勢

至堂峠を越えて三代・原を経て会

津に至る、会津街道の経路。 

一斗： 10升。約 18リットル 

滑川〈なめりかわ〉： 白河市大

信隈戸滑里川。 

赤津村： 郡山市湖南町赤津。 

 

 

小田川村
こ た が わ む ら

泉田
いずみだ

の吉田トヨ媼
おう

の談
だん

 

軍夫
ぐ ん ぷ

は東軍にも西軍にも使われた。男が不足すると女まで軍夫

に出た。女は遠くには行かなかったが、小田川
こ た が わ

まで行った。私

などは何度か小田川の庄屋まで行って奥勢
おくぜい

の握り飯
にぎりめし

を結
むす

んだ

り、飯を炊
た

いたりした。 

夫の忠蔵は薩摩藩の六番隊に附
つ

いて会津まで行った。墨付
すみつき

を頂
いただ

いて帰った。また働きがよかったので太刀
た ち

をも賜
たま

わった。その

太刀を家宝として置いたが．先年不幸続きの時、占
うらな

ったらその

太刀が祟
たた

るというので他に出してしまって今はない。 

 

白河町天神町
てんじんまち

の藤田定之助翁
おう

の談
だん

 

白河に居
い

ても人夫
に ん ぷ

を勤めたが、鍋島藩
なべしまはん

付
つき

で勢至堂
せいしどう

に一泊して会

津には入った。鍋島藩は天寧寺
てんねいじ

の山からお城を目
め

がけて大砲を

撃ったが、他の藩よりも上手のようであった。兵糧
ひょうろう

運搬、大砲

丸
たま

運びをやらせられ 1か月後に帰った。分捕り物
ぶ ん ど り も の

としては何も

持って来なかった。 

白河町の棚瀬利助翁
おう

談 

戦争の年は 14歳であったが、15歳として忍藩
おしはん

の軍夫となり、

会津に連
つ

れ行
い

かれた。白河を出発して、大谷地
お お や じ

・飯土用
いいどよう

・

滑川
なめりかわ

・牧之内
まきのうち

を経て勢至堂
せいしどう

の険
けん

を越えて行った。白河を立つと

き一斗
い っ と

炊
だ

きの釜
かま

を持たせられて行き、帰りにもそれを持って帰

った。滑川
なめりかわ

で舁
か

いた棒を外
はず

して釜の鍔
つば

を損
そん

した。その釜で会津

で飯を炊いた。それが 14歳の私の役目。会津滞在は 1か月。帰

るとき赤津村
あかつむら

にも勢至堂
せいしどう

にも官軍様が見張りをしていて、武士

の持つような道具を持つと皆お取り上げとなった。 

軍夫の中には気の利いた者があって、薩藩何番隊などという木



 

栃本村
とちもとむら

大庄屋の記録に 

また 

また 

 

【p182】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金屋町： 白河市金屋町。白河

市街のうち。 

大工町： 白河市大工町。白河

市街のうち。 

⇒【芳賀本陣・皇徳寺が病院

に】 

⇒【町人卜圓が建てた供養碑_大

工町皇徳寺】 

⇒目でみる戊辰白河口戦争の記

録【d30_「戦死人供養」（大工町皇

徳寺）】 

 

 

 

 

家中： 藩士。 

寄人馬： 合宿〈あいしゅく〉

制をとり、いくつかの宿が一体と

なって継ぎ立てを行なう。 

朝詰： 朝、所定の発出場所に

待機すること。 

これらの記録は 4月付けなの

で、会津藩が白河城を占領する前

の、奥羽鎮撫九条総督の命による

手配である。白河町問屋常盤彦四

郎が栃本宿あてに命令を伝えてい

る。 

常盤彦四郎： のち 5月 6日

に、白河町問屋常盤彦之助が西軍

兵によって暗殺されたのだが、彦

四郎と彦之助の関係はどうなって

いたのだろう？ 名前が似ている

ので、同族であることは間違いな

いだろう。 

現在の白河市で、常盤姓はごく

少数のようである。彦之助暗殺の

あと、常盤家の運命は過酷であっ

たか。 

この引用箇所「十八」が重複す

る。4月 17日付けの通知なので、

おそらくは 18日・19日にわたる用

立て内容であるが、誤植だろう

か。 

臨時早打： 臨時でしかも急ぎ

便というところだろうか。 

割： 割り当て。 

未明詰： 朝詰よりも早い発出

時刻となる。より遠方への運搬だ

ったのだろう。 

 

 

札を付
ふ

して白河まで持って来た者も少なくなかったが、それが

知れるとみな焼却された。私は白河を出るとき、勢至堂までと

いうことであったが会津まで進んだ。そのとき白河から忍藩
おしはん

に

付いた軍夫は 20余人と記憶している。 

（このとき翁
おう

の使った釜が、翁の家に残されてある。著者が翁を

訪ねたとき、この釜を前に置いて物語をされた。） 

 

白河金屋町
かなやまち

の斎藤千代吉翁
おう

の談
だん

 

白河から会津に軍夫に行った者は、分捕り品
ぶ ん ど り ひ ん

として何か持って

来たものだ。それが戦争が済むと官軍の知るところとなり、「み

な差し出せ」との厳命
げんめい

があって、今の大工町
だいくまち

皇徳寺
こうとくじ

付近で焼却

した。器物や衣類や刀剣まで山のように積んで煙にしてしまっ

た。 

鎮撫使
ち ん ぶ し

御用 並
ならびに

諸家中
かちゅう

御通行に付
つき

寄人馬
よせじんば

左之通
さのとおり

 

四月十七日朝詰
づめ

 

一 十四人、八疋 

栃本 

右之通 

辰
たつ

四月十六日 

常盤彦四郎 

鎮撫使御用其外
そのほか

諸家方
がた

臨時早打
はやうち

大通行
おおつうこう

に付
つき

寄人馬割
わり

左之通 

四月十八日未明詰 

四月十八日未明詰 

一 四人、八疋 

栃本 

右之通 

辰四月十七日 

常盤彦四郎 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf
http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku1/medemiru-kiroku.pdf


以上は白河城が奥羽鎮撫使の支配下にあった慶応 4年辰
たつ

4月のことで

ある。白河町問屋
と い や

常盤
と き わ

彦四郎から下命
か め い

されたものである。 

 

また同庄屋の記録に 

これは 5月朔日、西軍白河に大勝後、地方民に出した命令である。 

これに対して村方においては、いかにこれを処理すべきかについて

集会相談となったものである。地方民の去就
きょしゅう

に迷うも当然とすると

ころであろう。 

同大庄屋記録に 

【p183】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次は 5月 5日付けで、白河城奪

還後の西軍（東山道軍）による命

令である。 

御親征： 親征とは天皇が自ら

軍を率いて戦争に出ることであ

る。戊辰戦争は、天皇が大坂まで

「出陣」したとされ、任命された

東征大総督が江戸に達し、東山道

軍はその「先鋒」なのである。 

集会： 白河を 3方向から攻撃

し、友軍が白河において合流した

ことを指す。 

入り込み： 西軍が白河城下に

進駐したこと。 

「いきなり人馬を集めることは

できないだろうから、早めに手配

して、村々の人馬担当者が伝馬の

発出場所に出仕待機して、官軍の

用事を支障なく処理するべきであ

る。」 

「もちろんのことであるが、白

河駅（宿）まで付き添ったうえ

で、薩摩藩軍の小荷駄方へ（到着

したことを）報告するように。」 

「ただし、（この通達書は）村々

への回覧を滞りなく早々に行な

い、最後の村から（回覧終了の旨

として）返納すること」 

「官軍薩州」の文字は下げて書か

れているが、内容は尊大である。 

白河駅： 白河宿。 

小荷駄方： 馬で輸送する貨物

の担当官。 

 

 

去就に迷う： 前出の鶏卵の件

と同様であるが、この時期、西軍

が確保したのは白河町近傍のみ

で、栃本をはじめとする近郊農村

はなお東軍の勢力も及んでいたの

である。 

触状： 通達状。連名の宛名で

順番に回覧させる文書。 

達状： 通達文。命令書。 

鎮撫使御用 並
ならびに

諸家中
かちゅう

御通行に付
つき

寄人馬割
わり

 

四月二十八日未明詰 

四月二十九日未明詰 

一 八人、八疋 

栃本 

右之通 

辰四月二十七日 

常盤彦四郎 

此節
このせつ

 

御親征
ごしんせい

に付
つき

白河城え 致
しゅうかい

二集会
い た し

一、賊兵追払
おいはらい

、官軍入込
いりこみ

、追々
おいおい

大勢
おおぜい

致
しゅっちょう

二出張
い た し

一候に付
つき

、差当
さしあたり

人馬集兼
あつめかね

候間
あいだ

、早々
そうそう

致
てあて

二手当
い た し

一、村々役頭
やくがしら

より曳口
ひきぐち

罷出
まかりいで

、官軍御用向
ごようむき

無
とどこおり

レ滞
なく

相 弁
あいわきまえ

候様
よう

可
とり

レ

被
はからう

二取計
べ く

一候。尤
もっと

も白河駅え副越
そえこし

候上者
う え は

、 無
まちがい

二間違
な く

一薩州

小荷駄方
こ に だ か た

え届
とどけ

可
もうしで

レ被
なさる

二申出
べ く

一候。以上。 

但
ただし

村々次渡
つぎわたし

無
とどこおり

レ滞
なく

早々
そうそう

留
とめ

之
の

場所
ば し ょ

より返納可
いた

レ被
さる

レ致
べく

候 

白河駅出張 

官軍薩州 

辰五月五日 

小荷駄方 

深仁井田村
ふ か に い だ む ら

 

栃本村
とちもとむら

 

形見村
かたみむら

 

千田村
せんだむら

 

触状
ふれじょう

 

別紙の通
とおり

御触状達状
たつじょう

到来
とうらい

仕
つかまつり

候に付
つき

、御順達
じゅんたつ

申上
もうしあげ

候。右者
み ぎ は

御



 

5月 9日に至りて、西軍御用
ご よ う

人足
にんそく

の勤めが左
さ

のごとく厳達
げんたつ

された。 

同庄屋記録に人足についての厳達が載
の

せてある。 

 

栃本
とちもと

庄屋記録に篝火
かがりび

人足割
わり

の事が出ている。東西軍いずれも篝火を

野に山に焚
た

いて互いに勢
せい

を張っていたと伝えられている。先年、白

河向寺
むかいでら

の胞衣
え な

神社の裏山から東軍の焚いたという篝火の炭が層をな

して出た事がある。 

同庄屋記録に 

村々の人足が篝火
かがりび

を盛
さか

んに焚
た

く。 

【p185】 

 「この件は御役所にもお伺いし

なくては処理しかねるので、村々

（の代表）が明朝釡子村に集まっ

て相談いたしたいと考えます。取

り急ぎですが、そのようにしてく

ださい。」 

深仁井田村： 白河市東深仁井

田。白河城から東へ約 11.8km。 

御同勤衆中： 同じ役職の皆

様。深谷弥左衛門と同じ各村の代

表者の皆様（庄屋など）あて。 

 

さらに厳しく通達された。 

「このたびの、官軍方の御用に

ついては、左記の村々の一軒に人

足一人ずつ、明 10日未明当所（白

河町）本町花屋由兵衛方へ庄屋・

組頭が付き添いのもと、右記刻限

に遅れることなく、必ず出仕待機

すること。もちろん、役務履行を

引き延ばしたり拒否する村に対し

ては、厳重な処罰が下されること

になるから、このことをよく心に

留めて、村々は、期限もあっての

順達なので、最後の村から早々に

（発信者へ）戻すこと」 

翌日未明の白河町への出仕待機

を、前日中の回覧で命じるのだか

ら酷い。 

組頭： 村方三役の一つ。庄屋

をたすけて村政をとり扱う者。 

会所： 白河町の庄屋・町年寄

が出勤する町会所。 

栃本村は大庄屋の在所。 

深仁井田村は回覧の当番のよう

である。 

復刻版には「谷津村」とある

が、かつて石川郡にあった「谷澤

村」の誤植ではないか？ 

深仁井田村より谷澤村までこれ

有り： この部分に回覧する村々

名が列記。 

胞衣〈えな〉： 胎児を包んでい

る膜および胎盤・臍帯等の総称。

つまり出産時に後産として排出さ

れるもの。出生した子の健やかな

成長や立身出世を祈り、胞衣の処

理については様々な習俗儀礼があ

った。 

胞衣神社： 白河市向寺。正し

くは「褜姫〈えなひめ〉神社」。平

泉へ逃げた源義経を慕って、鬼一

法眼の娘皆鶴姫がここまで追って

来たが、病に倒れ亡くなったのを

祀ったという伝説がある。皆鶴姫

がなぜ褜姫なのか、姫は難産で死

亡したのか？ 

鬼一法眼〈きいちほうげん〉： 

京の一条堀川に住んだという伝説

の陰陽師・兵法家。『義経記』『お

伽草子』に出る。 

褜姫神社は向寺集落の北端ほど

にあって、このような間近で東軍

が示威行動したとは、驚きである 

役所にも御伺
おうかがい

不
もう

レ申
さず

候ては取 計
とりはからい

兼
かね

候間
あいだ

、村々明朝釜子村
かまのこむら

へ集会

の上
うえ

御相談 仕 度
つかまつりたく

奉
ぞんじ

レ 存
たてまつり

候。早々
そうそう

如
この

レ此
ごとく

御座候
ござそうろう

。以上。 

深仁井田村
ふ か に い だ む ら

 

深谷弥左衛門 

栃本村
とちもとむら

始
はじめ

 

御同勤
どうきん

衆 中
しゅうちゅう

 

今般
こんぱん

 

官軍方
がた

御用に付
つき

、左之村々軒別
のきべつ

人足一人つゝ
ず つ

、明十日未明
み め い

当所

本町
もとまち

花屋由兵衛方
かた

へ庄屋・組頭
くみがしら

差添
さしそえ

、右刻限
こくげん

無
ちたい

二遅滞
な く

一急度
き っ と

相詰
あいつめ

可
もうす

レ申
べく

候。 尤
もっとも

延引
えんいん

不
つとめ

レ勤
ず

之
の

村
むら

者
は

厳重之
の

御沙汰有
これ

レ之
あり

候間
あいだ

、此段
このだん

相心得
あいこころえ

村々刻付
こくづけ

を以
もっ

て順達
じゅんたつ

に付
つき

、留
とま

り村より早々
そうそう

可
あい

二相戻
もどしべく

一侯。

以上。 

慶応四辰
たつ

年五月九日 

白川町 

会所印 

深仁井田村 

栃本村 

深仁井田村
ふ か に い だ む ら

より谷津村まで有
これ

レ之
あり

。 

官軍様御用篝火
かがりび

木
き

切
きり

人足割
わり

 

明
みょう

十三日未明
み め い

詰
づめ

、斧
おの

鋸
のこぎり

持参。 

右之通仰付
おおせつけ

候。日限
にちげん

之通
とおり

、間違
まちがい

無
なく

侯様
よう

申付
もうしつけ

差出
さしだし

可
な

レ被
さる

レ成
べく

候。以

上。 

七月十二日 

釜子
か ま こ

役
やく

元
もと

 

 



鹿島
か し ま

富山
とみやま

氏の記録に、 

とある。 

同記録 5月 25日の条に 

とあり、また 26日の記には 

白河地方各村の人足・人馬は 5月から会津落城後西軍帰藩
き は ん

に至るま

で、毎日割り当てられたものである。栃本大庄屋の記録の所 々
ところどころ

を

摘
てき

出
しゅつ

して見るに、 

同 8月 13日の条に 

【p188】 

釜子役元： ここで事例として

紹介されている栃本などの村々は

越後高田藩領に属し、高田藩の陣

屋は釜子に設けられていた。藩領

に属する村々農政の事務所も釜子

にあったと思われるので、大庄屋

や当番村の庄屋は事務所に出勤し

て通知文書作成や回覧発信を行な

ったものだろう。「役元」は、釜子

にある文書発信元の役所という意

味と思う。 

鹿島： 白河市大〈だい〉鹿

島。白河地方の総鎮守である鹿嶋

神社がある。白河城から東南へ約

2.4km。 

鳥居橋上前： 白河市大に「鳥

居橋前」という字がある。「上」は

誤植？ 

芳賀山下： 現在の白河市大の

「荻ヶ山下〈はがやました〉」と思

われる。 

各村人足にて： 各村から人員

を出して従事させ。 

固め居り： 警戒警備にあたる 

山王坂： 白河市久田野山王寺

山。「山王坂の山の上」はつまり山

王寺山？ 

山王寺： 白河市馬町。はじめ

久田野に建てられ、今の「山王

窪」という地が山王寺の跡だった

と言われる。 

三本松： 久田野に三本松山と

いう字がある。 

六地蔵： どこか？ 大村の古

い字と思われる。 

久保岩下： どこか？ 白河市

大「久保」か？ 「岩下の山」と

は？ 

上ノ台： どこか？ 大村の古

い字と思われる。 

搦目山： 白河市大搦目山。1つ

のピークではなく、一定の地域を

指すようなので、篝火場所は不

詳。 

「弁当は自分で 2回分用意し、

人別書まで持参しろ」という。 

人別書： 人別帳、人別書上

帳。人口調査（ことに農民の移動

防止） の目的で町村役人 に作成

させた。あるいは「人別書」は村

役人が人別帳を基に個別作成した

身分証明書か。 

両度分： 2回分。 

軍夫役所： ついに軍夫徴用の

ための担当事務所まで開設された

ようである。 

 

 

五月七日より篝火
かがりび

の場所、鳥居橋上前一箇所、芳賀山下
は が や ま し た

一箇所、

桜岡前
さくらおかまえ

一箇所、搦目村
からめむら

一箇所、各村人足
にんそく

にて焚き、薩・長・大

垣・忍様七、八百人にて固
かた

め居
お

り候 

夜、篝火
かがりび

山王坂
さんのうざか

の山の上一箇所、三本松
さんぼんまつ

一箇所、六地蔵
ろくじぞう

一箇所、

久保
く ぼ

岩下の山二箇所、上ノ台
うえのだい

二箇所、搦目山
からめやま

一箇所、谷津田川
や ん た が わ

端
ばた

一箇所、桜岡
さくらおか

二箇所都合
つ ご う

十一箇所の篝火各村人足にて焚
た

き候。 

 

双石
くらべいし

の篝火光
ひか

り昼の如
ごと

し。村々の人足にて篝火一箇所に五人づ 

ゝの割合にて、昼は木を切り、夜は篝火を焚き云々 

軍夫 並
ならびに

継立
つぎたて

人馬差出
さしだし

候残
のこり

之分
ぶん

男軒別
のきべつ

一人早速
さっそく

当役所え罷出
まかりいで

候

様可
もうし

二申付
つけべく

一候。若
もし

遅滞於
これ

レ有
あるに

レ之
おいて

者
は

取調の上
うえ

厳重之
の

咎
とが

可
もうし

二申付
つけべく

一

者
もの

也
なり

。 

但
ただし

人別書
にんべつしょ

持参可
これ

レ有
ある

レ之
べく

候。 並
ならびに

弁当両度
りょうど

分
ぶん

持参の事
こと

。 

辰
たつ

八月十日 

軍夫
ぐ ん ぷ

役所 

人馬
じ ん ば

継立
つぎたて

は村々十五歳より六十歳まで人別
にんべつに

有
ある

丈
だけ

云々として 

八月十四日  二人二疋  栃本
とちもと

村 

八月十六日  四人二足  栃本村 

八月十七日  四人二疋  栃本村 

八月十八日  薩州様通行につき四人二疋 栃本村 

八月十九日  三人二疋  栃本村 

八月二十日  三人二疋  栃本村 

八月二十二日 三人二疋  栃本村 

八月二十三日 三人二疋  栃本村 

八月二十四日 三人二疋  栃本村 



かくのごとくに、人馬割付
わりつけ

が、ひとり栃本
とちもと

村に限らず各村に割り当

てられ、これが 9月・10月・11月と続いたのである。 

9月 9日、白河軍夫方
かた

の達
たつ

を見ると、 

とある。これによって見れば男が不足して、女までも割り当てられ

たことが判
わか

る。 

また同大庄屋記録に 

これによれば不参者には雇銭代納
だいのう

の制も取ったのである。 

 

白河郡下羽太村
しもはぶとむら

石井庄屋の記録に 

この人夫
に ん ぷ

調
しらべ

は若松城落城後、西軍帰還
き か ん

の人夫である。この記録によ

【p190】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小前者： 小百姓。 

村役人を勤めるような百姓を大

前百姓、そのような役職に就かな

いその他の百姓を小前百姓と呼ぶ

が、幕末のころは小作をも小前に

含む場合があり、この文脈では

「小前者まで」はむしろ「小作だ

ろうと」の意味になるようだ。 

 

「しだいに継立人馬の調達が差

し支えてきたので、（人馬割り当て

は）改めて 100石につき 2人、馬 2

匹とし、白河の軍夫役所に毎日人

員を待機させること。」 

「人が来れない場合は、代わり

の“雇い銭”を必ず納めること。」 

「各村の庄屋は、いろいろ言い

付けたい用事もあるから、人馬を

連れて参るように。」 

ついに必要のたびに必要人数を

申し付けるのではなく、毎日一定

数を動員待機させることになっ

た。しかも不参の場合は代金を出

せというのだから、もはや雇用で

はなく労役賦課である。庄屋はそ

の人馬に付き添って毎日出頭しな

ければならなかった。これでは仕

事にならない。 

 

原書「白川郡」→訳「白河郡」

とした。 

白河郡： 西白河郡の旧称。 

 

 

 

 

 

 

助郷： 街道の宿駅の人馬が不

足した場合、その補充のため村々

に課された人馬の輸送労役。また

その村々。 

会津からの西軍帰還のための人

夫ということである。人夫 1人は

会津若松に先入りして、そこに

（空の）人馬を送り込む？ 

この文書は某村から黒羽藩役所

あての人馬徴用の請書らしい。 

次郎兵衛： 当番庄屋と思われ

るが、不詳。 

黒羽御役所： 原方および白坂

方面の人馬徴用担当は黒羽藩だっ

た？ 

八月二十五日 三人二疋  栃本村 

八月二十六日 三人二疋  栃本村 

八月二十九日 三人二疋  栃本村 

女にても割当、当分の中
うち

軍夫方まで相詰
あいつめ

候様
よう

、急度
き っ と

小前者
こまえもの

まで

申付
もうしつけ

べく候。若
も

し怠
おこた

り候名主は召捕
めしとり

之上
うえ

入牢
にゅうろう

可
おおせ

レ被
つけら

二仰付
る べ く

一候

条
じょう

、相
あい

可
こころえ

二心得
べ く

一者
もの

也
なり

云々 

追々
おいおい

御継立
つぎたて

人馬指支
さしつかえ

候条
じょう

、当九月十九日夕
ゆう

詰
づめ

より 改
あらため

て人足高
たか

百石につき二人二疋づゝ
ず つ

白川軍夫御役所
おやくしょ

え日々
ひ び

定詰
じょうづめ

申付
もうしつけ

候間
あいだ

、

可
あい

二相心得
こころえべく

一候。勿論
もちろん

不参
ふ さ ん

者
は

、雇銭
やといせん

急度
き っ と

可
あい

二相納
おさめべく

一候。猶又
なおまた

村々庄

屋共
ども

御用向
ごようむき

有
これ

レ之
あり

候間
あいだ

、人馬召連
めしつれ

可
まかり

二罷出
で べ く

一候。以上。 

九月十九日 

軍夫局 

一 人夫 二十九人 

但十六歳より五十九歳までの男子 

一 馬 二十八疋 

老馬弱馬除 

内人夫一人 会津若松詰
づめ

 

人夫二十八人 

馬二十八疋 白坂宿助郷
すけごう

詰
づめ

 

右之通
とおり

取調
とりしらべ

奉
かきあげ

二書上
たてまつり

一候処
ところ

相違
そ う い

無
ござ

二御座
な く

一候、以上。 

辰
たつ

九月二十八日        次郎兵衛印 

黒羽
くろばね

 

御役所
おやくしょ

 

 



って人夫の年齢が知られる。 

西白河郡中畑村
なかはたむら

小針弥太郎氏の記録 

 

（5）西軍兵糧米
ひょうろうまい

を買い上ぐ 

栃本庄屋の記録に、西軍が兵糧米を買い上げた記録がある。文に云

う 

【p192】 

 

 

中畑村： 西白河郡矢吹町中畑 

旧中畑村は越後高田藩浅川陣屋

の支配下。 

小針弥太郎： 『小針弥太郎家

文書』は旧中畑村の庄屋文書。 

中畑村から徴用されている 9人

の名を列記し、これらを村に帰ら

せるので、代わりの人員を送れと

いう通達である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原書「蝴蝶隊」だが「胡蝶隊」

と表記した。 

胡蝶隊： 土佐藩の上士のう

ち、御馬廻役以上の約 400名で馬

廻銃隊として編成された武力討幕

の為の部隊。 土佐藩家老の深尾丹

波が指揮を執った。 

発信者は土佐藩四番蝴蝶隊輜

重。土佐藩の四番隊の名称が胡蝶

隊なのか？胡蝶隊の四番隊なの

か？ 

輜重： 蝴蝶隊の輜重奉行。糧

食や武器等戦争に必要な軍需物資

を運ぶ小荷駄方を指揮する役職。 

戸主： 一家の首長であるが、

この場合は村の戸長の意味。 

 

「義」は引用中なのでそのまま

としたが、「儀」と書くべきところ

では？ 

「官軍は兵糧に難渋して調達の

見通しも立たない。そのため、（個

人的に）穀物を出荷することは固

く禁じると申し付けること。」 

隠売： 密売。 

咎申し付く： 罪科として追及

して罰する。 

直段： 値段〈ねだん〉。 

「ただし白河地方の相応の値段

で（官軍の）御用米として買い上

げるのだから、よくよく心に刻み

つけて遺漏の無いようにするこ

と。」 

請印： この通達を受諾した証

の印〈いん〉。 

留りより村継をもって： 回覧

最後の村から、回覧の村々経由で 

中畑村人足 

林次郎 

熊吉 

彌八 

長七 

政五郎 

三之助 

豊之助 

鶴吉 

喜七 

しめて九人 

右者
もの

共
ども

交代 仕
つかまつり

度
たく

候付
につき

、御詮議
せ ん ぎ

之上
うえ

右代人
だいにん

急
きゅうに

御越
お こ し

可
つかわし

二遣 下
くださるべく

一候 

九月朔日
さくじつ

 

土州四番胡蝶隊
こちょうたい

 

輜重
しちょう

 

中畑村戸主
こ し ゅ

 

小針七左衛門殿 

官軍兵糧
ひょうろう

に差支
さしつかえ

候も難
はかり

レ計
がたく

、依
これに

レ之
より

出穀
しゅっこく

の義
ぎ

堅
かたく

禁
きんじ

侯様
よう

申付
もうしつけ

候事
こと

。猶
なお

隠売
いんばい

等致し候者
もの

有
これ

レ之
あり

候節
せつ

は厳重に咎
とが

可
もうし

二申付
つくべき

一候事。 

但
ただし

白川
しらかわ

表
おもて

相応
そうおう

之
の

以
ねだん

二直段
をもって

一御用米に買上
かいあげ

候間
あいだ

、銘々
めいめい

不
もら

レ洩
さず

様
よう

云々 

辰
たつ

九月 

白川口会計官 

別紙之通
とおり

被
おおせ

二仰出
だ さ れ

一候条
じょう

速
すみやか

に御願
おねがい

御承知
ごしょうち

之旨
むね

、令
うけ

二請印
いんして

一留
とま

り

より村継
むらつぎ

を以
もっ

て、拙者
せっしゃ

共
ども

え御戻
おもどし

可
な

レ被
さる

レ成
べく

候。以上。 

辰
たつ

九月十六日 

白川町取締役 

住山甚八郎 

大塚左太郎 



白河町の町年寄住山・大塚の両家が、当時取締となって、白河郡 

外 2郡よりの兵糧調達に当たったのである。 

 

（6）いよいよ西軍引き揚げ 

栃本大庄屋文書に 

会津落城が 9月 22日であったから、10月となると西軍帰還とな 

る。 

 

白河郡踏瀬
ふ ま せ

の箭内
や な い

庄屋に、明治元年辰
たつ

10月の「官軍御用
ご よ う

御継立
おつぎたて

日締
ひ じ め

帳
ちょう

、踏瀬宿
しゅく

会所
かいしょ

」という表簿
ひょうぼ

がある。参考のため抄記
しょうき

する。 

【p194】 

白川郡： 栃本村（西白河郡の

範囲）が対象になっていることか

ら、ここでは西白河郡（旧称は

「白河郡」）を指すと思われる。

（引用中のため「白川郡」のまま

とした） 

 岩瀬郡： 西白河郡の北隣の地

域（現天栄村など）。 

石川郡： 西白河郡の東隣の地

域（現石川町など）。 

ちなみに東白川郡（旧称は「白

川郡」）は棚倉町から南東方の地

域。 

右宿村御役中： 右記の郡に属

する宿・村の村役人あて。 

原書「白川町」→訳「白河町」 

原書「白川郡」→訳「白河郡」

この部分は地の文のため、「白河

郡」と訂正した。 

その支配所： 大庄屋が管轄す

る地域。その地域の村々から石高

1000石あたり 10人の人夫を供出せ

よという命令である。「品々」とい

うのは物品？または人夫の代わり

の金納か？ 

 

 

 

 

 

 

原書「白川郡」だが、西白河郡

のことなので「白河郡」とした。 

踏瀬： 西白河郡泉崎村踏瀬。 

 

 

 

から尻： 軽尻。旅人の乗る荷

のない馬。または、40貫を 1駄と

する「本馬」の半分まで載せる

馬。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 二本松藩： この時点では二本

松藩丹羽家は降伏しているわけだ

から、供出先は占領地二本松を差

配している新政府事務所または委

任された某藩ということになる。

人馬各 200の大量徴用である。 

 

小倉藩： 福岡県北九州市。小笠

原家。15万石。慶応 2年長州藩に

小倉を占拠されて移動し、藩名も

変わっている。 

長州藩による占拠は長期にわた

り、藩庁も移動したため、香春藩

のち豊津藩と称した。 

白川郡 

岩瀬郡 

石川郡 

右宿村
しゅくそん

御役中
おやくちゅう

 

今般
こんぱん

諸隊急速
きゅうそく

引揚に付
つき

、其
その

支配所千石に付
つき

十人づゝ
ず つ

の御割合、 

白川軍夫
ぐ ん ぷ

局
きょく

え品々
しなじな

人夫差出
さしだし

侯様
よう

申 達
もうしたっし

候事
こと

。 

十月六日 

太政官 

白川会計官 

十月二十三日 

一 軽尻
からじり

 一疋
ひき

 紀州 田中長兵衛様 

一 軽尻 一疋 尾州 軍資
ぐ ん し

方
かた

様 

一 軽尻 二疋 紀州 栗又次郎様  

同  中村儀七様 

一 人足 八人 忍藩 佐藤市蔵様 

 

十月二十四日 

人足 二百人 

馬 二百疋 

右二本松藩
にほんまつはん

へ可
あい

レ 被
わたさる

二相渡
べ く

一候事
こと

  会計局 

 

十月二十五日 

人足二人 小倉藩 三津谷賀平太様 

人足七人 

本馬
ほ ん ま

二疋 芸州藩 松田兼之助様 



西軍は毎日、宿 々
しゅくしゅく

から人夫
に ん ぷ

や馬を出させて通行し、その賃銭
ちんせん

は支

払ったのである。宿場の庄屋
しょうや

はたいてい問屋
と い や

を兼ねていた。 

前記芸州藩
げいしゅうはん

の加藤善三郎が白河町萬持寺
ま ん じ じ

にて屠腹
と ふ く

したのも西軍帰還
き か ん

の途中の事で 11月 4日であった。 

 

栃本大庄屋の記録に 

【p196】 

軽馬： から尻と同じか？ 

筑前藩： 福岡藩。福岡県福岡

市。黒田家。52万石。 

 

 

 

 

 

 

早駕籠〈はやかご〉： ある人物

（使者など）を長途に至急送り届

けるためには早駕籠が使用され

た。平均時速 6km程度といわれて

いる。 

賃済み： 下記計上の人馬代金

とは別会計。 

 

 

 

 

刎銭： 宿駅問屋場助成のため

に人馬賃銭の一部をはねたもの。 

 

 

 

 

 

 

 

無賃： 代金を請求しない分が

あったようだが、どのようなわけ

で？ 

 

⇒［脚注］問屋 

 

⇒【加藤善三郎と農夫】 

⇒【芸州藩士加藤善三郎墓_巡り

矢萬持寺】 

 

「澤主水正さまが出羽国秋田か

ら凱旋帰還されるにあたり、この

たび当所（白河）にお泊りにな

る。大規模な人馬継ぎ立てになる

ので、これまでの人馬割り当てで

は足りなくなる。であるから、家

ごとに人馬を出し、大庄屋の下役

（使用人）を付き添わせて差し出

すこと。この命令にもかかわらず

不参などということがあった場合

は厳しく取り調べ処分を下すか

ら、そのことを忘れず、遅れるこ

となく今夕に出頭待機すること。」 

澤主水正： 澤宣嘉（1836～

1873）公卿。奥羽鎮撫副総督澤為

量の婿養子。「七卿落ち」の一人。

九州鎮撫総督。長崎府知事。外務

卿など。九州鎮撫総督のときキリ

シタン弾圧「浦上四番崩れ」に関

与。 

ただし澤主水正宣嘉は慶応 4年 2

月 14日に長崎に着任しており、奥

羽方面での活動は無いのでは？し

たがってこの記事は澤為量の記

事？ 澤為量も主水正を称した？ 

軽馬
からうま

一疋 筑前藩 野外敬吾様 

賃済 

人足八人 総督府 徳永仁左衛門様 

 

十月二十七日 

早かご賃済 

人足四人軽馬二疋 大垣藩 藤田徳七様 

 

（十月の終わりに） 

しめて人足
にんそく

三百三十七人 

此賃
このちん

 百三十九貫
かん

七百十四文
もん

 

内 

二十八貫
かん

三百八文
もん

 刎銭
はねせん

 

しめて本馬
ほ ん ま

 四疋
ひき

 

此賃 三貫三百四十四文 

内 

六百九十六文 刎銭 

しめて軽尻
からじり

 十一疋 

此賃 六百九十五文 

内 

一貫二十一文 刎銭 

しめて人足 十三人 無賃
む ち ん

 

惣賃
そうちん

しめて百四十九貫百五十三文 

刎銭しめて三十貫百二十五文 

澤
さわ

主水正
もんどのしょう

様、羽州
うしゅう

秋田
あ き た

表
おもて

より御凱陣
ごがいじん

につき、今般
こんぱん

当所御泊りに 

相成
あいなり

、大
おお

人馬継立に付
つき

、是迄
これまで

の割合にては差支
さしつかえ

侯条
じょう

、依
これに

レ之
より

家別
いえべつ

人馬其
その

下役
したやく

相添
あいそえ

へ差出可
もうす

レ申
べく

候。且
かつ

不参
ふ さ ん

等
とう

有
これ

レ之
あり

侯村方
むらかた

は急度
き っ と

取調
とりしらべ

可
さたに

レ及
およぶ

二沙汰
べ く

一候間
あいだ

、其旨
そのむね

相心得
あいこころえ

無
ちたい

二遅滞
な く

一今夕
こんゆう

相詰
あいつめ

可
もうす

レ申
べき

者也
ものなり

。 

十一月十三日 



出羽
で わ

方面出陣の西軍も白河を通過した。11月になると白河軍夫局の

命令が、白河民政所の命令になっている。 

 

（7）軍夫高の取調 

栃本大庄屋記録に 

この記事は 11月 13日と 18日との間に見えている。明治元年 11月

には江戸をもはや東京と呼びたるものか。白河地方の軍夫は白河口

なる三春
み は る

・二本松
にほんまつ

・若松
わかまつ

方面に勤めたものなることこの記録によっ

て判然する。またこの記録によって西軍凱陣
がいじん

の人馬
じ ん ば

継立
つぎたて

の終わった

のも戊辰の 11月中旬頃であることが判
わか

る。 

いずれ戦争中の白河町は軍夫や藩兵の往来で雑踏
ざっとう

を極
きわ

めたものであ

ろう。 

 

明治 2年 12月、天朝
てんちょう

から芳賀源左衛門へ御沙汰書が下っている。 

芳賀は住山・大塚とともに当時白河町における町年寄
まちどしより

の家である。 

今芳賀の記録だけを知るを得たが、無論
む ろ ん

住山や大塚にもこれらの御

沙汰書はあったと思われる。なお芳賀が明治 5年福島県出納係に出

した五人扶持の請取書
うけとりしょ

が見えているが、それには「七月分（大）米

七斗五升」とある。（芳賀への御沙汰書のこと、白河町本町
もとまち

遠藤英男

氏の調査に拠
よ

る。） 

 

栃本庄屋の記録中、辰
たつ

12月 14日の条に、 

【p199】 

白河民政取締所： 白河藩領

は、慶応 3年に藩主阿部氏の棚倉

国替え以後、幕府領小名浜代官支

配。慶応 4年 4月より新政府統

治。白河民政取締所となり、佐久

山藩ついで守山藩が管理。明治 2

年 2月白河民政局となる。 

 

 

 

 

白川口： 大総督から見て、越

後口とならぶ白河口。 

「白河口の棚倉～会津若松にお

いて従事した村々からの人夫につ

いて、勤務数料を調べて東京へ提

出するようにとのことである。そ

の取調は村ごとに別紙見本の項目

を急いで調べるようにとの指示で

ある。近いうちにそちらへ出張す

るから、その際に提出するよう手

配するべきである。」 

 

慶応 4年 7月 17日（1868年 9月

3日）に江戸が東京と改称された。 

明治改元は明治元年 9月 8日

（1868年 10月 23日） 

天皇の江戸城到着は明治元年 10

月 13日（1868年 11月 26日）。 

 

 

 

 

天朝： 朝廷、または、天子を

敬っていう語。 

芳賀源左衛門： 白河の本陣。

白河町年寄。 

⇒［脚注］町年寄 

「白河県の管轄地である磐城国

白河郡白川駅」 

白河郡： 1878年（明治 12年）

に西白河郡。 

白川駅： 「白川」引用中なの

でママ。「駅」は宿駅としての機能

を意識した呼称。鉄道駅はまだ無

い。 

みぎり： 時節。ころ。 

段： ～の件。ある局面に至っ

たこと。 

奇特の至り： たいへん感心で

ある。よくやった。 

その身一代： 源左衛門本人の

一代限りで。 

允許： 認め許すこと。許可。 

五人扶持： 一人扶持とは、1人

につき男には、1日 5合の扶持米を

給与。明治 5年 7月は大の月で 30

日。5×5×30＝750 

民部省： 明治 2年 7月 8日

（1869年 8月 15日）設置された国

内行政を管轄する省庁。その後改

編を経て、明治 4年 7月 27日

（1871年 9月 11日）に民部省は大

蔵省に合併されて廃止された。 

白川口棚倉
たなぐら

・三春
み は る

・二本松
にほんまつ

・若松
わかまつ

迄
まで

相詰
あいつめ

候村々人夫勤高
つとめだか

取調
とりしらべ

東

京え差出候様
よう

仰出
おおせいで

につき、其
その

取調
とりしらべ

村々別紙
べ っ し

雛形
ひながた

之通
とおり

急速
きゅうそく

取調

候様
よう

差図
さ し ず

有
これ

レ之
あり

、不日
ふ じ つ

其
その

地え
ち へ

致
しゅっちょう

二出張
い た し

一候間
あいだ

、其節
そのせつ

差出候様
よう

御取計
おとりはからい

可
な

レ被
さる

レ成
べく

候。以上。 

大総督軍夫局 

白河県支配所 

磐城
い わ き

国白河郡白川駅 

芳賀源左衛門 

右者
みぎのもの

昨年戊辰之
の

歳
とし

賊徒
ぞ く と

掃攘
そうじょう

之
の

砌
みぎり

尽力
じんりょく

不
すくな

レ少
からぬ

段
だん

相聞
あいきこ

へ奇特
き と く

之
の

至

に付
つき

、其
その

身
み

一代
いちだい

苗字帯刀
みょうじたいとう

允許
いんきょ

五人扶持
ぶ ち

被
くだ

レ下
され

候事
こと

。 

民部省 

白川民政取締所 



との命令が白河取締所
とりしまりしょ

から出ている。いわゆる榎本
えのもと

武揚
たけあき

等の五稜郭
ごりょうかく

事件の騒擾
そうじょう

が白河地方に関係している。 

 

（8）地方租税減免の達
たつ

 

白河郡上羽太
かみはぶと

和知
わ ち

庄屋の免定
めんじょう

に 

【p201】 

松前表： 北海道（蝦夷地）松

前・箱館方面。慶応 4年 10月榎本

武揚の率いる旧幕脱走軍が、松前

（福山）城・箱館五稜郭を占拠し

て新政府に抗戦。明治 2年 5月降

伏。 

とかく： あれやこれや。何か

と。「兎の角」とは現実に存在しな

いもののたとえ。 

七ツ時： 午前 4時ころ。 

詰め： 出頭して待機。 

 

 

免定〈めんじょう〉：検見による

免定めの結果を通達した文書。 

白川郡： 羽太は西白河郡なの

で、旧称でも「白河郡」が正し

い。 

免定〈めんさだめ〉： 検見によ

り、その年の租率（免）を定める

こと。豊凶にかかわらず一定期間

租額を固定して課することを定免

という。 

本田： 文禄 3年（1594）蒲生

氏検地の石高。 

古新田： 榊原忠次（慶安 2年

白河より姫路へ転封）までの新

田。 

改出： 本多忠義の慶安 4年

（1651）の検地による増石。 

こうして見ると、検地というの

は大事業であって、再検地などと

いうことは滅多に行なわれなかっ

たことがわかる。幕末に至るも、

蒲生時代（関ヶ原の戦い以前）の

検地が有効であったのである。 

時代を経るにしたがって栽培技

術も進歩したことを考えると、昔

の検地のままに租率が固定されて

いることは農村の利益であったと

思われる。 

領主側としても、再検地によっ

て領民の大反発を買うよりは、順

調な徴租を優先したものだろう。 

 

宥免： 免除。 

皆引： しめた全額を差し引く

ということ。 

 

 

 

右者： 文書の前方（右方）に

書かれた、免を示された村々を指

す。 

当辰〈とうしん〉： 今期。今

年。（あるいは本年辰年という意味

で使っている？） 

成箇〈なりか〉： 取箇。年貢な

ど。租税。物成〈ものなり〉。 

極むべきところ： 納租を遂行

するべきところ。 

「先般交付された免定（文書）

を引き替えて、今期 1年限りの宥

免を令するものである。」 

松前
まつまえ

表
おもて

残賊
ざんぞく

共
ども

出兵有
これ

レ之
あり

兎角
と か く

騒しく候。通行多端
た た ん

、依
これに

レ之
より

明
みょう

十五

日七ツ時
ななつどき

詰
づめ

、高
たか

百石に付
つき

馬二疋つゝ
ず つ

刻限
こくげん

聊
いささかも

違
たがい

なく相詰
あいつめ

候様
よう

申付
もうしつけ

候事
こと

 

辰
たつ

年免定
めんさだめ

之事 

白川郡上羽太
かみはぶと

村 

一 高
たか

四百二十七石
こく

九斗
と

五升
しょう

六合
ごう

 本田 

一 高十九石九斗一升一合     古新田 

一 高二百五十三石二斗二升七合  改出 

高しめて七百一石九升四合 

内 

二百八十七石五斗六升 諸引 

四百十三石五斗六升四合 

当
とう

四月以来
い ら い

戦争場
ばに

罷
まかり

成
なり

兵火焼失者
しゃ

持高
もちだか

宥免
ゆうめん

 

しめて皆引
みなひき

 

一 高十一石二斗九升六合 新田 

前同断に付不残
のこらず

宥免
ゆうめん

 

一 高一石七斗四升三合  新田 

前同断に付不残宥免 

一 高六斗二合      新田 

前同断に付不残宥免 

一 高一石三斗五升三合  新田 

前同断に付不残宥免 

一 高十二石五斗一升五合 新田 

前同断に付不残宥免 

しめて皆引
みなひき

 

右者
みぎのもの

当辰成箇
な り か

可
あい

二相極
きわむべき

一処
ところ

、当夏
と う か

以来戦地に相成
あいなり

難渋
なんじゅう

之次第
し だ い

、

依
ねがいに

レ願
よって

先般相渡
あいわたし

候免定
めんじょう

と引替
ひきかえ

当一ヶ年限
かぎ

り 令
ゆうめん

二宥免
せ し む

一者也
ものなり

。 

明治元戊辰
ぼ し ん

年十一月 

民政所 印 

右村 

庄屋 



今の西白河郡西郷村
にしごうむら

は、戊辰戦争には会藩の出入口で、ことに

柏野
かしわの

・羽太
は ぶ と

の農民は難儀
な ん ぎ

した。上羽太
かみはぶと

・下羽太
しもはぶと

・虫笠
むしかさ

は一軒も残ら

ず焼かれた。もちろん西軍に焼かれた。それは 7月朔日
さくじつ

であった。

森
もり

要蔵
ようぞう

父子の下羽太で戦死をした日だ。上羽太の和知
わ ち

庄屋に慶応 4

年の暦
こよみ

が今に残されてあるが、その表紙に「当村戦場になり七月朔

日兵火にて焼亡す」と記されている。当時中羽太
なかはぶと

は 5軒だけの農家

で焼失を免
まぬが

れたという。焼かれると皆
みな

小屋をかけて暮らした。 

明治 5・6年頃から家を建て始めたが、明治十何年頃まで小屋住まい

をしたものだという。虫笠
むしかさ

の白岩源治氏の蔵は屋根だけ焼かれたの

で、蔵の中に住むことができたと話していた。この宥免
ゆうめん

の免定
めんじょう

は下

羽太の石井庄屋にも同様にある。（民政所印には佐久山
さ く や ま

取締所印とあ

る。） 

栃本庄屋の記録に 

「柴一郎兵」は高田領
たかだりょう

釜子陣屋
かまのこじんや

藩士柴田一郎兵衛の略称、柴田は当

時民政
みんせい

幹事であつた。 

 

白河城付
しろつき

6万石の民政は佐久山藩
さ く や ま は ん

で行なった。 

9月は慶応 4 年 9 月 24日である。（福原内匠は旗本にして野州
やしゅう

佐久山
さ く や ま

を治
ち

す。） 
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出入口： 軍勢の進出経路、拠

点。 

原書「難義」→訳「難儀」とし

た。誤植か？ 

難儀： 苦労。苦しむこと。 

7月朔日： 7月 1日。 

⇒［脚注］森要蔵 

⇒【7月 1日の戦い_飯野藩森要

蔵等の討死のこと】 

和知庄屋： 【清子書込】真船

和知本家 

 小屋をかけて： 掘っ立て柱に

筵などをかけた急造、貧弱な小屋 

 

 

佐久山： 栃木県大田原市佐久

山。 

羽太のあたりは佐久山取締所が

管轄したものだろうか。（白河民政

を佐久山藩が担当した時期か？） 

 

 栃本庄屋： 本書の引用で「栃

本大庄屋」と「栃本庄屋」がそれ

ぞれ数か所ある。「大庄屋」と「庄

屋」が別家を指すのかは不明。 

 

原書「義」→訳「儀」とした 

御収納： 租税を収納すること 

黒羽藩取締： 栃本方面の民政

を黒羽藩が担当したものか？ 

半納： 年貢半減。 

悪作： 農作物の不作。 

用捨引： 勘案して一定割合を

減免？ 

皆免： 年貢を全部免除。 

官軍人数等入り込む： 官軍の

人員を宿泊させた 

「さる辰年の租税はすべて半減

となったが、そのうちまず半分を

皆済するように。残り半分の収納

については追って通達する。」 

右の趣き： 右記（前記）の内

容について 

面々： 村役人の者たち（組頭

など） 

巳： 巳年＝明治 2年。 

高田領： 越後国高田藩本藩は

官軍として戦後の釜子に入り、民

政に当たった。 

柴田一郎兵衛： 新潟上越市資

料に、安政年間、柴田一郎兵衛か

ら馬塚新田庄屋あて文書｢卯年面相

之事｣があり。してみると、代々

「一郎兵衛」を名乗り藩政に携わ

った家柄かもしれない。 

 

城付 6万石： 城の管理も含め

た領地 6万石。 

佐久山藩： 下野国佐久山。佐

久山等 3500石。旧佐久山城に陣

屋。旗本福原家。栃木県大田原市

佐久山。 

福原内匠： 旗本。那須衆。 

去
さる

辰
たつ

御収納之
の

儀
ぎ

黒羽藩
くろばねはん

取締中半納
はんのう

に申 渡
もうしわたし

候。猶
なお

悪作
あくさく

村々用捨
ようしゃ

引
びき

、戦死・手負・焼失等租税皆免
かいめん

等も申 渡
もうしわたし

候。昨年来助郷
すけごう

人馬
じ ん ば

繰出
く り だ

し或
あるい

は官軍人数等入込
いりこむ

村々
むらむらは

諸失費
し っ ぴ

等も多分
たぶんに

有
これ

レ之
あり

可
なんじゅう

レ 及
におよぶ

二難渋
べ し

一と存
ぞんじ

候間
あいだ

、去
さる

辰
たつ

御収納之儀
ぎ

都
すべ

て半納之
の

内
うち

、先
ま

づ半数皆済
かいさい

相■■可
もうす

レ申
べく

、残
のこり

半数之儀は追
おっ

て沙汰
さ た の

可
およぶ

レ及
べく

候。 尤
もっとも

皆済日限
にちげん

之

儀は御代官
おだいかん

より可
あい

二相達
たっすべく

一候。右之 趣
おもむき

面々
めんめん

令
しょうち

二承知
し て

一組下
くみした

村々

小百姓
こびゃくしょう

共
ども

へも不
もら

レ洩
さず

可
もうし

二申聞
きかすべく

一候。以上。 

巳
み

正月十三日 

柴一郎兵 

福原
ふくはら

内匠
た く み

 

其方
そのほう

儀
ぎ

当分
とうぶん

之
の

所
ところ

、白川城付
しろつき

六万石租税
そ ぜ い

取締
とりしまり

可
いたす

レ致
べき

旨
むね

、御沙汰
ご さ た

候
そうろう

事
こと

。 

九月 

大総督参謀 

百姓 



富山
とみやま

氏記録に左の記がある。 

 

（9）軍夫勤務の手当 

西軍の軍夫として出役
しゅつえき

せるものには、村々に手当
て あ て

を下附
か ふ

したもの 

である。 

栃本大庄屋の記録に 
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納物御免： 大豆などの作物に

よる代納が許されて？ 米が収穫

できずやっと穫れた大豆なども半

納の対象とされた？ 

米については金納（換金して金

で納税）したが、3斗 5升＝35升

で金 1両とされた。町相場は 5升

で金 1分（5×４＝20升で金 1両）

なのに。 

 

新政府による地租改正は 1873年

（明治 6年）。収穫力に応じて決め

られた地価を課税標準とし、物納

であったものを金納とした。 

 

出役： 戦争に参加することだ

が、軍夫の場合は多くは徴用され

て戦地にいた。 

手当というと、日数などで積算

されたものだったのかどうか？ 

下附： 官庁から民間に金や物

をさげわたすこと。 

両・分・朱： 4進法で、4朱が

1分、4分が 1両。 

中寺村： 白河市表郷中寺。 

川原田村： 西白河郡中島村川

原田。 

小貫村： 石川郡浅川町小貫。 

形見村： 白河市東形見。 

栃本村： 白河市東栃本。 

細倉村： 白河市借宿細倉か？ 

上野出島村： 白河市東上野出

島。 

大竹村： 白河市東上野出島大

竹。 

中野村： 白河市表郷中野。 

内松村： 白河市表郷内松。 

梁森村： 白河市表郷梁森。 

堀之内村： 白河市表郷堀之

内。 

深渡戸村： 白河市表郷深渡

戸。 

釜子村： 白河市東釜子。 

千田村： 白河市東千田。 

深仁井田村： 白河市東深仁井

田。 

吉岡村： 西白河郡中島村吉

岡。 

下野出島村： 白河市東下野出

島。 

宮村： どこか？ 白河市東釜

子に宮替という字はあるが？ 

小松村： 白河市表郷小松。 

番沢村： 白河市表郷番沢。 

三森村： 白河市表郷三森。 

下羽原村： 白河市表郷下羽

原。 

和田村： 須賀川市和田。 

下宿村： どこか？ 西白河郡

泉崎村関和久中宿の近く？ 

御年貢の儀は半納に相成
あいなり

候
そうろう

。兵火に相成
あいなる

者
ものは

無年貢に相成
あいなり

候。半

納の者も大豆
だ い ず

其他
そ の た

の納物
のうもつ

御免
ご め ん

にて、米
こめは

金納
きんのう

にて金一両に三斗
と

五 

升
しょう

相場
そ う ば

に相納
あいおさめ

候。町相場金
きん

一分につき五升
しょう

の相場に侯。 

釜子
か ま こ

付
つき

村々 

一 金三両一分二朱也   中寺
なかでら

村 

一 金五両三分也     川原田
かわはらだ

村 

一 金一両三分二朱也   小貫
お ぬ き

村 

一 金三両二分也     形見
か た み

村 

一 金三両一分二朱也   栃本
とちもと

村 

一 金二両三分也     細倉
ほそくら

村 

一 金一両三朱也     上野出島
か み の で じ ま

村 

一 金二分二朱也     大竹
おおたけ

村 

一 金一両三分二朱也   中野
な か の

村 

一 金五両三分二朱也   内松
ないまつ

村 

一 金三両二分二朱也   梁森
やなもり

村 

一 金一両一分二朱也   堀之内
ほりのうち

村 

一 金一両也       深渡戸
ふ か あ ど

村 

一 金人両二分也     釜子
かまのこ

村 

一 金三両二分二朱也   千田
せ ん だ

村 

一 金一両二分一朱也   深仁井田
ふ か に い だ

村 

一 金四両三分一朱也   吉岡
よしおか

村 

一 金十一両三分三朱也  下野出島
し も の で じ ま

村 

一 金二両三分三朱也   宮村 

一 金三両三分也     小松
こ ま つ

村 

一 金二十六両一朱也   番沢
ばんざわ

村 

一 金四両一朱也     三森
み も り

村 

一 金二両一朱也     下羽原
しもはばら

村 

一 金十九両二分三朱也  和田
わ だ

村 

一 金十二両二分二朱也  下宿村 



軍夫勤務の手当として、前記のように 484両 1分 1朱。この大金の

渡し方は、正金
しょうきん

として 184両 1分 1朱、金 300両は札金
さつきん

として渡し

たものである。これは釜子
か ま こ

付
つき

村々の合計である。戊辰戦争の全軍夫

の勤務支払いというものは巨額のものであったことだろう。 

 

白河地方の軍夫は従順にその労役
ろうえき

に服
ふく

した。東軍にも、西軍にもい

ささかの反抗の態度がないばかりか、よく奉公
ほうこう

したという。 

（終わり） 
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上小山田村： 須賀川市上小山

田。 

小倉村： 須賀川市小倉。 

市野関村： 須賀川市市野関。 

田中村： 須賀川市田中。 

大栗村： 須賀川市大栗。 

四辻新田： 石川郡玉川村四辻

新田。 

前田川村： 須賀川市前田川。 

中宿村： どこか？ 西白河郡

泉崎村関和久中宿？ 

下小山田村： 須賀川市下小山

田。 

■田村： 明治 22年石川郡小塩

江村となった塩田村？ または明

治 22年古関村となった社田村？ 

浜尾村： 須賀川市浜尾。 

■■田村： 明治 22年石川郡川

東村となった小作田村か日照田

村？ または明治 22年石川郡須釜

村となった山新田村？ 

雨田村： 須賀川市雨田。 

狸森村： 須賀川市狸森。 

 

列記された村々は、西白河郡東

村・表郷村のほか、石川・岩瀬郡

を含む。 

 

 

巳二月： 巳年（明治 2年）2

月。 

 

 

 

 

 

 

正金： ここでは「従来の通用

金銀貨」の意味。 

札金： 金札とも。太政官札。

明治政府によって慶応 4年 5月か

ら明治 2年 5月まで発行された政

府紙幣（不換紙幣）。日本初の全国

通用紙幣である。通貨単位は江戸

時代に引き続いて両、分、朱のま

まであった。1879年（明治 12年）

11月までに新紙幣や公債証券と交

換、回収されるまで流通した。 

 

白河口戦争にかかわる地名につ

いては、できるだけ  

⇒白河口戦争の地名地図 に採録

したので、参照されたい。 

 

一 金二十一両三分二朱也 上小山田
か み お や ま だ

村 

一 金四十三両一分一朱也 小倉
お ぐ ら

村 

一 金十六両一介二朱也  市野関
いちのせき

村 

一 金二十六両一分也   田中
た な か

村 

一 金二十二両二分也   大栗
おおぐり

村 

一 金一両三分也     四辻新田
よつつじしんでん

 

一 金十四両二分一朱也  前田川
まえだがわ

村 

一 金十三両一介一朱也  中宿村 

一 金十五両三分一朱也  下小山田
し も お や ま だ

村 

一 金三十九両二分一朱也 ■田村 

一 金二十一両一分也   浜尾
は ま お

村 

一 金四両三分一朱也   ■■田村 

一 金三十四南二分二朱也 雨田
あ め だ

村 

一 金五十二両二分也   狸森
むじなもり

村 

しめて金四百八十四両一分一朱也 

右 者
みぎのものは

去
さる

六月より十一月まで軍夫
ぐ ん ぷ

相勤
あいつとめ

候につき、村々え 為
おてあて

二

御手当
な し

一被
くだ

レ下
され

候事。 

巳
み

二月 

白川口 

軍夫局 

http://home.h05.itscom.net/tomi/rekisi/sirakawa/bosin/furoku2/map/map-1.htm


戊辰戦争年表 
 

慶応 4年（明治元年） 

1. 3 鳥羽伏見の戦い始まる。 

1. 6 幕兵敗れて大阪に退く。 

1. 8 慶喜
よしのぶ

、大阪を発し江戸に向かう。松平容保
かたもり

・松平定敬
さだあき

等従 

う。 

1. 9 岩倉具定
ともさだ

を東山道鎮撫総督に、岩倉具経
ともつね

を副総督となす。 

1.10 朝廷、徳川慶喜・松平容保・松平定敬等 27名の官位を奪 

う。 

1.12 慶喜、江戸城に入る。 

2. 6 東海・東山・北陸 3道の鎮撫使を改めて先鋒
せんぽう

兼鎮撫使とな

す。 

2. 9 総裁熾仁
たるひと

親王、東征大総督とならせらる。 

2. 9 土藩総督乾
いぬい

正形
まさかた

（板垣退助）、東山督府参謀となる。 

2.11 慶喜、江戸城を出で東叡山
とうえいざん

大慈院に謹慎。 

2.16 朝廷、二本松藩管理の白河城を仙台藩に交付す。 

2.16 松平容保、江戸を発し会津に帰る。 

22日若松城着。 

2.26 九条道孝を奥羽鎮撫総督に、澤為量
ためかず

を副総督、醍醐
だ い ご

忠敬
ただゆき

を 

参謀となす。 

3.23 九条鎮撫総督、仙台に入る。 

4. 4 東海道先鋒総督、江戸城を収む。 

閏 4. 3 仙台兵、会兵と中山口・石筵
いしむしろ

口に戦う。 

閏 4. 4 仙米両藩、会津救解を目的として奥羽列藩の重臣会合を促

す。 

閏 4. 6 奥羽鎮撫総督参謀世良
せ ら

修蔵、白河城に入る。 

閏 4.12 仙米両藩主、岩沼に至り九条総督に謁して会津救解の嘆願

書を提出す。 

閏 4.15 九条総督、会津救解の嘆願書を卻
しりぞ

く。 

閏 4.20 世良参謀、福島に殺さる。 

閏 4.20 会兵、白河城を奪う。 

閏 4.21 西軍、大田原
おおたわら

を発し、途中東軍を破り 24 日芦野
あ し の

に宿す。 

間 4.23 奥羽列藩救解同盟、一変して攻守同盟となる。 

閏 4.25 東山道先鋒の軍、白河城に迫る。 

5. 1 白河城、西軍に 陥
おとしい

れらる。 

5.15 彰義隊破らる。 

5.18 越の諸藩、奥羽同盟に加わる。 
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大阪： 明治政府になってから

「大阪」という表記を正式とし

た。それまでは「大坂・大阪」併

用。原書では「大坂・大阪」混用 

 

 慶喜と江戸城： 慶喜は将軍在

職中に江戸城に入ったことがな

い。 

 先鋒兼鎮撫使： 軍の前衛とし

ての「先鋒」を称して、軍事行動

であることを明らかに？ 

 

乾正形： この時点では「乾退

助」。板垣正形を名乗ったのは、東

山道進軍途中の甲州にさしかかっ

たところで。 

 

二本松藩管理の白河城を仙台藩

に： 幕政期から空き城の白河城

は二本松藩が管理していたが、奥

羽鎮撫総督下で主要藩と見られた

仙台藩に管理が移された。 

 

奥羽鎮撫総督： 3月 11日大阪

を出帆、3月 18日に松島湾入り口

の寒風沢に到着。3月 23日に仙台

城下、藩校養賢堂を本陣とする。  

 

3月 15日に江戸総攻撃の予定の

ところ、江戸開城を条件に攻撃中

止。4月 4日先鋒総督が江戸城に入

る。 

 

閏 4月 8日、仙台藩士の『日新

録』に不審な記事あり。投機隊が

30人ばかりも白河まで「脱走」し

たという。世良修蔵に対する「手

配」情報も。 

嘆願書を卻く： 退ける。嘆願

書を却下した。 

閏 4月 15日『日新録』記事、仙

台藩国境通行を厳戒する旨。薩長

兵士にたいしても強硬方針。 

閏 4月 16日『日新録』記事、薩

長筑藩兵士を殺害せよとの指示あ

り。 

閏 4月 19日奥羽諸藩は対会津庄

内「解兵」宣言。とともに…同日

『日新録』記事、進行してくる新

政府軍を敵とみなし迎撃準備。 

閏 4月 21日『日新録』記事、世

良等討取結果および、その他の薩

藩兵に「刺客」差し向けの旨。 

閏 4月 23日、白石盟約書。 

閏 4月 25日の戦いでは、西軍の

攻撃を東軍が撃退した。 

5月 1日西軍が大勝して白河を占

拠。 

彰義隊破らる： 江戸で上野戦

争。輪王寺宮が東叡山を脱出。 

越の諸藩： 北越から 6藩が加

盟して、奥羽「越」列藩同盟とな

る。加盟は 5月 6日とも。 



5.20 大総督府、岩倉具定を奥羽白河口総督に、岩倉具経を副総 

督になす。 

5.28 輪王寺宮
りんのうじのみや

公現法親王、常陸
ひ た ち

平潟
ひらかた

に御上陸。 

5.26 東軍、白河城を回収せんとして迫る。 

5.29 白河口総督参謀板垣退助、白河に入る。 

6. 3 岩倉具定総督を辞め、鷲尾
わしのお

隆聚
たかつむ

奥羽追討総督となる。 

6.12 白河城の大逆襲あり。 

6.16 渡邊参謀、平潟に上陸。 

6.23 大総督参謀鷲尾隆聚、白河に着。常宣寺を本営とす。 

（鷲尾総督は総督を辞めて大総督府参謀たり。） 

6.24 板垣参謀、棚倉に向かう。同日棚倉城陥る。 

6.25 釜子陣屋
かまのこじんや

破らる。 

6.28 磐城
い わ き

泉城陥る。 

6.29 磐城湯長谷
ゆ な が や

城陥る。 

7. 2 公現法親王、仙台に御着。 

7. 9 鷲尾隆聚、再び白河口総督となる。 

7.13 磐城平城陥る。 

7.24 板垣参謀、棚倉を発して三春に向かう。 

7.26 三春藩降る。 

7.29 二本松城陥る。 

8. 4 中村城陥る。 

8. 9 大総督府、白河口総督鷲尾隆聚を辞め、参謀正親町
おおぎまち

公董
きんただ

これ

に代わる。 

8.20 諸道の西軍、会津に追撃す。21日石筵の戦いあり。 

8.26 正親町奥羽追討白河口総督、三春に着し、鷲尾隆聚と交代

す。 

9. 4 米藩主、謝罪書を越後口総督嘉彰
よしあき

親王に上る。 

9. 5 日光口の西軍、会津に入る。 

9. 8 明治と改元。 

9.10 正親町総督、三春を発して二本松に着。 

9.10 二本松藩主降る。 

9.10 津川
つ が わ

口の西軍、会津に入る。 

9.18 棚倉藩主阿部正静
まさきよ

、謝罪して降る。 

9.22 公現法親王、平潟口総督に罪を謝す。 

9.22 会津藩主降る。 

9.23 庄内藩主降る。 

9.24 泉・湯長谷・平藩、降る。 

（ここに奥羽越ことごとく平定。） 
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東山道先鋒総督→奥羽征討白河

口総督 

 

 5月 26日： 東軍（第 1次）白

河攻撃するも敗退。 

 5月 29日： 本文脚注に述べた

ように、この日に東軍の攻撃・戦

闘は無かったと考えられる。 

 原書「5.29」→訳「5.26」とし

た。 

 6月 12日： 東軍（第 4次）白

河攻撃するも敗退。 

 6月 16日： 渡辺清・木梨精一

郎が指揮の薩摩・大村・佐土原部

隊が平潟に上陸。 

 

  6月 25日： 東軍（第 5次）

白河攻撃するも敗退。 

 

 

 

 

7月 2日、輪王寺宮が会津若松

から米沢を経て仙台に到着。 

 

 

 7月 15日： 東軍（第 7次）白

河攻撃するも敗退。 

 

 7月 28日： 羽太において白河

近郊さいごの戦闘。 

 

 7月 29日： 西軍の攻撃により

二本松城落城。 

 

 8月 21日： 西軍が母成峠を突

破、23日には会津若松城に迫る。 

それを受けて、23日までには白河

方面の会津軍は撤退したと考えら

れる。 

 

 

 

 9月 4日： 米沢藩降伏。 

 

 9月 15日： 仙台藩降伏。 

 

 9月 18日： 棚倉藩降伏。 

 

 輪王寺宮 9月 18日に降伏文を提

出。22日出頭？ 

 

 9月 22日： 会津藩降伏。 

 

 

白河での戦い 

 

慶応 4年閏 4月 6日（1968年 5月

27日）世良参謀白河入城 から 

慶応 4年 7月 28日（1968年 9月

14日）白河地域最後の戦闘 まで 

とすると 111日間（約 110日） 

 



10.18 正親町白河口総督、東京に凱旋。 

11. 2 熾仁親王、東征大総督の任を解かる。 

終わり 
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 東京： 慶応 4年 7月 17日

（1868年 9月 3日）に改称された

（江戸ヲ称シテ東京ト為スノ詔

書）。 

 

 

 明治改元： 慶応 4年 9月 8日

（1868年 10月 23日）皇太子睦仁

親王（後の明治天皇）の即位によ

り。 

 明治元年 9月 8日（1868年 10月

23日） 

 

 

 旧暦（天保歴）から新暦（グレ

ゴリオ暦・太陽暦）への切り替え 

明治 5年 12月 2日（旧暦）の翌日

が、明治 6年 1月 1日（新暦）と

なった。 

明治 5年 12月 2日（1872年 12月

31日） 

明治 6年 1月 1日（1872年 1月 1

日） 

 

 

 

 

仙台藩の開戦意思 

 

仙台藩士の『日新録』などの閏 4月 8日～

閏 4月 21日の記述を見るに、閏 4月はじめ時

点ですでに、世良修蔵をはじめとする薩長兵

に敵対しようとする動きがみられ、 

閏 4月 16日の記事では、薩長兵「殺害」指令

になっている。 

 

世良修蔵殺害については、現場の仙台藩士

はまず逮捕するつもりだったかもしれない

が、重傷により結局斬首しており、仙台藩首

脳にとって世良殺害は意図内のことだったろ

う。 

 

会津救解嘆願書が鎮撫総督から却下された

ことや、世良の「皆敵」密書が発覚したこと

を仙台藩の開戦理由のように論ずる向きもあ

るが、それより前から薩摩・長州に武力で対

抗する意思を固めていたと考えるべきだろ

う。 

それは自論が通らなければ最終的には武力

で決着という、戦国武装集団を起源とする、

大藩としてのプライドを重んじる思考ではな

いか。 

 



出版賛助芳名 

（五十音順・敬称略 小峰八幡神社外 163名 後掲） 

 

奥付
おくづけ

 

昭和 16年 9月 5日印刷 昭和 16年 9月 10 日発行 定価 2円 

著作兼発行者 白河町番士小路 （律堂こと）佐久間男留 

発行所 白河町本町 堀川古楓堂 
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復刻版 付録 

 

幕末・維新人物１００人 

 

藩一覧表 

 

奥羽越列藩同盟図 

 

目でみる戊辰白河口戦争の記録 

 

 

復刻版 あとがき 

戊辰白河口戦争記復刻刊行会副会長 

白河商工会議所会頭 片野仁 

（文は後掲） 

戊辰白河口戦争記復刻会副会長 

社団法人白河青年会議所第三十代理事長 永山広中 

（文は後掲） 

 

 

著者略歴 

佐久間 男留 号（律堂または順） 

明治 15年福島県田村郡七郷村に生まれる。福島師範学校卒業。

文部省教育科検定試験に合格し師範学校女子部高等女学校教育科

教員免許を取得。 

小学校長、白河高等女学校教諭、白河高等家政女学校教頭、白河

女子商業、白河第一中学校、白河中央中学校に勤務し、昭和 26

年 3月に退職、同年 8月病歿、享年 68才。 

昭和 8年泉崎横穴の発見により調査研究を委嘱され国指定の資料

を作成。 

昭和 16年 8月、福島県より福島県史編纂事務を嘱託され県南 5

郡の調査を担当。 

主な著書 

訳注白河往昔記（昭 11）、白河楽翁公伝（昭 12）、戊辰白河口戦

争記（昭 16）、白河藩庄屋文書、訳文等がある。 

 

 

 



復刻版 奥付 

昭和 63年 7月 10日発行 定価 2400円 

著者 佐久間律堂 

訳注 井上幸雄・金子誠三 

編集 鈴木完一 

発行 戊辰白河口戦争記復刻刊行会 

   会長 小野亀八郎 

制作 歴史春秋出版株式会社 

  

 



戊辰白河口戦争記 出版賛助芳名 

 

著作よりも出版は六ヶ
む つ か

しい。地方出版に於
おい

て殊
こと

に然
しか

りとす。 

前後二十余年、菟集
としゅう

した地方資料も出版しなければ、 徒
いたずら

に筐底
きょうてい

に死蔵され、果ては虫の食ふ儘
まま

となる虞
おそれ

がある。出版して置けば、多くの人々に読んで戴
いただ

かれるに止まらず、後の郷土研究者

をして同じ苦労を重ねずに、更に研鑽
けんさん

を積んで貰はれる便宜がある。 

本書は此
こ

の度
たび

古楓堂主人堀川一義翁
おう

の御熱心と、地方有志諸賢
しょけん

の賛助後援のもとに出版するに至

つたものである。ここに巻末ながら御芳名を列記して深く感謝の意を表する次第である。 

（五十音順・敬称略） 

小峰八幡神社 白河町役場 白坂村役場 白河商業学校 白河図書館 白河第一国民学校 

白河第二国民学校 白河第三国民学校 白河会津会 白河鉄道倶楽部 長寿院 

福島県立白河中学校 福島県立白河高等女学校 福島県白河高等家政女学校  

足立俊雄 青村鐵太郎 荒井忠實 阿部由兵衛 阿部浄平 岩越二郎 

市川勲  石岡亀太郎 泉政之助 石倉忠蔵 石野信行 池島三代吉 

今井又市 今井伊八 今井清吉 飯田吉兵衛 五十嵐瀧蔵 五十嵐庫三 

石井重五郎 石井宗順 内山定之助 遠山英男 大内照彌 大槻佐兵衛 

大槻久之助 大槻恒次郎 大谷五平 大谷忠吉 大谷喜三郎 大谷倉治 

大谷恒次 大高新輔 大木代吉 大木重雄 大竹儀重郎 遲澤信三郎 

河東田教美 金子鐵太郎 金子祐助 金澤春友 金澤良一 川瀬作兵衛 

川瀬織之助 川崎大四郎 川口久  加藤源次郎 片岡芳美 菊地武雄 

菊地勝美 桑名七郎 熊田猛夫 熊谷純爾 熊谷源太郎 久保木利助 

小島智善 近藤正雄 小出常吉 小針彌太郎 近藤力  斎藤保吉 

佐久間平三郎 相楽清作 佐藤直  堺八十二 酒井寅三郎 佐藤眞太郎 

篠崎健三 鈴木利吉 鈴木源之助 鈴木啓夫 鈴木貞次郎 鈴木市太郎 

鈴木勝重 須永祐弘 須釜嘉平太 須釜金兵衛 須釜政吉 須釜善勝 

関格之介 瀬谷磯吉 瀬谷彌三 瀬谷伊蔵 関根勝治 曾我演雄 

田中仲三 田中國太郎 田村洋治 高田庸次郎 竹貫静哉 圓谷光衛 

角田庄吉 東郷酉七 富山忠一 富山幸吉 中村市太郎 中村益平 

永島慶次郎 永島直次郎 中目瑞男 仲西保蔵 南條辰男 新妻熊男 

根本英治 根本貢  野口長吉 芳賀憲輔 橋本守正 橋本貞雄 

橋本龍空 人見平三郎 福田春三 藤田彌五兵衛 藤田勝治 邊見子之吉 

星野林八 堀田謙次郎 穂積誠  益田儀一 松井幸太郎 宮田金次郎 

宗像亀之 室野井民蔵 八田部万平 安田平助 安田佐兵衛 安田篤次 

安田良三 屋形貞  柳下啓三 矢吹眞次 八子幸治 吉田周作 

吉田豊吉 吉田恒次郎 吉田倉吉 吉田勇司 吉成房次郎 鷲尾多四郎 

渡部泰次郎 渡邊彌蔵 渡邊隆治 渡邊栄一 和知菊之助 和知環 

小黒萬吉 小川易三 小野貢  小野亀次郎 小崎武左衛門 岡部勘蔵 

（以上） 



復刻版 発刊に寄せて 

白河市長 小野亀八郎 

司馬先生はその著書「竜馬がゆく」の中で竜馬が生きておれば鳥羽伏見の戦いは起らなか

ったであろうと記されておる。さすれば当然引き続く戊辰もとなるがなぜだろう、それは同

文中竜馬と西郷さんの対話に語られて居る、「自分は役人になる為（中央政府の高官）に幕府

を倒したのではない」との言葉に自ら了察出来ます。同様に松下村塾の吉田松陰先生は維新

の結果立身出世の夢を見て居る若者たちに「君は功業を為せ我は忠義（義を立て筋道を通

す）を尽さん」と教えられたそうである。さすれば戊辰は天下国家の為、日本の行末を案ず

るが為の戦いではなく、一部指導者の立身出世功名手柄、或は藩と言う小さなものの面目と

怨念、そんなものの累積の中での戦争であった様であり、それでは純粋な気持で参戦して殉

じまた殉難された諸霊に対し申訳がなく、諸霊も浮かばれまい、或は戦場となり廃墟と化し

た白河の方々にも申し開きが出来ないのではあるまいか。勿論こんな事は後世百二十年後の

戊辰に生きる私達だから論ぜられる事であり、それだからこそこれを契機に日本の将来に目

を向け、誤った文明の追求にピリオドを打ち文化の元年とする、それが私達の勤めであり散

華した霊を慰める唯一の途と信じます。 

それには歴史を知り温故知新の中から未来と理想が生れる、それが百二十年の間白河に倒

れた英霊の鎮魂に尽した先人の徳を顕彰する方途と存じます。復刊発行にお骨折りを賜りま

した福島県社会教育委員会議の議長鈴木完一氏を始め御支援の皆様方に御礼を申し上げま

す。明治の当初同じ逆賊と呼ばれた西郷南州の語録は今世間で見直されて居ります。なぜで

あろう、おかしくはないのか、「人を相手にせず天を相手にせよ、天を相手にして己れを尽

し、人を咎めず、我が誠の足らざるを尋ぬべし」正に立派な道理である。 

昭和六十三年七月一日 

 

 

復刻版 あとがき 

戊辰白河口戦争記復刻刊行会副会長 

白河商工会議所会頭 

片野仁 

本書は戊辰の役百二十年を期した事業の一環として、その刊行が企画されたものである。 

記述のとおり、戊辰白河口の戦いは日本が世界に勇躍する文明開化の明治維新の尊い新建

設に伴って起った免れ難い戦乱であり武家時代最後の戦いだけに東西両軍何れも武士道精神

を発揮して戦った得難い苦闘の史実であり、明治・大正・昭和の三代に亘り人々の胸中を去

来し今日に至っている。 

本書は戊辰の役と白河地方の住民の苦悩の姿をその時々の史実や史話等により詳しく記載

されており、当時の状況をうかがうことが出来る。 

本書の刊行が戊辰の役を知る上で一助となれば幸いである。 

本書の編集にあたっては、市民各位のご協力をはじめ、白河市教育委員会、白河商工会議

所、白河観光協会、（社）白河青年会議所および白河市史編纂委員の井上幸雄、金子誠三両



氏、刊行会に携わった方々には多忙な本務のかたわら、編集、校正等を担当していただき感

謝を申し上げる。また、小野智恵子氏、堀川古楓堂さんの好意に対し厚く感謝申し上げる。 

昭和六十三年七月一日 

 

 

復刻版 あとがき 

戊辰白河口戦争記復刻会副会長 

社団法人白河青年会議所第三十代理事長 

永山広中 

今年、（社）白河青年会議所創立三十周年の記念事業の一環として、さらには戊辰百二十年

を記念して、正義の旗のもとに今日の日本を築く礎となられた方々を偲ぶとともに、二度と

この様な悲惨な争いが起きないことを祈り佐久間男留（律堂）著『戊辰白河口戦争記』を復

刊刊行する運びとなりました。 

この刊行事業は、斎藤報恩会様（仙台）、仙台市立博物館様、田丸すすみ様、岡部文三様等

の資料提供を受け、また写真提供を県内外の多くの方々にお願いし、訳注等には白河市史編

纂室の金子誠三様、井上幸雄様にご尽力を賜り、編集に際しては JCOBの鈴木完一様および白

河市教育委員会関係の多くの方々のご協力を頂戴してはじめて実現するものです。私共の望

外の幸せと感謝に堪えません。 

この一冊が我が白河の歴史の一ページ、いや、日本の激動期の歴史の一ページを知る上で

皆様方の一助となり、さらには奥州口最大の戦場の中で、塗炭の苦しみを味わいながら東西

両軍の御霊を御守りし続けてきている白河人の心意気を感じていただければ幸いに存じま

す。 

昭和六十三年七月一日 
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